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れ Ix ’s ぅし ?: んだ *周章てるなょぼ 
つ !1* つ話してやろから僕け思 11 す乘 

やか史  おとな か 

りだした八釜しいジヤゾの音の中に 

さら  おと ぢ J 含う  わら  ご 之 ぢよ含 う 

料！ ^し、啦も編る^?車 0 ?日、自 §? 車 

c- んげんぃぬぃぬぁしぉと 

人間、犬丨犬の足音 11 訂ぃが、兎に 


饵：へ 


こうじょう  さんかん  レ 

V ェ塲へ 參觀 1- 行った- 


な 


雜然 i 不明 則に 聞へ てく る： の雜音 

9r < み X ことごととほ  オーケ ー くち 

も 锲の 耳から 悉く 遠ざけ o* K の ロ 

びる はちやぅぁゎ  すヶ M せかいき て 

辱 Li 波長な 合 3 -tf r: o • K I1 世界的 

文つ けん  やぅとくい  さ かづ « 

賢 見て IL ?: 樣： 2得意 1- や !5. ら產を 


來 た。 乘り込 みの 全責任を 負 ふて ゐる森 田 
貫 一とい ふ 九州 上りの 三枚目の 男が 幕内 主 
任で、 此の 男 眞靑に なって 騷ぎ 立てた が、 
さつぱり 判らない。 最初は 便所 だら ぅ 位に 
思って ゐたが 、三十 分經っ て も 四十 分經っ 
て も 出て 來な い。 そろ/ \心配 になって 來 
た、 とい ふの だから 一寸 ノン キ ナトウ サン 
では ある。 そこで 便所は 勿論、 食堂車から 
三等 車まで も搜 してみ たが 一 向に 諸 ロ P 姿 
が 現れて 來ない 。コィ ッあ 大變だ とい ふの 
で、森田が俳優監督で #1 孝といふ演,師上 
りの 男と ともども 專務 車掌の 許へ 捜索 方を 
賴みに まかり 出る と、 此の 車掌 クンな かな 
かに 人を 喰っ た 男で、 『あ、、 諸 ロさん でし 
たか、 私は 又、 スリ かと 思つ てゐ ましたが 
ネ 。諸 口さん は 色男です な。 國府津 で 下. 
されました ょ、 確に ホ I ムで 出迎えの 基し 
い 女と 挨拶して みえた やぅでした が …… ハ 

ツハハ ハ ハ ハ ハ』 とい ふ 返事。 で、 更に 一 

同は 吃驚 シャツク リ 。その美し い 女と いふ 
のをよ 《 調べて みると、 何ん とそれ が 

箝口を 園る 女優 供 卷 


筑波雪子らしいことが判つた。らしいでな 

せうじ 3- 琀うめい  つ くば ゆきこ 

く 正直 正銘の 筑波雪 子だった ので ある。 

繫と， とは 一 SQI l m I i 

諸 ロ 十九 一座の 解散の 際に 逃げた とか 喧嘩 
別れした とか 世間で 相當 、隨% と t しく喧 
傅され たもので あったが、 實は裏 には 裏が 
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ある。 そこに ゆく と 新聞記事 も 甘い もので 

IU け ん ひと  か， たん 

あ. り 『世間の 人 も 簡單な ものよ』 である 0 

じつわ か な たにず含し穿 

實は 別れた ので も 何んでも なく、 谷 崎 式の 
小說 めいて 『愛すれば こそ』 何ん とかで、 
表面は 別れて ゐた 方が、 お 互 ひに 人 氣も沸 
くで あらう からと、 いささか W 利 的な 考へ 

こんに ふ どこ 

も 混入して、 そのく せ チョ ィ^^と 何處か 

しめ  あは S け 

で 牒し 合せて は 逢って ゥヂャ 氣てゐ たので 
あった。 で、 その 『愉快 劇』 旗 i 一げ に 際し 
て どうしても 日本は 神代の 昔から 女の 國で 
あり、 諸 ロの 相 f 役と して 一人の 美人を 紐 

こう*) •うせい 甘き お、しろ 

まなければ 興行 成 積が 面白くな からう とい 
ふので、 一座の 監督 h 脇 陽一郞 氏と 顧 1 の 
小 池夢坊 氏と が 頭腦を ひねった あげくが、 

松 平 美 子と 名乗る 美人を j: 處から か 引っ 張 


匀 よう  くちびる 

おく  >」ぺ コ9ミ器用 |: ロ唇 ^ なめ /: 
實はれ君、君なんて撕つてねるょ轉 

^ ► , がつけぢ； ころ  > » 

く話乜ム、それは三月始か頃 ^: ミ覺 
えて. <3るわの風の烈しかつれ晚の十 
ニ 時 過ぎ 助手の 奴が 休んだ ので 一人 

含 や < つ豸ぢ  おく  かへ  交っ ^* 

で客か築地へ送った歸りだ松屋の « 


二來た ミ思へ。 


する 


«*> 

wn あの 角から 忽然， « 1女性，い現れ 
て 僕な% 招いた i。 圆タク II 鍬 わろ 
X。 僕の はフ ホ ー ドの 舊式た その® 
式の フオー ド か 苦 祥大女 そこの けの 
笑 的' か 。ビフ デキだ 0 洋食 じ やない 
ぜぉ嫌桡か指招ノで下マったのだこ 


五 


諸 ロ、 園る 女優 繪卷 


りぎ んだも のでぁるふ0__はー歡 

はなは 5 ぶう ぶ 含ん がん  ど 

甚だ 初心 初心し く、 近眼 四 度と いふと ころ 
に 又 一種 美妙なる 船が が ぁって、 尨ぃ に 戴 

たいて 含 じ やうよ くもろ ぐ 右 キやうみし0 

態 的 情慾の 諸 n の 興味 心を そそり 立てて、 
禁 にして 1 &Q 葑と して 靈鬆に 銳 

あて  ざ さう ,.. う ふ、 パ 

り 上け たもので ぁる o 一 座には 相當 に^-平 


へん た いせいよ く t ぬし  も右ぐ右  せいよくて 穿 

だ變態 性慾の 持ち主で、 諸 ロとは 性慾 的に 

含よう めい 

はゾツ コン 共鳴して ゐる ので ある。 


國村津 で 筑波 のために 下萆 をよ ぎな くさ 

もろぐも  レろをとこはんざい  5 け 

れた諸 ロ + 九は、 色男 萬 歳！ を 叫んで、 

ふ.-. 0 't こ ^ や f れつ 

二人で 箱 根で 一夜を 遊んだ。 ところで、 列 


も 起って、 
舂野音 羽 や 


岩間 ' s' 合 子 


ふるたぬ き 

などの 古狸 


女優の 內心 

!t なは,！ •ひら 

甚だ 平なら 


ず、 何んだ 
彼んだ と 吹 
P るので 

ぃつか 筑& Ml デの 珩にも”つて 


し铲なぃ  ちんじ 

車内の 椿事は 


これ だけでは 
k まなかつ た 


つ ^* さら  めん 

續いて 更に 面 


こ f ぺ .**  —こ 

倒な 故障が 起 


つた。 とい ふ 


もんだい  交つ 

のは 問題の 松 


f * 


ふううん '}- こぶ 

風雲 頗る 


平 美 子が スネ 
出した 。『諸 先 


はった' 6 


生と ー緖で なければ 初 旅の 名 古屋へ 行く の 


險惡 となっ て來 たので ある。 そこで 乾 妒は 

4 は ざし ゆつた っ ときもろぐ40こ，ふっくもがく 

愈々 I 座 出立と いふ 時、 諸 ロの 國村 津雲隱 
れ £ 一 幕を 自分で 脚色した ので あった o il< 

，ん Isr ん 


は、 妾 嫌 だ わ i と駄々 を こねる。 一難 去つ 

交た  なん  もりた交くぅちしゅにん  ど うしな 

て 又 一難！ 森 田幕內 主任は 度を 失つ て、 『貴 


女が そんな ことを 言 ひ 出しち や 名 古 屋驛へ 


一 辦湖 忙しろ松^美子のギから說0.を眾起に 

|奪還したいと計つたものでぁる。ぬ波，|避 

l«- / %/  1/  ) if  -I  ) I 


出迎えに 來て吳 れてゐ る フアンに も濟 まな 

かど わ 含 亡ん せい  こ いけ せん 甘い  わたしし か 

いし、 門 脇 先生 や 小 池 先生に も 私が 叱られ 
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なに  9 いう  おも 

' 1- 何 か 理由が ある* W 思 ふだる 30 


ー々思はぜやがるなアまア思ふム* 

<る变 


つま リ車がボロだから安いミ思つた 
0 だるぅ。冗談云ふない僕のあ ^ 先 

にホィぺ少ト、シボレー、ビ少クな 
ぞがづ ら W 並んだ n、 然し & の お 孃 


32  か？； ら 5J しやう  め み 

樣 II 彼等な 星の 樣な 目で チヲ V w 見 


t んぴん 一 J つ： S ら とも. s t* l. <e 

?: が人品骨柄共1-1卑からざる者 |1 德 


ia < <22 C/ て う C 4 « ま に s? 

だ僕の車 |: 飛鳥の如く甘 ?: るぃ香ひ 


ミ 共に 乘つて 下さつ たの /; 僕け 感極 

ふ ぎんざ ど ほ y し 〇 

•0 てべタルな踏ん /; ム、銀座通な新 

ばし はぅ  さぅ めい :9f く 含 

橋の 方へ だけ ざ 聰明なる 僕は すぐ 氣 

づい  sf  含 4> 

附い たょ、行く先なまだ聞なかつれ 

こ •と  * & £ . 

事 |': 。當り前へだ。それで11少ゴ9 


i' つて ¥ ぬれば。 いゃな 如 だな。 纪 

じ やう 


孃は露にたわむ花の樣に售ながしげ 
て 日く 『何處 へ 行 合 ませ ぅか』. VJ、 
是に 11 小生茴喰つたネ。ォィそれ鼠 
ん ミの話しか。馬鹿嘘がこんなに水 
の 流れる 如く 云へ るかい o こんどは 


7?1 ク— ピゥ  象て L ス て ^ 孑 ^ 

o •£の方が熱心に手振り身振り1 

■D r れいじ や 5 レは 

て 續け no 飞 れから 令 撰の 云れ る ま 


か ば A； 


■cc  — il  1111  I 1 1 ( c /\  \ /\  /\Jf> />  c ^ — — /\  yv(  i ( ( ( ( ( ( -(  (y\  /)(J)(lfiJr)iJr){JiJ(J-%Ir)il)f\/ 

ますから …… 』 と 百方 說 伏の F を盡 したが | 平に 尋 して 妾 達が 別れた 等とは 龄 ifl に， ぎ 
美 子は 『誰れ が 何ん と 云っても 妾は 諸 口先 { ない の だ ヮてな 所を 見せるべく 示威運動を 
生と 一緖に 行きます ヮ』 と 1 張つ て 一歩 も 
讓ら ない。 とぅ-- 5 まひには 森 田 主任 も 
根負けが して、 折角の 賣り物 看板に これ 以 
上つ むじを 曲げられ ては 厄介 だとい ふので 
f むを 得ず 美 子を 靜岡で 降ろして 驛前の 大 
東 館へ 送っ た。 と、 ー緖 にこの 二等 室で キ 

か /^ ぶ ^ るジをと文  い 丈 

ャ ラメルを なめて ゐた 幹部の 春 野 音 羽 や 岩 
間 百合 子な どの 凄い の も 『妾 だって 諸さん 
とー緖 ょ』 と美 子に ついて ゾ a-— と靜岡 
で 下車して しまつた。 そんな 譯 で ^0 り 込み 
は 散々 な 手 違 ひを 生じ 和製 ヴァレンチノを 
出迎 へに 來た小 澤映窬 聯盟の 五月 一一! 子や久 
世 小夜 子な ども 口ぁんぐり、 とんだ 不愉快 
劇の 一幕を 見せた とい ふの だ。 


なごやか. S A. // ちう  ど >ほさかだうとん » ま>どざかい 

名古屋 開演 中に 二度、 大 阪道頓 堀 角 座 開 

jt ん t; う £ しょうち<かはた  やす  リトう 

演中に 一度、 松 竹 蒲 田の 休みを 利用して は 

0<ば ゆきこ  ％ろぐも  あ 含； や の 

筑波雪 子は 諸 ロに 逢 ひに 汽 幕に 乘 つては や 

き じつ «x うれ''  びじん* <p 

つ て來た 。實に 猛烈な ものである。 美人 松 


試みて、 そのまま 蒲 田へ お歸 りと いふの だ 
で、 筑波が 現れる と文藝 部では 『歡サ れば 
こそ』 とい ふ-一 ツクネ I ムを 奉る ことにし 
てゐ た。 それ 程 一座を 冬の 日で も 暑が らせ 
てゐ た。 さて、 美人で 名家の 出 だとい ふ 松 
平 姓を 名る 美人 松 平 美 子、 松 平家 だと すれ 
ば 屹度 華族に 相違な からぅ が、 さて 伯爵 W 
それとも 男爵 か、 何に しても 於 平の 名 1 が 
いい。 新派の 芝居を 見ても 華族の 名は 必ず 

¢ 0 だ ひら  あ史  れん ぢク  しんしんで 

松 平 だからと、 甘い 連中が ゥョ< 新進 出 
の 松 平 美 子を 讃美した ので 關西で は 非！ e に 
評判を高めたものだ。か、『昔お茶の水事1 

いぅめー  5 っじん はんにん  生っ だ ひら レ 

とい ふ 有名な 殺人犯 人 も 松 平と 云つ てゐた 
ぜ』 と 茶化した 新聞 も ぁつた。 ところが、 

たぅ ^ つだひら丄し乙  わら b e L 

當の松 平 美 子は クス リと 笑って 『妾、 いづ 

もろぐもせんせレ  こ 6 

れ諸ロ先生をナメ殺しちやふのョ』 


<bv ん ％ろぐ*0  ざ さん A ん こく  しう 

果然、 諸 ロの 一座が 山陰、 四國 、九州を 

fc u> ん •う  ことし  3< r, 3 .ろ 

巡遊して ゐる ぅち、 今年の 櫻 咲き かける 頃 


あるひしがしあるひにし 

ま |: 或 11 東或は西ミハソド ;1/ か廻し 

が、 喊しる1て手が髮 1| 

蘭 シボー も 交て マゾ ハタ タン 力 

ふっか  やう 

クテルか吹掛けた樣なトテシャンだ 


ft ロな 固る 女倕 繪卷 


それ i/t 女の 白魚の 如 含 足が。 白魚 
の足なんてわるもんかい。兎 |' 角1 
紅の 裾から チョ ィチ ■ィ笑 ふんだ、 

«<  4 た ゐ 4たは 5 ゐ 

« は 片目で それ ^ 、 もぅ 片方の 目で 
路を、そして暗*》 ^ いた0あぷない 


箱 ロ か 圍 る女倕 繪卷 

まつだひらょしこ  もろぐち  そいょ < てん 

力ら 松 平 美 子と 諸 ロ 十九とは 性慾の 點にも 

し、 iri ^ った ホ. i r i 

ゐし4-るし  あわ  尹 

井茂 氏は 哀れに も 捨てられて しまつた。 四 

S" 繫 io 磐で、 ^- 擊 

らう  s> やうし  もろぐ ち なら  tA f ふぶ  なかく し？ う 

郞の兩 氏は 諸 ロ 十九 並びに 營業 部の 中 倉 某 
と 意見の 相違から 別れる ことにな つて， 就 
したが、 春 野 1 羽、 守 a"* 千代、 ilfll 三、 
石 田 守衛 等 幹部 も 

同時に！^ & を ^ へ 
して 夫々 歸 京して 
御難 續きの 一座は 
延岡 地方で 解 t し 

ほ ん rfc う 

た。 本當 からい ふ 
と 松 平 美 子が 門 脇 

& いけ 9 中 ラし 

小池兩 氏の ために 舞臺 としての 第一歩を 踏 
んだの だから、 諸 ロょりも 兩氏 のために、 
1先づ歸京すべきでぁるのに、一座は漱歡 

もろぐ右  ひら  お' ;5 5>ナみ£し ^ 含ん 

?L て も、 諸 ロと 松 平 だけは 大 阪住吉 附近で 
筑 波の ニの 舞で あらう ところの 雲隱れ をし 
てゐ るの だ o『# 愛と齡 愁に かかつ ては、 何 
人も盲目さ』でぁる。 


そこで t 平 美 子の 芷體だ が、 淺草藏 前の 
,ぎの ^ 、髮ではなぃが、齡は1|る 
ほど ド ツサ リ あるの ださぅ だ。 『金』 にかけ 

てんさいて きちよ ちく や ，6ろぐ40  交った ひらよ し 

ては 天才 的 貯蓄 屋サン の 諸 ロ 十九、 松 平 美 
子の 體臭が 金 ッ氣が 多い ので 好いて ゐるの 
かも奶 れな いと 一座の 惡ロ屋 が 噂 さしが つ 


てゐ るの も 知らずに、 


して 御座る 
の だ。 ところで 筑 
波 も 近頃は 狂人の 
樣に なつて、 諸 ロ 

6 ひとごと 

のこと を 逢 ふ人每 


に 罵倒して ゐるさ 
ぅだが、 それ も" 
『愛すれば こそ』 で 
一矿 しつぼ り …… すれば 1 = れゃ かにぎ 把 す 
るの だ ◦ 

松 平 美 子 もさる ものな り、 此處 で筑 波に 
諸 ロを 奪ら れて はならない と 云 ふので 今日 
此頃は 眼 玉を キヨ ロ< させながら 諸 ロの 

傍 泣は M も 離れない。！！ 

諸 ロは 諸 ロで ある。 いくら 諸 ロが 筑波に 


八 


な も。 f ugl ffi ^ r , 仕 
1 :っ た、 だ ?| 々、|げしく ^ な ^ 
を 苽狂っ て ゐ る、 星 は手で取れる #| 
1- ギラ ギラ％- 輝ゃい ていた、 彼女 か 急 

t ら いた  くる ± と心いだ 

に 腹 か 痛む から 車な 止る ミ沄 ひ 出し 

はし ti うと •** し太 や 5 

たんだ、 橋の 中途の 島の 樣な wu n 

< る 2: ほく  と 

あすこへ車か僕は止めた。する ^ 。 
さながら 天の川へ 戡橋を かけた ゃ樣乜 

生 § , おそ  レ 

眉かしかめ恐れゐリまプがつて言ふ 
じ やない か。 が ミ云つて外 |- 醫者は 
なし さ、 僕 はー時は靑くなつ ?: がれ 
まて、する ^ 僕は義な見てせざるは 
勇な きなり w 側へ 依り 沿 ひ I つかり 

み X <40  ぐんか 

ぜムご耳へロ、 |5. ぅ灸るで軍歌だネ 
茶化しちやあいけ訂いム、僕 |1 靑く 

をん な どくやく  のん 

なつた ょ、 女. か テ タキ V 毒藥で も 吞 
んでゐるのではないかミ思つてれ、 
だが、 脈 かみる W そぅで もない、 ふ 

无5 か ハ へんげ 

あク *、/ れは まさしく 妖怪 變化か し 
らミ思つれ、それほビの彼女は美人 
であつ ？: んだ ぞ、 9 タ 7 ゾ少 PV— ィ 
少 。馬鹿な 聲か 出すな ム、 女給が 篤 


思 ひが あるに しても、 諸 ロ だつ て 男 だ、 そ 

ぅれ、 妨 sr と 彰 ぃ？ i いぃのが 鲈ぞ 

が宜ひつて誰も知つてゐるやうに、諸以も 
ゐ る。 ^ て靈 QP はこれ また 

松！^ 美 子に ぞつ こんと 參 つて 了つ てなん で 

.* つ だ レら .* 0 « いら !1 な 

も 松 平、 松 平で、 いやもう 鼻 もち もなら ぬ 
有樣 、松 平は 顏も 滿更で もな し、 それに そ 
れ 、金の 中から 來 たとい ふ 日く つきの 女 だ 
諸 ロが なんで 手放すべき 害は ない、 こ、 も 

§< わい げ含 

と、 愉快 劇が ベち やん こに ならう となんだ 
らうと、 そんな 事は 决 して 問題では ない。 
が、 諸 ロと、 美 子は それで 1 且いだ らうが、 
いくらなんでも、 そんなに 大ッぴ らに 、熱 
ロを やられたん では、 外の 座の 連中が それ 
で默 つて ゐる害 がない、 ぺ そ-— びち やび 
ち や、 そんな こんなで、 筑波雪 子の 免ろ へは 
手に 取る やうに 知らされて 來る 、さあこう 
なつて くると 筑波 である、 もと-— 嫌で 別 
れた 仲では なし。 

美 子 一人の 諸さん では あり やしません わ 
もと^-諸さん は 妾の ものよ、 美 子さん に 

席ロな固る女優檢卷 


バ .ツカ リ なめさせて は 置かない わ、 ^ えて 


をん な 


お出で、 お出で、 び ぴぴ 、と？ rQ^f 猿し さで 
じ やん^-として、 松 竹に 戾 るには 戾 つた 
が テン デ 浮の 空。 

さあ 外の 女 共、 これを 知る と、 この 時と 
ばかり、 あつちの 隅で も 爪を みがいて ゐる 
し、 此ッ 方の 隅で も 爪を みがいて ゐ るし、 
時こそあらばと、ニヤアーゴ-^^-と戀1そ 
このけ の 眼 色、 ハナ ィキで ある。 

諸 ロは、 いやもぅ 他愛 もな く デレ^^に な 
っちまって、ふんにやあ、これこそ徹撕雜 
その ま X、 ふんに や、 なんと 貫 方の 今少し 
殖ぇる 方法は ないか、 方 &はな いかと 新‘ 1 
の 廣吿に 眼を 皿の やぅに して ゐ る。 

P、 ,、 それから、 ^ ^ ^ 招 

は、みんな爪をみがいてゐる〇さて、こ0 
諸さん を、 最後は 誰れ が 取つ ちめ るか、 こ 
ゝ暫 らくは ご 本存の 偷快 劇は お あづ かりに 
して この、 阿呆 劇を 女い ろ {に 取り 交ぜ 
まして、 ごらんの 通り 0 
チョン-' s^o 


いて ゐるじ やない か。 それから …… 
元の 松屋の 角へ 戾っ た時はニ時'^: 

か© ぢょ げし や 典れ. £1  もん 

そこで彼女 11 下車したが俺 |1 無ー文 

L i か 0 ぢょみ 〇 

|: なつて了つたょ、だつて彼女の身 

う {はなし  どう V う さつ# s v» ふ 

JL 話 ): 同情して •先刻 財布ぐ るみ 

か »0 -6 ょ わた  ばか  含 中く 

彼女 |: 渡した。馬鹿.£っちが客だ。 


それは僕にもはつ：り解らないん} 

I > しが  W { 

だ。 馬鹿 だな あ。 然し 一步 々ヶ 昉 |: 〈 

» I*  ぅつく  十 み と * '- 

消へて行く美しいぅし /> 姿な見た時) 

f を んな なに/ 

傻 11 たまらなかつたふ0あの女 11 何| 
物 /: らぅ*主3か蛇 ^ やわある生い| 

ゐん之ぅ  一 

れ え。 ハ テ面飫 な P ロド 0ド 0 ン。 
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の 無， 樓 f かし  目 之を 渾 2 人 2 子 こ 
響^きの. らい 彼か秀 勤？ 春ん、 の 支し 
心と 者怎 門、；： は う れ麗 〈i め 域 含 朝？ 裙 $ 那な 
をと を 雨ぶ ちは なて 内； 鮮 芝に た渾乏 
買 か 思で くのに 吉ぞ 一居 ゐ な5 人怎 浮ぅ 春ん 〇 
ひひ V 朝 S 、 子 こ靑ミ るる 、か のん 
、'り、，: 快 f, の 年た 金5 支し 支 しれ 似 
何 芝 金^、 •風^? 活じ賣 r: の 南 2 那な那 なて 柳 名 
く ビ吉 ょの なっ 笑 I 朝 1 奎 S 縣 2 人 5 通 玄界? ： 
れラ 子；： 夕^: 彼か婦 ふ 鮮^; こ 廳|  、 ふに’ 

と I 一;： ベのと 人え 不 のの 三 全 芝 
な 切き 人； に 女！ はが：! ^ 翻^ 數な 國乏盛 5 
i, つ Li に 見み ぁ; 譯丨 多う 人 艺並怎 
孤て 敵 5 熱ね 一え つ 5 ぃ 係 ぐ い 種 ふぶ 
切 4 は 方 t 心 S 度" ぬた と り 客 $ ; 者》) 
f 彼 かにに 登 j 位 各0 言 ハ 兼 Z 人 各 ミ な 
慰ぐ のこ 菊 t つい  ふ 最と中 ‘ 日に き 
水 ミて 優： 美 ぴ言已 * にう 本 尤吉亡 


が 女！ よ 


探 巧 るん  出‘0 早？ 

莶3 朝 I でた 來 含め 
し鮮 t 居 to  r なる 
て 人 艺 る 彼 かい 樣 t 
之 この 力 > の のな 
れ 一の 女 f で 理” 
を靑 3 如 I の あ 由!^ 
記？ 年 ミく 死し る 
交^と ifl， と Q 
しの 間 2 尠？ 

て戀ミ かな 
見み のら か 
る ロ 噂 2 ら 
〇 1 さす* 

マ さ關之 
ンれ係 5 

ス てを 
i>  k •ゐ结 な 


は 
何 2 
人? 

m 

す5 

る 

こ 

と 


の妓共 達の 様に 浮いた 性質の 4^で はな か 
つた。殊に當時はまだ十九の言は ^ ^&‘ 
の、 少しも 戀を 解して は 居な かつた。 そ 
れにも 拘らず 、金 南奎の 姿を 一と 目 見た 
刹那に、 自分が 將來 良人に 擇ぶべ き 男は 
此の 靑 年より 外にない と 感じた ので あ 
る 0 

而し 彼の 女は 年嵩の ^ 達から よく 聞く 
…… 戀は樂 しい ものではなくて 悲剌で あ 
ると いふ 記憶が 常に 何處か に 動いて 居る 
ので、 勉めて わが 不思議の 戀を 打ち消さ 
ぅとして 見た。 

けれども それは 駄目で あつた モゥ 今と 
なつて は 切り取る 事 も それを 掘 起す琪 も 
出來ぬ 深い 极を 心の奥に 下して 了つ た。 

〇 

f 凉た る^:# の 大平野 を 取 g ぅ 禿げた 
避此が 靑 葉に 彩られ、 雲崔が 妙なる 音 架 
を 中空で 葵ず る 頃、 菊ん 栊 へ 免つ た 金 南 
11 と、 吉 子との 兩人の 間には 斯 ふした 約 
束が 結ばれた。 


果？ ，、否 筆者が 詳細に 亘 って 探聞した 
事賞を緣合すれば彼の女の死は謎そのも 
0 である。 

年中 蒼 ざめ た顏 をして 通院 ばかりす る 
妓生で あつたら、 或は 樓主も 冷遇した で 

よしこ  耷 くずい ろう  おい 

あらぅ けれども、 吉子は 菊 水樓に 於 

ては 賣っ妓 であり、 當地 花柳界に 於ても 
他の妓共等ょり^を拔いた稼高であっ 
た。 

利に 敏い樓 主の 事故% 遇する 樣な こと 

う はづ  こと t やく 含ん 

はもと ょりあり 得べき 箸な く、 殊に 借金 
も 六 if 餘圓で 三ヶ 年の 年期 契約では あっ 
たが、 一年 經たぬ 間に 大半を 返濟 して 自 
由の きく 自前 妓生 となつ て 居た から 借金 
は 極く 僅少であった。 

し>れム  きくか  ぢょ  さいご  し 

それでは 失戀の 極 彼の 女は 最後の 死を 
選んだ か …… と詮じ 詰めて 來 ると、 噂 さ 
は萬更 無いでも ない。 

M し、 彼の 女が 自 M 生を 絕っ 程、 熱 火 
の 如き 純眞な 戀で もな く、 自殺を 謀った 

AK r か 、うど.  ナい ：つ 

當夜の 彼の 女の 行動を 推察す ると、 死を 
朝鮮 笔妓吉 子の 死 
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朝鮮 美妓 吉 子の 死 


ニー 


平！^ は 至って 快活な 吉子の 眼に、 彼の 
夜から 總 ての 物が 悲しく 見える 様になっ 
た。 

『一層、 男への 面當 てに 自殺の 眞似で も 
したら 男の 心を 取り 戾す 事が 出來 るか も 

ぎなぃ』 

と、 思 ひ 詰めた 淺 墓な 女氣の 一念に 或 
る^！ 登 樓 した 一 支那 人の お 客から 紙に 包 
んで ある 一塊の □□を 貰った。 

そして、 その □□を 少し嚥 んで 見た け 
れど 、何ん の 異狀 もなかっ た。 

翌朝 友達と 共に 朝食を する 際吉 子が、 
『□□を 呑む と 死ぬ なんてょ く 人は 言 ふ 
けれど、 彼ん な 物は 人間の 命を 絕っ藥 に 
ならない ょ 0 』 

と何氣なくロをすべらしたので家人0 

f f いて、 PQ 忘 sf 料を i 

して 見る と、 果せる かな、 一塊の □□を 

正 1 i 私で (パ 力 チ) とが 名され て 居る 
m デが 眼を 丸く して 絕叫 した。 


『哀 號？ 此處に (藥 タンべ) □□が ある 
ヮ …… 吉 子さん は 此の 藥で 自殺す る氣か 
も 知れない、 ァ 、恐ろしい nf く 捨て、 し 
まいなさい よ 0』 

友達 等は 身を 慄は して 其 □□を 吉子に 
氣づ かれぬ 樣に捨 て-しまった。 

〇 

それからニ三日過ぎた #|| 、|ロ子は 5? ひ 

S に 1 日った。 g む § な、 时ば顏 Fq 

編 で、 

『纪 女達は 妾し の 留守中に 部 M から □ロ 
を 取って 捨てた でせ ぅ。 あんな □□なん 
かなく たつて、 妾し 死なぅ と 思へ ば 何 1 
だって 死ねる のよ、 妾し の 部 崖には もつ 
と 恐ろしい 犬で も 人間で も 直ぐに 死ぬ 藥 
が 未だし まって あるの、 其 配く して ある 
場所は なか— 貴女 達には 解り や アしな 

ぃ』 

あ、 なよ やかな 彼の 女の 生を 絕 っ、 恐 
るべき 魔 藥 …… □□□□は此時旣に用 ^- 
されて 居た ので あつた。 


、す • 


され ど 此の 藥を 彼の 女は 何れから 求め 
たので あらう。 

〇 

1! 裳 Q &も 袭 に& けて m r ぁ 

る 震ぃ •觀 QF が、 穸ぃ蒙 の鋇 

を 照らし、 凍つ た 道路の 上を 淡く 流れて 
1 る o 

『お v> 早く 來ん かい』 

『待て— そう 急ぐな、 夜道に 日は 暮れ 
ん ょ』 

『夜道に日はぎれんでも、吉子の玷にダ 
でもつ いたら 聊か 燒 ざるを 得んだら う』 
『然り …… 其 時は (パ 力 チ) の捃に 逆戾 
りょ』 

『吉 子が 燒い て、 明日は 無事に M れんぞ 』 

『ハツ ハ …… 』 

1 なく  f ぃ？ 髮 cil は 

=* ように'  き^<じん  ひと》  r うだ  r く 會 肀う #c 

r 靨して、 を 藍し、 と 土 
地でも相當に信恥 1?:: ぃ朴渾榮と首ふ朔蚌 
人で、 吉子の 友達かず. 江 (朝妓 ) の 登 樓 


朝鮮# 妓吉 子の 死 


ニ|1 


朝鮮 美妓 吉 子の 死 

今： やく  い i ひとり  こ んしゆ んき よじう もの  もくざい 0* 

客、 今一 人は 渾春 居住の 者で、 木材の 中 

炤鋇 1: |ぎ1奂)とて 0: €から, 

の黯ド：私 1 が -& せも辦んで、苛 

こ ”ん しつ  无 しつ  とき 

子の 隣室なる かず江の 室では 一と 時さん 

こ 之 、、 > 、、きこ 

ざめ きの 聲が かしましく 聞ぇ た。 

客 V 妓共等 も 共に 淘然 となった。 吉子 

せ ざ つら  5 0 たら 

も 席に 連なって、 ワィ-—- 騷ぎ ながら 鰐 

K r だ。 

『おい、 腹が 空いた じ や アない か、 朝鮮 
ソバで も 注文し ょう』 

朴澤榮 が 言 ふと、 側らに 居た 吉子 は、 
『繼 ilr ったら 1 3 しなさい ょ』 
吉子は 斯う 言っ て、 鮮人 客の 懷中 から 

さ レ ふ だ 

財布を 出した。 

こせん  な じう 玄んっ 

『ぁら …… 小 鼠が 無い わ …… 拾圓で 釣り 
を 取って 御出で』 

と 彼の 女は 五ッの 朝鮮喬 麵を鮮 人ボー 
ィに 注文を 命じた。 

間もなく 五ッの 朝鮮蔷 麵は 配達され、 

どうじ £. く せん  つ せん  と if 

同時に 九圓 二十 五錢の 釣り 錢も 届けられ 
たが、 吉 子は 何故か それを 客には 返さず 


其 儘 己が 懷中に ね ぢ 込んだ ので ある (筆 
f 日く、 當夜吉 子は 自殺した の だ。 死に 
面して 居る 彼の 女が 何故、 客に 返すべき 
金 迄 己が 懷 中に 入れた か、 物質に 執着が 
あった？ 此の ー琪も 不可解で あると 言へ 
ば 言えぬ こと もない) 朝鮮 喬麵を 食べて 
腹の 膨れた 連中は、 花札な どを 弄んで ま 
た 一 しきり 騷ぎ 出した。 

皆ん なが 固 白そぅ に騷 いで 居る に 何故 
か 吉子の 胸は# って 怪しい 淚さ へ頰 を傳 
はるので あつた。 それを 他の 者に 見られ 
まいと、 幾度 か 彼の 女は 氣を換 へて 花札 
に 眼を やつた が、 それは た ^ 徒らに 新し 
い 悲し さを 增すに 過ぎな かつた。 

吉子 はとぅ/ \堪ら なくなつ た。 つと 
1 ^ ち 上って 自分の 部屋に 歸 った。 

冷たい、 凄い ばかりに 冴えた 月光が、 
i 心の 間から 洩れて、 淚に 霑んだ 彼の 女の 
頰を 淋しく 照らした。 

彼の 女は いつかう つと りと 昨日 迄の 甘 
い 戀を 連想して 居た。 


1 四 

『あ …… ァ』 

と溜息をついて、周圍を見廻しながら立 
1. った。. 

隣室の 笑聲は 、此の 部屋の 自分に 何等 
注意して 居ない。 

彼の 女は 安心して 天上 裏に 秘し てあつ 
た藥の 一 ビンを 取り出した。 

『あ …… ァ』 

再度 溜息を ついた 彼の 女の 頰に 、淚が 
淑 しく 閃め いた。 

やがて 吉子の F にせる 藥 ビンは、 赤い 
唇に あてられた。 鳴 呼 …… o 
〇 

神秘な 夜は 一切の 秘密を 包んで 靜かに 
更けて 行く …… 花札に 餘念 のなかつ た 連 
中 も 追々 夜の 更ける につれ て陲 むくな つ 
たと 見え 各々 床に ついた。 

吉子は 此の 夜 朴澤榮 を 無理矢理 己が 部 
屋に 引ッ 張り込んで、 そして 夢を 結んだ 
ので ある。  ~ 

〇 - 


礙ぃ觀 ^ く靈 ^ されて野も山 
も“も峨りから腎めたニ十八日の朝、把 
顏ぷっりと數を磁った。 

新^ >は雛, に k かな 白粉の 頰を 埋めて 
す や {と 寢人 つて 居る。 

酽け游 の 1 ぃ S; 屋の i: 1 ^ に ^ r 

に ほ け お »± 

の 半襟が ふっく りと 勾って、 毛の 多 
すぎる iii が はら/、 とたれ ぎ 

ゐかぢ 上ね すが fc a n*<^  な. 

て 居る 彼の 女の 寢 姿を 惚 々と 眺めて 
15 たが、 ゲぼ九 時 迄に、 某 穀物 商と 


なか 


XW.  て _ 


れ ど、 1 ir かない、 

『くそ ッ何時 迄 1 瓶て 斯 ると、 蒲 團を剝 ぐ 
ぞッ』 

% れは 

かけて、 捲く つた けれども 吉子は そ 

れを 知らぬ 如く、 未だす や < と 寢て居 

:、  ；.  . • 

■ ■ 


じょぅだんはん ^ ん ふとん  ズ纟 

•ば 冗談 半分に 蒲團の 襟に 手を 


f : ぃ '', 、 ' 

■. V',' 
一.〕〜-： 

;^じ|?ゃ：，んの  4」> ^ !<.-: ド 

貨物自動車で 運搬す る 大豆の 相談を 

おも  « -K r . ni か L J- 5U •ん . 

思 ひ 出して 流石に 彼れ も 商人、 

『オー 斯ぅして は 居られない』 

と、 飛び起きた。 

よしこ  上 しこ 

『吉 子、 吉 子…， 


P きぅ  よぅけん 

•俺れ は 急の 用件が 

かへ  せんめん 含 も ^ 

あるんだ、 歸る から 洗面器を 持って来て 

はや 

くれ 早く 』 


『おい 1 aF よく 睡 つて 居 やが るな 

ア』 

二三 度 繰返して 彼の 女の 名を 呼んだ け 


るので あつた C 

『ょく睡つて居るなア、裝ッ …… オィ 起 
きない か』 

一す ひつ、 龄 寄って 吉子の 顏を よく 見る 
と、 ぎの h の顏 には 血の 氣が 無い、 蒼白 
の 顏に兩 の 眼を つむり、 ぜい^^と 急き 


込む呼吸け正に斷末魔の苦痛そのもので心 
ぁった 0 

臃間に 彼は 叫んだ® 

『ぁッ！大1だ、吉子が …… 吉子が 死ぬ 
皆ん な 早く 來て くれ …… 』 

其氍 にあ 艇られ た 1 中が 取り 亂し た® 

•蒙 VI っけた 咏.、繫 0戧 は i 

に絕 えて 居た。 

〇 

繁を||はれた繫船の_が、 

毒 藥を呑 んで 自殺した …… と 1 一口 ふ 報 
を 一 & の 在留民が 耳に したのは それ 
から k-1 時間の 後でぁった。 

世 孤の 人達は 期せず して 彼の 女と 
ms s r G_ な ■でぁっ た 
範を臟 跑す るので ぁった そして 其戀が 近 
截になって、急に艇れ、日夜失戀の淚に 
啸ぶ處 なる P |^ ^ を_する0 
であった。 

〇 

藍 & な繫馨 A! 一 i は、 


朝鮮奕妓吉子の死 


五 


朝鮮 美妓 吉子の 死 


H ハ 


& ふした 不幸の あった 時には、 他處の 人 

歡が 7ボ取 られ ぬ售 X. 難を！： っ 

て Sg る。 

吉子の 把を 耳に した 連中は、 御. 默 筋 
も 無緣者 も、 共に％ の 女に 同情の 淚を寄 
せ 菊 水へ 集まつ た。 

『把んだ m デは もとより f 議 だが、 A£ 


氣 稼業を して 居る 菊 水も氣 Q 毒 だ。』 

こ、 ろ ひとぐ  じぶんら  无いげ ふ ひき 

と 心 ある 人々 は 自分 等の 營業に 引 くら 

たにんごと  おも  ナく  HJ O VS 

ベて 他人 事とは 思は ず、 尠な からず 同情 


を 寄せた もの だ 0 
〇 

一 載 者も^ gol 人でぁった o 砥 し、！ g 
の免の親類筋でなかつた事を諸觀に猷奶 
で*^ りして 置く、 府近尉 住の 知己 札 木 

, 黯蕊 -il fmr ^ fl の 

魄 V して 紀 み、 髮 '^ はぁらぬ想か 

ら 、 I 傲の 意を 表した わで ある。 

う ■■■  • .G  へ 


隊 ，11 

い, -U  し' 0 v^ - --- .c- :''- 


S 壤今彼 g 女 の鎩 死# 痛， み 


悲しんで、 中に も 優しい 女歡の 友の、 

『薩 … ： ， 薩 …… 』 gl に y く 盤が 

ぁぃ **. 5 レ もっと ひ * い と 3- も 右 

哀號と 言 ふは、 最も 悲哀の 時に のみ 用 ゆ 


る 哀詞な ので ある) と 啜り 泣く 悲痛の 聲 


が室外に漏れて聞く者をしてそ \: ろに哀 
愁の淚 を そ-らしめ る 人生 最大 悲劇 …… 

つ や いた  じようけ いそ 0 6 つ しゃ  こ 4 

通夜の 痛ましい 情景 其 ものを 筆者は 心に 


描いて ゐ た、 


あいた 9 


處が 哀悼の 辭を 述べに 來た 筆者と 鈴 木 
君は、 先ず 帳場に 居た 樓主田 中睦ー 初め 


料理組^員の齡たい態度に尠なからず驚 
ろかされ た。 如何に 冷たい が 稼！! がらと 
はいべ、 ィンバネスを 着て 厳 火!： の 前に 
大胡 坐を かいて、 筆者 等が 哀悼の 辭を述 
ぶる に、 手に せる 新聞に 眼を 注ぎ 振り向 
きもせ ず 答!！ した 男 も あり、 辭が 終つ て 
筆者 等が 會向 せんと 佛 0 部屋を 等ね ると 
『 此 o 商 ふの 三*！ t ;& んで す』 

%01 »> び おかみ1;袅 £ とょ 1, 

と物奥そラ&指さす女將の聲を後に吉， 

子ぶ しへ 加 1 為 說狱窄" 5 

一 Jw fc a 嗱钃樓 1 f 寅吉 君を 初め 松 


げつろ う せわかくろヴ  おかみら  は くめい  か 《 よ 

月樓 、松 鶴樓の 女將 等は 薄命な 彼の 女の 

し たい  どうじよう なみだ むせ  しょうよう 

死に 對し 同情の 淚に 咽び つ、 從容 として 


座に 連ら なつて 居た。 人生の 悲哀 これよ 
り大なるはない。と見れば、彼の女0枕 
邊なる备の煙は世のミゼラブルを恨むが 

ごと ' そ さプ  含 妒 

如く 細く 淋しく 消えて 行く o 

『可愛 想に 田 中さん も お經を 知つ て 居る 
んだ からあげて やれ ぱい X のに……』 

と 婦人の 11 れかど 言 ふ、 其のう ち、 帳 
場へ 通じた と 見え、 (田 中〕 法主 あがりの 


擻劣 が |ロチ.の名を曹ぃた 1: 紙(縮で迤っ 

そ 交つ含 *1 も < 

た 粗 未 極まる もの) を 持つ て 来る。 二十 

ぶん  ど <含ヤ ぅ 4 Ji そ 0 £ ゝ か てゥ 

分 ばかり 讀經 をして 終る と 其 儘 彼れ は 帳 

ば は 5 す ^ たけ 

場0方へ姿を消してしまった -° 

死 t の 側らで、 通 デして 鼠る 前記 ニ 名 


の||^‘と筆者歡せ木錦戶君の拾個の眼が期 
せず して 吉子の 屍に 注がれる、 暫し 無言 
が 膨い た。 


1 の 更け 行く とともに 寒さが ひし‘ 
€lc を 襲』 ふつ 


と 松 鶴樓女 將の發 言で 一同は 賛成した 
が、 ぎ 者は 悲しい ことに 未だ 御詠歌なる 
ものを 詠つ たこと がない、 困つ た顏 をし 
て 居る と、 錦戶 君が 懐中から 出した 一 小 

P、 

『これを 見ながら 歌 ひなさい』 

音頭は 君が とる、 力 ー ン 、御！ if 
の 切れ目に 鳴らす 鉦の 音は ビンと 
張り|5めた細ぃ糸のゃぅに、ぃか 
にも 感傷的な 聲 をして 心の底へ 泌 
み 込んで 行く のであった。 御詠歌 
はな か— 盡き そぅにない、：^ の 
音の する 度に 松 月樓の 女將は 丁寧 
に 頭を 下げる ので あつた。 

一し きりし め やかな 燒香が 行な 
はれた。 縷々 として 立 昇る 私 紫 r 
の 煙りは ゆら— と靜 かに 搖れて M 天の 
間の 中に す ひこ まれて 行く 樣で あつた。 
〇 

寒氣 身に せまる 終夜、 死者の 室で 1 夜 
して 居る 筆者 等に、 

軔鮮类 妓吉 子の 死 


r ぅ會ん じん  A んな  よろ  ご 

『朝鮮人の 妓 共です から、 もゥ 宜しぅ 御 

ざ おかへ  <だ 

座い ます、 御歸り 下さい まし』 

言って 女將は 死者の 隣室で 一一： 名のが 共 

たち  たか. sib *- ね -S よぅ 一 < 

達と 高鼾を かいて 寢て しまつた。 帳場に 

を ■れん ぢ 5 かへ  み ろうし ゆ たな か 

居つ た 連中 も歸 つたと 見え、 樓 主の 田 中 


0 

人が 橫 臥した ま、 筆者 等には 一言の 言 
葉 もなかつ た。 

〇 

妓共 達の 語る 處に 依る と、 長襦： ^ 一枚 
のし どけない 友達 吉子の 昆 (吉 子は 平常 


日本 着物を 用 ひて 居た) を 見た 蛘妓 のれ 
ずえが、 吉子の 生前 造った 新ら しい 朝鮮 
着物の あるに 氣づい て、 

『吉 子さん の 新ら しい ッル マキ (朝鮮 着 
物) が あるから 着せて やり ませぅ』 

その 言葉に 樓主達 夫婦は、 
『飛んでも ない、 死んだ と 11 ロって 
も 貸金の ある 女 だ、 勝手に 着物な 
んか 着替えさし ち や アい けない』 
と 怒鳴りつ けたとの 事で ある。 
そして 吉子の 屍は 着た ま X の® 
襦私 一枚で、 犬 ネコを 拾て る樣に 
葬られる 事と なつて ゐた 。戀 人で 
あつた 金南奎 はこれ を 聞いて 氣の 
毒に 思って か 葬式费 用の 一切を 自 
分 一人で 負撸 さして くれと 申出た 
にがと 嬸んで 葬式 
の 時間 迄と り 定めた が 何故か 翌日の 葬式 
時間に なっても 金 南 あのが は 見えな かっ 

ょ t *. ぅし ゆ ょしこ  ねトん  U 

餘 儀な く樓 主は、 吉子の 屍を 棺 に 入れ 
一七 


ろぅしゅ ふぅふ fc 九 

ので、 樓主 夫婦は ^ 


如 € も 年 £ ば 

何 か 費識仄 t か 
かさ f が 聞无り 
? な 各 交す の 
か自 じる 雑:; 


現 りつと 爲た た 
在 5 のて 共 f めと 誰た 
で 間 f* 客？ にに 噂 ミれ 
はに" 5 足 金 怪擎ー さ 言い 
西 5 店 さはし し 時15 す ふ 〇 


つに に貨 I 門 2 を だい 隆ミ ると 
た 負 ふ 彼 か屋ゃ 外ミ閉 しん 火 ひ 盛 5 樣 1* な 
そ擔 念のを のぃ め/のを にく 
うし 女 I 營 2 渾之る \ 玉 f 極 艺 な吉乞 

でて のん な 春^ 樣 I 薄 | がめ り 子 こ 


あ 菊 I 葬 I で 河 t に 
る 水^ 儀？ 居& 畔2 な 
がで 費 ひるで つ 
果 ミは は 。淋 さた 
し 一 鹿 技 し0 

て、 錢 芝人艺  く そ 

事 じの の 少 $ し 

して 


く 出で た 、の 
なる が 菊！ 恨 I 
り と 、水尤 でみ 
、て 彼か樓 3 燒ゃ 
半!^ 尊 ミの もけ 
年 t さ 女 f 吉 f だ 
ばが の 子 こさ 
かた 死 L のれ 


朝鮮 美妓 吉子の 死 


レ ま 含 <すゐ 6 う もんぐ わい で 

て 今し も 菊 水樓の 門外に 出ょぅと すると 
故意 か 偶然 か 金 南奎の 勤めて 居る 支那の 
縣廳は スト ー ブ ょり 怪火を 發 して 重要な 
公^ <書 を 持ち出す 隙 もな く 一瞬 時の 間に 

う， う き けんちじ、、、 し もちろんし よ 

烏 有に 歸 した、 縣 知事 朱 約 之 氏は 勿論 書 
^ の 金 南奎迄 責任 上 職を 取り あげられ 

ぃ 4 こんし (9> んかたレなか  す含  ri  ひやくせ う 

て 今では 渾春の 片田舎で 鋤を 握る 百姓と 
なりさがつ た。 


〇 

僅かに 二三 回登樓 した 馴染 お 客と 何故 

よしこ  どく  の しやく ざん な しつれん 

吉 子は 毒を嚥 んだ？ 借金は 無し 失戀で も 

たう や キやく かへ  そうめん  つり 

ない。 しかも 當夜 客に 返すべき 素 麵の釣 

せ)  幺んよ  じズ /v ふと  お ^ お ほ， い 

錢九圓 余を 自分の 懷 ころに 收め 、大勢の 

もの  うち 含よ ラ どくぐく  の よしこ 

者と 打 興じながら、 毒 藥を嚥 んだ吉 子の 

し 

死！ 


夕陽が 斜めに 西の 山に 傾む かんと 弱い 
光を 投げて 居る 渾春 北山 頂の 一端に、 永 
しへ に’ 靜かに 眠る 吉 子の靈 は 世の 人々 に 
解け 難い 一つの 謎と なつて ゐ る。 

〇 

よしこ  ぅナ 5 き k 

吉子の 噂は、 こぅして とぅに 消ぇて 了 
ふべ くに、 なで か、 今に 渾春 花柳界から 
は 消ぇずに、 折に ふれて は妓氣 の 間に も 
また 漂 客の 間に も史 はされ るので ぁる 0 
吉子の 死は、 それほど、 この 渾春 街に 

お：  あた  い 生 

は 大きな ショックを 興へ たので ある、 今 
までに、 妓達の 死によ つても、 これほど 
噂され る ものは 一人 もなかつ た 0 


それは 何故か、 一っは 吉子が 稀に 見る 
美人であった のに も關 係し やうが、 吉子 
は、美人でもあり、 1 たこれほど寂しい 
そして ここうした 世界の 妓と しては 優し 
い 妓は なかった。 

吉子の 逝いて から、 一人 吉 子へ 哀惜の 
念 深く する のは、 記者 ばかりでは ありま 
すまい。 誰も、 彼 も、 思 ひ 起す 每 度に 人 
知れぬ 淚を 袖に 絞る であらう。 

の 奶 r % もって、 v e 齡ゼの 把 
因は 掴むべく はない が、 なで 吉子は 死な 
ねばならな かつた か、 なで、 客の 釣錢を 
敗 にして 死んで 行った ^ 、 あれ や、 こ 
れや と考 ，へて 來る 時には、 そこに 解け 難 
い 鼸は 更に 私く 謎と して 置く、 吉子の 死 
を f ふ 人には、 この 謎は 永遠に 解けぬ 謎 
であらう。 

が、 思 ふに、 吉子は 確に 心の底 深く に 
は 金 南 奎を戀 して ゐたに 違 ひな f、 が ゾ 
吉子 は、 男の 方からの 肿れ話 故に、 自分 


自身は ぶつりと あきらめる 積り であつ た 
ので あらう ◦いや、 あきらめて ゐた ので 
あらう が、 その あきらめた 心の底から 犇 
々とこみ 上げて 來るの は、 男戀 しさの 心 
であっ たので あらう。 

あきらめても、 あきらめ きれぬ 妓 (0- 心 
の 底であった のでは ないかと 思 ふ、 が、 
彼女は 勝 氣な妓 でも あった。 男から 別れ 
話を 持ち出されて、 それを 妓か ら戀 ふる 
心を、 恥ゐ たので あらう。 

が、 男戀 しさの 心を どうし やう。 戀し 
ては ならぬ と妓は 知つ てゐ る。 そんな 未 
練が ましい 事を しては なる もの かと 妓は 
知つ ては ゐた 、が、 心と 心から 男を 戀ふ 
るのを どうし やう o 
〇 

戀は 思案の 外、 惚れた 弱みを どうす ベ 
くもな かつた の だ、 男から、 すげ なくさ 
れれば 、される ぼ ど、 妓の心 は 男を 火よ 
り も t く戀 していつ たの だ。 

〇 

— ■1■  

朝鮮 美妓 吉 子の 死 


吉子の 死で、 面喰らった 0 は、 その 死 
の 床に あった 男 だが、 その 男は、 最近に 

己と  くち ぼし 

なつで、 こんな 事を 口走つ てゐ る。 

『女の 様子が、 どぅも 變だ とは 思った が 
それとは 氣が っかなかった が、 夢の 中に 
吉 子が、 金 南 1 、金 南！！、 と 二回 ばかり 
呼んだ やぅに 覺 えて ゐ る。 

よしこ  こ 幺 の 

そしては、 吉子は シク/ \ と聲を 呑ん 

な おぼ 

で、 す、 り 泣いた やぅに も覺 えて ゐ る、 
死因の 全く 判らぬ 現在、 確に 然ぅだ とは 
云 ひきれ ぬが、 どぅも、 自分には、 あの 

ゆ め うち  さけ  こ ^ み 1 

夢の 中に 呼ばれた 聲が 、耳に っいて ゐて 
仕方がない。 

かさ  よ.. 一 j ゆめ み 

こないだから、 重ねて 吉子の 夢を見る 
が、 夢に 出て 來る吉 子は、 いつもき つと 
泣きぬ れた顏 に、 後 毛を 搔き 上げて は 悄 
然として ゐ る。 

なで、 吉子 が、 私の 所へ 來るの かぬ 私 
にも 判らぬ が、 •吉 子は 迷つ てゐ るので は 
ないかと 思 はれ もす る。 戀しい 男からの 
心からなる 回向を 1 して ゐるの ではない 


かしらと思はれもする0だが〇 

と、. その 男は、 夢の 中に！ k んで 來る吉 
子の 顏でも 想像して であらう、 自分と i 
身の 聲に さっと 顏色を 變 0 て 了 ふので あ 
った。 

〇 

金 南^ 一と、 そして、 縣廳の 失火 事件で 
あるが、 これに 就いては、 いろ < な 取 
沙汰が ある、 勿論 吉子の 靈の恨 ひだと も 
あるが、 金 南！ |に 就いて 人々 の 疑問は 深 
く かけられて ゐる 。謎は、 ぼっ < 現在 
になつ て 解けて ゆく やうで ある。 

〇 

吉子 、なで 釣錢を 抱いて 死んだ か、 あ 
の 勝 氣な吉 子は、 その 釣錢に 依っ て 苦境 
死を 選んだ のと、 世間の 人に 思は すべく 
强 いてそう した 手段を 取つ たのでは あり 
ますまい か 0 

謎で ある 。永遠に 解けぬ 謎で あ 3 。吉 
子の 死は、 1 *n にしても、 1 りに 俲々 し 
く渾春 花柳界からは 未だ 消えぬ。 

1 九 
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竹 本 組 春 旅日記 

——架| るべ沪 らず记 ばかりの 趣 傲の ニ— 

大雅寺  梟 


『駄^! よ、 愁訴 哀願 1 1、犯1の身柄を 
受取った 以上、 目的地へ 1 ^ く 迄、 絕對に 
途中下車 なぞ 許しません』 と 宣言す る 0 
『そぅよ、 第一 逃走の おそれが あります 
わよ』 

と、 組 代まで が、 生 意氣に 攻戰の 矢を 
向ける 0 

一寸した 油斷 から、 四面 皆な 1 の 重圍 
におち 込んで しまつた 。我れ 乍ら农 覺の 
至りで ある 0 
『ウ ーム 、困つ たな』 

窓外を 眺めながら ベ ソを搔 いて ゐ ると 


『大丈夫 心配ありません ょ、 松 井田まで 
行く のです から 安心なさい』 と 組 春師が 
囁いて くれた、 正に 天来の 救 音で ある。 
『然 ぅです か、 松 井田まで なら 』 

L ラび  ひら  レし はら L はい 

と、 やぅ やく 愁眉を 開く。 石 原 氏の 盃 
を享 ける 心に なつた 0 
『まあ 一杯 やりた まへ』 

『行 先 さへ 判瞅れ ば、 大いに 呑む』 

『アレ、 現金な 男 だな』 早速 車掌に 事情 
をはな し 松 井田までの 切符を 求める。 

暮れ ゆく 窓が の 景趣を 各に、 石 原 氏と 
差しつ差されつ 何ん とい つても 呑 助 


は のんきな もの —— o 
空腹に 酒、 醉が發 してとう 然とした 見 
『松 井田です ょ』 

と、 組 春師に 注意され、 不精 無精に ニ 
人 も 下 g： した。 斯う 醉拂 へば、 最早 天下 
に 敵な しで ある。 

新 潟 だら うが、 北海道 だら うが、 更に 

關つ たもの ぢやな い。 

最 う四邊 はしつ 黑の 闇で ある。 驛前に 

は、 すでに 松樂 座の 人々 が 自動 14 を 連ね 

て出迎 71 。き  し！ 
その 自動車に 乘 つて、 指定され た宿舍 


張: i 名， く mi<〇 大 t 中 5 

、手と 一 スを自 じの 各 ミで 
年 こで 室 4 ャか 宅丨組 ゑ 孃 $ あ 
長 ミ あへ/け か 春 t の ぅる 
だる だ \ たら 師し 寝？0 
け 一て 寢ね床 t 持11 は 姿 ミ 
あ 行ち た V5 に 參之流 I を 

つの 四ょ つ 添 そし 石 か 一 
て 元げ 墨^て うて 一寸と 
、老 3 半 2 ゐて來 含 座 ざ 御 ご 
誰， 株 ^ のる 、たの 披ひ 
にの 座 〔樣言 姿し 深,1: 總 5 露 ミ 
見み 城ろ 敷* 子* す 整 5 水 ミ 取 5 に 
ら吉 ミに0 い 籮ミ締 k 及 5 
れ師 しは  と 伯1! りぶ 

てが 三3  もの、 と 
も 、味み  正: : 美び 東 I 、 

、矢， <〇  し人艺 京ら 御で 


のはけ ぐ、 の 

光 f, あ、 た ら 、愛 $ 朝！  x 
分ミ ら 、ら を嬌ミ 十月 ^ 
f 、 れ 、し 拔1 "者 名 時" ニ" 
^ もく け 箱 ょ に 十 
矣ぁ な 姿ム出 だ 屋ゃ起 t 一 

份 いがたし の 床 I 日*^ 
び寢ね 見み、 市ぃ、 ° 
な 亂爱え 松 I つ 太 t 
がれな 井ぃ ち 夫 ミ 
ら 姿！; い 田 だ や 元》 

今*、 で fc 、のん の 
が 障 i 娘 f 町 I は 石い 
眞* 子;^ 子 L 見 2： 、 原？ 

夜ょ 越-し 軍丄物 5 す 氏し 
中 之に にのに で と 
の 日 ミ 面;： 出で に 一 

胃 3 光专 々（胃 S ね、 行 言 


代ょ 此こ  ろ 赤 I 

奍る  '室更 E し 心 i: 
千‘^^ はに きを 
代 >榮1 若;: 玄 ：： 哉な も 
、、手" 關纟殺 患つ 
卷 z» 你 i 娘ぅ際 6 人 兌て 
榮 f: 靜 の* 夜， 望？ 
、等 ミ 軍 J: 六 間た む 
ニ孟 のの# ミ 運 2 ゆ、 
人 •雜 て 、 の 動 5 え、 
の 居イ糾 *5 •室 4 ° ん、 
龄? 剛代 ょを  で 

姿繼 、ベ、  あ 

は 場 M 存 ミつ、  る 

まだ， ザバ 見; ^ 0 

こ0、 す 1 

と 奍 よれ 

に 千** ば 恐？ 


となな 夫"5 中 I りず が 
な 夜中れ 殿 1 止1- な 、あ 
る 間 ズ ばな す さそる 
は 運 之 三 え れる無 6 れと 
必 ：; 動； 夜 T ば樣 す 我4' •ま 力、 

定 f のを ビ祈 ごので 聞ぎ で 
、ぅた 經 、ッつ 夜， にく  、 
一め たクて 間^: 何き、 さ 
日 ミ果‘1 ざ リ や 運5 卒 | さ る 


吉 I 牛 纟花さ 大ミ戟 ぶ 安 2 覲 I 
日 全^^ 形 映 e： 目 民 之：^ 
を 區<  組 ^且>  霱ミ をれ 
選 t の 照 i つよ 續？ て 
ん 某皆孃 $ 卒 S ろけ も 
米 i ” 直 I して 職 
店 X 先艾 にくく ゐか 
の般 i 示 h 、 るし 
愛 I 石 i' し 


も 敢^る 仰； ま 動 $、 れ商; •娘？ 原艺て 
■¥4 な 中 2 天さぬ を こば 家よ でめ 氏し ゐ 
くくに 、ん0  、の 、へ あのる 

齡も 、虛？ 氣* 自含縱 ミ 他 ひ 嫁 [る 言;： の 
の5 あ、 蛾 ミ 弱らの らか橫 ぶ 人と 入乂孃 モ に が 
覺 t の、 の， なく 小 $ さ轉 2 ごのは ぅよ  、 

醒^ 世\ 猛 背* さと 變 2 と 御 、られ 一— 
をの： 烈 ，のい つ 極 i な 慶ラ來 でば 座 ざを 
、客 T 々（君 J 新 5 てま ら 事た •春: t 、 の、 


縱 $ 0 か 
橫 9 そ ら 
む、 の ざ 
じ、 傍 1 る 
ん 、に 態ち 
な 、度 
寢ね 坂 之を 
姿? •妻； も 

の つ 

劍 2 て 


自 大童、 その 怪力に 一驚す る。 

『オイ、 瘦 よぅ ぜ』 『ウム ，よから ぅ』 
女8のふン鬪をよそに、酿%ニ人は布 
團を 被って 夢の 國へ 1 o 


へ t 打く。 il が ニ" 日 i If F は齡 r な 

<、 r 4I /J'c lf ^ r 、 ig ^ 

五 動 ひ あを 開放して 吳れ たので ある。 

iiMi、 i fe く、 i 證まる  S 

だった。 

『こり やア 、素敵 だ』 

『餐 —歡ら & んで S ぃで も‘ 所 か 
ら ぎ！^ 4 まれる 松 娜も なし、 しめ、 
しめ！』 

『大いに 呑める ぜ』 

『ウム 、呑める、 呑める』 

I 搠ひ 二人は 大は しやぎ 。すると、 春 
子が 小生 意氣に も、 

『アラ、 本當に 好い 家ね、 妾 斯ぅ耷 ふと 
ころで、 あの人と 二人 限りで 暮らしたい 
わ』 と、 云 ふ。 

『こいつ！ 殿る ぞ (U* 

『 |^ 嘘スごめんなさヒ？だぃた 

の 市 5 144/ 1 w で泫 

Q くるた びに、 室へ 運び入れる ので、 各 
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竹 木組 春 旅日記 

14 勝が 致り、 かりに i だ 戲魏 ll M ?^ と 

, ふ樣な も 0 が 開催され ると すれば、 ま 

r c こうせい 亡き  おさ  めいょ L ようじよう う 

さに 百點の 好成績を 收め 、名 # 賞 狀を受 
ける こと 請 合、 筆者 f 鼓の 樣な印 を 押し 
て 置く。 

組 代、 春靜 は、 さして 見苦しから ね ど 
兩姬 君と も、 旅の かり &0 寢苦 しさの た 
めか、 布團を お 厭 ひ 遊ばされて、 ねり 馬 
大根に 等しき お 御 足を、 出して ゐられ る 
のが 眼に っいた。 

扨て、 最後に、 一座 中の 美人で ぁる 春 
子孃 にいた っては、 實も って 沙汰の 限り 
頭の 方へ 足の 一 廻轉 になって、 意中の 麗 
人ジョン、バリモアの寶でも見てゐるら 
しく、 時折 一一 タ {お 笑 ひ 遊ばす 薄氣味 
の惡さ、そ \: ろ惡汗を感じ、退却の餘儀 
なきに 至った a 

一座 美人 連の 寢姿 てんけんの f 榮に， 
したの も 早 起 (とい っても 午前 十 時で ぁ 
る) のた め、 早 起は 三文の 德 とは —丨 さ 

こじん  y V こと  一 

て も、 さても 古人は うがつ た 言を 云つ た 


もの o 

臺 所へ 行って 洗い 蒗ぇの ない ■を 一 ふ 

我等が？1 £:: 亂の齡 ^1 でぁるこの釔の *| 
に、 桐の k とい ふ藝妖 & が 酽 る。 鍵を 一 
って庭へ出ると、鲥1|ゼしの齡たい颭が 
ひゃりと快ょく齡'を_ふ0ー财千氣仏齡 
である 。四圍 眼の 行 >/ 處こ と^-く 綠九 
ならざる はなく、 天空 廣く 澄み、 高原ら 
しい 朗さが 昨夜 來の寢 不足を 一掃して 

IO< 犬れ た。 

裏庭の 傍に 井戶が ある。 桐の t 豕の I 手 
ロから 舞妓ら しい 十三 四の、 臺灣 バケツ 
の 破損した ょぅな、 聖代の 世に いと も 摩 
可 不思議な 面相の 保持者た る 少女が、 自 
分の 顏と 姉妹 分の バケツを 片手に、 水を 
汲みに やって 來 た。 

臺灣 バケツの 舞妓 1 o 

思は ず ブツ？ と 噴出した くな つた。 

惡い 性質で あるが、 どうも この 際 仕樣 
がなかった。 

『可笑しな 面を した 少女 だ、 へツ 、どん 


ニニ 

な聲を 出す か 試して やらぅ』 

馬鹿 氣た話 だが、 その 莫迦 氣た ことが 

なに  す にんずん 

何よりも 好きな 人間で ぁる。 

で i 早速 一矢を 放った。 

『好い お 天氣で すね』 

『左様で 厶い ます。 今晚 から 義太兒 が ぁ 
る樣 でム' いますが 』 

丨 'ようら く ざ や 9 

『H 、、 松樂 座で 開演ます よ』 

『妾 も聽 かせて 頂きます』 

どぅして 却々 愛想が よい。 別段 鶴に 似 
た聲も 出さな かつた ので、 いさ  か 失望 
して 街路へ 出た。 


みちさは ぅ ゆ はたち  で 

道を 左方へ とりて 行けば、 畑地へ 出る 
見渡す ばかり、 ひろ^-とした 畑の 中に 
新築の 大きな ー嫩の 家が、 桑の 木の間に 
隱見 する。 暫く 立 止まつ て、 和 かな 四邊 
の 風光を 眺めて ゐ ると、 見る からに 素朴 
氣な部 姐 紀さん が來 たので、 無遠慮に 詞 
を かけて みた。 

『お爺さん、 彼の 家は なんです か』 


と、 紙 築の 二階家を 指す と、 

『あれで がす か、 あれは 錢湯で がすよ、 

s’ Ajc は 爲顏と |^ ひゃしてな、穷 

1 8SQS でして.、％ の 酿 f 
どもが、 むく 鳥を 連れて シケ 込む處 、且 
那 方は あまり 近寄らね H 方が よろしう が 
すよ』 

どうして ^ さん 却々 隅へ 置けぬ 縣河の 
雄 辯 家で ある。 

『は 》ア、 湯屋です か』 

『普通の 湯 で 無 K です よ。 湯花ち う 奴 
をと かし 込ンだ 何とか 云ふ溫 泉で がすが 
湯の 効能より 女の 利 目の 方が ある ンでが 
せうよ、 はツは ixx』 

『なるほど？』 

賦 白い 爺さんで、 道端の 切 瓜 へ 腰を 下 
し、 なたまめき せる を 取 出して、 甘 さう 
に 1 を f て： 鬆 QH ST でぁる ^ 
松 #" 一 B 町 史 とも 撕ふべき,義を毛んに聽 
かせて 吳れた が、 爺 さ：^ の 娘と 覺 しき 三 
十が らみ の內 儀さん が 迎へに 來た ので、 
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徹さん は 私に 別れを 吿げ 、重たげ に 鍬を 
かっぎ f ら KT1 Q 於へ デりてげった。 

ちは r じん  じゅんぼく  あい 

地方 人の 純朴 さ、 まことに 愛すべき も 
のが ある 0 

一人 路傍に とり 殘され た 私は、 やがて 
+? に まみれながら 畑 道の なかを、 問題の 

ゆう や めざし  す i WJ うや  こうほう 

湯屋を 目指て 進んで いった。 湯屋の 後方 
は A さな 山績 きで、 松樹が 一帶に 繁茂し 
私の す、 む處々 の 畑 中に 忘れられた 释 に 
殘 ってゐ る 針葉樹の 綠光 が、 まだは っ 
きり 覺め 切らぬ 眼に 痛く しみる。 

しつと りと、 快ょ い 汗を 總身に 感じな 
がら 目的の 家に 近附い てみ ると、 六十 ば 
かりの 爺が 沈 默を續 けなが ら 庭先で 薪を 
割って ゐるの みで、 他に 人氣は 更にない 

かんじ やく  ひょうしぬけ  てい 

閑寂 さで ある。 —— いさ、 か 拍子 拔の態 

Sc や ょこ < しょ r •んも 

で、 その 湯屋を 橫切 って ゅく と、 松林 地 

へ 1 r s . t 

可成な 傾斜 地を 登つ て 行く こと 約 二十 
也 ばかりで® 上へ！ た。 振 返って 下を 
見ると、紀井驴町は我が眼下に橫たはっ 


てゐる o 

白 かべの 家、 板葺の 家 根、 ところ どこ 

あか *: h らや ぅかん  み しんじだい  てぅ 

ろに 赤 瓦の 洋館の 見える の も 新時代の 潮 
風が、 か i る 山間の 小 都邑にまで 訪れて 
きた ことが 窺へ る。 

一 1 日 前まで 全盛を 誇った 女 義界の 花形 
1 ： 本 素行の 生家の 屋根 も、 頂上では 一目 

t ん w ん 1 つ ゐだ史 も すペ 

して 判然す る ほど、 松 井田 町の 總て が、 
デに 取る ,に わかる。 我々 一行 こ 日間の 
居城 も 目の 下に 小さな 姿を 見せて ゐ る。 
あの 瓦 一枚を へだてた 下に、 いと も 珍 m 

ねすがた  C てんかい 

すべき あらゆる 寢姿 が、 次々 に 展開され 
てゐるかと思へば、そ 1: ろ慄然とならざ 

元 

るを 得ぬ。 

繫の龊、黯翦‘繫、誔 

1 の 獻、 fir 篕 となく 黯 
してく だる 黯 V 驴 i し i 

餡— 越 て、 舻餛 

へ t ぎ 1 QfrF 々な 把 
をで て、 評 的な 色を 浮べながら 松井㈩ 町 
のー隅を贳通してゐる。 

二三 
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聪於 )||1 ゎの徹 ^| が、どれほど祀炉妒啦の 

けしき  と X の 5つんだ交ち 

景色を 調へ てゐる ことか 松 井田 町の 

絕景は 碓氷群 山、 妙義 山、 碓氷 川の 天惠 
によって、 順次 都 人士に 知られっ X あ 
る 0 

私は 輕 井澤の 都會 化した 高原より、 橫 
川 松 井田 間の、 いまだ 自然の そこな はれ 

かう げん  ふぅく わう あいしよぅ 

ざ .^ 高原の 風光を 愛 賞す る。 

妙義の 奇形、 雄大な 碓氷の 壯姿 は、 山 
岳 探 賞 家を して 絕對に 失望せ しめぬ だけ 
の 特異性を 有して ゐる 。信越 線を 旅する 

% 0 と げし や うわさ 吏 ざ ? うだ レ さん 

者の 一度は 下車して、 噂に 優る 壯大な 山 
岳 美を 味は つたが よから ぅ。 

碓水 川を 眼下に、 妙義 、碓 水の 遠望を 
心 ゆく まで 眺めた 後、 やがて 空腹を 感じ 
た0で下山した〇 

歸 宅して みると、 流石の、 寢坊椾 ひの 

らうし ぐん  豸 しやう  L ほ スら 

娘子軍 もす でに 起床して、 顏を洗 ふやら 

あさげし よう 

朝 化粧に とり か、 つて ゐ る。 

時計は 正に 十二時 十分 前で ある。 

■藍した 霞 &りだが、詬は呢 


廻りが あるので、 特に 組 春師ゃ 城 吉師の 
元老が 寢てゐ る 面々 を ゆり 起した と ある 
於れ 返って 日が 開けられず、， き 人っ 
てゐ ると 春 子の 辯 解が 好い。 

『だつ で、 昨日は 汽車で 疲れて ゐ るし、 
本來 なら、 夕方 迄寢 るの が 至當 よ』 と 朱 
唇を そらす —— o 

あた炙へ  けう  とくぺつ  はや 

『そうよ、 當り 前よ、 今日は 特別に 早く 
起きて 上げた のよ、 人間は すべから く附 
合が 肝心 だから、 兄さん も 今後 氣を附 け 

お V)  め あべねば う 

てユ ックリ 起きなければ 駄目よ、 朝寢坊 
は竹本ー行の規定の一ッよ、へン、は 1* 
かりなが ら 』 

春 千代が、 いま 顏を 洗った ばかりの 無 
邪氣な 面相を、 スッ ー と臺 所から 出して 
眠い 處を 起された ムシ ヤ クシヤ 腹を、 早 
速 私へ 向けて 爆發 させた。 

『判った よ、 降參 、将參 だ』 

こ i で 私が 反對の 意を 表そう ものなら 
四方から 一時に 娘子軍の 總攻擊 が 開始 さ 
れ る。 


ニ 四 

もう 1の截 °: 4!で戰叱なので、ぃさ 
ぎょく 退却した 0 

一同の 朝食が 濟んだ 頃、 石 原 氏と 市 チ 
ヤンが 歸 つて 來 た。 

朝 五 時に 拔け 出して 妙義 山へ 參詣に p 
つてき たとの こと、 その けん 脚に かん 服 
する。 

土産と して 求めて 来た 妙 義名產 の 梅酒 
は、 平常 酒 嫌 ひを 標ぼ して ゐる城 吉師や 
娘 連の 口中へ、 また、 く 間に 消えて なく 
なる。 

實 もって 專橫の 限り だ。 
f まア 美味 かつた こと』 

『甘かった ゎネ』 

『妾 この お 酒なら 一斗で も 呑む わと 凄ま 
じい ことを 宣ま ふ。 

M う TK う 時に かぎって、 姬君 連の 御氣 
嫌は すこぶる 天氣 晴朗で ある。 

所有者た る 石 原 氏と、 市 チヤン 御 兩人 
のこ ぼすまい ことか、 あとで 市 チヤンは 
ロ惜 まぎれに 飯を 八 杯 食べた と吿 白した 


31 ち i わ じこく 

やがて 町 廻りの 時刻と なる。 

午後 ニ 時 だ。 

鰣 1 が f Qff r i のった 

ことを 知らせて 来る。 姬君 連への 仕 ^ の 

、 、 、 、 

さいそくで ある 0 

呑氣な 娘子軍の 面々 も、 こ、 もと、 化 
粧やら 晴着の 着附 に大騷 ぎで ある。 

p r i 黯 すでに K は i ^! を 
ほどこし、 地味な 京 御 召の 着物を# に 着 
け、 何時でも 出掛け 得る歡 r 邮齡 をぬ 
り 過ぎる の、 やれ 着物の 襟を f き^! ぎる 
のと、 いや 却々 1 <艷で ある。 

箱屋の 市 チャン も、 どぅして 对 m だ 0 
?| ^ ける餡を|!したり、 #| が配が ^ 
りなぃ と 云って ボャぃ たり、 と 鑛墩 
の 間を 幾度と なく 往復す る。 

その！ if 手 1 の 配ぎ ちで、 —と 

苦 s か/ X てゐ る. ^ Ur ぃふ 私と 
太夫 元の 石 原 氏 だ。 殊に 石 原 氏に いたつ 
泣、 S 氣 f 结女 軍の なか ^ あって 
端然と 迎ひ濟 の盃を しきりに 傾けて •こ 
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ざる。 

一 tsp る！ <s が、 これは 髮 
氣千萬 — と思つてゐると、氣にたがは 
ず 組 春師 が、 

『石 原さん、 仕度を なさい ょ』 ときめつ 
ける。 

ところが 石 原 氏、 平然たる もの。 

『ィヤ 、燃が ゆく ょり 街の 敷い对ま霱 

が、 太炉 元と して！： く 方が ぃ io 銳ー妃 
8がする。ォィ、銨 |;. ん、ぁんた ^ の 
代りに 町 廻りへ 行って 吳れ たまへ』 —— 
ときた o 

『 H ッ 、俊が -■ — 』 

こいっ？ 然ぅ云 ふ 腹だった のか、 道理 
で クソ 落着に、 悠々 と搆 へて ゐ ると 思つ 
た。 

だが、 始て のこと だし、 全然 豫 期せ ざ 
る ことなので、 さすがの 私 も 面食らは ざ 
るを 得ない。 

『だが 僕は 1 』 

と 逃げ 様と する のを、 押へ 附 ける 様に 


組 歡 i。 

『％ ぅね、‘ _ さんょり 一 r sr t んむ於 
が、 年は晋 i il fe<2 ダン だから 
夫ぢ や大雅 寺さん に 行って 貰 ひませ う 
か』 

組 春師の 宣吿 である。 やむ を 得ない。 
當の發 1 日 者で ある 石 原 氏は、 手を 吵いて 
一人 ぇっに 入ってゐる。於辦がなぃ“陬 
だと、 つく^-石 原 氏を 恨む 0 

これを聞いた娘子 ¥£ は、綠たりかしこ 
しで ある。 

『アラ、 兄さんが 太夫 元で 一 絡に ゆく の 
これは 面白い わ』 

『ヨウ^-、 モダン タイプ』 

『黯 Q 踅翦 Q 鎔 J 

『田舍 娘が 大騷 ぎす る わょ、 ホツホ ホツ 

ホ、、、』 

城吉師 まで 娘子軍に 味 ^ して、 まるで 
掌の 裘返す やうな 攻轚振 である。 まるで 
床 次さん の找な 卑節 ぶり だ。 

然 うかと 思へ ば、 

ニ 玉 
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^ ■十ー|*にぎ厢0 
こ i ろょ く寢 入つ て ゐる處 を、 女 軍 連 
に 叩き起されて しまつた。 昨朝の 返り 討 
に 會 つたわけ でぁる。 總 指揮官が 御大 組 
春師 だからた まつた もので ない。 何分に 


だい  含て； つ ふとん  、 、 

■第 I の 貴重 物た る布團 をヒン めく 


ら 


れ るので 降參 した。 

石 原 氏は、 奇襲の こと i て、 光秀に 襲 
はれた 本能 寺の 信 長ょ ろしく、 面 食って 

かって  べんじょ 31 ちが  ぅす ゐ 

勝手を 便所と 間違へ、 あや ふく 放水す る 
處を 、春 子が 發 した 七面鳥の 如き 奇賢の 
一喝で、 ャット 、正氣 に 返った 歹 化# 

イヤ 、ハヤ、 


ひ を どこれんおほしつたレ 

この 日は 男 連の 大失 退。 


K；  KJ  V 

朝食は 午後 一時だった。 

中等ょり 聽きに 來た觀 客 も ぁった 由、 座 

L ゆ こ ぼ ヤ しし 1: ろ こ こんて う ぜ 0 “ 

主 小 林 氏の 欣びの ほど も、 今朝の 膳部に 
依つ て、 うか !: ひ 知る ことが 出来る。 

育ちが 下賤し いから、 どうしても 一が 
食物へ 落ちる。 

今日は 町 廻りがない ので、 ゆつ たりし 


たもの •石 原 氏、 城吉師 、，照％ 先に 
私の 四 人 連で、 町 見物に 出掛ける。 

ぁる 小路へ 來か X った 時、 何！！ から 飛 
出して來たか、ー頭の大きな « 君、のそ 

きょ だ レ ナがだ i 

り、 の そり 巨大な 姿を 現は してきたない 

ぼな づら  おも  くみてるぢゃう 

袅先を 、どぅ 思っ たか 組照孃 へす りっけ 

わか  をん な 无ら 

た。 若い 女を 選ぶ ところは、 どうして こ 

ぶ “こうい ろけ 

の 豚 公色氣 たっぷり —— o 

『アレ ーッ』 

ビック リ 仰天、 組 照は いきなり 私に し 
がみ 附く 。斯ぅい ふ 危急の 場合 だけ、 特 

おうょう t> たし あま  おもし 5 

に應 用され るの だから 私‘ 餘り 面白くな 

い。 

處へ 飼主ら しい 男が 後を^! つて 来て、 
愛嬌 者の 豚 公を 毆り毆 り引ッ 張って 行っ 
た。 

このご 6 きぶん  てき  おちくろ  とうじようしゃ 

『近頃の 氣分に 適した 面黑い 登場 者 だっ 
たね』 

『組 照を 選んだ とこ なぞは、 豚 君 大手 柄 
さ、 は V X i 』 

もの  み乙  じゃぅき右 

『えらい 者に 見込まれた ものね』 と城吉 


二八 

師も笑 ひ 轉 ける。 

i f? は fs sl # 一 i;rf: 得 
ず、 眼を パ チクリ、 よほど^ たらしい 
『とにかく、 豚々 (ふて^^) しいぬ だ 
ったな』と、石原氏の把郝|60 
『とんだ (豚 だ) 奴だった よ』 

と 私。 双方と も 苦しい ®; 敗 だ。 

すっ かり 稀え 切った 1 MI を、 うながし 
て、 松 井田 町を 一巡 やる。 

此町に も 上 州 特有の f 理家 が、 松樂座 

ふき~  さんさ 7 よっ It /. け) 

の 附近に 散在して ゐるの を發兒 した。 軒， 
齡 は 十二 三 軒、 紅 紫と り^-、 抛 褽ぃ齡 
れの女 等が、 毒 爪を 磨いて ゐる 魔界で あ 
る 0 

然し 群 馬縣は 遊廓の 無い 縣 であるから 

を' な レた  かた 

かう した 女のは び こる の も 致し方 ある ま 
い 0 

宿舎へ 歸 ってみ ると、 春 チ、 春 千代、 
組 代、 f 榮等 若手 連の 修業 最中だった。 
組!！ 師御 自ら 三味を 持って 敎 へて ゐ る。 
『其處 を さう 下げて は 不可ない よ、 第一 


聾の 出し 法が 違 ふぢ やない か。 —— べん 

けいさ まぢや とい 喃 。そこを 急に 落 

として一 一 ア 、駄目 駄目、 そう 上げたら 
11 先が 奶んで しま ふぢ やない か。 本當に 
幾度 云つ たら 判 るんだら う、 しつ かり 語 
りなさい j 

ケイコと なると 組春師 は、 もう 夢中で 
ある。 平常の 人では ない 嚴 として 犯し難 
い藝の 人で ある。 高座で & る 時と いさ、 
かの 變り もない。 從つ て敎べ る 方 も 骨が 
折れる が、 敎 へられる 方 も 大變で ある。 


らぅしぐん  めん*^* 

娘子軍の 面々 


(い V い ちゃめ  け 1 ^ 

平常の 茶目 ッ氣 は微 


塵 もな く、 別人の 如く、 
へ阬 つて 聲を 振り絞る。 

しんけん  も 5 と ft： 

その 眞劍 さは、 文字 通 


けんめい  だ レ 

懸命に ケイコ 臺 


貪 i の 二字で 


靈 きる。 

弟子が 思 ふやぅ に 語らぬ と、 ロ惜 がつ 
て泪ビ ぬしながら 敎 へる 組！： 師の ケイコ 
振は 斯界で も 有名な もの だ。 

『オイ、 最う一 べん 廻って 来よう か』 
『ウム 、山の 方へ 行って みよう』 
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流石、 呑氣 者の 二人 も 座視す るに しの 
びず、 再び 宿舎を とび 出した。 

近くの 山へ 散歩と 洒落込み、 五 時 頃 空 

ふく  きたく  ぢよ しぐ ん *& うじき 

腹を か i ぇて 歸宅 すると、 女子 軍は 晝食 

お t> ところ 

の 終った 處だ った。 

無用の長物た る 我等 も おそまきながら 

し上く 1; 

食事を すます。 

正午 後 六 時に 樂屋 入り。 

こんばん  とく  ざ し ゆ 含ぼう  ふじ 1 咬う 

今晩は 特に 座主の 希望に より、 藤 間 流 

ぶよう なと#  ぼるこ  « くしう p か 

舞踊の 名 取で ぁる 春 子が、 北洲と 他に 一 

おど  レと  とちげ. s や b L ら 

ッ踊 ると か、 三味は 士地の 藝妓 、我等が 

しゆくしヤうら  含#  レ え 窆みた ろう  い 

宿舎の 裏に ぁたる 桐の 家の 君 太 郞と云 ふ 

ひと  ぢ つと  よし  こんばん  考 て % の 

妓が 地を 勤める 由。 今晩の 聽物の ーッで 
あら ラ o 

レしはらし  とも  こや  ゆ じ やうない 

石 原 氏と 共に 松樂 座へ 行く と、 場內は 
すでに 立錐の 餘地 もない 大盛况 、石 原 氏 

そうか A ざしゆ  こぼやしし  5 

の 紹介で 座主の 小 林 氏に 逢 ふ。 

frill—— 

默ニは、队本春榮のぉ駒才三戀娘昔八 

じ やうす 一. も ザ だん 

丈、 鈴ケ 森の 段 — o 、 

見物は 嗚を しづめ て聽き 入つ てゐ る。 


f は、 怖 義客 Ql f p、 

|1 |ん1 

まだ 節 まわし、 聲の 調律 等 ま、 ならね 
ど 何よりも はち切れん 許りの 熱意の 有る 
のが 賴 もしく、 このま X 進めば、 この 娘 
の!^ 來に大 なる 期待を かけられる。 本人 
の氣 組ーッ で、 亡き 姉 (組 若) の 如く、 
斯界の 色 形と なること 、決して 難事で な 
い。 要は 何 業に よらず 眞摯 そのものが 登 
龍の 第一 關門 であり ♦名人と なる 第一 儀 
である ことを 注意して 置く。 現在の 間隙 
なき 氣魄を 失は ず、 ます^ 研磨の 業に 
いそしむ ことを 切に のぞむ。 

1 k は、！^  m 忙の御 所 1 i 毗夜 討、 

慰！^ 妒の段 —— 。 

—— この^<この頃_をはげまぬ 

节 ぶ i V •ん もよう ^ わ -5 へ. 

とみへ、 浮 雲げ ない が、 單調 極まる 語り 
く ロノ” Y の §航系 を 跪ぶ 誠り が 能で なし 
歡於に 1 1 進. する こと、 と、 痛い ことを 一 
pl. ik はして m ふこれ も、 皆 本人の ため、 
アラ ッと！ S を 恨まぬ こと o( 次猇 へ) 

ニ 九 
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三 o 


ん ばん  をん な だ 


新版 女大學 

文 山野 狢平 
書 芳垣靑 天 


『チェ ッ 、思 ひ 出して くると 情なくな つて 
来ら あ、 俺の 獨身 生活 も隨 分と 長く 續いた 
な あ 0 

しぅ ぜん 

ふ、 ふ、 もぅ サルマ タの 修辖も つくろい 
飽きて 了つ た、 あ i 考へ てく ると たまらな 
くな つてき や あがる 0 

一層の 事、 女房で も 貫ち まふ か、 女房が 
チク /\ゃ つて くれら あ、 俺は 寢そべ つ 
て、 女房が 俺の サルマ タを 修繕って ゐるの 
を 見て ゐ る。 

女房の 奴、 どんな 顏を しやが るんだろう 


へん  4 . (2: 

きつと 變な顏 をし や ぁがる ぜ 、それとも、 
愛する わが 君の ためなん て、 微笑みて チク 
» — ^ やって くれる かも 知れる。 

いや、 女房なん かに、 こんなき たねえ さ 
る またを 皮 繕して もらつ たら、 女房の 奴、 
逃げ出して 了 ふか も 知れね えぞ、 そぅかと 
云っ て、 女房を もらつ たのに、 やっぱり 自 
分で 猿股を 修繕 ふや ぅぢ や ぁ、 なんの ため 
に 女房を もらつ たの か、 さつぱり わからな 
くな つて くら あ。 

ぷッ 、くせえ <、 い やに 臭へ 香 ひが 鼻 
へこみ あげてき や あがる、 ぷツ 、たまらね 
え、 たまらね え や、 くせへ な あ C 


If 幽靈 屋敷 


夜な夜な 11 しげな 音 

へうご げんしも »» C ぐん 

兵 庫 縣下加 古 郡の こと 

處 a 兵庫躲 加 古 郡 野道 村 宮田漓 ‘一 
郎 、此の 家は 十 幾 代 も續い てゐる 古 
い 家柄で あり、 又 相當の 財産家で も 一 

to  | 

« ころが、：れはまた此の家 |: 夜| 

あ f かいおん  い j 

な-^ 怪しげな S 怪音が する W 言 ふ} 

うは S むり ぢう  へう ばん 

噂が パ ッ e 村 中の 評舛 ミなつ ?: ので 
ある 0 

記者 も 一夜 招れ V、 怪物 見物 V 出か 

とき  がつ  に- 3 

けれのだ、時はすぐる八月十九日、 

4 •■う  ca  59 だう  つ. 3 

(舊 十五 日) 11 相當 マ S 月が ボタ 力 

ばけもの 

9 ぐ」 化物の i、 フ Li 、 •)■ かんで ゐ た その 
心 i い 虫の 聲： 备 、ながら 此の 家 

LS じ. 2 のぷご み ぼうじん  ふる 

の 主人なる 信 子 未亡人 ui つて、 古 

むかし  こいへ つた  で会づ*办 

い 昔からの 此の 家に 傳 II る 傳說  > 聞 
$れたのであつれ0 

いつしか 此の 家の 土蔵に 一匹の、 白 


によ 5 ほ 3 6 31 & T' う ぜ； J もら 

だが、 女房に、 猿股を 修繕して 貰は な _ 


1C 上 5 (3r 


ち や あ、 女戾を もらつ た 意義が ねえから な 
あ、 ウン、 そぅと もょ、 自分の 亭主の 猿股 
の <: せ、ぇ慨ゐに|;げ,すゃぅな妁厫ぢゃぁ、 
もら つても 仕方が ねえな あ。 

あれ ツ 、こ 
つちの 方まで 
きれて ゐやあ 
がる。 チツ、 

な 5 け 

情なくな つち 
まふな あ、 ま 
あ 仕方が ねえ 
自分 一人で や 

ほか  L 

るより 外は ね 


えんだ ものな 
ぁ 0 

やれ^-、 情なくな つち まつた 。まぁい 

は！！ 

、や、 くよ^-したつて 始まる ものぢ や あ 
ねえ や、 ほうれ、 ここんと こも 出來 上つ た 
し、 もう 少しで、 j つかり 出來 上つ て 了 ふ 
ぞ 、悲觀 は 禁物、 禁物』 


まだ もらは ぬ 妻 君の 事を いろ/ \ に 想像 

をと こ 

しながら、 この 男とう^^ さるまたを つく 
ろ ひ 追は せた。 

1 ^ 齡 辦がー被对厢なばかりに妻を|^る 
男の如何に #5 きょ。(結婚五訓) 


あなたと 妾 
との 趣味は 一 
致して ますの 
ょ あなたの お 
きら ひな もの 
は やっぱり 妾 
はきら ひです 
の 0 

妾の きら ひ 

な ものは、 やっぱり 貴 •男 も きら ひで せぅ、 

ホ ホ、 まあ、 なんて 何から 何まで 趣味が 一 
致して ゐ るので せう。 ホ、 ホ。 

こんな わけで、 彼女と 彼の 結婚までと は 
なつた の だが、 さて、 結婚して 見る と、 趣 


大姹が住むムぅになつれ。 

:の白蛇の居るのか見つけれ下男 
の富吉が、ある日ひそか |: 此の白蛇 
〜 殺して 裏の 小川に 流 L て し主つれ 
のであつた。 

しかし 不思議な 事 |- は殺5れた 11 

おはしろへ5>  そ ひ B 

T の 大白 蛇 U 其の あくる 日、 血 まみ 
れになつて土藏の中にのた打ち廼つ 
て届 |: 、これな見れ下男の富吉 |1 1€ 
吾の 餘り 1- 氣. か變になり、いつしか 
薄馬鹿の やぅに なつて しまつ ?: 。 

x 

そ げかんとみ|>|しやケぺ 

其の 下男 富吉 、今 記者が 語る ぅ W 
する 主人公 訂のだ 。 

始のぅちはいるんな物|2に花が咲 
き、 『化物の 一匹 や ニ 匹 |1~ 』 V 大元氣 
九時がなる、十時がなる、夜 11 次第 
に 更け、 十一 時 十二時 « 進んで ゆく 

記者 U 餘リに 疲 n ていつ しか 

ゥト{ミ、っ ?: れ |1 か始めた0 

x 


*■■ 丨ン 


かー ソ _ 


ボーン 
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三 二 


oh 

味の 一致 性から、 この 家庭は 常に！ f 和な 春 

ひ ごと  けっこんす こ * ひだ 

の 日の 如くなる べき だが、 結婚 少しの 間は 
如！： にも、 趣味の 一致でぁった が、 結婚の 

ひ と /2 み 

日と、 や、 遠くなる につれ て、 この 趣味の 
一致！ i は 却って 彼！ •夫婦の 相 


えツ、愚歐々々云はずと出てゆけ』 

こうな つて 來 ると、 趣味の 一致 性は 却つ 
て 邪魔に なつて くる。 

最もよ く氣の 合 ふ 男で も、 夫と したら 兎 
角氣の 合は ぬ ものである。 (結婚 五訓) 


反する の ものと なつて 


r った。 

『まぁ、 なん 
と 云 ふ 貴男な 
んで せぅ、 本 
當に 、私は っ 
く-^ と 愛想 

がつ きまして 

ょ、 まぁ、 呆れ返 

っ て 了った わ』 

『ふん、 呆れ返った と 云 ふ 
のは 此方の 事 だ、 お前 位、 趣味の 

ぐれつ  やつ ふ *: * 

愚劣き わ まる 奴は 二人とは あるまい』 

『あら、 まあ、 ひどい 事を 云 ふの ねえ まあ 
なんとい ふ 冷酷な 方で せう』 

『うるせ え や ッ 、出て ゆき や あがれ ツ 、げ 


三 


『あたし、 まさか 
こんな もの ぢ 
•やない と 思つ 
てゐた わ、 あ 
、、もぅ 私達 
の 生活は 行き 
づま つて 了つ 
たのょ、 あ X、 

人生なん てこん な ものな のか 
しら、 まあ、 これが 人生なら、 なん 
と 私の 樂し かつた 事は、 短 かい 命で あつた 
事、 よだ わ 0 

この 人と 結婚す るん じ や あな かつた わ、 
やっぱり、 私が 弱かった から 不可ない んで 


丑滿を 報す ろ茛 光寺の 鐘が 鳴リひ 
いて 來る 、しかし 記者 はコ ク 
届 眠む りか 續け てゐ r: o 


XV 


ミ 驚いて 飛び 起 ^ た、 ハ デ i く 見る 
X? 、 今まで 記者  話を して ゐ n ll す 
の 信 子 未亡人が、 眞靑な 顔な して 私 

『b ヤ I 』芑飛上るほどの胸なぉ 
さへて耳^すませれのでした0 


『ギー 


ギ 丨 


ギ 一』 


だぃどこ は 5 なん  い 

ぉ、、鏖所の方 |- ぁたって何ミも言 


is , と 

音. 


U れぬ ほごの悲痛な氣味悪い 

今〕 しや  み」 う 七ん  おも  かほ みあ ぱ 

記者 V」 未亡人  >」は思はす顔を見合は 


1 ん金 


tf r: ( 

飴め の 元 氣 U.VJ こへ やら、 息 づ 
るやぅなニ三秒はすぎた ……： o 

むね  おろ  つか £ 

やれ-^ ミ 胸な ぜ 下す も 束の間、 

また  $ おと む a： ふか 

又も怪しげなる音が胸深くひダいて 
きた。 

記者 U もぅ 生 吾て ゐるや ぅな 心 持 
はしなかつれ、冷れい血が一度に身 


すわ、^! はなで 配 く 生きる 事が 出来な かっ 
たので せう か、！^ 氣地 なしの 私であった 0 

s s- -5 31 k わたし だ 右 

ああ、 まあ、 なんと 行 詰って 了った 妾 達 
の 起 活なん でせ うか、 もう、 

& 達は どう すれば 宜い 
のでせ う。 

It 

は 上らない 
しそれ どころ 
か、 殊によ ると 
馘に なる かも 知れ 
ない なんて r まあ、 

なんて 心細い 生活な 
んだ ろう o あ、 あ』 

『なんと、 いふ 俺の 家 
i. ^ n だ、 1 
と ^ ふ ものは こんなに 暗くて は 不可ない の 
だ。 艇は家 庭に よつ て 苦しみを 求め やうと 
はしない o t 庭は 俺を 樂 しませて くれな く 
V はならない 箬だ。 
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それ だのに、 それ だのに、 今日 此頃の 俺 
の 家庭の くだらな さを 見ろ、 女房は 吠え面 
して ゐや あがる し、 

たんだが な あ。 


をん* 

こんな 女ぢや あな かつ 


こんな 女とは 思 ひもし 

なかつ たょ、 それ 

に％ 齢と 

いふ もの 

は、 こぅ 

すぐと 行 

ii って Tk ふ 
f 

ものとは 思 
ひも ふなか 
つた。 

あ、、 人生 短 
かし、 人生 短 
かし、 さりと て 

どう この 局面を 轉 I して くれやう かしら、 
八炉 塞り だ』 

戀 # は 小說 、■嫩 は 干からびた 一 1 文で あ 
る。 論文よりも 小說の 方が 與味 深い ことい 


體中 •し. yj ぐ まり、 思は す 知らす ブ か 
ブ 少 » ^ ミふるへた。 

手か入れて、炉れて用意して來た懷 
中電燈 4 取 出して、 無茶苦茶に 蠆所 
の 方に 飛び込ん •たので ぁつ ?: 。 
『出る訂ら出て來いッ …… 』 

右手に 椹 棒 左手 Li 懷中電 燈目 11 5 
ながらつリ上つれ如く、鼙所の棚か 

みづや  十み ひ金《し  とだな 

ら 水屋の 隅、 抽出から 戸棚 i く 先な 
く調べて見れが別に怪しげなる物は 
見あれらなかつれ。 

てんぜぅ  ひ 含 i £ とぶくろ 

それが ら それへ と 細かく 調べた が や 
11 リ怪しげなるもの |1 見つから尨か 

つれ。 

X 

&の夜 |1 次第 |: 明けはなれて*い 
つか知らぬ間 |: 1番»が嗚いれ。 
『やれく  J e 思 ふさ 1 ^ 

『男 那ッ 何を 探して やん の …… 』 

ft u む みなれ 

『何 ツ』 « ふり向く « そ £ には見馴 


三 三 
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ふ 迄 もない。 (結婚 五訓) 

四 

齡と彼女は、が慰きところばかりを龄ぃ 
てきた、 彼の 心の中に も、 また 彼女の 心の 
中に も、 一日 も 早く 結婚して と、 互の、 レの 


中には、 そ 
おも 

ぅは 思 ふ も 
の \ 、どつ 
ちから も そ 
れと は泛へ 
ぬ_ でぁ 
る 0 


0 


らと もな く 

にぎ  あは  て あせ 

握り 合された 手は、 ダ ッシリ 3 と 汗ばんで 

ふた 9 て はな 

ゐ る。 それでも 二人は 手を 放そぅと はしな 
かった。 

こ ぐり  ところき  あゆ  おそ  あ> 

、小暗き 所に 來て は步み は遲 くな り、 明る 
みへ 出て は 早くなる 彼 拿で あった 0 
『ネ 、どんな" 4 1、 &編 纪 たいな 毅で 


レ ふた y 全 

も宜ぃ わね、 二人 ぱか りの 世界を つくりた 
ぃゎ、 ねぇ、 一日 も 1 if ■く』 

『ゥム、允虧 ^ みには、雜 ^ £ を繼し 
にゆこぅぢやなぃか、ね、靜かなユ；<ばか 
りの ホ ー ムを 探す ためによ 。ね。 

1?. 丨 高圓 寺の 方 
が 宜い かしら 
それとも 洗足 
の 方に しやぅ 
かしら』 

彼 I ■ニ 人は 
それから それ 
からを いろい 
ろに 描きな が 
ら 、電車に も 
1 乘らず 、自動 
車 も 必要な く 

遠ぃ， 遠ぃ、 各の^！ の！ 一把を 歡酽 ながら、 ま 
だ 汗ばんだ 手は どつ ちから も 離しは しな か 

つ Bt  ! 

影法師が 、二つ 並んだり、 r ソに なった 


議， 


三 四 

れぬ 人が ボヵ ン >らつ て， Q た。 

『 』 

『i にしに  こんなに 早く やつて 來 T: の 
だ少』 

『H へへ、、』 ミ 0 影 わるい 一 な 
残して裏ロの方に立去つれ。 

X 

する >」突|  r 後し ちゃん、 11  し ちゃん 

: „ わた  无っ めい 

たら 1 』 >J 私しの 幼名な ょんだ 0 
ハタミ驚いて吾れ |: かへるざ同時に 

, と のぶこみ1<ぅじん 

ヵラ-^ タミ 戶が あいて 信 子 未亡人 

•か 現は れ r: 。 

『あの …… 悛ちやん昨夜はマまなか 

に 困つ て 『へ Ht』 ミ ^ へれ。 

X 

わた  な C なぶ 

私しは何が何かさつぱりわからな 
か 1 

『おやいつの間に夜が跟けたのだら 
ぅなんてボヵン>->1てゐる』 « 0 
『あの 後ち やん、 昨夜の 怪しい 5 BU 


り、 初夏の 夜は 更ける ともなく 更けて ゆく 
ので ある 0 
『あなた ツ』 

『え ツ』 

彼女は 彼を 始めて あなたと 呼んだ。 

輕い 驚きの 後に 悦 しさが ある。 

この 若者は 今 こそ 


幸福で ある。 
■は、 

L ばゐ  か 含 わ 9 

芝居の 書 割 

はいけい  おな 

(背景) と 同 


じで、 遠く 

み 

から 見て こそ 
好い もの (結婚 五訓) 


五 


で 果して 幸福が 得られる もの かしら、 まあ 
それまでに して、 結婚せ なくて はならない 
でせ ぅかしら、 無智なる 女性よ、 めざめよ 
めざめよ だ. わ、 ふん。 

でも、 系 

解 だ わ、 あの 
後家さん、 よ 
く 辛抱して ゐ 
らつ しやる わ 
い-え、 我 撼 


ぢや ない の だ 
わ、 あの 後家 
さん、 きつと 
もう 結婚に あ 
きたんだ わ、 
そうだ わ、 で 


ITWVX 


まあ、 見合 ひからす ぐと 結婚して 了 ふな 
んて 、まあ、 まあ、 なんと 自覺の 足らない 
女で せう。 女悅 への 胃 漬で すわ、 結婚への 

奴 轉す： ぁ 。 け？ ん 
隨分 、亂暴 極まる 結婚です わネ 、そんな 
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も、 なで、 あ、 して 沈 默 して ゐるの でせ ぅ 
結婚に 破れて 沈默 、敗軍の 將默々 として i 
らずの それなん でせ うかしら。 

新敎 育を うけた 彼女は、 そう 心の t でつ 
ぶ やきました。 (結婚 五訓) 


『もぅ わかり まし ?: ょ 』 

『H J 

そ あや  おと  变 いょ  ぼ 

『其の 怪しげなる 音 U、 毎夜ぅ す 馬 
鹿の 下男の 富吉が 一度 床に 着いて か 
ら、井戶ば ?: に來て水も飮み |1 來る 
其の音であつたのでマ』ミ …… o 

x 

じじや5  めいれ 5 わか 

事情が、明瞭 |1 こぅだ ^ 判つてみ 
れ ばなんでもない事だが、事情の知 
れぬ V いふ 事は、 人な している いる 

かんが  わたし L スや 

1: 考 へさ t£ る t ので-私 li lft 夜、 こ 
の無氣 味な 音な 聞いた 時に は、 本 笛 
に ぞ つミならぬではゐられなかつれ 
なんに しろ、 始め、 その 無 氣昧 なギ 
ィギィ ^ 云ふ音がし ?: か ^ 思ふミそ 
れから 間もなく 、び 5 や 

お と £ j 

ふ 音が する の だから、 i あ" 九分 九 
厘事悄を知らぬ人は甫く仃らぅ。 

私しは 今までの 氣持が わ まりに 馬 一 
f ^{ 々L  くて、 震®  も $<r l:' 一 
なれ  >」れ、さつけ ?: 0 

(か  U”) 
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下さい 强盜』 捕縛 さる 

か ん な 1: ん 咅 5 

女 三人 奇智 

ギね灸 2 めって ii JJ 夫人の 表歡 

手 W の 抓 藤巡查 


『離 だ！』 

しづ  <« 

『靜 かにして 下さい』 


•3 4 て. 


1 う. 


ひか 


つと黯 Qps r ir。 手に, にもつた i が ギラ If 

『鋼かにして於さぃ。駆ぐと配我をします、ぉ齡がなぃのです、少しかして下さ 


い』 


S 配 qS 心 潔し い？ で どっかと 需大 ぁぐらをかく。 

ふるへ るて 手から、 ■が 酿 される。 P それ fe に懸 ぅする と、 

『お継ぎ i でした。 11 こ Qlin にゐ 居ます、 1 ® などへ ぱけないでーさい…』 
と, ひ歡  して 靜かに 出て 行く。 

SI 沿の！ |歡酷齡のぽり的にヒントを斯たものか、どぅか、私京では盛んに說敎が 


% の ヤざ 


騷がれ で ゐる 頃、 此所大 連に も 盛んに この 手の 强盜が 出沒 する 

と 「けう  しんぶん  まね  こと  し たいれん  しんぶんへ う. しう しや 

東京の 新聞を 眞似 する 事し か 知らない 大連の 新聞 編輯 者は、 え 
たり かしこしと 之を 『下さい 强盜』 と 名 づけ、 おまけに、 まだ 
第二 世が 現れ もしない のに、 第一 世 だの f 元祖 下さい』 だのと 
稱 して 社 會面を デ 力 デ 力に 賑 はすので あつた。 

け ふ なんざんろ く i ん r っし S- ゐん  6 右 こんに -6 1<っね -& や0.  ぶん 

今日は 南山 麓の 滿鐵知 員の 家には いっ. た。 今日は 初音 町の 文 
化 住宅へは いったと 云 ふ-一 ゥスは、 ひつきり なしに 報ぜられて 

<た  rc\ と •っ  っぽっ ほか  含 

やぅ やく、 この 下さい 强盜の 出沒が 馬鹿になら なくなつ て來た 

どうけう  おな  しんくぱっじざい  たかく  と ほ どろぼう 

どうやら東京のと向じやうに神出自在、仲々ー通りの泥棒ぢや 
ない と 云 ふ 事に 世情 騷然 として 來る 。例に 依って 大 連署では、 
非常 瞥戒だ の、 特別 搜赉斑 だの、 水 も 洩らさぬ 非常線 だのを 用 
ひ、 刑事 隊は 八方に 飛んで、 この 新式 强盜の 逮捕に 血眼に なっ 
た。 だが 日は 空しく 流れ、 その 間、 賊の 出沒は 益々 劇しくなる 
ー筑。 

『やり切れません な、 おかしな 强盜が こつち へまで 輸入され た 
んぢや 』 

『松 當で すょ、 說敎か らヒ ントを 得たん です ね』 

ところ 

『ゆうべは><><さん所がやられました』 

『おと、 ひは 侯ん 家の 隣の X X 君と こだょ』 

で；.- ヤ なか  0¢ あ ひじ K う-や  なか  く V 

こんな 會話が 電車の 中で も、 乘合 自動車の 中で もさかん に 繰 
忠 される 0 


ところが、 それから 間 もない ある 明け方、 この；^ 不可思議 
な S が、 驟な 1§の 1: 日 ^ って俯な 4 |された鋁が 

しんぶん 

新聞に 報ぜられた。 


ui  ょこや 1 

今を ときめ く ^ 山さん！ 


たいれんし  やし含 £ 0 き &し吏ちやう  かく 

大連 市の 屋敷町、 霧 島 町の 一角、 

U-  わか  V- ん次ん てっざん •レ  げ ん S んしう 9 ょ 知 んか ぶし 含 か •， 

と 云っても お判りになる まいが 前 滿鐵參 事、 現滿洲 旅館 株式 會 

しやせ んむ  そっし 5 <レにん ;1 ふがくしょこや1 4 さをし  い 

社專務 、ャ マト ホテルの 總 支配人 法 學士橫 山 正 男 氏と 云へ ぱ、 
知る 人ぞ 知る 大連に 於け る 第一流の ゼン トル マンで ある。 その 

ょこや 1 て、 たく 1/* しべ い っ？ 一 わ』 もの  ％ れ 

橫 山さん の 邸宅の 石塀を ひらりと 乘 越ぇた 若者が あつた。 彼は 

へい  なか  ょうい  <,0 ぬん  もくめ？  U んど 

塀の 中で 用意した 黑布で 覆面す ると 今度は ポケットから a 丨ソ 

と*' だ て ><わ  ひ どう打  ，r ら, mxi 

クを取 出して 點 火した。 一一 丨ック の 火は 同家の 裏 窓の XXX の 

ちた-はじ  ひけ &> れ 

を溫め 始める。 やがて X ><とズ父父><の火が消されると、彼の 

ラぎ ^ /t x と ’s  t ど 

右手はポンと父父><を叩く、がたりと父><><が取れる0家の窓 
に 腕が つき 込まれる と、 ギーッ と 音が して 窓が 靜かに 開かれる 

かれ  らく  < う右なかー.んゆ0  C とで 當 t 

そこでは 彼は 樂々 と 家の 中へ 侵 出す る 事が 出来た。 それは 間 も 

ょあ ^ な あ 5 じ で會ご と 

なく 夜が 明け 放たら とする 朝の 五 時 ごろの 出來 事。 

彼は 廊下 傳ひ に、 うす 暗い 家の 中を ミ シ< と 昔を たてて 進 

らう か まが  卜と  とこ 6 と う け おく  あいこ ふじん 

むと 廊下の 曲り角の 所で バッ タリと 同家の 奥さん、 愛子 夫人の 

ぺん じよが へ で 5 レし よ < 41 いび  めう r い み も なし 

便所 歸りに 出 智 はした 。才色 麗美 、遊 鼠の 道に その 名 t 知られ 
てゐる 小柄な 愛子 夫人は 一瞬 心 臟が 止まる やうな 鹜 きに 思は ず 
聲を あげ 様と した 侵入 L た 男は キツと ズボンの ポケットの 兇 雒 
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を 握る と威壓 する やうな 聲で、 

『靜 かにして 下さい』 

と 配み っける。 

『 …… 。あなた こそ 靜かに して 下さい 。何に して 來ま した』 

f かな 攀 客ホから駿りとぽたこの,、『#順 

はタジ タジ となっ た 形だつた。 

『お齡 を 少し 下さい』 

『おぎは 澤山 はありません けど、 少し 位なら 何とか 歡 しませ 

う』 

『御主人は 御 在宅です か？』 

愛子 夫人は ハツと した。 奥の 座敷に のんきな 夢を ^ んでゐ る 
橫山 氏を 起した もの か、 どうか、 若し 起して、 きかぬ 氣の ー齡 
張りの あの人が 騷ぎ 立てて、 立 廻りで も 始めたならば！ そうし 
て 萬 一 怪我で もしたら …… やがて 彼女は いと も 滑らかに、 幾 於 
嬌笑を さへ 漾 へて 云っ た。 

『主人は、奧地へ旅行中です、それに私もニ三日前から 114- 邪を 
弓いて 苦しんで ゐ ます、 現に 今 も 熱が 三十 八 度から あるので す 
…… どうか 靜 にして 下さい』 

事實 夫人は、 二三 日 風の 氣味で 引 籠 中であった、 そして この 
朝は とりわけ 1 もた かく、. 頭が づき づき 痛んで ゐたの だ 0 
『そうです か。 では 家の 中を 調べさせて 貰 ひます …… 1 阳 して 


三 八 


下さい』 


賊は 注意 深く 夫人を 先に 立てて 促した。 
『かしこまりました』 

夫人は やう やく 靜ま つた 心を、 さらに 靜かに 


•と我れを制 


し 乍ら 先に 立って 歩み 出した 0 

『あら、 危ない 0 船を 引いて ゐる ので、 體がひ よろ ひよ ろし ま 
すわ』 

廊下の 中程で あつた、 そう 云 ひ 乍ら 夫人が、 よろよろ ツ とよ 
ろめいて 壁に もたれかかった のは。 


•病氣 Q 所を • 


交つ たす 

『全く 濟み ません ね. 

賊はぁでな夫人の姿を泌み泌み嗞 <" ゃぅに云つた。いずくん 
ぞ 知らん 夫人の 朁中で は、 奧の 座敷へ 通ず る 電燈の スィッチが 
ギゥと 押されて ゐ やぅとは。 

—— これで 夫の 部屋の 燈は 消へ た i 夫人は、 元 氣を取 直す 
やうに して また 歩き 出した。 通された 所は 夫人の 居間、 茶簞子 
の 引出しから 夫人は 少さな 紙入れ 出して、 中から ありつた け 0 
纪 八圓を 集めて 賊に 握らせた。 

『これを 持つ て お歸り 下さいな』 


> .*1 


『こんな 大きな 家に、 これつ ぱ かしの お金し かない 害は ない、 

だ . < だ 

もつ と 出して 下さい』 

じん  9ょかぅ -& ぅ icbi  分ん 

『いいえ、 主人が 旅行 中で、 ぅちには これ 以外に 一錢 もない の 


です J 

f そんな 事は ない …… 』 

Mf ti 氣色ば んだ賊 の 目を 見て取った 夫人は 
『ぢや 、これを あげ ませう、 私の 腕時計です』 

1 f 耀 から吧 された &Q ブラ チナ QMK。 
&はふと夫人のヴ柄な飭に目を注いだ、身だしなみのよい中 

靠―ぃ 矜 " S1 、 み L 繫 すぅ っと i の P 

過ぎて ゆく 0 

『本 當に 御主人は 留守なん です か！ J 
『まあ、 本當で すと も …… 』 

『ぢや 、もう 少し 目 ぼしい お寳を 探させて 頂きます-よ j 
夫人の 部屋の 隣り は 女中の 寢間 、それから 子供の 部屋、 そし 
て その 奥に あのの んきな 父さんが ねて ゐるの だ。 案内 するとす 
れば この 上 何處へ っれて 行ったら よい か、 夫人の 胸は 破れ 一の 
やうに 騷ぐ 。靜か に、 靜か にと 制する 心 も、 今は 絕對絕 命では 
ないか。 しかし、 彼女は 落つ き拂 つて 云っ た。 

『私、 先刻 も お話した やうに、 風邪で 1 ^ が 三十 八 度 も あって、 
もうこれ 以上 動けない んで す。 で 若し あなたが、 これ 以 .KT 一次 探 
しな さるんで したら、 女中に 案内させます から、 一緖に 來て I 
さい ませ！  j 

『おしん、 さ 起きて …… 起きて、 この 方を 御案內 しなさい 。家 

女 三人の 奇智 


の 制を ね 』 

女中のおしんは先刻から、物音を聞いてぬの中で、懔へて居 
たの だが、 夫人の きっ ばりした 聲を 聞く と、 が ばとは ね 起きて 
急いで着物を着た。 

『さあ、 この 於を 數阳 して W さい。 私は 苦しい から 休む からね 
旦那 様が 居らつ しやらない の だから、 粗忽の ないやう にね』 
『はいかし こまりました』 

ガ 人の 瞳と 女中の 目が ヵチッ とぶ つつかる。 異常な 場合に 於 
いて、 信じが ふ もの 同志 だけに 許される カ强い ある もの。 

女 ザ は、 先づ 忽齡が きの 小 部屋に 賊 を案內 した。 その 暇に 愛 

m< Ai は、 黑 の_を くと以 せて、 そっと 齡際 に歡ん 

で、 抑から しつ かり 施錠した 。おお この 部屋、 これに 氣づ かれ 
なかった點は把と定ふ截妒でぁった記か。此所には、主人が千 
紀 を惜 まずに 蒐集した 名寶 古物がず ら りと 並んで ゐ る。 美 くし 
ぃ啦 ¥ 氣^1時抵の金無垢の佛像1伊太利のコブラン織りの 
1 七 かざり、 など、 など、 など 燦 として 光り輝く、 この 應接室 0 
齡 対 は、 やう やく 白み かかって 來た 窓を、 音の せぬ t にあけ 
た。 そして 把 上まで 六尺 あまり も ある 髙さ を、 ひらりと 飛 下り 
た。 ぐらぐら ッ として 卸れ そうに 頭が 痛む。 胸苦しくな つ 
かっと的にもゲでも吧きそうなのを泳へて、尜洗足のまま路上 

に P した。 親へ ::: そぅだ 鬏 へ、 氍は乾 たぃ i の 影 
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の 中を いきせ き 切って 避り！ j した。 

一対一 £ f しんは、 蔚が き ^ t r ら、 g? r て 

返して 自分の 部屋に ^ 凡した のち、 职 もなぃ のに、！ ^ 跳 だの！！ 
殿だの歡話室だののドァーを奶けて^せた。 

『ぉっと、 ここは, 寧 T ボ まて』 

賊はズ ボンの ポケットから、 あはて て紀 紙 を 邮， すと、 ブッ 
スリ «z 話の コ ー ドを 切つ て ^ した。 

『さあ 案內 しろ. ：… 』 

『でも、 もぅ 御 部屋は 御座いません！』 

『そんな 事は ないだら ぅ o ^ {さんの 獻 1 jj を以 せて くれ！』 
『それは いけません わ！ でも！』 

ぉしんは 困った 。 ^ 刻射さんが、齩齩鉛にちらりと|/入った 
P# た。 1 、泥 ^ て、 _ へ！！； ごろは ひた赶 り 
に 走って 居る 奧樣で ある ことは、 あまりに 1 ： ぼり 搬って ゐる 0 
それに、 寢室に は 旦那 樣が瘦 てゐら っし やる 1 齡お は！^ の 

ぎ、 

『ぢや こちらへ、 いらつ しやい』 

^ き ^ っ || き吧した。舉をニ1ばか ^ って菪鰣っ 
た 0,;: 黯、そこにこ£が& §? £を1てゐる。 ^ 
は、 今年 十 っ 五、 女學 校の ニ 龄ぜ であるが •この！： にして、 この 
子ぁり、先刻から、床の中で事财の1撕を邮ってゲがまへて記 


四 〇 
た 0 

『おや、お孃さんの部&ぢやないか』 

艇はニタッとが 1: な寥阶らした。|のぁけ；ほのぐら 
き 戯对の ね ゃ Qf ひょ。 ,は溶 ^ が配けられた辦、的 
挪めてがが皆めた観に“にまミる襲をかき’け货ら、 ^ 
の 上に 起きた 

►- .やう  か へや  あんな v» 

『や、 お孃 さま、 お 母 あさんの 部屋に 案內 なさい』 

君子は その 間に 立って 襟を かきが せる さ、 靜かに ボ った。 

が へや  をと！ J •Ak 

『お 母 あさまの お 部屋へ …… あら、 あなた 男の 方ぢ やない の、 
いけません わ！』 

『いいから 案內 しろ』 

M Q 監す“ のゃぅな ^ 举断じ斯てた箱のぉし 

んの目、君子の况さな_にも|^な把|息が酽ぃて靶った0 
『ぢや 、ほんとうに 一寸です よ、 あなた も 紳士です わね、 ドア 
の 外から 一寸の ぞく だけです よ、 それを 約束して 下さい』 

『よし、 お 約束 どうりに せう』 

君子は 女中を その 儘 そこに 居れと 目で 命じて 先に 立つ て 父! T 
の寢 室に 近づいた。 

部屋に お母さんが 居ない 事が 賊に 判つ たら、 そして 父が！! < き 
な寢 息を かいで ゐる のが 知れたら、 その 一瞬、^! は ビス トルと 
か 短 双で 殺される の だ！。 


_ ^1 は^-を阶みしめる ^ さきがブル〜、ふるへるのをどう 
しやう もなかつ た。 たと へ^! が 殺されても、 父う さま やお 母 さ 

ぶ じ 

まさへ 無事なら . >ゃ 

聽 しい あきらめが、 磐の 替 コチンと杭のゃうに皆く冷ゃ 
かにした 0 

『影です、 禁に T ? すょ』 

歡デ は M の 纪を一 'び ^? ら さっと ドアを 明けた、 『この 時 こそ 私 
は歡されるのだ』齡纪はポを化せてゲゃ自分の首筋にグザッと 
i るであろう® 紙を！： った 。だが、 ^ ひ ^ 母の 4 ^ は 電燈が 

け くら  がた ひ i» 9 なかむ 广矻  •一べ - ?. - ノ - - 

消されて あった 。ほの 暗い あけ 方の 光の 中に 向ふ倜 を 枕に して 
ねてゐるパの變かすかに龄び时してゐる.ぎない0そ奚 
q 於に 配の^ I が ある 0 さへ 孤 えないで はない か 0 
『ほうら、 奶 は ^ んでゐ ませう、 さあ、 もういいで せう』 
stp は贼を f しやる やうに して ドアを ばたん としめ た。 

『さあ、 それでは M ろうかな、 お孃 さん、 それ ぢや 玄關を あけ 

てぉ f n 』 金 は.，.  .へ 
(お ^ さんてば、 お母さんてば、 早く、 早く、 もう 歸 ってし ま 
ふのに) ：… P は 褽へ避ってゐる把を褽々て紀を奶んだ。 
(706、どぅしてこれを取迸してしまへゃぅか、そぅだ、どぅ 
しても g 赉が來 るまで 引と めなければ) 
十五のびがはもぅち^に肥を呑んでゐた。 
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『あのねぇ、 ゲ 1 {さん、 玄 «< ぬ お％ さまが 留ぞな ので、 畫間で 
も 撕 けない if； に 繼が かけて あるの ょ、 その 鍵が 女中 や 私ぢや ど 
こに あるか 挪らな いの、 お 1 さまに 訊かなければ、 だのに お 母 

芦 ^ ^ 5- ね こ £ ^ <^ c s 

さまは、 蘇 氣で 寢てゐ るし、 困つ ちま ふわ、 そうだ！ 裏口な 
ら 、把？ のぎ& にある S でた しかに あくは ずょ、 待っ てらっ し 
やい、 鍵を 取つ て來 るから …… 』 

敢！ ^は雜 の誓 から 何 屮 とず ふ ほど S ぃで ある 鍵の 束を 
が って， た。 ー截对 きな のから 三っボ の歡！ これが 裏口の 鍵 
にき まつて" Is る。 それ だのに、 此女 はわ ざと 大きな 鍵 や、 小さ 

II を s ^ れ ては、 _5ねっ -^ ^ も、不なれな手っ 
きで 困った 風を 見せた。 

『ー ||? どれなんでせうね、こう潭1あつては判らないわ、どの 
» で あくん か 知ら』  、 、， 
故ぃ脱さなデがしきりに銳亂を縱横にふる01っ . 7鍵を 
@1 って i ^ てる。 ハ與 く、 #.1 く、 こうして ゐる 中に 巡 茶が… 

か あ はヤ は 1 

…お 母さん 早く 早く ) 

•、仏が 时で は！ s 銳と 配と に 懸命の のぞみを かけ 乍ら。 

五 ^ 六 ^ 十纪 — 。船は この、 こざかしい 小娘に' 赤 ばれ 
て、 舻 1 まで も、！： 1 •まで も歡 和ヤってゐたが、こ£节、陳ょの 
踏から、 1 ^ をっ げる歡 が裘 ^ く ^ .た、それを刻 ?^ て，夜 
は 一!^ と 化んで ガラス 越しに、^: の氣配 がう かがぇ る 程に なっ 

四 一 


女 三人の 奇智 

てゐ た。 

『チ ッ！ ぢゃ 仕し 方がなぃ 、ぉ 艇？ 0 ん炉 11 なら、^ n 銳だつ 
たねえ』 

m は 辯を しながら、 i に 露した 爲か ら啦 ぅと 

した 0 

(ああ， とうとう 逃げち まふ わ ) 

丨 す ^: た げ なぶ 

うとして ゐる 姿を うらめし 氣に 眺めた 0 

この 時 だ！ 外で、 ガチャ リ-^-と^ふ紙ぎの齡がする0と 
§間に 、ぉぉ、 ぉぉ、 1 r fl が …： ぁのがぜりぎし ^ 歡を 
43 1 s けた  pl m Q i r Qiy p た。 
『占めた ッ』 

君子は 思は ず 聲を 出した、 と、 

『 r ソ』 

と f ぶ i II 、 ギ？ ソ と ^ 1! 、 齡 Qitr r れ 

た 1 ぅ！ 

『あぶない ッ！』 

M みこ  おそ  だ* V C ろ A n: 交み* a 

君子は 恐ろし さの あまり、 ばつたり 臺 所の 板の間に 身を 伏せ 
た 。そ； ^て、それからは、 !!| の起くで鰣しぃ齡の齡をぼくの 
み 一一 切は、 まつ くらにな つてし まつた。 一分 二分 三分、 ^ 鬪 
は何時まで |, く。 1| ふ： 1 || 群馨びでしめっけられ 


四 ニ 

る やうに 重苦しくな つて 來 る。 

だが、 もう 外には もう 大 連署の 警官隊が 馳せ っけたら しく、 
ォ I トバィ の 爆 昔が、 一っ 二っ、 三っし き りになる。献の齡が 
する。 
a だ！』 

と 叫ぶ 父の 聲が する。 

❖ 

11 PE じ S った 『 ? ぃ屬』こと、靈ーーー 1 ¥ 

00 iTL^m 
r r だ 1 P 菸と 「鬆な HiQ r ょって 傷 靈へ 

呢たてられて ^ た。,范 |, 顏から、鬆_の觀を 
示した 女丈夫と あって 表彰され たのは、 それから 間 もない 藏 W 
の 事であった。 

❖ 

へう しやう  ひ ょこや史ふじん  わら 

表彰され るの 日、 橫山 夫人は、 ニコリと 笑って 1 nn つた。 『まあ 

へ 5' しヤう J3 5K  ま つた 

表 影され るなん て、 そんな 覺ぇは 全くありません。 みんな、 せ 
ねばならない 事を したに すぎません のに、 表 影なん て、 なんと 
なく 氣恥 しい 思 ひがして なりません、 みんな、 これは% の % へ 

てく  s 逡訖 です 助 ^ く ^ K i? I^ 、 ホ ホ r 
( 寫眞說 明 右から 橫山 夫人、 下さい 强盜松 村藤吉 、ガラス 窓 
を 破って 浸入した 裏 窓口、 殊^ i の 加 藤 巡 於) 


▽ステ ツキ ダ— V が、 實際に 出 
5 ものやら、出ないものやら、そ 
れは判らぬが、噂だけ (1 、たしか 
に 出る 2云ふ噂なのだが、誰ー人 
木當 1: 、 ステッキず— かに 引つ か 
かつたのスト9丨扩 
1ギが出て來 ;: の |- 
出少く ^ し ?: もの |1 
ない が、？ て、 火の 
ない所 |: 煙りは上ら«で>必すそ 
こ |; (3: 、何かあ <) た |: 違ひはない 
Y' かく 頭を ひ 
れくつたのが文壇の 
新進 ミし て 知られて 
-QS さる 男 /: 、 その 
男の 姓名 も 判つ ては ゐる が、 何 か 
ら 何まで あからさまに 出して 了 ふ 
事 a 、 チト 氣の 毒な 
ので、た /; 新進2し 
て 預かつ て 置く が、 
文檀でもこぅした男 
It 澤山 ミ 11 ゐるもので (1 ないから 
名前な 發 表しなくても 、これが 誰 
であるか位はマぐ>-> 
判る。  ▽その 男 
•S うしても、 この ス 
テツ キなリ 、スト y 


1 な リ v 會 t£ , ん lr あるべ からす i 
新調の 脊廣 !: 总氣蜡 々 WL て 銀ぶ 
ら、だがどぅもそれらしぃ0に1 
人 も 出つ くわ S ない 0 

レヴ 3. — 


▽ t c5 で、 先生 業を 煮やして 
眼 玉 ギヨ ロ <主で |1 無事でぁつ 
たが、 そのぅちに、 新橋の 方から 
やつて 來た 洋装 女史に それ  >」ぁた 
リなつけて、トーントぶつかつれ 
もの ♦た、 所が ここに 失敗。 

▽ >J V' ふの が、 その 洋裝を 文士 
先生、 ステ ツキ >J 思つ たが ステ ツ 
キで U なく、 これが 新進 婦人運動 
家で、 キリ リツ- W、 柳眉を 逆立て 
トド 、この 男を 連れて 交番へ。 

▽これで、 文士 先生す つかり 腎 
く ふるへ あがつ て 了つ て、 ぶろ ぶ 
る、 もう-.^ ステ クキゲ I ル -^ ん 

て桑原々々、 « は笑止千萬。 


▽没 盡家で 知られて ゐ る、 本誌 
へ も お 馴染の 白 倉 紅 鳴、 この 程 芝 
區汔 ロの 復興 ビル 一階に 酒 塲白枚 
v いふの ^ 開業、 洋酒なら、 なん 
でも 取り 揃へ てめ り 左利の 連中 相 
手 1- '純粹の酒搓でぁる0 

▽白 倉紅嗚 * 可愛らしい ベ ビー 
の やぅな 顏 1: 、汗 /:* くで 開業、 だ 
が、ご主人の紅嗚がこんな |: 可愛 
らしいッパメなので、 £' ぅもあつ 
ちの -Kl ;v pt-i スも 、こつ S 0 オ 
丨かド ミス t 眼 玉 ^ バチク V、 秋 
波か流すので、ぃゃ、 £* ぅもこの酒 
塲女輿門の酒堪ごなって了ひ陏な 


ケィ セィで ある。 彼繪 筆 ^ その 片 
手間 乍 ふる ひもし ます。 後援して 
やつて 下さい 〇 

▽圓 本 全集* あ ミからあミから 
W いるくな ものが 出る が、. S ぅ 
も圓 本屋さん、 ふぅふ、 云 ひながら 
1 ra くな つて ゐ る。 

▽そち こ 5、 圓本 洪水で、 名前 
に 行き 詰つ て 了つ て、 怪しげな 名 
前が いる fyj 出て 來る 、なんで 
も、 今にもう 少しす る w ヲ ブレ タ 
丨 全集 ご 云 ふの な、 何處 かの 書店 
から 出す 相な、 や あれ、 や あれ？ 
あ、 讀者共 眼な 廻せ。 


▽北村兼子、 £* ぅもこの人東京 
へ來 て も •相 變ら T の 宣淳 M S ん 
>j 、それから 自 您 やさん 0 

1>先02大 阪 X のさる 必ら T 夫婦 
た ろべ くの 會へ 、一人で 突然 w 姿 
な 現 けして。 

▽わら、 妾 一人なん です の I、 
誰か妾の今夜限りの亭主になつて 
くれなくて H、 W、 獨身の 男ドモ 
の 方 ^ 見て 眼 玉 かび か <o 
▽男 ド乇 、ふるへ あがつ て 了つ 
て、ふへ-ソ、ぉた、ぉた、ぉたマ 
け ^ >』 |1 、まぁ、なんて总氣地な 
>男性ょだ0 

▽それに L て も、 兼 子なら 雎だ 


つて ふるへ あがる のが 常 然 •右- U 
ペンを 持つ て 怪しげなる 論 訧な發 
表し。 

▽左リではたくみに男なあやつ 
る。 そしては、 もし 失敗 すれば ベ 
ンで こつび. 2くゃっけるし、飽合 
てくれば、ボゥン、ほ、フリ出して 
了 ふ、 これ. ちゃ、 男 ドモ 蒼く もな 
りまぜぅ铲ァ。 


▽トーキーが愈々やつて來た公 
開 3 れ r: 。 5 ゎ、 日本の 映逝胖 座 
ざも、これも見たか、進軍3南海 
の 唄の ニつ。 

▽も 0 ミも、公開5れたこのト 

丨キー は、何れも、目下設擗公開 

されたもの |1 デフオアレスト式、 

N ネフ オン 式 等で、 第二 流 以外の 
裝 置であるから、その音全部は出 
しきれす |: *なんミなく失望ぜぬ 
でもない が、 在來の ムゥビ ィから 
見れ It* 、 面：：： 蹄 如た る t のが あり 
スクリ X にわれ ら (X 微笑 ^ おくる 
事が 出來 る。 

▽が、 さて、 困り ものは あの 對 
話で ある。 n 木 H 下の 大衆 九分 九 
厘主で、これには眼玉をパチク¥ 
はミんだ 容釗 である (格) 


X 


四 三 


枕 も の 亡靈 


四 四 


斷末 魔の 苦悶 その まゝ 

1? ぅ ft ， 

の 亡靈 


J^u  7C 

夢と も 現と も 知れぬ 怪奇の 數印 

窳歟 のがの W し露篡 か 


• . ^ -•とー」びー . ものがた  い生  やく  上 ねん ぜん  できごと  し. A け 0 

此處に 執筆す る 物語りは 今から 約 十 ® 前の 出來事 であるが、 然も それは 決して 

こうべ>うてき  ものがた  にくしん  は ▲ た (けん  よ き < わ《  も <0 ,ト /& 

構想 的な 物語りでは なく、 肉親の 母が 體驗 した、 世に も 奇怪な 物 1 g りなので ある。 

わ A し々  心らこ3  た さ ひ ゐなかむら  しか  こ た あざ 

私の 住める 村は 戶數 M に 足らぬ 寂しい 田舍 村で ある 。然も その 百戶に 足らぬ 家が 
五ヶ船の裝 ^ れ、 ^ |& 概は十七八《ム 9§ 八十 ^ ら.く ^ な裝で 

しか  わ* T かきよ リ お .5 た そんらく  れんらく  c r 3 

ある。 併し、 僅の 距離を おいて 多くの 他の！： 落に 聯絡して ゐるの で、 三々 伍戸と 散 

ざい  や史ヤ と やう  公き かう • 

在す る 山里の 様な 寂寥 さはない。 

こ むらざと  ヒつビ んふ うき  、くらん - と おこ  ひさ  B ^ r 

此の 淋しい 村里に、 突然 風紀を 攪亂 する やぅな 事が 起った。 それは、 久しく 空 家 

> -6 ひレへ  たな か 含 らう fe t や レてん 

になつて ゐた 小さな 家が あった。 そこへ ひよ っくり 田 中 喜三郞 とい ふ 捅屋が 移轉し 
て來 たからに よる、 その 當時 捅屋は 五十を 過ぎて ゐた が、 老ひて 益々 旺 i とい ふ！! 

V よべ f や ,い”，； .< 丨や い いんとう しや  はう  てきた う まった か n きせい  k うしよ < >• 

力 者、 精力 者と 言 ふよりは 淫蕩 者と いった 方が 適當で ある。 全く 彼は 稀世の 好色家 

かう しよ  < か .含之  な V かれ  けっ  ひ XI づ 51 を か 

である。 好色家では あるが 色魔では ない。 何故 なれば、 彼は 决 して 人妻を 姦した り 


娘を 誘惑したり はしは しな かつた。 彼は 定 つた 妻 以外には 决し 
て 秋波を 送りは しな かった。 

併し 彼は 猥褻な 事を 平氣で ロに した。 その為め 風紀が 酷く y 
落して、 十歲 から 十二 三 歳の 少年まで 獲 襄な 事を 聞き 1 えては 
そして漂輕な腕白小僧はょくこの桶屋を一揄った。 

それは 子供 ばかりでは なく、 大人 も 同様で、 漂輕な 者は 紀の 
家を更けるまで見まもつて、そしては、秘密な世界を隙見した 
りした もの だっ た。 

嫩 は 1 諶へ 1 して 一 芻 ほど Qir 八 f p r 

た、 それは 彼が 女に 飽きた 》めで はなく、 女の 殆ど 總てが 費# 
研で、 たいていが 料亭の 仲居で、 彼の 好色を 餌に 斯 られ たと 見 
せかけ ては、 前借を 支拂 はせ、 衣裳の 數枚も 買は せて は、 喧嘩 
をして 別れて 行く からで ある。 中には 中年 婦人で 眞面 目に 嫁 付 
くもの も あった が、 彼の 好色に 堪えかねて 逃げ出す のだった 0 
时に こぅい ふの が あった。 

その 婦人は 四十 前後の あまり 緻縹の 上らない、 中肉の 把 だっ 
た。 餘 り身骽 も强 くな かったら しい。 桶屋の 頑丈な 好色 1 の k 
としては あまりに 外観 的 弱々 しかった 。だが 彼は 溺愛して ゐた 
が、 その 婦人は 一と 月 ほどの 後、 離緣 して 歸 つた。 その 時 t は 
男の 癖に ぼろ  <淚を 流して 泣いて ゐた。 

その 頃、 この 村に 藤 原 龍 次と いふ 男が 寄留して ゐて I 今は 


齒科醫 の 免狀を 取って 齒科醫 をして ゐるが —— 潜り 齒科を やる 
傍 女房に 安 料理屋を させて ゐた 。そこに ゐた まあち やん と 呼 
ぶ 酌婦を 請 出て て 彼は 妻に した。 問題の 女、 亡靈の 主が それで 
ある。 

彼女は 二十 二三 歲だ ったが、 二十 七 八歲だ と 言って、 桶^ i の 
妻と なった。 前借は 六圓 ばかりな のを 二十 四 五 圆と詐 って、 殘 
餘の 金を 抱き込んで ゐ た。 

彼女は 小柄で 五 尺に 足らぬ 脊丈だ った C 顏は 尋常では あった 
が、 猫 脊 で、 頭髮は 無茶苦茶に 波打った 癖毛であった。 桶 崖の 
六尺 近い 頑丈な 體軀に 比較して、 これ また あまりに 皮肉な 對象 
だっ た。 併し 彼は 彼女を 愛し、 着物 や帶や 襦袢な ど 財布を 逆に 
ふって \: も購ひ與へて、彼女の歡心を^貝ってゐた。 

彼女は 私の 家へ 間斷な く 出入りして、 殆ど 一家 庭の 者の やぅ 
にして ゐた 。殊に 彼女は 安 料亭の 酌婦だった ので、 ロは 八丁で 
婿ぎ な 181 も 平氣で 言って ゐた 。普通の 家庭の 女なら 愧处 する 樣 
な 事 さへ も 平然と 饒舌つ てゐ た。 最初は ぅるさい 奴と 思つ てゐ 
たが、 遂には 馴れて、 每 日 揶揄った ものだった。 

彼女は 每日來 ては、 夫婦の 間の 1 を 話した。 

そして 彼女は 亦 桶屋に 劣らぬ 淫婦 だつ た。 虫啦 方面から 來る 
生魚 商人 や、 界傾 の道樂 靑年 などは、 桶 かの 留守を 狙つ ては、 
彼をから かひに f 打った ものである。 


枕 


0 亡* 


四 五 


枕 も W の 亡靈 

彼女は 私の 家へ 衣裳を 預けて ゐた 。それを ニケ 所へ k 々に 藏 

つて ゐ た。 

『始終 お世話になる から —— 』 

さう 言って 彼女は、 梨 だの、 H だの、 魚 だのを •々持って 
% た。 

B 凄い のう。 私なん かそん な 事を したら 直ぐ お t でな。』 と紀 
く 母は 言った 0 
『それや お 神さん』 

彼女は 母を さう 呼んで ゐた 。普通なら ば お， さんと か、 おば 
さんと か 呼ぶ ので あるが、 彼女は 料亭の 仲 15 奉公して ゐて対 , 
を 呼ぶ のが 習慣 的に なって ゐたの である。 

『それゃ 仲居ぢ ゃもの 、その 位 が數 せねば あの 対が 付！ § が ある 
4 パが||ロってくれゃしなぃゎ。』と辦 1 ぎを| 11 の |: ^ 
得て ゐる らし かつた。 

或る 夜、 いや 思 ひ 出せば 一月の 十六 日の 夜であった。^^ は 
抝の •に 貫 ひ^ G に妒 たが、 その！^ 敝と を！^ てゐな か 
つた o i は S に i 賢を 1 r へさせた 。 繫は ^ ぃ磬 ^ ロは 
ず、!： 山 卜噪ぎながら、^^三^货もダべた0 
£? 1! 、磐は ^ を學に_ 5:" した。碰も1って學は 
なぃ 。ぃっ も 1 十 藏と繫さ れた戀 SI ゃ、 sn f r w を 


四 六 

以な  あひだ  す ぼ ゎいせっ  こ とば  、 3! f:> 

話し、 その 間には 素晴らしく 猥褻な 言葉を はさむ、 それを 霞 1 
に 此方から 揶揄 ひ 煽動る のだった。 

併し淤 女は 死の 殺 鍁の那 i にあった 氍を 淤歜し てゐ たので あ 
らぅ？ 彼女は 頻りにが に 行きたい と 1 日り てゐた 〇 與 く纖 S? へ獻 
りたぃ とも 11 口っ S た o $ し黯 SI S1 は！ it なのか、 繫 In 
身では、 備中の 倉敷の 者で、 家には & が 擊 子を して ゐ る、 把^! 
は靜 子と 呼ぶな ど 洩らして ゐ た。 

sfc r 一 K f て 五 f の ^ ^ <んの戴をゼ ん だが、 傲な 
し死んで 7^ ひ、 ^ も監して、縱 |1 へ|ったが、％ ^ ゐて 

旁， **. ね お « ぅ -6 で なか ゐ い 9¢ うし j 

氣兼が 多い から 家を 出て 仲居に なった、 と 言って ゐ た。 兩親贮 
餛 した龄 は ^ ながら 11 巌 だった ？_ は獻 か、 船 r 
も會 はな かつた、 その 罰で 桶屋な んかの 慰み 1 にな るんだら ぅ 
と 思 ふな ど X も 言つ てゐた 0 

嘭 か 眞か抝 は 知らな. い。 敢雜 らく  1 r 知る鈀 はない 。鍁対 は 
戶籍の 擔本も 持って はゐ なかった 。齡対 が 奶んで から 挪 起 の鰣 
の家といふのへ «2 擗を打ったが、起歡も酽なかった0鍁始は歡 
然と 現 はれ、 ぼっ 然と 死んだ ジブ シ ー の 対"| 返 ひなかった 0 
それは 後の 話で ある。 

彼女 W 滅多に n にしない 死んだ 怒が 範 を、 銳齡漱 さぅ に！ |し 
て、 淚を 流したり してゐ た。 

『夫は 俺が 死んだら 一生 寡婦で 歡齡 りを して くれと 1 日って ゐた 


<z> に、 こんなに 男を 對手の 醜業を して ゐるの で、 夫が 怒って 呪 
って ゐ るん かも 知れない』 

もう 死ぬ か. も 知れない、 夫の 夢 ばかり 見て 仕樣がない、 そん 

ゆめ  み と 含 含 もの  さか  含 f へ 含 

な 夢を見た 時には 着物を 逆さに 着れば ょいと いふので、 昨夜 着 
物を 逆さに 着て 寢て 見た 

そんな 事を しつと り 話して ゐた 。そんな 物語りを 聞く と、 私 
は 一種の 不氣味 さを 感じた。 

仄暗い 洋燈の 下で 彼女は 何時に なく 哀愁 的な 言葉を 繰返して 
ゐた 。露骨な 猥褻な 事を 言って 揶揄 ふと、 彼女は キヤ ッ^-と 
小犬の 樣に噪 いでは ゐた が、 直ぐ 哀愁に 沈んで 行って、 妙に そ 
0 姿が 悄然と して 淋し かった。 

そと  よかぜ  あムど  ち ふ £ 5 よ れいせ う おも 

外では 夜風が ガタ <と 雨戶を 煽って、 魔女の 冷笑 かと も 思 
はれる 淋し さ だつ た。 

何時もなら 忙し 氣に駔 け 廻る 彼女な のに、 その 夜は 故 呂もぞ 
いて ゐない のに、 他家へ 貰 ひ 風呂に 行かう ともせず、 整然と 纪 
って、 次から 次へ と 話 嬲る のだった 。そして 同じ 事を 幾度 も 繰 
返し  < 、話しても  <話 し盡 きぬと いふ 樣に 、別れを 惜しむ 
■人 同志の 會話 の樣に 、立ち かけた 膝を 幾度 か据灸 直して は、 

むの 狄 つ た。 奮む.：！： し 

今にして 思へ ば、 彼女は 無意識の 中に， 己の 死を 自覺 して、 
現世に 對 する 本能 的な 執 もから、 殊更に 人な つかしが つたの か 


も 知れぬ。 

松が 艦！！ へ & って财 った が、^ 时齡に 船 歉 k が i 死め て喊れ な 
かった。 何 か氣が 焦 立って 落着けなかった。 殊に 今迄に なく & 
汗を 搔 ゐてゐ た。 部 厓 は燈火 もな く眞 暗な のに、 神經病 L 者の 
樣に氣 が 焦 立って、 寢ても 起きても ゐられ ない 心 持が した。 や 
っと 夜を 明かす と、 朝 母は 私達に 奇怪な 事を 傳へた 0 
母は 幽靈を 見た とい ふので ぁる。 夜明け 近く 三時 頃だった。 
母の 枕邊に 顏色倉 褪めた 若い 女が、 頭髮を 振り 亂 して 樅た はっ 
て、 喘ぎ 苦しんで ゐ る。 

『誰かな、 ぁんた は i 』 と 母は 訊いた が、 女は 固く荇 を 鎖し 
たま、 何とも 答へ ない。 

『福 岡の 姉が 來たで ^ — - 』 と 、此の 時、 畜所か ら父が 膝を かけ 
た。 

『何處 に 來てゐ るん かな』 

『そら そこと —— お前の 枕元に 坐つ て ゐるで はない か j 
と乂は 重ねて 言っ た。 母は 枕元を 見た が 姉は 届ない。 ゐるの 
は 得 體の 知れない 女で ある。 

『隨言はれカ、1されな、これは^さんぢゃなぃ、これこそび 
魂です。 幽薙で す』 

『いや、 姉 だ、 今來 たんだ j 


枕 


の 亡 ^ 


四 七 


枕 も '? 」の亡靈 

『い i や、 姉さんです もの か、 あなた &を ^1 されな、亡魂です 
ii です』 

母は 腹を 立て、 怒鳴った。 

『お前は 何物 だい。 何し に來 たんだい』 

母は 女に 向って 訊いた が、 女は 一言 も 答へ ないで、 悲痛な 顏 
をして母を見据袅た。 

『何 か 私に 怨みが あって 來た のかえ』 と 訊いても 女は 默々 \と し 
て 親へ なぃ 0 

いく ふん  た ば 1 含ょぅ ぷ せん ” っ をん/ <に ら あ 

幾分 か 經 った。 母は 恐怖に 戰慄 しながら も 女と 睨み合っ てゐ 
た。 その 中に 母は 得體の 知れない 物で 首筋を 締められる 樣な、 

レ 今. ぐる  お ぼ めさ 

息苦し さを 覺え て、 フツと 眼が 覺 めた。 

『あ-夢だった のか』 

母は 吻っ としたが、 ”|^な|^を纪％に胗び'ドク<と 
心臟が 激しく 高鳴って ゐ た。 

風が 甩 いで 四邊は 物凄い 程靜！ i に 沈 & して ゐ た。 母は 氣味惡 
るく 恐 ひ 物見た さの 好奇心から 頭を 擡げて 枕元を 見た、 がもぅ 
そこには 何物の 影 もな く、 夜 肩し の 豆 洋燈の 灯影が ぼんやりと 
した 明りを 投げて ゐた 。母は 何 かなしに 夢が 現實に 殘 って ゐる 

やう  き： う ふ さび  おそ 

様で、 恐怖と 淋し さに 襲は れたの だつ た。 

『あ i 怖かった、 生れて 幽靈を 見た のは 昨夜が 始めだった』 
と母は身&ひしてゐる。 


四 八 

『幽 靈ぢや ない 夢 だら う』 

含 

と 訊く と、 

『夢な もんか、 ほん まに 幽靈ぢ やつた』 

『はつき りして ゐた か』 

『い、 や、 女の 姿は はっきりし ち や 居らなん だ。 何だか 霧 か 煙 
を 隔て i 見る 樣に ぼんやりして 居つ たぞ 、夢なら もつ とはつ き 
り 女の 姿が 見る んぢや けえ ど』 

母は すつ か 0 こう 信じ 切つて ゐ た。 

『ぁんな 物を 見 るんだ から、 私 も 後生へ 行く のが 近いの かも 知 
れん』 

そんな 事まで 言つ てゐた 。母は その 頃娠 ，紙して ゐて 、色々 な 
事を 氣にか けて ゐ た。 

併し 家には、 母の 幽靈は 肯定す る やうな 事は 絕體に ない。 巒 
死した 女 も、 怨みを 呑んで 死んだ 女 もない。 家に 絡は る 因緣も 
ない。‘ 家なら いざ 如らず、 父 自身に 家譜 請を して 事情の 判然 
した 住居で ある。 仍且 母が 娠姙で 神經過 敏に なつて、 いろい 
ろな 事を 氣にか けて くよ < 思 ふから、 精神の 疲勞で そんな 夢 
見を したの だと 慰 さめた。 


併し それは 母の 精娜 過勞 から 起った、 偶然 的な ものでは なか 

わたしたち ぎ* わく  こんてい  くつが へ よ 

ったら しい。 私達の 疑惑は 根底から 覆された。 そして、 世に も 


怖 L い 幽靈の 存在を 肯定せ ねばならなくな つた。 

研が&,に なって そんな 數を識 して ゐ“ r ^ 、 
まぁち やん が 土間へ 打つ 倒れて 死んで ゐ ると 知らせて % た 0 
1 ^してぼけっけて以ると、_は露のま ^ 紙 ^ 、ゼ 
間へ 長く 伸びて 死んで ゐる 〇 艦 も 離に ぽ た！！ はない から その 奶 
Q 繫 QM" は 靴らなぃ が、 齡対 は 記 gQt り 窮 でも #0 む 
つもりで 土間へ 這 ひ 降りた ま i こと ザれ たらしく、 1 を七觀 
の 土瓶に かけて ゐ た。 

磐は 

た 。ぁたりは 目 も 1 田 てられぬ ^ 観さで、 柯齡の搬 が販 %| に ^? ん， 
で置かれたり、疊の上へ ?±« きつ 1: けたりしてゐた。 

磐 の& は说 i 製だった 。その r 綴では なく、 馨 の 

感染から心臟を傷めてゐたらしく、1の1がむ||き&に校てゐた 
り、 ふく やかな、 肉體に 似ず、 ^ やりと した紀 11 だった。 
彼女0死は見るも悲1な 1| |ザった〇 
奶は その 益 ^ て、 pf" p i^ f r 々。 
『ぁまりの苦しさに私かったら毅のー被もがんで’らぅにと财 
つたんだ らぅ 』 

母の 齔配誕 を 靶ぃ てが！^ さぅ一 Si ロった。 

ひ r .r 丨んせ つ it  ± かたわ  一 • 

『日頃 嘴 切に してやつ てゐ 穴から 大方 別れに 行つ たんだら う』 
とも 言つ てゐた 0 

枕 も « の亡靈 


がどぅぃふ # で黯になって ^- 繫 ^ はれたのか辦ら 
ない が、' 彼女が 幽靈に 配は れたの は #; 起して 纪い 。搬搬 ならば 
幸 ひ 母が 眠って ゐた から 夢で 濟んだ ので あるが、 母で なくと も 
誰か眼を覺ましてゐたならば、吃度紙女の朦朧たる齡 |:& 纪たに 
違 ひない ので ある。 

繫の髮は雜霸とぃふ ^ »: 地へ| 00 た。掀にはさぅ 

した 者を 葬む る# •地がない ので、® £ の t 4 は！^  1 のみで あるの 
を 幸に、 據 金して 與へ 、同人の 納得を 受けて^^ たので ある。 
それから一ケ月ほど經つてからである。ぉ弟が風邪をげいて队 

ベう き よほど v ん <わ い お しよく じ びみ  も U 

せった。 病氣 は餘程 全快しても 起きない。 食事 も 美味な 物が あ 
れば 食る が、 さもなければ 食べないで 拗ねた 樣に して M つて ゐ 
て、 もの もろく に 言は ない。 病氣は 全快して ゐ る 1 ：： なのに 杜き 
ない。 それで ゐて 友達が 來れば 遊ぶ、 夜學 に 行かう かとい ふ、 
奇體な 精神 狀態が 績い た。 

或る 夜 母は r 女の 来た 齔を見 た。 その 齡 0 蚧欠は 1 ^ の 似な 
姿では なく 顏に襟 足に 濃く 白粉を塗り、瘡物も盟縮_の,りか 
を 着、 踹子の 圆帶を 締め、 11 を 丸 髭に 結 ひ あげて ゐたと I そ 
の 時 彼女は、 

『> 神さん、 今度帶 を 給ぶ 時にはこう いふ 風に 結びなさい J 
と 言つ て帶の 結び 方を 說いた ゎ、 頭！^ を 結へ たりした とい ふ。 
がは 眼が 觉めて 怒った。 

四 九 


枕 


の 亡靈 


五 o 


『ぁの 籍、 P た。 だ 1^ してぎた||を綺れてゐる。||を 
仇で 返し やが る —— あいっは あれに 祟って ゐるに 違 ひない 。今 
日は 何處 まで 行っ て ^ も 御祈禱 して 貰って、 ふり， はに やなら 
ん』 

あれとは 妒の 事で ある 024 とに齡ゼの"01が配いてゐると歡は 
想像した ので ある。 然も それには 理# が あった o. 辦が むっっり 
ゃで I r ‘®g Ir s ^ て 褽とも |! <ロ"を|:く範は 
§ F った。 

『あんなに ものを 言は ない 人で も ^ さんを 貰ったら 納ま るんだ 
らぅ か』 と" いっか 彼女が そんな 事を 母に 言った 0 
『も0を言ふても||ロはんでも同じ事ぇ』 

とその 時 母は 言っ た。  ， 
『私の樣なお饒舌と夫嬈になつたらどんなだらぅ』 

とそん な 事を 言つ た 事 も あった。 

それで 母は、 彼女が 弟に 詰らぬ 思 ひを 寄せて ゐた ものと 思っ 
た。 それを 明かさずに 果敢なく 死んだ ので 妄執と なって 弟に 憑 
いて ゐる ものと 思 ひ 込んで ゐ た。 

母は その 夜 一心 不亂に & 光樣に 、弟に 憑靈が あるなら 打ち 拂 
つて 下さいと 祈願した 0 である、 そうして その 夜前 記の 夢を見 
たので ある。 

『金 光樣で 駄目なら 何處か 0 祈禱 者へ でも 行って 御祈禱 して 貰 


ふ』 


母は 一徹に 怒って 彼女を 呪った のだった。 

それき り 併し 弟は 寢 床を 出た。 そして 俵を 編む 細繩 をな ひ始 
めた。 數 日間で も、 弟は ぼんやりして ゐたが いっか 常態に 復し 
た 0 

1 な 1| ぁった。が的も ,1 は ^ の ^ し :11 音てゐ 
たものと 信じて る 。そして あの 亡靈 と共に 母の 常習 語に なって 
ゐる 。時は 大正 六 年の 事で ある。 

それか-4 1| まで、麗* ^1 には|った範はなぃが、っ & 
T なって から、 パ繫、 ^ .ったのか、繫の齧を獻ひ 

出した やうに 呼ぶ ので ある。 

&辦 に、 その まあち やん と 1 K ふのは^! だと 訊いても、 弟は 知ら 
ない と 云 ふ。 知らない まあち やん をな で 呼ぶ の だと 云つても、 
*1 とは 赞？ ばかり ゐ て、 y ず もしない、 が、 研 雛は また、 齡 

繼へ變 I. r に ゅかぬ から、 ぁ QL た のだ || くなっ 

て 怒つ てゐ る。 

齡治 11 の ゴ リャク が聽 して あるか、 ないかは 知らぬ が、 把が 

こんこう さ » い く をとゥとをの_ \ . > > 4 ひ X 

免光樣へおまゐりに行って來ると、弟は戰きっつ少さくなって 
了 ふので ある。 そして、 もう 二度と 再び" まあち やん とは 呼ば 
ない と 云 ふので ある o P M- 議な 謎で ある。 あの 女の 事が、 今 だ 
もって 私には 解けぬ 謎で ある。 


久しぶ 4 で、 文藝壙 の發 表な し 
て見た0ざぅも應募數の少いのは 
どぅしれわけか。 

讀者 諸兄 姉'  本誌の 文 藝觸な 現 
歌壇俳壇の先登ゴすろの意氣ちも 
つて、世に隱 
れし 詩への 秀 
歌、 名句を ふ 
るつ て 應墓さ 
れんこ ミを 切 
望す る。 

應蕤數 に i 
つて、 季題 も 
定める し、 天 
地 人へは 賞品 
亦は賞金か呈 
する 樣 II もマ 
る心算 /: 。こ 
の 編輯 局の 意 
な 諒 せ られ、 
自信 ある 方の 
ふん 起を ぅな 
•かす IO 
X 

五月 號 0 川 

柳、 俳句* 短歌の 中から 先づ 川柳 
の中では 

猫 イラ ズその 親々 の 初對面 

蒼 韪子 

は、 作者の 徂ひ處 に感心マる* 
i くま W 主っれ佳作でぁる。 


前號誼 者 文 藪 評 


上の 五 句— 猫 ィヲズ —Y 近代的 
尨色5い；現 |1 し、同時_しー種の 
滑稽味ミ一脈の哀愁か含先せた處 
が、 作者の 凡なら ざる こ- yj ^ 示し 
て ゐる 、その代り 

まげが 歸る>」井戸蹦 (1 騷炉しい 
同 人 

II 平凡で ある。 

俳句で は、 

若水 や 灯の 影、 ?' ごく 闇の 底 

蘭 水 

水 枯れて 我 一人 行く 橋の 上 
同 

前 句 (t 下句 w あまり キド W 過ぎ 
た 感があ る。 夫れ i り |1 丨 若水 や 
灯の ゆらぐ 頃 しらみ 來てー ミで も 
した方が好がつれらぅ《思ふ。 

後 句の 丨水 枯れて 彳は 先づ 秀句 
の部へ入る句であ * 。主觀的でな 
く客觀 的な 句で あるが、 嚴冬の 寒 
さ ^ ょく 云 ひ 現 はした處 ^ ミる。 
旬作 |1 未 /: 若い樣 /: が，却々 |1 句 
才が ある。 この 作者 •し 私 U 望な か 
けて ゐる 、好漢 勇飛すべし 丨。 

さら 梅の 闇 行く 流れ 哉 
蒼嚴子 

音立て、桃を細“たる釣瓶哉 

同 

この 作者 it 川柳の 方が 得意ら L 
ぃ。前旬は可もな1不可もなし、 
後 句は 寫生 句で あらう が、 ねら ひ 


處がす でに 古い。 何 かの 句集から 
借りて 來 た 樣 1: 感じられる、 ま こ 
W に 損な 句と 思 ふ。 

他 |: 嵐城氏、苺氏の句があるが 
いま 一段の 精進を のぞむ。 

次 は私の最も期待した短歌でぁ 
る 0 

文書く  2机 |1 向けビ書く事も 
なくて 湫しき 冬の 宵 かな 

蒼嚴子 

平凡。この人 (1 ゅれかにもつ詩 
才をあ まり 走ら せ 過 ^ る 嫌 ひが あ 
名0 自重 マべ し。. 丨 

照らマ顷なり君ミ語れり 

齊 11 # 雄 

この作者は中瓿日本愛讀者の重 
錨 •私 も 名 古 厘滯在中は交遊を温 
かにした忘れ得ぬ知人のー人で、 
はなはだ 失敬な 申 分 /； が、 この 様 
に詩オがある人ミは思は苁かつた 

從つて 辍合もし ?: が、然しこの 
歌 (1 餘”造り過'ぎたぅらみがめる 
現代人の歌は私の主張>」して沄ふ 
なれ !:* •もつ W、 卒直 11 、 飾-^ 叙 
のない日常の言葉を、歌にしてほ 
L い* もぅー首の意昧は判然しか 
n る* 評の 仕樣がない ので 止めた 
あか n さす 筑 紫の 原の くら 
むらに 吾 泣 さ 伏して 晚鐺を 
きく  眞 砂 美 


この作も、|晚鐘を孑<丨なぞ 
ミつ<り過ぎる樣に思ふが、迮作 
r: る： '? 」か* いなむ わけ* U I1 いか 
ぬ。 すら 0 J 感じの 好い 歌 だ。 
たゾ氣になるのはゎく木の丨蒉れ 
泣きぬれてか |- ミたはむる丨 |: 類 
似して ゐる 5 'た、 作歌す る 者 U 
充分 注意す ベ 合 事で あらぅ。 

最後に 東京 照 夫 2 云 ふ 人の馱 
朝： 仅 1: 忘れて ならぬ 人- u -r ら 
文書かぬ=の打續くかも 
友だち |1 赀妻もちて我 |: 云へ 

右の ニ 作 ミ も 五月 號文藝 搠の思 
ひがけぬ 收搜で ある。 短歌 はこぅ 
沄ふ風 1: 作つて茛ひたいも0だ。 
前歌などはー字 ^ して無駄がない 
後歌 \* も、たいていの人は、吾が 
友 丨 w か 丨 親友の ^v i» # iv J r: 
い- W こる ^ - 友達の—  * W -S ひ 表 it 
しれ點なぞ、ビぅして凡手の出來 
る わざでは ない o . 

日常の 日記 文 ^ 、その 做 詩歌へ t 
つて 來 r: 處 に短歌の妙味がゎるの 
ではあるまいか、以前の歌風 11 ミ 
にかく、今後の歌壇 |1: © らざる生 
活の告白な*そのま、歌 |: した毖 
|: 逸價がぁるのでぁる主ぃか、す 
でに 北海の 都邑 1: マ らロ骄 髖紐歌 
の盛ん匁る今日、明治、大正時代 
の歌睞を保守彳る必要がぁらぅか 
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お 榮が 暗に 眹 くまでの 懺悔 
夢は 昔 金持ちの 令孃 ハ」 し 子 


ま ち ひ ? フばんむ 4' /) 

町の 評, 娘 


▼ 5I R II 靡 i Q J Q 3 ん 

の! K A£ である 事は、 いっか この 欄で 書い 
たが、 その後、 •めつきり と美し さと 增し 
て、 いやもぅ、 雨に 孺れた 海棠な どは て 
んで 問題では ない。 それ以上の 美く しさ 
である。 なんに しろ お湯は お 手の もの だ 
けに、 晝 風呂、 三時 風呂、 それでもたら 
ぬと あつて 晚 風呂まで 浴びて は、 ご叮寧 
に 磨きを かける ので、 いやが 上に も 美は 
映えたり 、日本髪、 洋髮 、ともに 顏にぴ 
つたり と あ ふ。 色白で 眼 もと ばつち り ロ 
しまり 笑 ひを 含んだ 所は 千両、 この お 影 
で この お 湯屋は、 押すな 押すな 大繁日  1 、 
だが、 大 繁昌は 宜いが 、さあ 骄臺へ 娘 さ 
んが 座つ たと なると 誰 一人 湯からは 上ら 
ずに、 il も 彼 も 長湯、 そしては、 娘さん 
の 方を 見て は 二 ャ<で 、大 繁昌 結構の 


この i は 千葉縣 T 八幡で 聞いた 話で あ 
る。 その 夜は 雨の 晩で あつて、 この 話を 
聞き I つた 時には、 なんとも 知れぬ 人の 
世の 果敢な さが、 犇 々と 狭い、 暗い 部屋 
にたて こめて、 & る お榮の 顏に も、 また 
聞く人の顏にも、あるー種の哀愁に&た 
色が 浮んで ゐ た。 

ジタ-^ とい ふ 雨垂れの 音が、 ものぅ 
くもまた 更に 悲しげ であるの だ。 語り 終 
る お 榮の頰 にはず 淚が とめど もな く 洗は 
れて 、もう お榮は 自身 頰を拭 ふべ くと も 
しないの だ。 

『考 へて 見る と、 本當に 人 Q 世なん て 明 
日 ^ れない ものなん です わネ 、まさかに 


妾が こんな 見知らぬ 千葉縣 下へ 流れて 來 

s め Y.. し 

やうなん て、 それ こそ 夢にも 知りません 
でした 0 

妾、 子供の 頃、 それ こそ、 此處へ 来る ま 
で は、 千 葉縣て どつ ちの 方 だか、 その 方 
角 さへ も 知らな かった のです わ。 

それが もう、 避 在では、 平 氣で こうし 
て、1から旅を流れ步くやうになって了 

にんげ'.  含 

つたので す もの、 人間 も、 もうこんな 世 
界に墮 ち こんで 了 ふと、 それ こそ、 ょり 
以上、 暗い 世界に 墮ちて ゆく 事を さ 〈、 
なんとも 思は なくなって 了 ふ ものです わ 
ねえ、 もう 駄目ょ、 駄目なん です 0、 ど 
んな 1C もが いても ^:- 目 ^ んですの』.. 


事 だが、 芋を 洗 ふやうな 大騷 ぎ、 いや、 
これで靑くなって了ふのは、お父さんで 
ゥへッ 、五 錢で 、こんなに 長湯され たん 
では 堪らない。 お 客、 そんなら チップを 
出そうと は、 いや、 評判々、々。 

►品 川の 宿を、 テン、 テンと 鼓を ひつ 
ぱたい て 步く齒 入屋 さん、 これが 年の 頃 
なら 二十 三四歲 、ぁったら 惜しい 埋れ木 
の、 と 云った やうな 顏立 ち、 4 i ご そ 見 苦 
しいが、 眼袅立 ち もょ ろしく、 これほど 
の 玉を齒 入屋 にして置くのに は 一が な 事 
情がなければ ならぬ と、 さぐりを 入れて 
見れば 道理なる かな、 この 娘の お 父っ さ 
んとい ふの が 齒入屋 で、 今まで 雨の 日 も 
風の 日 も、 テン、 テンと 鼓を ひつぱたい 
て やつて ゐたの だが、 近 顷枕も _11? ら4病 
氣 、そこで 娘が 街頭へ と 云 ふわけ、 さて 
それは それと して、 ロ 抓 k の 宿の 哥兄 連、 
それを 知る や 知らず や、 この 娘さんの 鼓 
の 音が 聞こえ やう もの t ら 、新しい 足駄 
をき ゆツ 、ぎ ゆツ 、と 割つ て 了つ て、 さ 
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お榮 は、 こらへ に耐 へて ゐたが 、 |i え 
られ なくなつ て、 わ ッと聲 を 立て 泣き伏 
して 了つ た 0 

八幡の 町は 一本 町で、 それ こそ 實に寂 
しい 町で ある。 だが、 千 葉 縣下槪 有の齡 
師町に 見る やうな 淫靡な 氣は 、その 割に 
すくなく、 古い 寂び た 町で ある。 

淫靡の 影の すくない とは 云へ、 もとよ 
り 田ん 町の 事 だ。 破れ 障子の は、 皆 
し氣 な！？ が餛 ~ して ゐ る。 餡い 齡 の！： の 
シミ 込んだ 壁には、 見る に 忍びない やう 
な 惡戯が されて ある。 

ぉ歡、 浴 Q でぁる 

何處 となく 品の ある、 だるま 毅ぎ にこの 
ま X 末枯れて ゆく のが 惜しい やうな 女で 
ある。 

うんめいく 

が、 運命 苦と いふか、 もがけば もがく 
程、 お榮 自身の 身は 深間へ 落ちて ゆく の 
であった。  ‘ 

『なんにも 考へ飞 や あ 不可ない のです わ 
もう， なんにも 考 へまい とす るんで すけ 


れど も、 あとから、 銜から 、滅^ 9鳖も 
なく 頰を ぬらして 了 ふので す もの、 まあ 
どうして 妾は 今夜と いふ 今夜は こんな 泣 
き 虫に なつて 了つ たんだら う。 

それ こそ、 いつもは、 こんなに 泣き虫 
の 妾ぢや あありません のよ、 それが まあ 
こんなに泣き虫になつて了つて。 

ホ、 ホ、 兄さんが ゐる からなん です わ 
張りつ めた 心に ゆるみが きたので すわ、 
e も、 兄さんに、 妾の 身の上 話を 聞いて 

鹊れぱ 、韵 藍に、黯だと齡じて 
お 

罟 ります。 

もう 死んでも 未練はありません わ、 本 
當で すわ、 このま、、 今夜 死んでも 未 t 

ほん たう 

はありません の、 本當に j 
淡ぃ 電燈の ひかりを 齡た私 配は嘅く鉞 
しく死の淵へのぞんだやうな女の冷たさ 
であった 0 

r ;li i r WII Q 

I 隅で、 家は铃 X いとい ふ 程では なかつ 
たが、 近所の i 達の やうに、 小 學校を 卒 
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あ、 人れ て くれ、 入れて くれ、 まさか そ 
んな 事は おまけ だが、 評判 美人 齒 入れ や 
さん、 お 女郞 衆の 同情が どつ さり。 

▼洲 崎の 法界 屋のお 幸さん の 事が この 
前の 本誌へ 出たら、 お 幸さん 僉負の 人 か 
ら 投書、 日く、 お 幸さん が 晩に 何 處へ行 
かう と 大きなお世話 だ、 お 幸ち やん は 俺 
の ニと ない 可愛い 奴なん だ、 あんまり 下 

こど  か 

らぬ 事は 書く のは やめて くれ ツ 、と ある 
が、 この 人、 •どうも 最負の 引き倒しと 云 
ふ 人では ないか しら。 

しぐわレおほさ豸史右きり  や ほしせ>や<くわレしや 5 よ 

►市外 大崎 町榈. ダ 谷の 星 製藥會 社の 女 

こ う たち なか  ばん にん3 

エ さん 達の 仲で、 一番と 人氣の あつたの 
が、 田 中の お 美い ち やんだ が、 この お!^ 

う汰  と た こじ そく 

いちやん、生れこそは取るに足らぬん足 
の 子供 だが、 どうして 家を 出る 時は 何處 

さ £ れ i じ J うざ. H おも 

樣の お令孃 樣かと 思 はれる やうないで た 
ち|りで、,て、 1! 1? への&き愁る 
さには、 ワイ-^ と 狼 連が 爪を 磨い •で 
ゎれこそは、眼玉をパチクリ、.白ぃ,を 
みせて ゐるが 、いっかな お 美い ち やん、 


五 四 


へて、 それから 女學 校へ とい ふ 身分では 
なかつ た。 小學 校を!- へてから は、 共々 
に 父母と、 野に 出て、 畑に 出て は その 日 
を暮 さねば ならぬ お榮で ぁつた。 

まだ、 世間を 知らぬ お榮 は、 これが i 
も 彼 もの 歩む 世界 だと 思つ てゐた 。幸福 
な 世 f は、 この 父母の 齡於 ょり咐 にぁる 
ものでは ない と 思つ てゐ た。 

が、 この お榮に 、急歡 にこの 農村を 蒙 
てねば ならない、 お榮 への 一轉 期が きた 
『今、 こんな 愚痴を 云 つても 始まりは し 

わたし 


と 貰へ て、 さあ、 そう 考へて くると、 矢 
も楣 もた まらな くな つて 了つ たのです わ 
お父つさんだつて、おッ母さんだつて、 
ぎに 不自由は しなくても 、お金の 方へ 仏 
が 動く のは あたり まへ です わ』 

晚舂の うすら 寒い 夜 だ。 兩紀と 、お！^ 
と、 それから お滎の 兄才 治と、 妹の おみ 
つと、親子はお榮を中心にして夜の&{け 
るの も 知らな かつた。 

『そり や あ、 お榮が 今一 人 東京へ (打った 
つて、 家は 困る んぢや あねえ が、 なにも 
ません けれども、 あの 時に、 妾は やつ ぱ 東京へ 行かな くつても、 If 纪 人、 こう 

して 幸福に 暮 して ゆける ものを、 それ ほ 
どまで にして 東京に 行く 事には あたらね 
えぢ やねえ か』 

實直な 兄の、 1 一一 ロ 葉で ある。 父 I の 心 も 
然うで あった。 が、 母親の 心の底には、 
それ も、 そうだが、 この美し い 娘が、 東 
京へ 出たら、 それ こそ どんな 美人と なる 
かしれ ない。 これほどの 女を むざ^^ 土 
臭い 農村忙 置く 事は ない と 思っても ゐた 


Z 兩親の 傍へ ゐれば 宜か つたので す。 


をん な 


です けれども、 若い 女の 誰も 同じ もの 


で、 こんな 草深い f 把へ ゐな くても、 M 
間の 一生です もの、 誰 だって、 眞黑 くな 

はたら  あ3§ふおしろ，1 

つて 働いて ゐ るょりも、 朝夕 白粉を っけ 
て、 きれいに なつて 働きたい と 云 ふのは 
同じです わ o 

妾 も、 あの 時に そぅ 思った のです 0、 
綺麗に なって ゐて 、そして、 お 齡が 澤此 


この 連中へ 白い 齒を 見せる 所 か、 顏 を！； 
け もしない ので、 噂は 更に、* 噂を 生んで 
星 製 k は、 この 女で 持って ゐ ると fK はれ 
たの だが、 その お 美い ち やん、 何 處を何 
ぅして か、 ぶっりと 此 頃は 姿を 見せない 
ので、 どぅしたの かと、 艰つて 見る と、 
この 花い っか、 ぁる 琵琶 師に 射が されて 
腹を 大きく して フゥ /\ してゐ るとは 呆 
っ けない ハ ツビ ー H ンドだ o にの 波 

らんきよ くせ 0 

亂 曲折は、 さて これからなる のか しらと 
見ン事 降られた 連中は、 眼 玉を ぎよろ ぎ 
よろ させながら、 その 結果を 待つ てゐま 
す。 美人簿 命です よ、 ご注意なさい ませ 
はとんだ シン パイ だ 0 

ヶ t 41 の、 ぁの ぉ献 ん 、この 
人は、 暫 らく 外人の 所の アマさん、 っま 
り 女中を して ゐたの だが、 この アマさん 
何を 感じた か、 近頃 その外 人の 所を ひま 
とつて、 ダン サーに なつて 了つ た。！？ は 
この 娘 見よ がしに、 自慢たら たら、 これ 
を 親馬鹿 チャン リン だと 近所の 者の 噂。 
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とし ^ ろ & い ろん  ごと  とゥけケ  こと ck 

年頃の お榮は 勿論の 事、 東京の 事を 心 


に 思 ひ 浮べる と、 さあ、 
まらな くな つて 了つ た 0 


も ニ もな く-^ 


お金は 右から 左り、 ふんだんに お榮の 
懷中に 入る であらう. 。そして、 お ^ は、 
朝夕美しくなつてゐられるであらう。", 
親の ために も、 お榮 のために も、 その 方 
が どんなに 幸福で あるか も 知れぬ とお 榮 
は 獻 っ た。 

『ぢや あお 前、 東京へ 出て どうし やうと 
ぞ ふの だ。 東京へ 艦と て 知って ゐる从 も 
ない ょ』 

『あら、 兄さんい や だ。 廣い 東京ぢ やな 
いか、 どうで もなる ょ 。そんな 事なん か 
一つ も 心配な 事は ある もの か、 ホ、 ホ、 
氣の 小さな 兄さん だ こと』 

『なんに、 氣の 小さな 兄さん だもの かお 
前の 身を 思へ ば こそ だ ぞ』 

『だって 大丈夫 だよ、 そんな 事、 五ッや 
六ツの 子供では なし、 どうで もなる じ や 
な いか』 


トド、夜の明け ^ に"&ぃまで、|1しあ 
っ て、 ぉ榮の 戰 數ゼ龆 ど、 說 かき まった 
ので ある。 今 も、 お 榮の心 には、 あの^： 
がくつ きりと 刻みつ けられて ゐる 0 C 
r 啟れゃ しません— 襄 、四 ^ 
六日の 晩でした 。妾は、 話に 聞く、 紙 ■ 
で 見る 東京の 空を さして 喜んで 汽車に 乘 
ったのです。もぅ、幸福な世 #?: へ飛び込 
んだと 思って、 わけもなく 故 鄕を紫 てた 
のです』 

人の 運命 ほど 判らぬ ものは ない 。勿論 
その 頃の 東京は、 まだ 復興 途上に あって 

5は ?5: 75: い どこ 

それ こそ、 眼 皆 立っ たとは 云へ、 何處も 
此處 も、 まだ 燒 野原に！^ い 有様であった 
が、 お榮 は、 それほどでは ない と 思って 
ゐた 、華 かな、 東京の 姿は お榮の f に 描 
かれて ゐ た。 

列‘ の 上野 驛に着 いたのは、 その 日の 
h 方 也く、 來て兑 れば 、藓か な 都 铪では 
あるが、 なんとなく 寂し さの拔 け きらぬ 
東京の 姿であった。 

玉 五 
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泛へごゥ甘い  レ 

なにが お前 豪勢な ものであった と 云へ 

4 しはら  お いらん どうちう  とき  'と 

吉原に 華 魁 道中の あった 時の 事よ いや あ 

SI Q 編は 禁 Q ^ p なぁ C 仏 

も醉 ふと 云 はれた もの だ。 現 ^ の やぅな 

Jt la めみ  み 

圓クク なんどは 夢にも 見た くも 見られ や 

に ん 「as  くるま 

しねえ や、 二人 乘俥の あつた ころ だな、 
1 „へば、ニ_ «| は起剛|とか 
なんとかで 八 釜し いがな、 その 頃は 數纪 
なかった の だ。 風情の 一入に 1 く あった 

もの だ、 たしか 靈繫 Q 一 觀と齡 りに 

あつた 時は 大芷四 年で あつたか しら、 あ 


の 時には、 只、 表}! だけの 華 魁 f 中で な 
人 死が あった とか、 なんとか 云 ふけれ ど 
も、 みんな それは 宣傳で な、 實は それ ほ 
どで もなかった の だ 0 

俺の 知つ てゐる 頃の 華 魁 M5 中とは テン 
デ一緖にはなるものか、その昔の華1道 


失望、期徹のそれだけガきければ对き 
な だけ、 _ fe く ^ i f 齡り とっ 
てゐ つた。 

西も東も知らなぃ ±: 地でぁる0 ^ 野_' 
に 降りる には 降りた が、 何 處を齡 るべ く 
もない お榮で ある。 夕闇の せまる につれ 

こ の齡 でぁった。 こ Q& 鬆 が K に 皆 
れてゐ る 時に、 言葉を 投て くれたの 1 J1I 
品な 奥樣 風な 女であった。 

『こんな 1 ^ 、 1だって裝で爾 |: | 

ひます わ、， t たつて、 あ 

み し をん な H« ん i み！！； 

だって、.きつとあの見知らぬ女の言を，淚 
の 流れる 程、 篠しぃ 、杈鶸 ょぃものと戤ひ 
ます わ』 

えい  こ戈ろズそす < お < 

お榮を 心細 さから 救つ て くれた この 奥 

■の笤そ、 |. が繫 ^ 批へ|1か 

ねばならぬ 女であった 0 
『そ ^ は、 その繼 ^ $1 |, へ、 ^ 
は纪れて辦め ^ の. 11 、 ^ ^ を織 
んだ のです わ、 故鄕の 兩親ん にも、！ 4 さん 


五六 

，にも、 妹に も、 安心して 下さいと 妾は 手 
紙を 出した のです わ。 

それが、 もれば 變る 現在の 私で、 もぅ 
私は、 今は 自分で 自分の あがきが 取れな 
くな つて 了った のです わ、 あ、、 思へ ば 
果敢ない 都會 の 夢でした わ』 

それから、 


しうかん  あ ひた  之 一 

一週間 ばかりの 間は、 お榮 


はこの 女の 家に、 幸福す ぎる 程 幸福な 夢 
を 結んで ゐた 。それが、 一週間 目の 夕方 
であっ た 9 急に 女の 態度が がらり と變っ 
たと 思った 時には、 もう 田 t 娘の 一人で 
どうす る 事 も出來 なかっ た。 

荒 くれ 男の、， ド ャ< と 入って 來 たと 
思った 時には、 この 小娘は シッ カリ 男の 
懐中に 抱かれて ゐ た。 

『田 ^ 娘を 喰 ひ 物と して ゐる あの 婆さん 
はどうし や あがっ たかしら、 妾の 變轉定 
まりなくなつ € しまつたのがそれからな 
んで すの。  . 

今と なつて、 あんな 婆さんなん か 呪つ 
たつて 始まり やしませ んわ 、けど、 ロ惜 


中と fK へば、 妒式が 說 ぺぁったから匕ぁ 
今 Q やうな、 ヘナ^^ 華 魁なん て ものは 
一人 もゐ なかった。 讀 書なんでも 御座れ 
茶の湯、 活花な んで も來い と fK ふの だか 
ら 、女給 見たい な 連中とは わけが！! ふ、 
勿論、 華 1 と 名のっ くものは そう 贫のや 
うに 澤山 はゐ なかつ たから 格式 も あつた 
んだ。 

いや、 俺達の 知った ょりも、 その 1 心の 
方が、 どんなに 格式が あったか 知れない 

が、蠢な ? は、そんな 1? 載は研り 
•科さぬ が、 f? は It 、 — r 雛. SP 
あった もの だ 0 

いやもう、 今日の やうに 汽車 だ 電^: だ 
となつ て來 ると、 眼 まぐ るし くて、， ま 
ぐるし くて、 昔の事なん ざ あ 云っ ては ゐ 
ちれ やしない や， ねえ、 まるで 氣の說 を 
思 ひ 出す と 夢の やうな 氣が してなら ねえ 
や あ o t 

ゆめ まるで、 夢の やうな 思 ひがす るね え' 
夢が なんとなく 懷ま れて來 る。 
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しい 妾は 口惜しい。 

お榮 は、 齒を キリリと 喰 ひし ばつて そ 
しては また 聲を 立て 泣いた。 


F 田と し 議 Q S1 でぁっ 
た。 育ちは ょし、 緻縹 もす ぐれ、 氣 立て 
も 優しい とい ふ、 三拍子 揃つ た* 小町 g めで 
あつたが、 ょく ある ことで、 年頃になる 

と、籮にゐる、影ぎ©錾 #! 子とぽ 

來て しまつた。 

娘は 次ぎから 次ぎへ と、 持ち込まれる 
緣奪 r 、 齡ま されて ゐたが 、瓣齡 耙臌が 
しきれな くな つ. て、 二人の 仲を、 父 I に 
打ち明けて しまつた。 

そして、 恐る<  父親の 同意を 求めた 
もの だ、 ところが 相手の 男が 惣領 で、 f 
ゼ il £v ぃふ哪 pt、 〔 il は 
首を 捻った 0、 幾日た っても、 乾啦 をし 
て くれない 0 

こ ひ •ひと どぅ L けつ しん  さ.., 

戀人 同志は 决 心して、 とぅ-^-^ お 足 ま 
りの駆落と、洒落れたものだ。 


むナめ 


，ちた ^ 筝&だが ^ ^ ^ も 

夢の 様な、 樂しい 生活^ i いた。 肜艇の 
i がが、 その ¥にーー が & ち 一 も E に 
なり 、 5! は齡 51 なり ? た。だが靈 

しょつこう  つと  知ら だ かプ 

職工な どの、 勤まる 體で はない んだ 、既 
落者に、何時までも_るい贮は^らぬこ 

0 せいく. e〇  おもしろ 

人の 生活 もさぅ 面白い ものでは なくなっ 
て來 始めた Q 

思は しくない 日を、 無駄に 暮 さぅょ P 
はと、 二人は 决 心して 東京に 男の 叔母 さ 
んがゐ るのを 幸 ひ、 それを 賴 って 行く こ 
とに なった 。その 時には、 とし子は 男の 
胤を 宿して ゐたの だ。 故國を 出て、 ニ 年 
ばかりの 月日が、 流れる 樣に過 ぎた。 そ 
して 二人の 間には、 やがて 男の子が 生れ 
てゐ たの だ 0 

もと < 一 生徒 食して ゐて も、 氣樂に 
暮 して 行ける 程の、 小金を 持っ てゐ た叔 
仰さん では あったが、 二人は、 無手で^: 
すの も氣が 退けて、 刃は X 々働く 氣にな 
った。 その 時には 多少と し 子に 秋風が た 

五 七 


も 
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7ど う も カフ M 丨 と來 ると やつぱり 銀 
座が すぐと 頭に 浮んで 來る 。そうれ タイ 
ガ ー、 ライオン、 二 ユ ーョク 、イ ー グル 
等々、 あとから、 あとから 銀座へ 出て 來 
る ものは カフ M 丨 ばつ かしで ある。 不景 
氣で あらう と、 なんだら うと、 そんな 事 
は 問題では ない。 

▽が、 銀座の 女給 だからって、 P 品が 
品行方正 だとは ゥケ アフ 事は 出來 ない、 
場末の カフ H1 の 女給と、 比 カク すれば 
似たり ょったり お客様が カッを 喰って ゐ 
れば 、やっぱり カッ も 喚 ひたから うし ラ 
イス カレ ーを喰 つて ゐれば やっ ぱり ライ 
スカレ ー も 喰 ひたから うだ 0 

▽イ I グルの おきみ、 どうも 若 い モボ 
なんて、 テン デ 駄目よ、 みんな 來る H、 
來る奴 銀な がしなん だからと、 赤い！ i を 


つてゐたのではないかと ^ ふ。 

ニヶ 月 目に 男は 大阪へ 旅立った 。その 
時の 約束では 三 ヶ月の 間に、 迎へ の！^ 
を 差し出す とのこと であつ た。 ところが 
一年 經 つても 便りがない。 とし子は 夫の 
許に 歸れる 日を、 一 Hk も 早い 樣 にと、 心 
窃かに 待っ てゐ たの だ。 しかし だん < 
と 不安な 日が 續くば かり、 彼女は 1 望し 
た、 そして 夫の 不實な 仕， 打ちを 恨んだ。 
大阪へ 押し かけやぅ かと も决、 1 した。 雛 
し 生れつき 氣の 弱い とし子には、 それが 
出来な かった。 

叔母さんは 子供を 自分の 孫の 樣に 、何 
くれと なく 面倒を 見て くれは L たが、 却 
って それが 彼女には 苦しかった。 その 頃 
彼女の 家に 出入りす る、 風體の 卑しい 一 
人の 男が あった。 何時でも 脂ぎった 顏を 
光らして、幅廣く結んだ大"幅縮緬の兵兒 

おび  ふと  *|んぐ5り4 

帶に は、 太い 金鎖を 卷き つけて ゐ ようと 
いふ 中年者で あつた。 

叔母さんの 知り あ ひだと いふ、 その 男 
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は、 時々 珍ら しい 外國 製の 裝亂故 かどを 
土産に 持って来て くれた。 叔母さんが 留 
守の 時が あれば、 1 女の 針仕事を して ゐ 
る 傍に，！ •まで も、！ I りがんで、 髟 il 
話し込むこともあつた 0 

と-4は、蠤な¥篇の醇が_で 

<堪らなかつたが -> 見も知らぬ州國の 
話な どを、 さも！^ 齡げ fepl: される 
と 思は ず 自分を 忘れて、 熱心 一に 聽き 入る 
ことが 屡々 であつ た。 

こぅして、 その 男は、 無人な 家族に と 

あ 一 ^ 、あしし p t/ か 

って、 或る 意味での 慰安者と して、 迎へ 
られ る樣に なり、 やがて なれ <しい 言 
葉を 彼女に かけて ゐた 、賴 まれる 儘に、 
群範の辦 & んでゐる、§&ねて 
来た その 男が、 或る日、 朝鮮の 話を 持ち 
13 した。 

朝 1 に 住んで ゐる 日本人 達の 贅澤な 生 

活ゃ 、植民地 だけに 賃 敗 が 高く 割合に 暮 
しょ いこと や、 海を 渡る といつ て も —— 
京 城の ある 心 易い 取引先から、 かねて お 


ベろ りと 出して、 頭の ピカ/ \と して 弗 
箱を すつ かりと 抱き こんでは エ へ ラエへ 
ラ、 が、 いくら おきみ だからて、 お^! さ 
んが 好き ばかりで 女給を して ゐる のでは 
ない。 若い 男 も 必要と あつて、 % 度 この 
度、 取り こんだ のが、 芝 ゥラの 若い 技師 
さんだ が、 さて、 この 技師さん は、 いろ 
ではない の だ 相な、 ほうら、 どうす る 0 

▽はるえ、この頃そぞろに哀愁を獻じ 
てす つかりし よげ こんで ゐる 、をり から 
なる ト ー フ屋の ラッパの 笛を 聞いても シ 
クリ^^と 泣いて ゐ る。 どうしたい、 ト 
丨フ屋 にいろで も. 出來 たかいと 訊いても 
シク リ^-と 泣いて ゐ る。 ハ テ、 サテそ 
の 原因は 何ンだ か、 今の所 暫ら く® から 
ねばならない。 

▽ -I ユョ ークの 繁 子、 文 子、 千 枝！^、 
八重 子、 富士 子、 芳子 、すみ子、 そのえ 

春 子、 久 子、 みつ デ、 春 V にの れんめい 
で染めた手拭が、チッブをはずむとくれ 
るが 此處の 女將 、近頃の 陽氣に 浮かれ！ 2 

脍落兖 偽 女 11 人 


は > 5: んな  ひ と 9 た Q も 0 

針 女を、 一人 賴 まれて ゐる ことな どを 物 
一って、 しきりに i 於 fetf 歡め 
たのであった 0 

i かの ぢよ 

どう 魔が さした のか、 彼女は とう-^ 

てう々'!  C た けつ しん  な： A あ ひ V せ. s t> 

朝鮮に 渡る 决心 をした 。長い間 世話にな 

.i to 、 t5 s c 

った 叔母さんに 別れて、 轨げ な兒を 抱い 

ひと 0 せう ビん  みし  とも  ^ 

て 一人 悄然、 見知らぬ 土地に 旅立とうと 
した 0 彼女の 1 しい 姿を 見て は 叔母さん 
も淚を 流して ゐ た。 

男は 一人の 連航の 男と 二人で 彼女を 連 

ょこ ば 吏 しゅ つは ん f s: つと みょ  もの 

れて 橫濱を 出帆した。 夫 や 身寄りの 者に 
離れて、 女が たった 一人、 だが 眼 ざす 朝 
鮮に は、 却々 着かな かった。 重い 頭を も 
たげ て、 圓窓 から 外を 見ても、 そこから 
は、果てしなく何處までもぼくと思はれ 
る 海が、 顒かれ る ばかりであった、 男 ニ 

9 S け たばこ 

人は 洒や 煙草を のんで ばかり ゐた 、そし 
て、 彼女には 謎の！ g な 言葉を、 時々 低い 

こ* cf  さ、 や あ やう  やひ 

聲で囁 き 合って は、 きまつた 樣に 、野卑 
な微芰 を 交は すので あった。 

彼女は 耳 馴れぬ H V チンの 騷々 しさに 


まんじ. りと もしない 一夜を 阱か した。 t 

ひ へ る •ころ  各ね  そく  *よく办る  S • 

の 日の お晝 頃、 船は 速力を 弛めて、 平ら 
な 水面を、 徐かに 進んで ゐた o 私からは 
手 ^ るぎに、 ^ 獻デが_められた。 

うみ  扣 はぐ s 

海に そ \ ぐ 川口を、 脸を さかのぼつ てゐ 
るので あった。 

彼女は ぃよ/ \鰣鹋 に 記ぃた 0 だと 戤 
って、" 不效 41 にも iiF s. しさを M 
じて、 思は ず 吻っ とした、 だが 敕の研 の 
喜びに 過ぎなかった、 ^が|;むに配れて 

震に ^ 1: |! ^ 1弊 ? 鉞んで 

交右 ナ 5 み 

ゐる街 筋が 見られた。 

入り 亂れ て步い てゐ た。 船は、! 一把の a" 

し 叻こく  んは V* つ 

種國 とよ ばれて ゐ る上槪 に 着いた の だか 

ら 、その 1だって黑鬍ち„ 

てゐ たのに 不思議は ない が 朝 ^ たと ばか 
り f て tr 女 ょに は、 2 fc Qr 
ぬ 景色であった 0 

ニ 人の 男に 尋ねて みたが、 に 取り 
合って はくれ なかった 。船は 錨を 紙し 始 
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して これまで 客の 中へ 交じつ て キヤ ッキ 
ヤッ 0 

▽それでなくても、 この 家には 以前 烏 
森で ぺ ン< とやって ゐた 連中の 多い 事 
とて、 暗い 電燈と 相 尉して、 入れば すぐ 
と變 な氣が 起こる から & な 家。 

r に レ 

▽ねえ、 兄さん、 ょぅ、 と やられたら 

をと こ 

どんな 男で も、 デ レ-^ になつ ちまつ て 
女齡 レン メィの 我姒を 五 « も六杞 も m ふ 
ベく チップを はずむ^-、 なんの 事は な 
い、 これ ぢやぁ チップで 手拭を 賣 つて ゐ 

る やぅな もの。 

▽これ ぢやぁ 妙味が 少い 、なんとかし 
て、 只で 貰は なくち や ぁ、 氣分が 出ない 
と 若い 連中、 盛んに 通って ゐくの だが、 
なか <ロ ハでは くれ 申さぬ、 なんとか 
ならぬ かと 訊いても、 さぁ、 と、 女給の 
返事 だ。 この カフ HI、 いんまに カフ M 
1 を やめて 手拭 屋を 開業す る 相な り。 

▽_/>ん で、 カフ H IK、 S 
では、 滅法 界モダ ン振っ てゐ るの だが， 


めた。 二人の 男は、 

『おい 朝鮮 行きは 此處で 乗換える の だ』 
と 云つ て 下船を す X めた、 そぅして 彼女 
は 再び 外國 船に 乘 換えなければ ならな か 
った。 それから 又 暫くは 何處 へと も 知ら 

ぬ繇へ ゥトく すれば、 蔚 qf s; 《 

を 見、 破 女の 頰に は、 淚の痕 が 絕え なか 
った。 

やがて シン ガポ ー ルに 着いて ゐた 。い 
やが る 彼女を 無理に おどかして、 人肉 市 
場に 曳き 出した のであった。 


シン ガホ ー ルには、 マレ ー スト リ 1 ト 

せ ^ か な •たか  あんこくがい 

とよぶ、 世界で も 名高い 暗黑 街が ある 0 

せ かい ぢう  いう X く あつ 

そこには 世界中から 誘惑され て、 集まつ 
て來た 女が、 鐵 格子のは まった 檻の 中に 
っながれて 淚の顏 に 追 從笑ひ を 浮べな が 

はる  ラ かのぢよ  i た おな 

ら 春を 賣 つて ゐるの だ 彼女 も 亦、 同じ 檻 

なか fe r 

の 中で —— 、だが、 どうして こんな 爛れ 

き せいかっ  、の ぢよ  でき  か？ よ 

切った 生活が、 彼女に 出來 よう、 彼女は 

あさ  ばん  ふ S こ L ゆ むち  もと 

朝に 晩に、 振り上げられる 雇主の 鞭の 下 


六 〇 

で 泣き暮した 0 

うち  こ よ た ^ ひと 投 みか If 

その 中に 此の世で 唯一 人の 味方で ある 

CM も 含 こ ラ 

子供が なれぬ 氣候に あてられた-* めか、 
病氣に なった、 やがて 子供は： ^ ろしい マ 
ラリヤ 熱の ために 異國の 土に 消えて しま 
った。 

彼女は 每夜氣 も 狂 はんば かりに 泣き 悲 
しんだ、 その 悲歎の 中に も、 雇主の i ら 
しい 勸めが 繰り返された。 然し 彼女は、 
どうしても、 この 沒 人道な 要求に 應じな 
かった。  . 

到頭ゼ ゥボ ー ルに 連れ出された。 ゼゥ 
ボー ルとは、 シン ガボ ー ルの 郊外に ある 

うらや 31 しやく わい をん な さい 

裏山で、 こうした 社會の 女に とつて は最 
後の 折檻 場所と なって ゐる 所な の だ。 そ 
この 丘 地の 奥には、 ゴムの 密林が あって 
警察 權も 、そこまでは 届かない。 

.この 世の 地獄と も、 いふべき、 恐ろし 

と 己ろ  たこく  う 

い 所な の だ。 他國か らシ ンガポ ー ルに 賣 
られ て來た 女達は 此處で あらゆる 責め 折 
檻を 受けて、 心ならず も、 慘め な决 心を 


どぅもこ、の家の主人が、血もなみだも 
ない 主人で 有名。 

▽そんな こんなで、 女給が 却々 にゐっ 
かない、 テー ブルの 上に 乘か って ゐるメ 
二 ユーが 一枚 廿錢で 女給 達の ふたん 從っ 
て お 客の ょつぱら ひが ぁって、 この メ二 
1 1 丨を 持っ てゐ かれ、 ば 女給は 自分の ふ 
ところから 金 廿錢だ して、 また 新しく 一 
枚 買は ねばならない。 

▽淺 草と ^ふと土虻は从は^一&るが、 
金 使 ひは 人出の 割に 使は ずに みんな こす 
い 連中 ばかりで、 下手を しやぅ ものなら 
s、 ^ メー ーュ  4 を r なぃ ^ 
ふ ゥふゥ 云って ゐる 0 

▽淺草 に 似た 土地が 新氣で ぁる 
位殺風景な所はなぃ。まぁ紙宿で一寸知 
ら れてゐ るの が、 支那 料理の 寳龍亭 だが 
ここは、 女 仏が みんな、 娘ら しい 感じで 
どうも 通人には 向かない。 が、 またもつ 
て、 いかもの 喰 ひの 連中は みんな こ、 へ 

ワツ シヨ^- 

淪落 哀傷 女 二人 


してし まふの だ、 中には、 命を 賭けた 虐 
待に、 殺された もの も •尠 なくない との 
こと だ 0 

彼女 も、 此處で 血 まみ ルの 折 ®: を f け 
た。 掘 立 同然な、 ゴム 林の 赉 小屋で 殆ん 
ど 腰卷 一っに されて ^ 氣 味な 生傷の ため 
に 苦しみ、 總身は 次第に やっれて 行った 

*. の 5 よ き と .5 た /± 

彼女は 氣が 遠くな って 倒れて ゐた。 

無慈悲な 雇主 も、 到頭 我を折って、 i 
女を 再び 男に 戾 してし まった。 男は &つ 
て 今度は 場所を 替 へて 香港に 賣る ことに 
した d が この 船の 中で 獨りの 1 員から 此 
の 女が 賣られ て 行く ことを 知っ た 事務長 
は、 無 t 電信で 香港の 領事館へ 通知を し 
た。それ故に船が香1に人ると同時 ^ 1 
人の 男は 逮捕されて 危く 彼女は 救 はれは 
したが、 どぅす るすべ もな く、 今度は 自 
分 自身から 身を 賣ら ねばならぬ 當然の は 
めに 落ちた。 

『今更に なつて 思へ ば、 ー曆の 嚓あの 時 
に 死んで 了へ ばよ かった。 その 方が どれ 


ほど 幸福で あつたか も 知れ やしませ ぬ こ 
んな 世界へ なで、 妾は 生きて 來た のか そ 
れが自分に判らなくなって來るのです以 
間なん て、 生涯た つて 見なくて は f らな 
いものです ねえ』 


いて 了 ふので あった。 

『こ パな 世界へ 入らねば ならない やうな 
自分の 連 命であった のでせ う。 屹度そう 
なんです わ。 

お f . .tt A 1C 

そう 届 ふより 外はありません の、 男を 
うらんだ つて、 今と なつて は 仕方が ある 
ものです か。 

もう、 男の 事なん かは 何ん にも 考 へて 
はゐ ません けど、 死んだ 子供の 事を 思 ふ 
とた まらな くな つて 來る のです。 

それでも、 あの 子供は 死んで 幸なん 
です わ、 今まで 生きて ゐられ たら、 子供 
も 妾 もどん な 悲しい、 思 ひを する か 知れ 
やしませ ん わ』 

女は ヮッと 泣き伏した。 

六 1 


芨れ 狂へ る滿洲 お 諍 


六 ニ 


死の 淵から 救は れは しれが 

.あは  くる  主ん  I ぅ しづ 

哀れ 狂へ ろ 満洲 お 靜 

生れながら 呪 はれて ゐた小 村靜子 

賴 9 の 伯父 も 逝き •冷酷な 社 會の嚀 


ぼ は 


不幸を 一人で 脊負つ てゐる やうな、 本篇の ヒ 


ィン— 

C かのぢよ  生ん 丨 .う  しづ  いめう  と とほ  瓮んし う 

子、 彼女は どうして 滿 洲お靜 とい ふ 異名を 取って、 遠く 滿州 

の レた  ほうろうせ いく わっ っ丨 

の 野で、 痛ましい 放浪 生活を 續けな げれ ばなら なかった ので 

をとこ  うらぎ  こ>  やぶ  L やく わい 

せう か。 そして、 男には 裏切られ、 戀には 破れ、 社會 からは 

ほんろう  つい  あ忒 rl うぢよ  み づかし  みー0  い 

奔 弄されて 、遂には 哀れ 狂女と なり、 自ら 死の 道へ 急ぐ まで 

なみだ  含 はな  ひ を 

には、 淚な しでは 聞かれない 話しが 秘められて 居ります 。あ 

< こ じんせい あいわ  に ちじ やう さは〕 じ 

まりに も奇 しき 此の 人生 哀話を、 われらは 日常の 茶飯事と し 

. •»• たづ w- る t* i わたし つたな 

て 片付けて しま ふこと が 許される でせ うか。 今から 私は 拙い 

ふ.&  はこ  ち なみだつ )? か © — ,f んせレ  た .!: 

筆を運ばせて、血と淚に啜られた、彼女の半生を迎ってみま 


せぅ。 (渡邊 藤四郞 記) 

把を 影ぐ 尨 


ぼんし ゆん よ 

晚 春の 夜で ある —— 


緩やかな 馬 込 川の 流れが、 やがて 海へ 流れ込まぅ として、 
淡水と 鹽水 とが 戰 つて ゐる 川口から 少し 上つ たと ころに、 江 
の 島 橋と 云 ふ 木造の 橋が あ. る。 

その 橋の 上に、 最前から 悄然と 佇んで ゐる 若い 女が あった 
年齡は 二十 二三 か、 それとも 四 五 か、 無雜 作に 束ねた 髪は、 
，面を、 U る やうに 流れて 來る 風の ために 亂れ かけて、 水昌の 
やうに 澄んだ その美し い 瞳は、 ぢい つと 空虛の やうに、 川面 


を 凝視て ゐる ばかりで あつた* 
川べ りでは、 ひた、 


.と 寄せて ゐる 流れの 水 音が びち やと 

5 こ み ろ そら  づき  あは 

囁いて、 濃い 綠色の 空には、 うつ すらと したお ぼろ 月が、 淡 

> »> しづ  すゐ ..w  W S- や ^ 

い 光りを 靜かな 水面に きら^^と 輝かせて ゐた 。撒き ちらさ 

キ j いろ  SJL  ひか  2 i たた 

れたや うに 黄色い 星の 光りは、 まだ 冷たそう に 瞬いて ゐ た。 
A^ i りは K になく、 i か 1ふの_ から 黎 がーっ 纪 ぇる 


そと  ぅで 
し 黃$ 巡 ミ お あ 
て 色 《査 3 いる 
今 ミい が、 ° 
ま 笑 ^ 抱 S ど 
で ひきう 

淚ミ聲 ^起# し 
に K とこた 
營 U そん 
つ泣& うだ 
てきと！ 
ゐ聲 ^ し1- 
たと た 
ニ も 時 I 
つ 分 S 、 

のら 突き 
齡ぬ然 2 
はみ 奇 き、 

、妙 $彼 含 
俄は 女！ 

か 叫;; は 
にび ヒ 
ぎを ヒ 
らあヒ 
'げ： 

\ た； 

と Q ： 


『待、 待、 待て ッ！』 

齡ふぃ ー雜蒙 、あ 草の 懿に 隠れて 樣 子を胍 ためて ゐ山仏 巡 
貧は、 ^ さの やうに ¥取 く、？^ 後から 抱き止めた。 

『待て、 待て、 何を する の だ』 

避 於が しっかり 抱き止めた が、 それでも 女は 尙ほも 夢中に 
なって 身を もがいた。 

『死なせて 下さい、 死なせて 下さい、 私は 生きて ゐ るょり 死 
んだ於が|1|です、ぉ1ひです、このま\死なせて下さい』 
女は 囈言の やうに 口走った。 

『駄& だ、 いけない！ 死ぬ ほどの ことがあっ たら 云って み 
なさい』 

巡査は 孫を 愛撫す る 祖父の やうに 優しく 云った。 

『 』 

祭 一 っ た？、 霊 QiQ ^ l りに r だえ S たが 

やがて ワツ といつ たま、 橋の 上に 泣き崩れて しまつた。 そし 
SI 4 =11、 配し ^ § ?| ^ を航はせて& |? けたの 


だけで、 酿 皆は 鐵辦の やうな 銳 けさに 包まれ、 ぎ 氣味な 寂寞 
のうちに、 刻は 過ぎて 行った 0 
その 一、 ちょうど 舐 & « 視を妒 へて、 把 處を通 りか X った 
のはが北—査であった。 

『おや？』 

，の i 起まで 来た 時、 そこに 若い 女が 佇んで ゐるの を、 1 

つ 含 ひ 知 费 み で 含 

い 月の 光りで、 はっきり 見る/ j とが 出來 た。 

『投身 自殺ぢ やない かな？』 

縱齡の 麟ぎ には、 f とそん な纪獻 が ぎら り， 閃き， ぎた。 巡 
杳は 急いで 雜草の 蔭に 隱れ ながら、 一 步ー步 と 女に 近づいて 
r た。 

『矢張りそう だ！』 

巡査は“ の 中で 吱い た。 

橋の上に行んでゐる女 «:' 、今にも泣き出しそうな顏をして 
ゐ た。 いやもう 泣いて ゐるの ではない かとさへ 思 はれる やう 
な 悲しい 表 ぼ をしながら、 死人の やうに 蒼 ざめ た顏 でし よん 

ず 

ぼり 佇んで ゐたの である。 

何處か らか 拾って 来たの だ '^ う、 やがて 橋の 上に 置いて あ 
つた 小石を 五つ 六つ 袂© 中へ 人れ てから、 細 そ りした 身體を 
靜かに 起して 冥 目 合掌した かと 思 ふと ヒ ラリ 川の 中へ 身を 躍 
らせや うとした 0 


哀れ 狂へ 名滿洲 お靜 


六 三 


哀れ 狂へ* 0 滿洲お 靜 


六 四 


血走って 行った。 

巡 良は 餘りの ことに 些か 驚きながら、 この 酸し い 九 f ぢっ 
と 見守る ばかりだった。 

おも  <る  ちんもく  うち  をんなたレど  交す ぐ y u は げうさ ゥ 

重苦しい 沈默の 中に、 女の 態度は 益々 變り粜 て、 その 形相 

あく 含 ものすご  い 

は惡 鬼の やうに 物凄くな って 行った。 

49  あく  i あく 交 まへ 

一 『呀 ッ！ 惡魔！ Ma 魔！ お前 
は 惡魔だ 、恐ろしい Mf 魔 だ！』 

务然 、女は さう 叫びながら、 

いきな レ巡莶 に 飛び か i った。 

『おい、 何を す るんだ』 

巡杳も 一寸 面 喰 ひながら 女の な 

かた ラで  と 

片腕を ぎ ゆつ と捉ら へて しまつ 
た。 

わたし生んしう  し づ を' な'  おも 

『私は 滿洲 お靜だ ー女だ と 思 

な史レ き - i ね 言ち 

っ て 生 意 氣な眞 似を すると 承知 
しません ょ！』 

をんな ことば  か 

女の言葉は嚙みっくやうだっ 

た 。どうやら その 態度と 云 ひ、 言葉を 推してみ て も、 歡： <で 

じ 10» んさ  おも 

はない と 巡查は 思っ た。 

『精神病 ^ だな』 

じ ゆん さ おも 

巡査は そう 思って 


派手な 浴衣を 着て ゐる ことに 氣が っいた、 そして 締めて ゐる 
帶も 、二十 二三の 女が 締める やぅな 柄では なく、 十五 六の 小 
娘で なければ 締められぬ 眞赤な 帶だ った。 

『さア 、本署へ 行 くんだ』 

じゅ/ i 炙ん しう  しづ  い たんか  含 をん な よう ヤ 

巡 茶は 滿 洲お靜 だと 云って 啖呵を 切って ゐる 女を、 漸くな 

だめす かしながら、 本署へ 連行 
したので ある 0 

昭和 四 年 四月 二十 二日の 濱松 
新聞の 社會面 にこん な 雜報が 出 


てゐ た。 

二十日 午後 十一 時 頃、 濱松市 
外 五島 村 江の 島 地 先の 江の 島 
橋から 投身 自殺を 計っ た 妙 令 
の女を通りか、った濱松署：貝 
が 救助して 調べる と 愛知 縣寶 
飮郡牛 久保町 字 岸 生れ 小村靜 
子(室)といふ精神病者と判明 
留置 内で 滿洲 お靜だ と 豪語し 
暴れ 廻って ゐ るので 鄕里に 引 
，取 方 照 介 中 


をん な すがた み じ こうは づ 

ょくょく 女の 姿を 見れば、 時候外れの 


2C  -I  - 4r  く 3 L W 

誘惑の 魔手 


しづ  う无  は <. *» 5: をん ^ うしく！ < 31 ち さうた う 

お靜は 生れながら にして 薄幸な 女だった。 牛久保 町で 相當 


大きな 鐵エ 1 を 經營 して ゐた 彼女の 父は、 事業の 失敗と、 刑 
事被吿 人に ならう としたのを 悲嘆の あまり 狂人と なり、 やが 

し やく ざい のこ  かへ  ひと  ナう  げつめ 

て 山の やうな 借財を 殘 して 歸らぬ 人と なつてから 數ケ月 目に 
生れ & ちた のが ぉ靜で あった。 

しづ  う i 交 は i 亡 おき L f <ざレ 

お靜が 生れて 間もなく、 母 もまた その 脊負ひ 切れぬ 借財の 
記 荷 k 堪えかねて、 ひとり お 靜を殘 した ま气 夫の！ 一を 追 ふ 
て 行った ので ある。 

斯うして 孤兒に なった お靜 は、 叔父の もとに 十 何年 かを 養 
w< されて、 十四の 春小學 校を 卒へ たが、 貧しい 叔父の 家を 幾 
分で も 救け るた めに 附近の 鈴 村 製糸 工場へ 女工 稼ぎに 出な け 
ればな らな かった ので ある。 だが お！! は决 して 女 H になつた 
事を 恨み もせねば 悲しみ もしな かった。 孤 兒の 自分を 今まで 
親切に 養育して 吳れた 叔父に 對し 、自分は 身を 粉に して 働か 
なければ ならぬ と 思つ てゐ たので ある。 

. — そう1て、女エ生活の三四年が、夢のやうに過ぎ去っ 
て&った。 

やがて、 お靜も 人の 世の 情を 知り 初める 十八の 春を 迎へた 
その 頃から お 靜の 姿は、 めつきり 美し さを 增 して、 其 處此處 
の 異性の 話題に E る やうに なって ゐた P である 0 

お靜 もまた、 懷中 鏡を そつと 取り出して、 n ンバク トで 
輕く頰 や 鼻の 頭を 叩く 時な ど、 どうかす ると 自分ながら、 そ 


の 美しい 面を ぢい つと 眺め 入る とき、 笑ま しげな、 そして I 
とも 云へ ない 不思議な ょろこびが、 胸の 底から 湧き h o て來 

でき  仓 レし かう じ やう あま  含ょ 

るのを どうす る こと も出來 なかつ た。 製糸 工場の 餘り 淸らか 
でない 空氣の 中に あって、 今まで 堅く 處女の 誇 P を 守って 來 
た 彼女 も、 どうかす ると 云 ひ 知れない 物惱 まし さに、 胸が と 
きめく のであった 0 

異性に 割す る 或る 力は、 ぐん  < と强い 力を もつ て、 毀 ^.. 

つぼみ  か r 5 ょ こ 4 ろと 

蕾の やうな 彼女の 心を 解き ほぐそう とする ので あつた。 

その 間隙に 乗じて、 早く も 恐ろしい 誘惑の 黑い 魔の デは、 
靜かに 彼女の 身邊 〈忍び寄らう として ゐた。 

あ に 40 无うび 

それは 或る日 曜日で あつた。 

しづ  ふ/;®,  ゆうじん  しょ  ひ*  こう 含う び 明よう 

お 靜は 二人の 友人と ー緖 に、 久しぶりの 公休日を 利用して 
初夏の 新綠を 愛でながら、 ニ 川の 岩屋 觀音 附近へ 散策に 行っ 
た 0 

あ この 日 こそ、 彼女が 永久に 忘れ去る ことの 出來な い 
呪 ひの 一日であった。 

い たづら 好きな 運命は、 圖らず しも こ V で、 お靜と 不良 靑 
年 松 下 春 夫の 仲を 結びつけて しまつた ので ある、 勿論 彼女は 
春 夫が 歹良靑 年で める ことな どは 少しも 知らな かつた。 二人 
の， は 別段戀 愛關 係から 成立した のでは なく、 一時の 氣 まぐ 
れ 1 ^ から、 肉體 的の 關係 まで 結び付けられた ので ある。 


哀れ 狂へ る 滿洲が 靜 六 五 


六 六 

> ろ i ん L う 办 けつし ん 

擴 げやぅ と 滿洲へ 行くべく 决 心した のであった。 

^ —— o この^ 3 こそ、 やがて！^ が縱 はれ 艦ぃ どん底 

おこ  だいぼ  しよ し 、小. 94 よ」 

に落ち ^ んでゆく氣ー #1 であらぅとは知る由もなく彼女は 


哀れ 狂へ る滿州 お 靜 


それからと ik ふ もの、 戰だ は每 夜の ゃうに お 靜と會 っては 
^ 仏を 『貝ふべく纪仏してゐた。 

『ね、 i ちゃん、 も 詬 した 1 り、 滿齡へ t 打けば 樂 をして 
うんと§かる仕事がいくらもあるから一緖に行かうぢやない 
か、 こんな 齡齡 しい 啼地に 鹿 たって、 汗水 流して 僅かな 金し 
か 儲からぬ から 詰まらぬ ょ』 

『でも^! には ^ 父さんが あるんで す もの、 そんな 勝手な こと 
は 出來な いわ』 

『そんな こと •ふ もの かね、 人の ことな ど考 へて ゐれ ば、 一 
1! 1 b かぶ 喊は ない ょ、 え、 い、 から 决、 仏して 滿洲へ 行かう』 
載だは いろ^^とう まいこと を遞 ベて、 お靜を 滿洲へ 連れ 
13 そうとした ので ある、 樹が どうして こんなに お靜に 滿洲行 
きをす、 める の だら うか、 勿論 そこには 恐るべき 大きな 陷穽 
が あるので あった。 

だがし かし、 まだ 初心な お 靜に は、 到底 彼の 心の ^ 底を ま 
で纪ず くだけの?^ なかった。 I 洲へ ゆけば、 まるで 寶の山 
でもあったり、 ^| んでゐて齡でも儲かるやうなことを春夫か 
らいろ-^^! される と、 あれほど 紀父か ひの 孩女 も、 何だか 
配 滿へか つてみたい やうな^! にさへ なって 行った ので％ る 

それ. ffA ら， くし n 41 F 誘は ^ る 4 、に、 1 

しい 故鄕と 別れ、 叔父を 捨て、 新ら しい 天地に 思 ふさ ま 翼を 


i ぎ ^ って 1 へ g った q で—。 

V」 ん藤 生活 

『あ- v、 ici された！』 

II ょの ぎっぃた齡は、もぅ齡に鍵かった。ー千五ひ 1 "と 
いふ 1 ^で、 _Qf る , ^4 に 賢り, されて ゐ たので ぁ 
った。 

，はぉ nff ばし、 齡を鬆 った ま X そ Q 影を 絕 

つてし まつた ので ある 0 
『惡 魔！ 嘘っき！』 

ぉ 齡 は歡 •船の 數貧！ 3 にう ごめ きながら、 自分を 裏切った 
1 ^ を、 どんなに 憎、 んだ ことで あらう o い くら 罵っても、 い 
くら呢 っても 心の 傷は 癒えなかった。 

そうして 獻 ましい Mtn に 狐 お 1と_ して、 どん 
翳 ^ 一 f とぃ ふ P が |"れ系った" 

jAJ 「 ) て^^る ーコ ■ 1 

ぉ |-: || に、 #^ ^1&三とぃふ若ぃ 4: ^ がぁ ^ 0ぉ 
歡は齡三を ^ &た8 ^ どうした||かーズひ知れなぃ懷かし 


い 感情で 胸が 一杯に なった のに、 自分ながら 不思議に 感ぜず 
には ゐられ なかつた 0 

一面識 もない、 そして 名前 さへ处 らな いこの 日本 靑年が 、 

いん « <っ  fer  き せいくわっ  じ ズん  み こ、 ろ ナく 

淫魔插 に 爛れ 切っ た 生活を して ゐる 自分の 身 も 心をまで も 救 
ひ 清めて 吳れ るので はない かとさへ 思へ た。 

その 夜、 お靜 は淚な がらに、 

この 青年に 過去の すべてを 訴へ 
たので ある。 

『もう 私は 永久に この どん底 生 
活の 中に 押し込められて ゐなけ 


れば ならない のでせ うか 。私は 
明るい、 ほんとうに 生 甲斐の あ 
る 社會に 出たい のです。 だが そ 
れは 許されない のでせ うか…』 
お 靜は堪 まらな く 悲しくな つ 
て、 陽 三の 前に 俯つ 伏した ま i 
激しく 咽嗚 した 0 

しん ばい 


かん H 


黑 1 から f 泥って、 g るぃ 繫ぃへ街び -11| るととが馭 
るの かと 把 ふ士 .、_ かった 漱が Q ベ ^ 、 _の雜 りに 挺した 

あか  穿げ う ^ r 

やうに ^ るく 希望に 輝いて ゐた 0 

聽 L て靈 の 十 ざの 繇 には、 千 五 鼦， S: !! を 1 って 

产う  しづ  ぜ /)しやく -* んはら  あんこく' A 《 すく  ミ 

陽 三は お 靜の前 借金を 拂 つて、 i 日黑 街から 救 ひ 出した ので あ 

る 0 

か r 含く わい  しづ  ，う 

斯うした 機會 から、 お 靜と陽 
三との 間には 美しい 霞の 銳麥が 
吹き出し、 やがて 奉 天の 郊外に 
愛の览を築いて、夢のやうに樂 
しい 幾 ヶ月が 流れて 行つ た。 

とつ ビん 


或る日の 午後、 突然、 陽 三は 
SI 1; 疑し f して 襲 船 に 1 
された。 

幸福に 醉つて ゐた お靜 は、 こ 
の 突然の 出來 事に どんなに M ろい 
たことでぁらぅ、だが彼女は何處までもぼ三を齡じ切ってゐ 


え 心配はありません、 十日 間 待って 下さい、 きっと 私 
は ^ を 持って、 貴女を 救 ひに 參 ります 。』 

若い I! 円 年は、 1 W い 一 k 葉を 殘 して!：！ 去った。 

お靜は 心から 喜びに 胸を 躍らせた、 十日 經て ばもう この 1 

哀れ 狂へ ^ 滿洲お 靜 


た '0 

『今にき つと 疑 ひが 晴れて, さ a る だら ぅ』 

tsr :I ぉ *\. > けふぁナ  やう  かへ £ 

彼女は そう 潛つ て、 今日 か 明日 かと 陽 三の 歸 りを 待つ てゐ 
たが 三日 經てど 五日 過ぎ やうと も 把 還され なかつ た。 


六 七 


哀れ 狂へ S 滿洲 ぉ靜 

それ も その 害で ある。 

陽 三は お靜 を暗黑 街から 救 ひ 出す ために、 富豪の 邸宅へ 忍 
び込み、金庫を破って千五百圓の現纪を奪った眞犯人であっ 
たので ある 0 
『鳴 呼 』 

それを 知った 時、 お 靜 は# 福の 絕頂か ら 、又 また P 幸の ど 
ん 底へ 蹴落と されなければ ならな かつた。 

『私は 何とい ふ 不幸 者で せう』 

もう 彼女は、 どうしたら ょいの か譯が 分らな くな つてし ま 
つた o t のま i 死んで しま ひたいと 思つ た。 それから それへ 
打續く 悲しみに、 彼女は 只 泣く ょり 外にな かった。 

な な.  が， *. ん t あと 

泣くまい泣くまいと、ぢつと我慢しやうと思つても、後か 
ら後 からと 淚が こみ上げて 來て堪 ぇられない、 悲しみの 中に 
身 も 心 も 浸す ばかりであった。 

『もう、 どうに でも 勝手に なれ！  J 
淚に孺 れた顏 を あげて、 捨鉢 的に 齡对は 嘴んだ。 
それからの 彼女の 心は 荒み に 荒み、 彼方から m 方、 虹 方 か 
ら P へと、 紀 1 . 11 "1 1 |から_1へと鏺ひ龄 

いて ゐ た。 

i^ IL や ^ 斯うみ え， て も 滿洲ぉ 靜だ よ。 お前たち の やうな 
唐變 木の 自由にな つて 堪ま るかい！』 


六 ^ 


たん > 


お靜は 至る ところで 啖呵を 切つ てゐ た。 

三 四 1 、彼女の 姿は 滿洲の 彼方此方に 現 はれた が、 今年の 

ぐ わつ ごろ № 1 わか 

一月 頃から、 ぶつ i り その 行方が 分らな くな つてし まつた。 

交ん しう  しづ 

『滿 洲お靜 はどぅし たんだら ぅ』 

『一 體何處 へ隱れ てし まつた の だら ぅ』 

人々 に そんな 噂を 立てられて ゐる 頃、 彼女の 姿は 突然、 生 

こ けう  あ. S -S けん  うしく ぼ 交ち  あら 

れ故鄕 でぁる 愛知 縣の 牛久保 町に 現 はれた ので ぁる。 


11-  k て *.4- 

お 靜の發 狂 


わた し 


『叔父さん、 どうぞ 今までの 罪は 許して 下さい、 私は 初めて 

i よ ゆめ  さ 生じめ  はた 6 

迷 ひの 夢から 醒めました、 これからは 眞茴 目に なつて 働き ま 
す』 

翻 1 改悟した お靜は 叔父の 家で 泣き崩れて ゐた 、彼女は 滿 
洲で 放浪 生活を 續 けて ゐる中 に、 偶々 懷 かしい 故鄕 のこと や 
紀父の 姿を 思 ひ 出した のであった 。そうして 今、 過去の 一切 
を 忘れて、 叔父の 家へ 罪の 許しを 乞 ひに 來た ので ある。 

『いや、 儂は 許す も 許さぬ もない、 お前 さへ 眞 面目に なつて 
吳れ たなら、 それが 何よりの 喜び だよ』 

叔父は 何時もの やうに 親切だった。 

それから お靜 は、 生れ 變った やうに、 心を 入れ替 へたが、 
社會は 何故か 彼女を 遇する に 冷たかった。 


『お離さん が歸 つたんで すって ね』 

『1 洲 あたりを ごろ 付いて、 い X 姐 k rc なった そうです よ』 


『うっかり 范； | ひも "出% ない ね、 t しろぎ 洲 仕込みの 繫腕だ 
らうよ』 

pr M の 人々 は 早く もこん な 諸し をす る やうに なつて ゐ た。 
滿 , を 放浪した 女 —— た \: それだけの理由から附近の人々は 

ぉ ifeQ ぁばずれ 容 觀し て、 ii VI II する 恝 はな 

かった。 

折角 眞面 目に ならう とした お靜 は、 その 言葉を. 耳に した 時 
どんなに 冷たい 人の 世を 呪つ たこと であらう。 

と L なみ 


親しむ やぅに なつてから、 どつ と 床に 就いた ま 

ぢ 5 たい 


寄る 年波に、 加えて そぅした 噂を 苦に 病んで、 叔父は 藥に 

X、 起き 上る 

とも肚來ない重態に路づてしまつたのでぁる。 

『お 靜 、お 靜』 

« 乂 II し ^ で、 羅 s f s を K ぇて ゐたぉ 齡を 

がんだ。 

『お 靜、！ I はもぅ 到底 救から ない。 だが 儂が 死んで から も お 
前は 決 っ して 悪い 道へ 踏み迷つ ては ならない よ、 え、 い-' かい？ 

必ず 正しく 生きて ゆ くんだ よ ぢや 、さよなら J1 

靜かに それだけ tw ひ 終った 叔父は、 兩眼を 閉ぢ て、 從容と 
して 死に 就いた。 


『% 父さん、 叔父さん、 しつ かりして 下さい』 

お 靜がい くら その 枕元で 泣き叫んでも、 叔父は もう 永久に 
歸らぬ 人と なつて ゐた。 

『まア 、お靜 さんが 狂人に なった ね』 

『 « 統で すょ、 叔父さんを 返せと 家の 中を 飛び 廻つ てゐる そ 
うです ょ』 

^TQ sl i り、 ぉ i l^ r & ^ きな ショック— っ 
て、 歡に挺 A?; となって しまったので ある。 何處 とて 賴る處 も 
ない？ 私れ な鸪釕 お 鼷 は、 がに 任せて 彷徨 ひ！^ てゐた 0 

『船し ゃ黯ぉ i だ、 ^ ! 默 r する がぃ、！ 數裂きっ 

と 恨みを 晴らして やる から 覺 えて 居れ ツ ー』 

議、 §1 松歡1 1 の 1: 置 |^ 时から、迄 ^ びが、ぎ 

靜 けさを 破つ た 0 

『おい、 靜かに 寢 なければ 駄目 だ』 

» 取が, そうな 眼を こすりながら 注意した。 

『1 ッ！ mk だら ぅ。 H んで H んで H み I して ぞ』 
そして ヒヒヒ …… と 薄 氣味惡 く 笑つ た。 

il A li 、 ん is ふ、？ る變 虻の 岘 び 

とも 思 はれた 0 

聍 くして 留置場の 夜は 更けて ゆく —— o 


哀れ 狂へ ^ 滿洲 ぉ靜 


六 九 


闘牛に 賭けた 戀 


w うぎ う 力 

鬪牛 1: 賭け /: 


合歡の 花唤 く惱 やましい 初夏の 夜 —— くわしく 云へ ば 昭和 
三年 七月 五日の 夜 —— 新 潟 縣東頸 城 郡 下 保 倉 村の 保 倉 川の 川 
堤に 人 待顏に ぅづく まる 靑年が あった。 

逢 ひに 來 て吳れ るで あらぅ 女の ことを 思 ふと 彼はぢ つと し 
ては 居られぬ 程に 戀 しさが ひしひしと 魂を 嚙むの であつ た。 

待たる、 ょり 待つ 身になる な と、 いふ もどかし さに 川 

面を 見る と、 いっの 間に か 昇った 二十日 月が 川 水に 砗 けて 居 
た 0 

『あなた 』 

やさしい 聲 —— 振 返へ ると、 月見草 唆く 茂みの 中に 花の精 
かと も 思 はれる 娘が 立って 居た。 

『お 。お 道さん』 


七 0 

戀 S 雲 S 

青木  純 ニ 

男の 聲は 喜びに ふるへ て 居た。 

『ずぃ 分 待って？』 

女は 美しく 笑っ た。 花びらを ニ 枚 押し あてた 樣な 唇から 溢 
れた眞 珠のや ぅな 奇麗な 齒が 月光に きらり と 光った。 
『そんなに も 待ちは しな かつた けど』 

男は 惚れ惚れと 女の 顏を 見た。 

『早く 出て 來や ぅと 思っ たんだけ ど』 

女は 男の 傍に 寄 t 添 ふ。 

『あんまり 來ない から、 今夜は 逢へ ない のかと 思つ たょ』 
『でも、 でも、 わたし 逢は ないで は 居られない んで すわ』 

お 道の 熱っ ぼい 息が 男の 頰に 燃えっ いた。 男は いきなり 女 
の 手を ぐいと 握りし めた。 

『ょく 家が 出られた ね』 

『こっそり 裏口から 逃げて 來た の』 

戀なれ ば こそ 大膽 になった 女の 心だった。 


男は 木 村 富 次郞 といって 村で も 相當の 地主の 一人息子で あ 
る、 女 も 矢張り 地主の 娘であった。 

彼らの 戀は 去年の 夏— 人々 の 血を 湧かす 鬪牛の 日から 成 

立した 0 

そして 二人が はじめて 人の 世の 狂 熱と 激動との 一ばん 美し 
く 一ばん 暗い 渦卷に 身を投じて、 すべてを 超越した 心 靈と心 
靈と が、 身體 と身體 とが、 永久に 永遠に 結びっいた のは 秋 祭 
りの 夜 川原に 野菊の 花唤く 頃であった。 

『いっ 迄 も、 いっ 迄 も、 可愛 ゆがって 下さいね。 死んでも 夫 
婦ょ …… 』 

その あとで お 道は 男の 膝に もたれて おどおどして 半分づ つ 
言葉を 咽喉にから ませて 鮮やかな 險に 透きと ほった やぅな 淚 
を、 ほんた ぅに 綺麗に 可愛 ゆらしく 浮べて、 囁いた ので あっ 

た。 

その 心 持は 云 ふ 迄 もな く 男の 心 持で も あった 。二人は、 こ 
れから 一生を かう して鎚 りついた 儘 送る ほかは どう 考 へても 
道がない やうに 思 はれた のであった。 


その 夜から、 二人の 小さな 胸には 望んで 居た 歡びを 時に よ 

鬪牛に賭けれ戀 


ると 大 へんに 怯々 と、 時に ょると 大 へんに 大膽に 十分に むさ 
ぼり 馴れる 逢引の 夜が っ M いた。 彼らは すべてを 忘れて 燃え 
さかる 戀の 火焰に 身を投じた ことで あつた。 だから、 末には 
必らず 夫婦に なり 得る ことを 信じて すこしも 不安に 思は なか 
った。 

だが 1 若き 人の 夢を 破って 黑い 魔の 手が 延びた ので ある 
それは、 村の 地主の 大 月久吉 とい ふ 男であった。 

彼 も お 道を 慕 ふた， そして、 結婚を 申込んで 來た 、もし、 
嫁に 吳れ なければ 死んで しまう とい ふ 程に 熱心で あり 眞劍で 
あった a 

娘に 戀人が あらう とは 夢にも 知らない 親 達は この 上 もない 
良緣 だと 思った ので 娘に 結婚を す X めた。 

お道は、た ^ 惱んだ I しかし、 結局は、 彼女の 心は 富 次 
郞 一人に 注がれて 居た。 だから 死んでも 承諾し ない と决 心し 
た。 

戀は 女の 生命ょりも 尊い。 戀の 前には、 親 も 家 も 金 もない 
た ^ 、 戀 人との 堅い 誓 ひが ある 許り だ。 

その 夜 彼女は こうした 决 心を 抱いて 最後の 相談を する ため 
逢った ので ある。 

『お 道さん、 緣談 はどうな つたの』 

男は 女の 顏を 見据袅 乍ら 云った。 

七 一 


闘牛に賭けた戀  七ニ 
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『い V え 1 あなたの 持 牛は 强い 牛でした ね』 

『あれは 自慢の 牛 だ。 しかし、 もう 牛には 用が なくなっ た』 
『わたし 考へ たの。 親 達に、 あなたから 結婚を 申込 まれた と 
も 打明ける わ。 あの人から も 1 二人の 男が 爭 っ て 居る、 わ 
たしは、どちらでもい、から、それをきめるには、牛が勝つ 
た 方に 行く と 云 ひませ う。 きつと ゆるして 吳れる わ』 

男は しばらく 考 へて 居た o 彼の 顏は 見る見る 輝いて きた。 
『成程、 それは い i 考へだ 。わたしの 牛は きっと 勝っ。 あの 
男の 牛に なん ぞ 負けは しはい、 そして、 わたしは 勝利者に な 
る ことが 出来る ぞ』 

『わたしは 晴れて あなたと 結婚が 出来る わね I 』 

『だけど —— 萬々 一 負ける やうな ことがあつ たら』 
f 覺悟 はして 居る わ I でも、 勝って 下さいね』 

『勝っ、 きつと 勝っ、 わたしの この 思 ひだけ でも 勝って 見せ 
る』 

彼等は た ^ 前途の 光明の みを 感じて 堅く 抱き合 ふので あっ 
た 0 

やがて —— 

鬪牛の 日は 近づいた。 

單 調な 農村の 人に とっては 年 一度の 唯 I の樂 しみで あり 競 
技だった。 

闘牛に 賭けた 戀 


ことに、 今度の 鬪牛に は 富 次郞に とつても 久吉 にと つても 
戀を かけ、 生命を かけての 勝負で ある。 

富 次郞の 持 牛は 近 村 一と 呼ばれる 自慢の 强い 牛であった、 
彼は 鬪牛の 日が 近づく と共に 生卵を 喰は せたり、 鷄 肉を 與へ 
たりして 元氣 づけた。 

『勝って 吳れ ろょ、 い、 か、 俺と あの 女の 生命が けの 勝負 だ 
からな』 

牛の 脊を 愛撫し っ-- 勇氣づ けた。 

(四) 

人々 の 血を 沸かせる 闘牛の 日は 來 た。 

空は 紺青に 澄んで 强烈な 夏の 太陽が 照り 榮 えて 居た。 

富 次郞は 晴れの 戰 場に 赴く 牛に 酒を 興へ た、 それは 勝負の 
勝を 祈る と共に 牛の 鬪爭 心を 煽る ためで も あった。 

『しっかりやつて吳れょ、きっと勝つて吳れょ』 

彼は 勵 ました。 

『富 次郞 さん 迎 へに 来た ぜ』 

『お前の牛が勝っにきまって居る、これ程に强い牛はめつた 
にないから な』 

『對 手が どんな 牛を 持って来ても 大丈夫 だ ぜ J 
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『前 祝 ひだ、 祝 ひませ う』 

人々 は 集まっ て來 た。 そして、 牛舍の 前で 祝 盃を ぁげた。 

やがて 一齊に 起る 萬 歲の聲 と共に 猛牛は 赤い 鉢卷 姿も舆 ま 
しい富次郞に引き出されて、晴れの戰場へ、富次郞とお道0 
生命を かけた 戰場 へと 歩き 出した、 人々 は、 富 次郞と 同じ 色 
の 鉢 卷姿も 勇ましく その ぁとに 續い た。 

場の 附近は 黑山の やうに 見物人が 集まって 今日の 勝負を 待 
ちかまへ て 居た が、 彼らの 姿を 見る と、 一齊に どょめき 渡つ 
た 0 

『立派な 牛 だ』 

『强 さうな 牛 だ』 

『きつと 勝つ だら う』 

『なにしろ 今日の 勝負は 人間の 緣談が 賭けられて 居 るんだ か 
らな』 

人々 はこん な 噂を 交しっ- •猛 牛に 萬 歳を 叫び かけた。 

戀人と 自分の 運命の 决 する 日 —— 

お 道は さっきから 心臓を 波打たせつ X 人々 の 中に 交じつ て 
居た。 

彼女は 戀人の 勇ましい 姿、 曳く 牛の 猛 々しい 有様、 人々 の 
噂を 見聞す ると、 さすがに 嬉し かつた。 

きつと 勝つ！ 彼女は 信じた。 


群集の 歡呼の 聲に 迎えられて 這 入って 來た 富次郞 は、 その 
人 群れの 中に 戀しい お 道の 姿を 求めた。 

ふと、 美しい 姿を 認める と 思は ず 微笑んだ 女の 眼は 彼 

にどう ぞ勝っ て 下さいと 叫び かける やうに 燃えた。 

『青が 來 たぞ！ 』 

『久吉 の 牛が 來 たぞ！ 』 

『なんだ、 小さな 牛 だな』 

『あれ ぢや 、勝負になる まい』 

人々 は どょめいた。 そして、 ーし きり 人 群が 動いた かと 思 
ふと 久吉も 又靑い 鉢卷も 雄々 しく 牛を 曳いて 場內に 這 入って 
來た 。しかし その 牛は 骨格の 小さな あまりに 貧弱な もので あ 
った。 

群集は 思は ず 嘲笑した。 

富 次郞は 期待が 裏切られた やうな 氣が した あんな 牛なら、 一 
突き だ！ と 安心した。 

お 道 も、 その 牛を 見て ほっとした —— 戀人は 矢張り 勝っ の 
だ！ と 思 ふと 嬉し かつた。 

久吉と 富次郞 はふと 顏を 見合せ た。 暫くは お 互 ひに 脫みあ 
った。 彼等は、 牛を 闘は せる 前に 互 ひに 憎惡 と、 妬みと、 反 
感と の愛愁 の鬪 ひを 心と 心に 演じて 居る の だ。 


(五) 

應援の 若者 達は 靑と 赤との 鉢卷で 色分けを して 二手に 分れ 

た 0 

審判員は 戰ひ を合圖 した。 

久吉 と、 富 次郞は 牛の 鼻木を 握って 鬪爭 舞臺の 中央に 進み 
出た。 

見物は 片づ をのんだ。 

應援の若者達の胸は躍った。 

お 道は 戀人の 牛の 勝利を 神に 佛に 祈った。 

久吉と 富次郞 は， 戀を爭 ふ 前の 悲壯 なる 感激に 身を 戰かし 
た。 

—— さぅ して、 暴風雨の 前に も 似た 底 氣味惡 い 沈默が 暫く 
人々 の 上を 襲った。 

亢奮し きった 牛と 牛とは 睨み合った。 猛り 狂った、 瞬間、 
双方の 呼吸は 合致した。 

『や ツ！』 

懸聲だ ！ 

一齊に 鼻木は 拔かれ た、 と、 牛と 牛とは 勢 ひ 凄まじと くつ 
とつと 突進して がつ しりと 角を 合した。 


『赤 負けるな』 

『靑 しつ かりし ろ』 

應援が どつ と ぁがつ た。 

おぅ！ 富 次郞の 戀を かけた 牛は、 大きな 黑い 眼を 爛々 と 
光らせ づ^肉0盛り上った四股に大地を踏ん張 0 てた 3: 1突 
きと ばりに 久吉 の戀を かけた 牛に 向つ て 凄まじい 勢で 躍り か 
かつた。 

應援隊 の 若者 連は 牛の 側 にっき 切りで、 

『 それ 今 突け！』 

『橫 だ！』 

『眞 IE 面 だ！』 

聲を嗄 して 盛んに 叫號 する。 

牛と いふ 動物は、 鈍感に 見える けれど、 なかなか さぅ では 
ない。 應援の 言葉に 從が つて 右から、 左から、 正面から、 な 
かな か 敏捷に 突き まくる の だ。 

その 『角 さばき』 とい ふの がまた 相撲の 四十八手の 使 ひ 分 
け以上に複雜で面白い。喧嘩の長いの忙なると四時間も要す 
る、 鮮血 滲み 稀には 突き殺されて 了 ふこと が ある。 

さて，一 *o 

富次郞の持牛が久吉の持牛をた \: ー突きと凄まじく突きか 
i ろうとした 0 
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(六) 


『それ 負けるな』 

『しつ かりやれ！』 

靑の 應援 者が 絕 叫した。 

と、 小さな 身體で は ぁるが、 久吉の 牛は 敏活だった。 體を 
返す かと 思 ふと、 さながら、 狂つ たやう に 對手に 向って 突き 
まくつて ゆく の だ 0 

見物人は 思は ず どっと 歡聲を ぁげた。 

お 道は もう 氣が氣 でなかった。 

富 次郞は 血走った 聲で 
『突け！ 突け』 と 叫んだ。 

その 聲を 知っ たの か 午は 猛然と 對手に 突進した、 角と 角と 
は 火を 發 する 程に 相 接した。 そして 血の 爭鬪 は續い た。 

けれど、 久吉の 牛は た r 狂っ たやう に 突き まくった。 流石 
の 富 次郞の 牛 もこれ に 面 喰った のか 逃げ腰に なった し 
『今 だ！ 今 だ！ 突け！』 

おう、牛はた 4: 突きまくる、突きまくる、富次郞の牛は血 
み どろに なつて 敗衂 した、 すでに 勝負は 决 しやう とした。 
『小さい が 强いぞ ！』 

『恐ろしい 牛 だ ぞ！』 

人々 は 思は ず 歡呼の 叫びを あげた。 


その 時で ある 1 

鬪ふ 牛のと ころに、 さながら 飛ぶ やぅに 走つ て來た 美しき 
娘が あった。 

『あっ！. 危ぃ！ お 道！』 

思は ず 人々 が 叫んだ 時、 彼女は 戀 しき 富 次郞の 牛に、 ふく 
ょかな 胸を 突かれて、 溢れい づる 血に 染 りながら 倒れた。 

『おぅ！ お 道！』 

富 次郞は その 瞬間！ いきなり 自分の 牛の 角に 胸を 貫いて 
血に ひたって 倒れた 女の 身體の 上に、 ばったりと 倒れて ゆっ 
た 0 

『あなた！』 

『お 道！』 

彼らは 犇と 抱き あつた。 

戀に 死んで ゆく 歡喜 と、 永遠に 鎚 りっいて ゆく 幸福と を感 
じあって 死の 接吻を 交した、 そして、 溢れる 赤き 熱き 戀の血 
に ひたりっ i 冷たくな って ゆく。 

人々 は 悲壯な この 有樣に 言葉 もなかった。 

だが 1 次の 瞬間！ 彼らは 更に 驚くべき ものを 見た ー 


それは 二人の 生命を 奪っ た 牛は 猛然と して 久吉に 躍り か X り 
彼の 胸を 突き 貫いた ので ある。 

更に 次の 瞬間！ 彼等は 久吉の 牛は と 見る と 勝ち誇って 居 
た 牛は 血を 吐いて 死んで 居た、 興奮させる ため 毒 藥を與 へて 
居た ので ある。 

太陽は 强烈に 照る。 

戀の ために 死んだ 人々 の 屍體の 血に、 その 犠牲と なった 
の 屍體の 血に 赤く 赤く 燃えっ いて ゆく。 

そして、 富 次郞の 牛は 鬪爭の あとの 疲勞 のた めか 主人の 屍 
體の そばに 寢そ ベって 居た。 

緊張と、 怒號 と、 興奮から さめた 人々 の 世の 戀の 哀し さに 
尊 さに 淚ぐみ つ X いつまでも 惡 夢を見る やうに、 その 戀に死 
んだ 人々 の 流した 赤き 血の 色を 見っめて 居た。 

群衆の 誰 一人と して、 もう 聲を 出す 人はなかった。 久吉の 
方の 盛援の 人 も、 富 次郞の 方の 盛援の 人 も、 みんな 聲をの ん 
で 了つた。 その 場の シ ー ン は、 餘りに 傷々 しく、 そして 餘り 
にも 尊う としく、 只 人々 は片 唾を 呑む ょり 外はなかった。 

機せ ずして 起った この 慘事 には、 誰 一， 人 驚かぬ はなかった 
夕暮れる 頃、 三ツの 棺は 、この 闘牛場から、 人々 の 沈默の う 
ちに しず  < と 運ばれて 行った。 

お 道の 兩 親は、 狂人の やうに なって 泣き叫んだ。 だが、 誰 


一人と して、 お 道の 兩親の 悲しみに 同情す る 人は なかつ た 0 
お 道の 兩 親は、 人.々 の 罵聲の 中に、 一人 泣き叫ばねば なら' 
かった。 

『あれ見ろ、あれがお道の兩親なのだ、人の生命を牛に賭け 
させた あれが 兩親 なの だ。 お 道が 死んだ とて 泣き叫ぶ 事は あ 
り やしまい o 

それほど、 始めから、 あ V して お 道が 死んで までと 覺 悟し 
てゐる ものを、 わざ-^ 牛に 勝負させる 事は ねえ じ やない か 
男の 心を もて あそんだ 罪な の だ 今日の 事は 當然 0 事なん だ。 

みんな、 誰も、 ぅっち やって 置け、 天の 裁きが 當然 なの だ 
から』 

人々 は、 泣き 狂 ふ お 道の 爾 親を、 闘牛場に 置殘 した ま-、 
三々伍々と散ってゐった。お道の兩親は何處と云ってょりっ 
く 島 もな く、 廣い廣 い、 鬪牛 場の 中を、 恰度、 あの 牛の 荒れ 
狂 ふやぅ に 荒れて ゐた。 

星が キラ {とまた たき 始めた。 村には 平和な 夜の 幕が 降 
りて 来た。 村の 家々 には、 何處の 家 も、 今日の 話で 賑はっ て 
ゐた 。いや、 若い 娘 達は お 道に 同情し、 若い 男 達は、 久吉に 
そしで 富 次郞に 同情し、 年老 ひた 父 や、 母 達は お 道の 兩親達 
に 同情す るので あった 0 
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IL SI 中 か 磐 V 翌 で _¥ふ齡が 

あった。 明治 三十 四 五 年頃の 事で ある。 
長 1 ロは 犬の 酒呑みで、 それ こそ 朝から 晚 
まで 酒び たりで ゐな けば 我慢の 出來な い 

P。 

從つ て、 こんな 事から、 長吉は 、 

た 金は、 みんな 呑んで 了 ふとい ふ もので 
.生活は 餘り 1 ではなかった。 

S や ゥ考 s 1C ようば  くら  くら 

長吉の 女房が お倉さん、 この お倉さん 
f? 王！^ 行で、 附近で も 評 1 が 者で それに 
まあ 大工の 女房と しては 申 分 もない 位の 
美人で も あった。 

『ねぇ、 ® さん、 私 1 i にお 齦は 濉をず む 


* を 

のんきな 父さん 蒼くなる， 

みすが め ぅへ  ざ IX ぅさい 

水 甕の 上に 坐す 亡妻 

實は狸 •狸 出から 1 ボ酒 


なでは ない が， ごらんな、 家の 中 もこん 
なに 苦しい 生活 だし、 それに お前 そんな 
に 呑んで ばかり ゐて は身髖 に 毒 だから 少 
しは 働いて おくれでは ないか』 

眼に 淚を 浮べて、 お倉さん は 云 ふので 
あつた。 が、 P 呑みの 常で、 女房から く 
さく さ 云 はれ 》 ば、 云 はれる で、 また ^t 
にさ わつ てが ぶ-— 呑まねば 承知し ない 
と 云 ふ 按配 だ。 

長吉は 、全く 好い 腕を 持って ゐ た。 他 
人の 及び もっかぬ 腕を 持って ゐた 。が、 
こんな わけで、 てんで 仕事は しなかった 
女房の お倉さん は、 亭主に なんと 云 はれ 


ても、別に腹を立てるではなく、較主の 
身を 思 ひ、 身を 思 ひ、 それが 困 じ 困 じて 
可愛 想に、 どッと 病の 床に つく やうに な 
つた。 

病の床に就いても、お倉さんは亭主の 
身 ばか リを 念じて ゐ た。 

『ねえ、 殊によ ると、 今度 こそは 私は も 
う 駄目 かも 知れません 。な あに 先き に ゆ 
く 私は i りはありません が、 只 心配な 
のは、 あなたの お 酒です。 

お 願 ひだから、 お 酒は やめろ と 云 ふの 
ではない が、 どうか 分量を きめて 呑んで 
下さい ましよ 0 


ね、 そぅしない と、 あなたの 身に 毒で 
すから、 どぅぞ お 身體を 大切に して 下さ 
いまし ょ、 ねえ』 

枕を 淚 e ぬらして、 お倉さん は 意見す 
るの だが 駄目、 全く 糠に 釘で、 とんと こ 
の 意見は 利き目はなかった。 

『ゥン、 俺が 身體 で、 俺が 呑む Q に 何も 
不思議は ねえ ぢゃ ねえ か、 チッ 、そんな 
餘 計な 心配なん ざ あする には あたらね え 
t 

自分の 頭の 蠅でも 追っぱら ふの が宜ぃ 
や、 俺が 酒を ゃめて 了っ たんでは、 なん 
の 必要が あって 生きて ゐる もの ゃら 全く 
見當が っかな くな って 來る じゃあね え か 
粦 面白く もね え』 

『あれ、 お前さん、 だから、 すっかり 滔 
を やめて 了へ と. 云 ふので はありません ょ 
ねえ、 それでも、 妾の 生きて ゐる 間は、 
私は 憎まれながら も、 介抱す るんだ けれ 

ん、た、た、1が心がらぉ舶さんを :^: 嫩 
水 甕の 上に 坐す 亡妻 


する ものが ある もの か』 

さめ^-と 女房は 泣いて 訴へ るの だが 
亭主の 長吉は 、とんと 問題には しな かっ 
た。 ぶいと 何處へ 行く とい ふので もな 
く 重い 病人 一人を 置いて 出て 行って 了っ 
た 0 

『あれ、 お前さん、 お前さん、 よう 何が 
氣に 入らない のよ、 ねえ、 お前さん、 私 
が 惡か つたなら ばあや まるから 家に ゐて 

<だ 

下さいよう 。よう 0 

お前さん、 私が 惡か った、 惡か った、 
どうか 家に ゐて 下さい やう、 お前さんよ 
う。 あ X、 まあ、 何處へ 行く とい ふの だ 
らう かしら、 まあ』 

お倉は、 またさん-^ と 泣いて、 亭主 
の 身を 案じ 案じて、 可哀想に、 誰の 介抱 
もうける 事 も 出來ず に、 冷たくな った。 

その 頃は、 もう 秋の 末で ある。 それに 
長吉の 家は、 野中の 一軒屋 とい ふ ほどで 
はな かつた が、 町から 可な り 離れた 田甫 
の 中に あった ので、 死に ゆく お倉の 心細 


さは、 云 はん 方 もない。 

そんな 事を 長吉 は、 知らな かつた、 町 
へ 出て、 相藏ら ず、 ぐで ん {に は 
醉ひ しれて ゐ た。 

長吉が 、トボ < と 家路に 着いた のは 
もう， 可な り 更けてから であつ た。 いつも 
醉 つて 了 ふと 家には 歸つ て來 ない 長% 3 で 
は あつたが， その 夜は なんとなく 胸騷ぎ 
がして、 夜の 更ける に 連れて、 とてもい 
つもの やうに 呑み 明して ゐ やうな どの 元 
氣は なかつ た。 

『これ や 珍ら しい、 長さん 今夜は お歸り 
かの、 だが お 面、 そんなで 大丈夫 かへ、 
どうも 危ねぇ 足取りで、 よう 大丈夫 かよ 
爵ぎ ん』 

『で、 で、 大丈夫よ、 ち やあんと 足は く 

つ いて ゐら あ。 まさか 醉つ ばらつ たつ 

て、 足が どこかへ 飛んで ゆく やうな 事は 

ぁりまけ S し 4 r 铉： んばぃ 
だが 長吉の 足は、 居酒屋の 铄爺の 心配 

する やうに、 漂々 として 危なげ であつ た 

七 九 


水甕り上に坐マ亡妻 

沿を！ c に 齡 て、 纪张 の 藏へ獄 った雜 には 

W 石に、 酒 もす っかり 醒めて ゐ た。 

と、 歸 つて 見る と、 家の 中は ひつ そり 
として ゐる o 最も 病人が ゐるの だから ひ 
つ そりと して ゐるの は 勿論 だが、 いつも 
なら ランプ もつ いて ゐる のに、 ランプ も 
なく、 冷たい 月が 家の 中にまで さしこん 
でゐ た。 

『おい、 お倉、 おい、 どぅ だ あ、 少しは 
ょくな った か、 おい、 お倉 あ』 

長吉は ぞっとな った、 お倉は 寂し 氣な 
顏で 冷たくな って ゐ るの だ。 

女！！! の 死後、 長吉の 酒は やめられる か 
と 思っ たがやめ られ なかっ た。 却っ て 寂 
しい 所から 長吉の 酒び たりに なって 夜を 
1 息に 呑み 歩く 日が 多くな った。 

ある 夜の 事で ある。 久し振りに% 吉が 
家に あつて、 不圖 夜中に 夢を 破る と、 臺 
所の 水 甕の 上に 死んだ 女房が 靑ざ めて シ 
ヨン ボリと ^ て !? る fQ%  1 
これには 流石に 長吉は 蒼くな つて 頭 か 


ら布團 をす つぼり とかぶ つて 了つ た。 で 
も、 始めての 晩は、 自分の 氣の迷 ひで あ 
らうと 思っ て、 誰に も 話さずに 自分 一人 
胸に 納めて， ゐる と、 さあ、 そんな 事が そ 
の翌 夜から 每晚々 々きっと ニ 時 頃になる 
と ある o 

さめまい-'^ としても" どうしても ニ 
時 頃になる と 夢は 醒めて、 っ ひ 眼は 水 甕 
の 上へ 移される。 お倉は 水 甕の 上に しょ 
んぼ りと 坐つ てゐ る。 

さあ、 もう 長吉に は 辛抱が 出來 ずに そ 
れから それからと 話す。 

この 話は いつか、 中 山の 町の 仕事師 岩 

きも  み X は レ レけ 今 JS  まち  し 

吉の 耳に も 入った、 岩吉は 町で も 知られ 

き じ やうぶ  i きた も 

てゐる 氣 丈夫な、 負けぬ 魂の 質で、 こり 
や あ 面白い、 ょし、 そんなら 長さん わつ 
ちが、 女房さん と 逢 ひやせう 。女房さん 
に览何か不服がぁるには違ひねぇ。 

岩吉が 長吉の 家に 泊つ てみ ると、 なる 
ほど 長吉の 話し 通りに、 ニ 時 頃になる と 
女房の お倉さん が 水 甕の 上へ 出て 來 る。 


八 0 

fl s は 财った0これは敦越 0* 11 5: 対 
房の 死後、 一遍 も 供養し ないから だと そ 

ょ< じ； > ちやう豸右 いは含右  てら  い 

こで その 翌日、 長吉 と岩吉 とで 寺へ 行っ 
て 追善供養を して、 さあ、 もう 長さん 大 
丈夫 だと、 その 夜は 二人で 呑み、 八 時 頃 
床に っくと、 やっぱり ニ 時 頃に、 水 甕の 
上に ひた < と 音が して お倉さん が 坐っ 
てゐる 0 

氣 丈夫な 岩吉で ある。 お倉さん には あ 
れほど 追善供養 もし C、 もう 何の 心残り 
もない 害で ある。 それ だのに やっぱり こ 

で と！ J ろみ  ち やう 

うして 出る 所を 見る と、 これは 長さん の 
弱味に っけ K んで 、狐 か 狸の 惡戯に 違 ひ 
ない と 思つ た。 

その 夜は 間もなく 呀け t れた 。その 翌 

r もやう含右あを L 3L 

夜である。もう長官は蒼くなって了って 
ゐ るが、 議 は、 その 峨は i も #0 まず、 
被く から 皆て 了った。 

'••at 網の 頃で ある 。やっぱり 相 變らず に 
始ぎ 0 上には お倉が しょんぼりと 現 はれ 
13 した。 と、 亂 1 S、 それまで 床の 中で 纪 


た 振りを して ゐたが 、此處 だと 思って、 
突然 起きる が 早い か、 兼て 用意の 搪の棒 
を 力任せに、 幽靈 眼が けて ハッ シと 投げ 
つけた。 

と、 手應 へは 確に あつた。 キ ヤッと 云 
ふ聲 だ。 さあ、 幽靈が 死んだ と 云 ふので 
長吉の 家では 大變な 騷ぎだ 。ランプを あ 
か 7 ^ "" と點 す。 

長吉は 岩吉の 蔭に 小さくな って 勝手へ 
來て 見た。 と、 何やら 知れぬ 水 甕の 後に 
毛 もくじ やらな ものが ゐ る。 

『ゥ ム、 « さん あれ だ。 あれが 幽靈の 正 
偫だ 。大方 こんな 事 だら ぅと 思つ たが、 
正しく それに 間違 ひは なかつ た。 

さあ、 長さん もつ と ランプを 此方の 方 
へ 見せて くんな、 これ だ、 これ だ、 たし 
かに これに 違 ひは ねえの だ、 さあ、 もぅ 
大丈 .夫 だ』 

31 吉 は、 此處で 自分が 弱い 氣を 見せて 
はならな^ と 思つ たから、 尙 更に 元氣づ 
けて、 水 甕の 後方から 引 きづり 出した I 


は、 よく-^ ランプの 灯に 見れば、 大き 
な 古狸であった。 

『よ、 よ、 長さん、 もう 大丈夫 だよ、 早 
く此つ 方へ 来て 見る が宜い ,° これ だ、 こ 
れだ 、この 獸だ 。大丈夫 だよ、 もう 眼を 
開けても {耳い んだ よ、 もう 死んで ゐ るん 
だから』 

流石に 長吉も 蒼くな った。 ぶる {ふ 
るへ ながら 眼を 開いて 見れば この 古狸 だ 
狸が たしかに 死んで ゐるな となると 今度 
は 1 吉が 元氣づ いて。 

『よし ッ 、岩さん 有り難う 。ようし ッ、 
こいっ ゲ夜狸 汁に して 喰って くれやう。 
さあ、 また これで 酒 だ。 狸汁なん て惡く 
はねえ、 チタ 生』 

夜の 明け放れて、 町から も、 村から も 
この 噂を 聞いて 見に 來る 人は 相當多 かつ 

ち やう  く ひと  < ひと  じ 

長さん は、 來る 人來る 人に、 まるで 自 
分が J この 古狸で もぶ ち 殺した やうに 自 
慢 たら だら と 話して は、 また 死んで ゐる 


古狸を いや ッと云 ふ ほど、 ぶちのめ して 
見たり などした 0 

噂は 村から、 村からへ と傳 つてゐ つた 
こんな 事で 五日 經ぎ た。 六日す ぎた、 が 
なで か、 長さん ば、 この 狸を 狴汁に して 
食 ふな どと 云 ふ 事は 出來 なかっ た。 

長さん は、 岩さん にこん な 事を 云っ た 
そしては、 自分自身で ぞっと 蒼くな って 
7k った。 

『なあ岩さん、俺は、あの狸を狸汁にし 
て 了つ て、 お前と 一杯 やらう と 思 ふんだ 
がな あ、 な あ、 お前、 あの 狸が、 どうも 
死んだ 女房の やうに 思 はれて ならね えの 
だよ』 

『ふふん、 また そんな 馬鹿な 事を 云 ふ も 
のぢや あねえ よ、 みんなに 笑 はれる ぢや 
あねえ かよ、 馬鹿 だな、 お前は よっ ぼ ど 
どうかして ゐ るよ』 

だが、 それから、 長さん は、 あれほど 
好きな 酒を ぶつりと 颜 つて 了つ た。 狸は 
裏庭へ 埋められた。 


水 甕の 上に 坐す 亡妻 


八 一 


誰な 並 i の亭 ^ しら  評 ミ 近 I で村容 

云ぃは 夫責 主な 女 デく し 全 $ 判 z 在 ミ あに 愛** 
ふ變 2 婦 ふは 房 I 、 いく たさ でつ 住 ナ媛孟 
とだで 、の 女 5 美び、 へはた む 、 
もがは ど 方1 I 房 I 人 2 そ も 評？ が 渡 k 溫 2 
な 、なつが のでの 取と 判 ミ、 邊ミ泉 芝 
くま かち 、名1 あ 評？ つの こ 近 £ 郡 兄 
亭 5 あつか こを る 判 乏 て 美 びの 四北鑑 
主を、 た とん お 0 にゐ 人え 人 2 郞 I 吉亡 
を亭 5 〇 云ぃな ふ 夫す 違 迄た での 、井 レ 
呼ぶ 主を 十へ 美 ぴみ婦 ふは  ° 、妻 ミこ 村 公 
ぶは 人！^ ば 人 艺さ仲 $ ず 吉 f. 君 i れ在 $ 

に 十 並 ミ、 なん も 、 村 念とは の 

は 人 2 、 决 5 のとい 田'^  小 こい 小言 事 i 

村 ミ 並 I 男 ミし に 呼 ぶ た舍か  町 i ふ 學芝だ 

の以 ぃに こて 、ん つに  との 校 会0 

若 公 下 か 十 似に だ だては  云 レが 敎言こ 

者 念で 人: 5 合 $ が ° 宜4 珍 $ ふ 、員 全の 


はノ ー トルダ ムの せむし 男と 呼んで ゐた 
ノー トルダ ムのせ むし 男、 そうだ これが 
よく 近 四 郞を云 ひ 現は した 言葉で ある。 

こんな わけで、 お 文さん は、 よく 自分 
の 亭主に 從順に 仕へ てゐ るの だが、 ^ 王 
は、 とも すれば、 こ 0 美人の 女房を うと 
んずる やうな 事が 間々 あつた。 

だが、 どんな 事が あつても、 お 文さん 
は、 よく 亭主に 仕へ て、 ハタから 見れば 
睦 ましい 夫婦に 間違 ひはなかった が、 そ 
の 内面は こうした 冷たい 家庭で あつたの 


だ 0 


亭主 ^ 、 よく 仕 へても、 仕 へても# 丰 


12ょぅぼ 


は、 やっぱり 妻を 疑って ゐた 。女房の 美 


むら h かもの た S 

つて ゐつ た。 村の 若者 達は、 いろ* 


人で あれば ある だけ、 それだけ、 亭主の 
女房を 民ぐ るのは 深かった。 

この 噂は 誰 云 ふと もな く、 村へ も廣ま 

— に 

この 家の 事を '1#, する やぅに なつた 0 
そしては" あられ もない 噂までを、 こ 
の 家へ 投げ かける のであった。 亭主が 亭 
主 だけに、 この 根も齒 もない 噂では あっ 
たが 聞く 人に よっては 本當に も 思 はれる 
のであった。 

『ふん、 な あ、 人は 見かけには よらん も 
のよ、 なう、 あすこの 小町さん とこへ こ 


恨の出双>」怨の片足 
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美男 醜婦 •醜 夫へ 美女 

ぅら>  で て うらみ 

0 fr 


かたぁ 


% 恨の 出 及 S 怨の 片足 

とそ り齡贫 穿 ソ 懷 な 影 


の 頃'  數な逝 がつ いた 相ぢや ねタ かなう 
なんに しろ、 ご 亭主が ご 亭主ぢ や あお 文 
さん も考 へる だからな う』 

『本當 だと も， 誰 だつ て 女なら、 あんな 
緊あ は §だ からな う、 世間と 云 ふ ものは 
うまく ゆかぬ もの さ、 美人に 醜い 亭主 だ 
し、 見たい な、 上の 伊 三郞の M の 女 
房は またなん とした 事 だ』 

『ふん、 そうだ、 そう 云， はれ i ば、 伊 三 
郞は 、あんな 繪にも ある やうな 男は たん 
とあります まい。 伊三郞 と、 お 文さん を 
一緖 にしたら、 お 人形さん の やうな 夫婦 
が 出來 上らう ものな あ、 惜しい 連中 さあ 
こうなつてくると神樣の惡戯がちカ過ぎ 
たやう にも 思は れるぞ 』 

村人の 噂の 通りに、 百姓 伊 三郞は それ 
こそ、 殿樣の やうな 男振りで あつたが、 
また これは ど 力した 事 か、 伊 三郞の 女房 
つね子は、 -: 眼と 兒られ ないやうな 醜い 
女であった。 

こんな わけで、 お 文 も、 聞く でもない 
恨の 出 双せ 怨の 片足 


耳に した。 伊 三郞の 曝を 耳に すると 
わけもなく、 兩頰の ほてる のを お 文は 知 
ったの だ。 

使 三 郞 とても、 お 文 こそ まだ 見ない が 
噂は とぅに 知って ゐ た。 人から 噂され、 
ば やっぱり 心の 何處か には、 お文戀 しさ 
と 一 V ふやぅな 心が 湧かぬ ではなかった の 
だ 0 

『あれ また あの 女の 事を 考 へて ゐるだ ょ 
まあ、 そんなにまで 妾が 嫌なら 妾を 殺し 
て 下さい、 一層の 事、 妾は 殺されて、 こ 
の惱か らのが れたい と 思つ てゐ ます U 
さあ 殺して 下さい、 そんなに 妾に 苦し 
ませずに、 一層の 事 ひと 思 ひに 殺して 了 

<だ 

つて 下さい ませ』 

おつね の 心は、 その 顏の醜 さに 似て や 
づぱり 見悪かった。 

『何を 云 ふの だよ、 お前は 何も 俺は お 文 
さんの 事なん ぞ考 へて はゐ ないじ やない 
か、 どたい、 お 文さん とは、 まだ 逢つ た 
事 もなければ、 どんな 女 だか 顏も 知り や 


しないは』  . 

『何を 云 ふの よ、 お前さんが 知らない 箬 
はない じ やない か、 世間の 噂を 知らない 
お前で もない だら うじ やない か、 そんな 
になぶ るの も、 宜 い 加減に して 下さいよ 
ね。 

い やなら いや、 と きつぱり 云つ て 下さ 
れば 、私は 鐵道 自殺な り、 首を 吊っ てな 
り 死んで 見せる 0 』 

ハ ハ、 ハ、 何も 死んで 見せなくても 宜 
いじ やない か、 お前が 嫌 だと 云 ふので は 
ないじ やない か 0 

お前は 近頃、 どうかして ゐ るの だよ、 
本當に そんな 馬鹿な 事 ばかり 云って.、' ^ 
當にど うかして ゐるの だよ 0 

俺は 男 だから、 なんて 云は れても かま 
はない が、 もしも、 間違って、 お 於さん 
£t へで も ^ ^ ろ、 ^ さんは 祭 
けに どんな 迷惑す るか しれ やしない 。』 
『その 迷惑を、 お 文さん は嬉ん で ゐ るん 
でせ う、 あ、 あ、 憎らしい、 あなた ばか 

八 三 
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八 四 


りでは なく、 お 文さん と 二人して 妾を 憎 
んでゐ るんで す もの、 あ、 あ、 どうし や 
う、 どうし やう』 

おつね さんは、 聲を ふるわせて、 肩を 
びく <さ せながら 泣いた。 

これには、 俘 三郞 も、 ホ ト^-、 と 困 じ 
果 はした が、 なんとなく ^ しい やうな、 
若しも、 この 噂が 本當 になつ て くれるな 
らば、 と、 そんな 事 も 思は ぬでは なかつ 
た 。そっと、 女房の 眼を ぬすんで、 お 文 
と 一眼 逢 ひたいな どと、 年甲斐 もな く 伊 
三郞は 思は ぬで もなかった。 

男 だ， けに、 伊 三郞は 心に 思った 事をジ 
ッと 心の奥に 秘めて 置く 事は 出 f かっ 
た 0 

それに 村人には 同情は なく、 おっね が 
こんな ヒス テリ ー であるので、 若者 達は 
ある 事、 ない 事 取 交ぜて、 おつね に 一々 
吿げ るので あつた 。そして、 おつね の 泣 
き 喚く 狀を 見て は、 心 ひそか 忆嬉 んでゐ 
るので あつた。 


これは、 若者の 惡戯 といへ ば 惡戯だ が 
この 私 者 達は、 自分の 情婦を 伊 三郞に 奪 
られた 恨み も あつた。 

事實 、伊三郎は、 村の 女の 誰彼と もな 
くいろ" の 曝を 生んだ、 また、 そんな 
事を なんとも S 心っ てもゐ なかっ た。 どつ 
ちかと ぞ へば 色魔に 近い 彼であった。 
それは それと して、 近頃、 お 文の 所へ 夜 
な、 夜な、 怪しい 男が 忍び込んで 來 ると 
云 ふ 噂が パッと 誰から ともなく 立てられ 
た 。 * . 

もとょり、 ぶ 文は、 そんな 事は 心に も 
なかっ たが、 この 噂を 耳に して 烈火の 如 
く 怒つ たのは、 ノー トル ダムの せむし 男 
の 近 四郞で あった。 

近 四郞が 、聲を ふるわせて お 文に 訊い 
て も、 もとょり お 文は そんな 事は 心に も 
なかつ た。 

『だだって心にもなぃって、ぉ前、火0 
ない 所に 噂は あがる もの か、 そうなら そ 
うだと、 キツパ リと云 つて 了つ て くれ、 


俺に も 考へが あるの だ。 

いやな ものなら、 いやで 宜い 、嫌な も 
のが、 何も 夫婦に なって ゐる 必要は ない 
が、 亭主の 眼を 忍んで、 そんな 事 だけは 
して くれるな』 

『だって、 それは 無理です わ、 本當に 心 

おぼへ 

に 覺も なにもありません のに、 その やう 
な 事は ご 無理と 云 ふ ものです』 

氣まづ い 日が 流れた、 お 文は 全く 何も 
知らなかった 。伊三郎の 噂 も 知って はゐ 
るが、 現在 人妻の 自分が と、 己と 己の 心 
に I 貝め た。 

だが、 村人の 噂は、 漸次と 廣が ってい 
った。 朝 ぼらけ に、 近 四郞の 家から 飛び 
出した 黑い 影を 確に 見た と 云 ふ 人々 が 多 
くな って 来た。 

く たう  含ん  らう 

こうな つて 來 ると、 當の 近四郞 ょりも 
お 文の 方が ぞっとな って 了つ た。 

昨夜 も、 一昨夜 も、 お 文は まんじり と 
もしな かった 。お 文は たしかに、 ご そり 
ご そりと 云 ふ 人の 足音を 聞いた ので ある 


近四郞 は、 前後 も 知ら ぬげに 寢 入って ゐ 
た。 女 一人の 心細 さは、 八疊の 部屋い っ 
.ぱい 把 ひろがっ てゐ った。 

『あなた、 あなた、 お 願 ひです から 起き 
て 下さ v> f . せんか、 あなた』 

聲を 殺して お 文は 呼んだ、 その 聲に近 
四郞が 起されて、 なるほど 全 神經を 耳に 

き い ものおと 

して 聞けば •ご そり、 ご そりと 云 ふ 物音 
がする ので ある。 

こんや  こら 

•『ょぅし ツ 、今夜 こそ、 懲 しめて くれる 
ぞ 、待て、 靜か にして 居れ、 どこの 悪戯 
者 か、；！： れ 村の 若者に 違 ひない わ』 

樫の 棍 I： を 握り締める と、 近 四郞 先生 
は、 こそり <と 這って 行った。 見れば 
闇の 中に、 贩に 一っの 黑い 影が あるの だ 
黑い 影は、 ご そり/ \ 忍んで は來 るが、 
それ 以上 進んで は來 ない の だ？ なんに し 
て も、 その 黑い 影を 見る と 近 四郞は カツ 

となって i。！  t し， ん 
『ウ ヌツ』 棍棒が 宙 をきっ .たと 思つ た 瞬 
間、 絹を さくやうな、 キヤ ツと fw ふ聲が 

恨の出双>」怨の片 


した。 

ランプの ひかりの 下には、 伊一 「郞の 女 
房っ ねが、 青くな って 死んで ゐた 。それ 
から 宙を 飛んで 伊三郞 方へ この 報は 知ら 
された が、 どぅして 伊 三郞の 女房つ ねが 
近 四郞の 家へ 夜、 夜、 忍び込んで 來 たも 
のかは 判らな かつた。 

が、 つねは、 懷中 深く、 研ぎす ました 
出 双 包丁を 持つ てゐ た。 

近 四 郞方の 土間は、 恰度 その 時 セ メン 
で 塗り立て、 まだ それが 乾かず、 逃げ 遲 
れ たっね の 足跡が 一っ 殘っ た。 

伊 三郞が やって来た 時には、 町から 醫 
者も來 た、 駐在所から 巡 杳 ：も來 たが、 徐 
々にこの 謎は 解かれて いつた。 

伊 三 郞の 女房っ ねが、 m 人の しがない 
噂を 本當に して、 女の 淺は か、 ら 、恨の 
お 文さん を ひと 思 ひと 云 ふ 事に なつた が 
誰も これを 否定す る 者はなかった 0 

その 方は、 それで 片づ けられた が、 近 
四郞の 家には、 それから 暫くして、 やつ 


ばり 夜な夜な‘ しげな 物音は L た 0 
『あなたなん でせ ぅ、 また あんな 變な音 
がして ゐ ますが、 あなた 起きて 見て 下さ 
いませな。 

あなた、 あなた、 もし、 起きて 見て 下 
さい ませな』 

お 文は 夫の 耳許へ ロを 寄せて は そっと 
呼んだ。 近 四郞が 夢を 破っ てみ ると、 如 
何にも、 やはり、 ご そり-^ と 云 ふ 物音 
がする ので ある 0 

近四郞は、今度こそ、村0惡戲者が來 
たの だと 思って、 再び、 樫の 棍棒を 持っ 
て、 寢 床を そろり と拔 けたが、 土間には 
誰も ゐな かった。 

.が、 その 瞬間 •近 四 郞は呀 ッと云 ふな 
り もん どり 打って 倒れて 了つた。 激しい 
物音に、 女房の、 お 文が 出て 見る と、 女 
房 お 文も呀 ッと 云っ た 限り 腰を 拔 して 了 
ったが、 闇の 土間には、 殘 された 女の そ 
の 片足の 跡が、 白く 無氣味 に ひかって ゐ 
るので あった。 
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►この， 話は、 筆者. Q 賞 際に 聞かされた 
話だが、さ丁、その本物のむじなを見た 
わけでは ないから、 確に 然うだ とは 云 ひ 
きれないが、 噓で あると も 云 ひきれ ない 
話と いふのは こうで ある。 

►どうも、 こうい ふ 話は、 近代の 話で 
はない ので 殘念 である、 若し、 それ 近， 
の 話で あれば、 天晴れ 出か 妙て、！ 一の 正 
體を 、ひっつかんで お 眼に かける の だが 
どうも、 話と いふ 話が、 みんな 昔に 一 ^ い 
話な ので 殘念千 萬で ある。 ゥッ フン、 M 
です、 若しも そ 0 場べ， いかう ものなら 靑 

5 f 含 に 一 

,< な づて一 番先 きに 逃げる だら うなん て 


云つて ゐるの は、 ヘン、 ひや^^ ては 不 
可ません、 これ •から 先き の ペンが きま 
せん、 エツ、 ヘン、 さて 0 

▼千 葉縣 下、 七 總一宮 から ニ 里 ばかな.， 
奥に 入った 所に 魅 塚と 云 ふ 所が ある この 
簸塚で の 事で ある、 百姓 六 平の 女房い と 
が、 野良から 歸り がけの 事であった 。も 
ぅそ Q 頃は、 日 もとっ ぶりと 暮れて 了-っ 
て" 四邊は 暗で ある。 この 敷は 土地. の 名 
前の 1 塚と ある 位、 從つ て、 人家と てま 
ぱらで、草齡く、慣れぬ人など0デきも 
ならない 所で ある 0 

►ぃと婆さんは、長 *2 の村に住でんゐ 


る、 夕闇が せま つても 別に 驚く ではな か 
つた。 鼻唄を 唄 ひながら 野良を 戾つ て來 
ると、 そ 0 途中で、 誰か！！： 中へ おぶさつ 
たやぅな 氣配で ある 。ハ ア テ、 この 闇に， 
v 誰が こんな 惡戯 をす るので あらぅ かしら 
つた。 野良には、 この 村で 狐 5 <と云 
はれ；、 •不氣 味な 15 <が 無数に 流出て ゐ 

►この mdi 漱は 、みんな 傲 v を ^ 4 
さなかつ た。^ V れは 、燐 寸をも つて*、， 3 ぬ 
と、 ^ |されるとぞふ、1がそ，んな歡 
を 泛ひふらしたものか、野良へ' «- る齡？ 

M は、 0 ず 碧を ぎ ポ气|ま ぬ ^ 


も、 燐寸を 手放さな かった。 

. ▼脊 中へ、 ずん と 重味を 知つ てから も 
燐寸 をす って 見れば、 すぐと 正體が 知れ 
たので ぁらう が、 いと 婆さんは、 相變ら 
ず、 そしらぬ 顏で 、步 調も亂 さずに 野良 
を步い てゐ る。 脊中の 重味は 徐々 と 加は 
つて 來た 。そこで 婆さんは 考へ 出した の 
だ、 これは、 人間の 惡さで はない ぞ。 

►と 思 ふと、 婆さんは、 そつと 自分の 
f で、 脊 中の ものを しつ かりと 脊負 つて 
ドシ^-と 駔け 出した 。始めのう ち こそ 
脊中の ものは、 その ま X でぁった が、 A£ 
家が 近くなる と、 脊中の ものは、 むくむ 

はた 

くと 果して やりだした。 

▼『なんの 畜生ツ 、逃して なる もの か 
此處 まで 來て 逃す もの か、 お X い、 お-! 
い、 家に 誰か ゐ ねえ かょう、 早く 來 てく 
れ 、早く 來て くれょう 、、むじな が！^ へ 
ゐ るんだ、 むじな が！ c 中に ゐ るんだ よう 
ぉぅぃ』と聲を嗄して叫んだ。婆さん0 
家では、 婆さんの 戾りが 遲い ので 仏 配し 


てゐ ると、！： 戶の 方から 婆さんの この 聲 
であるから， 婆さんの 家の 者は、 ランプ 
を 持つ て 出る もの も ある、 麻繩を 持って 
出る もの も ある、 出 匁を 持つ て 出る もの 
も あると いつた 有様で 家の人々 がみん な 


33 た* 


ぼ あ 


►見れば 婆さんは、 シッヵ リと 蒼くな 
る 程 力んで 脊 中へ 手を 廻して ゐるの だ、 
それと 云 ふので、 家の 者は、 婆さん もろ 
とも、 がんじがらめにし ばつて 家へ 連れ 
て來 て、 ょく/〜 ランプの 灯で 見て みれ 
ば、 大きな 大きな 古む じな が、 眼 玉を き 
よろ つかせて ゐ た。 

►この 地方には、 この 話 ばかりでは な 


ひと  « か い はなし つた 

むじな が 人を 化すと 云 ふ 話が 傳 


へられて ゐる 。それは、 古む じな が、 人 
の 婆を 見る と、 身體を 砂の 中へ ごろ/ \ 
ところがせ て、 やがて 樹の 上に 乘って 人 
の來 るのを 待つ て ゐ る。 

▼遊 野郞 の、 だるま P 屋へ素 見に 行つ 
ての 歸りで ある。 女の 事なん かいろ < 


11 ぁ 下手で も、 


に 考へな がら、 おきまり ド、!！ の、 都々 
やりくり 上手の、 あれを 
やって ^ 氣嫌、月のない眞の簡夜だ、と 
大木の 葉の 繁 つて ゐる 下へ くると、 ざ、 
ざ、 ざ、 ザ、 ザ、 と 云 ふ 砂が ぼって 來た 
若者は蒼くなって逃げ出して了った、む 
じな は 腹を 抱へ て 笑つ た。 どぅも この， 
を 抱へ て 笑つ たとい ふのは 受け取り 難い 
どう％ o 

▼むじな は、 元來 が大 莫迦なん だ 相な 
なんでも、 むじな に 出逢つ たら、 や あッ 
むじな が 把んだ、 むじな が 死んだ と大聲 
を 出して 云へ ば、 むじな はころ りと 引つ 
くり 返る 相な、 村人は かく 堅く 信じて ゐ 
る。 筆者、 だが 殘 念な 事には むじな とい 
ふ獸は 、辭 林の 上の 繪では 知って ゐるが 
實際に 見た 事では ないから、 果して どん 
な獸だ か、 どぅか 知らない。 

►むじな だか、 狸 だか、 狐た か 知らな 
いが、 これは 筆者が 眞實 眼の あたりに 見 
たの だから* 碓で ある。 

八 七 


►千 葉縣 八幡 町の 知不验 、これは 有名 
すぎる 程、 有名な 森で ある。 現在で も あ 
る。 が、 現在では 小さな もので、 この 不 
知 森は 縣道に 面して、 から、 もぅ 見る か 
げも なくなって 了つて ゐるが 、この 竹簸 
の前に毅紀がぁる、この蘇齡の觀さんは 
っんぼで、 ょく 話が 判らない が、 われら 
して この 不知 森へ 出かけた 事が ある、 ま 
づ 土地の人に 訊いた。 

と -& <, > | \ 

▼ 土地の人は、 われらを キョ IK 見 
上げ 見下して ゐたが 、もっ たいらし く敎 
へて くれた 『ほれ、 あそこに 見えます や 
ろ、あれがその森ですが、磁らず；^って 
はなり ません ぞょ 、お前さん 達は 知 氣の 
致り で 入りな さろぅ が、 若し あすこの 森 
へ ^ ば、1|ら ,2 |? ん國の 4| |; 
があります ぞ ょ』 大本 敎の おっげ 見たい 
なロ調で語る。もったいらしく聞きぅけ 
て その 森へまで 來 た。 

と ▼森には、 小さな ほこらが 祀つて あり 
土地の d 料理屋の 女中 衆から、 藝紙衆 や 

ぃまに解ぬ謎解けた謎 


らが 、も y でて ゐた 。われら も、 その後 
から ポツ^^と もうで た 0 

▼それから 、っんぼの 茶‘ の备 さんの 
店に 休んで、 茶を のみながら 婆さんと 大 
きな 聲で對 話で ある 『婆さん、 俺達は あ 
の 森に 入りたい の だが どうか しら』 『ぶる 
ツ 、ぶる ツ 、滅相な 事を 云は ツ しやる も 
のではありません、 そんな 事を したら、 
狂人になる か、 大きな 怪我を する かろく 
な 事はありません』 『だって 婆さん 昔、 水 
戶黃門 様が 入った が 出て 來られ た相ぢ や 
ないか』 『ふん、 それは 水戶黃 門樣だ から 
だ』 こうな つて 來る とわれら は 馬鹿 だと 
云 ふ 事に なって 來る が、 入り かける と、 
土地の 仕事師が それを 見っけて、 云 ふ 事 
には a 

▼『惡 い 事は 云は ねえから、 入る のは 
およしなさい、 狂人に なつても 宜しい か 
え、 およしなさい』 狂人になる のはい や 
だから、 ふん、 ふんと 云 ひながら ぼん ぼ 
ん とてれ 隱しに 拍手を 打つ た。 


►てれて 了って、 暫 らくの 間、 縣道か 
ら 、その 森 0 中を、 ためっ すかしつ して 
見て ゐる 、森の奥 行きは 淺く てす ぐと M 
通して 了 ふ 事が 出來 るが、 は あて、 いぶ 
かしの 森で ある 0 

►だが、 町の 人が 入つ ては ならぬ とい 

は. S 穿其がひ 

ふ ものを 入って、 もしも、 狂人に でもな 
つて 町の 人の もの 笑 ひとなる のは 嫌 だか 
ら、やつぱり暫らくそのま、で森の樣户 
を 見てゐ た 0 

►森の 中から、 水戶黃 門樣の 面影で も 
現 はれて 來やせ ぬかしら と、 茶屋の 婆 さ 
んが瘕 だから 訊いて やった。 

▼ホ、 ホ、、 馬鹿な 事を 云 ふ ものでは あ 
り ませね えだ、 そんな 馬鹿な 事を 云っ て 
お罸で も あたつ たら どぅす る だ あ、 めっ 
相な 事 ばかり 云 ふ人ぢ や あありません 
か。！ 

▼婆さんは、 われらに また けんつくを 
喰は せた。 いや、 八幡の 不知 森は われら 
さん^.^- である。 
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11 傲 纪齡忙 が 4 錄から 
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パリーの或る繁華な通り.の裏街にアザレと呼ぶ、相當名の 
知られた 美容院が ぁつた、 この 家は もと 或る 製氷 會社の 出張 
店を 改築した もので、 其の 名の 如く、 清楚な 造りの 中に 何と 
なく 人を ひきつける 懷 しさと、 赤い 花辦の ょぅな 或る 魅惑と 
，を もって 居て、 非常に 感じの 好い 明るい 二っの 美容 室には い 
っも 客の 絕ぇ 間ない 程の 繁昌 振りでぁった。 

院主は マリ ー と 呼ぶ 二十 八歲 になる 獨身の 美人 —— 生粹 0 
パリ ー っ兒で 、快活で 無 邪 氣な性 —— 從 って 客す ぢも 主と し 
て 令嬢 若 婦人が 多く、 いや 味た っぶりな 年 增な 所謂 商賣 人に 
は 院主 自から が 遠ざかる 主義な ので、 いつも 若々 しい 純な 氣 
分の 漂 ふ 店で、 こうした 店に 通例な 若い 男の 出入 も 稀な 爲め 
其の 助手の 娘 達 もこの 社界に は 珍ら しく 濁り 氣の 無い 者 許り 
で、 中には 良家の 令孃で 、身 だしな みとして 覺 えて 置きたい 


と 云ふ考 へから 助手と 云 ふ 名目で 研究に 來て 居る 者 も 相當あ 
った。 

或る 年の 秋の 初めの 頃 この 美容院を 訪れた 一人の 日本 婦人 
が あつた。 其の 巧な 洋装 振りと、 日本 離れした スッ キリと し 
た スタィルとは、 アザレ に 通 ひ來る 多くの バリ ー 娘に も 遜色 
の 無い 程 美く しく。 

齒 切れの 良い 流暢な 發音 と、 品の 良い 話し 振りと に 直ぐ 上 
流 階級の 婦人で あらぅ とは 思 はれた が、 二三 回 通って 來る中 
に 院主 マリ ー はスッ かりこの 婦人に 好感を 持つ よぅになり、 
種々 と 語り合 ふ 中、 この 婦人は 日本で 有名な 或る 婦人 雜誌の 
執筆者で、ある事情のもとに自分から求めて夫と別れ、其0 
惠 まれぬ 結婚 生活 中に 惱み 苦る しみ 乍ら 漸くに 耐えた 壓迫か 
ら 逃れて、 パリ ー へは 新生の 意氣で 來た のでは あるが、 別に 


確たる目的がある譯では無く言は ^ 單に新らしい刺戟を求め 
て漫然と.米たと云ふに-過ないのではあるが、ーっにはパリー 
へ 行けば 何 か 得る 事が 必ず ある. であらぅ と 云ふ樣 な漠 とした 
希望 も 有って 來た 事。 

費用は 夫と 別れる 時相 當多數 な 財産を 別けて 與 へられて 居 
るので、 當分 不自由を 感じない 事 但し 萬ー與 へられた 丈け の 
財産を 失って 了っても、 文筆に 依って 生活費 位は 欒に 得られ 
る 自信の ある 事、 二三 年は 國へ 歸らぬ 事 等、 おぼろげ 乍ら 婦 
人の 身の上 も 知った。 

唯 其の 夫と 別れる 迄の 込み入った 事情は 知らない けれ 共、 
遠く 故國を 離れて 知人 も 少なし 語り合 ふ 友 もな く、 殊に 女の 
身の 誘惑 も 恐ろしく、 心 淋しい 事の み 多い と 聞いて 同情の あ 
まり、 遂に マリ ーから す X めて この 美容院の 一家に 居住 させ 
る 事と なつた。 

この 婦人が アザ レに 居住す るょぅ になつ てから 間もなく、 
マリ ー は 一人の 若い 黑 人を 雇 ひ 入れた、 それは 女 許りの この 
家には 何かと 男の 手を 必要と する 場合が 多かった ので ！ 。‘ 

而し 用心深い マリ ーは 、若い フランス 人を 雇 ひ 入れる 事は 
商賣 柄危險 と考 へ、 又 老人では、 祈 角 雇 ひ 入れても 間に合は 
ぬ 事が 多い と考 へたので、 結局 知人を 煩ら はして 頑健な 黑人 
の 靑 年を 選んだ のであった。 

巴 里 裏 街の 秘密 


この 青年は、 非常 m 髖 II が 立派で 力が 强 く； フランス 人の 
二人分 位の 仕事は 樂一々 とやっ そのけ る ほ g 働き手で、 魁 威 
な其の容貌に似ず極乂純で內氣な靑年でぁ 0 た爲め、助手の 
若い 娘 達 も 始めは 妙 反恐いも 0 ^ でも接する樣な態度でぁ 0 
たが、日を經るに從っそいづ、れもとの從順な靑年に懷かし昧 
を 感じる ょぅ 杧な り、 - 間 も f アザレ には 無くて はならぬ 一 
員と なつて 了つ た® 

而し敎 育は ほとんどない と耷つ 一ても い X 位 1 丨從 つて 世の 
中の事など少しも知らず、唯坐れろきの頑健な體軀はどんな 
仕事に も 更に 疲 勞を覺 えず、 與へ られた 仕事を 次々 と 片付け 
て 働く 事を 唯一の 樂し みとして ハ 何等の 不平 も愁求 もな く 働 
き續 けて 居る のでぁった。 

可憐な パリ ー娘 に妖 徵 な 日本 婦人 3 クオ ーヴ アヂス の ウル 
サスを 思は せる 魁 威な 黑人の 靑 年と、 人種 上こぅ した 不可 思 
議な 構成を もっ アザレ は 更に 構造の 上に も 妙な 不調和を 見せ 
て 居た。 

それは 今は 美しい 美容 室に なって ゐる 二っの 部屋は、 製氷 
會社 出張店 時代の 事務室で ぁった 爲め 地下には 今までは ほと 
んど 物置 同様にな って ゐ て、 黑人靑 年を 雇 ひ 入れる 迄は、 遂 
に 出入した 事 もない 昔の 當 時貯藏 室に 使用され た廣い 地下室 
が 有り、 階上は 會議 用に 使用され た 殺風景な 大廣 間と なって 
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ゐ た。 


すべてに こうした 變 つた 權 成を もっ ア ザレの 店は、 やがて 
パリーの社交界の人々の間に噂の種となり、_が大きくなる 
にっれ て 客足 も 益々 繁 く、 從 って 院主が 好まぬ 性質の 客も漸 
次に 增 加して 行く ょうになった。 • 

院主 マリ ーは こうし 允 傾向を 非常に 憂へ たのであった が、 

I 面には 又 それが 爲めア ザレの 名聲は 高くな りっ V ある 事を 
知って、 僅かに 自から を 慰めっ、 遂 其の ま i の 成行きに 任せ 
てゐ たのであった。 

而しマ リ ー の 妃 憂は 不幸に して 現實 となりて 純潔を ほこっ 
た、 ァザ レの 地下室に 淫蕩 的な 囁きの 聲が 交は され、 階上の 
廣間に シャン デリ ャが 輝き 若い 男女が 相 擁して 踊る 姿が、 室 
外から 力 ー テン 越しに 見ぇる ょうになつ たのは それから 間 も 
ない 事であった。 

パリ ー裏街のー美容院淸楚の純深とを、ほこったァザレー 
が、 姹蕩 的な パリ ー 社交界の 人々 の 間に かまびすしく 噂 さる 
、やうに なった 其の， 裏面には、 どんな 暗影が 秘められて 居っ 
たので あらう か！。 

ァ ザレに 寄寓して 居る 日本 婦人、 假りに 之を 蝶 子と 呼ぶ 蝶 
子が 與 へられて ゐた r 室は、 美容 室とは 反對の 裏通りの 細い 
露路に茴した、四坪程の居間と、別にカーテンを隔そ、三坪 


程の 寢室 とから なって ゐる 居間の 中央には、 小形の 丸 卓子が 
あって、 其の上には 形の 良い スタンドが 置かれ 二人 掛けの 長 
椅子の 外に、 別に 訪ふ人 もない この 部屋には 不必要な 來 客用 
0 小 椅子が ニ脚備 へて ある、 そして 一隅の 造り 附けの 書棚に 
は英佛 語の 文 草書 類が ギッ シリと 並べられ、 住む 人の 趣味の 
豊な ほどもぅ かが はれて 奥床しく 感ぜられる のであった が、 
事實は 想像を 裏切りて 一 其の 美しい 金文字の 蔭に かくれ 
て蝶子がこの部屋のクィンとなった日ょ .^ 常に幾ビンかの强 
烈な酒が秘められて居た事は、マリー始めアザレの店の誰も 
が知らなかった事である。 

筆者は こ \ で 暫ば らく 蝶 子の 日課を 記さねば ならぬ 0 

院主 マリ ーが 、几帳面に 店 則を 守りて、 美容 室は 夕刻 早く 
閉ぢ られ て、 助手 達が、 それ-^ 持ち場 <の 掃除を 終へ る 
と、 マリ ー 始め 順次 入' する のであった が、 蝶 子は いっも マ 
リーの 次と 定められて 客分と 云つ て も、 良い 待遇を 受けて ゐ 
た。 

皆の 入浴が 濟 むと ダ エンの卓子を圍んで開かれる樂しい團 
樂の數 刻と 賑やかな 晩餐の 席で も、 マリ ーはい っも 蝶 子と 席 
を 並べ 女 同志の 賑やかな 會話 にも、 話題は 常に 日本の 事が 多 
かった。 それは マリ ーが 極端な 日本 ビ ィキで、 ズット 以前 か 
ら夜は 必ず 日本 キモス を 着る と 云 ふ 程の 熱心 さであった 爲め 


»:- 子が語る日本の風物婦人間の流行などに非常な興味をも 0 
て ゐて、 一番 多くの 囀 合 話し相手と されて 居た 為め 中には 嫉 
妬に似た感情を持 0 者さへぁ 0 たが、そぅした連中もいつし> 
か蝶子0話しに興味を持っょぅになりい 0 の晚餐の席にも蝶 
子は常に主賓と云った形でぁった。 

:晚餐の後には打ち連れて散步に出掛けるも .0 、愛讀書を播 
くもの、 バィオリンを 彈 くもの 等、 各々 勝手な 行動に 移る の 
でぁっ たが、 蝶 子は いっも 外出す る 事が 多く、 特に この 際に 
限り單身出掛ける事が多かつた爲め、マリーさへも蝶子がこ 
の間 0 行動は知る由もなく、唯物珍らしき異國情調に惱める 
心を 慰める 爲め 、何處 と 當て度 もな く 輝 やく 夜の 街を 散策す 
るのでぁらぅと思つて居たのでぁつた。 

其の 時間が 蝶 子に とって は 一日中 尤っ とも 有意義な、 そし 
て 尤っ とも 興味の 深い 時間でぁった、 而し それは マリ ー 0 推 
察とは 反對に 、輝 やかし い 商店街の 遊歩道で も 無ければ 霧に 
包まれた 色 電燈の 淋しく 光る 夢の 國を 思は せる ょぅな、 夜の 
八 ム園の 逍遑 でもな く、 其の 舗石 さへ も 凸凹して 踏み 心地 悪く 
細く 人り 込んだ 裏 街の 赤い 灯影が 蔭氣 にさす 小路 小路を 選ぶ 
のであった。 

裏 街とは 云へ 花の バリ ーの 一部で ある、 僅か 行けば 其の 表 
通りには 晝を あざむく 輝 やかし さが ある、. 其の 輝 やかし さ、 
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の裏にこの淋しさこのみじめさがあ &- うとは思はれぬ程フ |«- 
天地の 感が ある、 其の 不思議は 更に 一睽 の 驚ろ きとな -? て 獲 
子の 前に 現 はれて 来た。  、- 
ある^^子は、そこに世にも不思議な世界を見出した0で 
ぁった 0 

それは 蝶 子が 乂リーに期待して居た或ものには相違なかっ 
たが、 其の 期待を 餘り にも 破れ 過ぎた 爲の 驚ろ きに 外なら な 
かった ので ある、 この 幾夜 かを 日課の ように 蝶 子が 逍遑 した 
或る 裏通りに、 古風で 低い 赤 レン ガ建の 窓の 少ない 蔭 氣な建 
物が あった、 いっも 空 家の やうに 靜かな 家であった が、 人の 
出入りは 可成り 多い らしく、 其の 小さな 入口の 不氣 味な バア 
から 吸 ひ 込まれる ように 這 入っ て 行く 人々 0 影を、 いっの 夜 
にも 必ず 見受ける のであった 0 
出入す る 人々 の 種類 も樣 々で、 或る時は 孔雀の ように 着飾 
o た 美く しい 娘で あり、 或る時は 肥滿 して ドッシ リと した 洛 
付の ある 四十 格好の 奧樣 風の 婦人 も 有り、 時に モ In ングの 
靑年紳士もあれば、半白の貴族然たる老紳士もあった、其0 
多種多様なる 中に 女 も 男 もす ベて/ U0 家を 訪ふ 程の ものは、 
誰もが 唯一 人づ 》である事丈けは、いっの夜もいっの時も_ 
らぬ もの \ 1 っであった。 

この 幾夜 かの 經驗で 、蝶 子は 其の 家が どんな 性質な 家で あ 
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るかを おぼろげ 乍ら 知つ た 0 

そ 1て或る夜彼の女の好奇心は遂に其のドアをノックして 
了った。 

其の時、內から銳をはづすかすかな音が聞こぇると間もな 
く、 ギーと 云 ふ不氣 味な 底い 響を 立て、 ドアが 開かれ、 案內 
Q 少女の 姿が 現 はれた、 蝶 子が 無意識に 中に 這 入る と、 少女 
は 用心深い 態度で 手早く、 ドア ー を閉ぢ 、錠を 下す と尙 一度 
念の 爲めハ ン ドルを 廻して 完全に 錠の か X った 事を 確かめて 
から、 輕く蝶 子に ー禮 すると 案內 者の 態度で 先に 立った。 

其の時蝶子は何となく來るべき處でない場所へ來たと云ふ 
ような 一種の 罪惡感 と、 恐ろしい 者に ジッと 見 諸め られ てで 
も 居る 樣な 恐怖心と に 襲 はれた の •であっ たが、 こうした 場合 
には 彼女の 持 前の 負け 嫌 ひな 利かぬ 氣と 探偵 的 趣味と が、 ど 
うしても 後‘ へ 引く 事を 許る さなかっ たので、 强 い て 元 氣な態 
度で 少女の 後に 從っ た。 

やがて 通された 一室は 四 坪 程の 蔭な 部屋で、 天井に 空氣ぬ 
き0丸い窓がある丈けで、入ロの他は全部壁になってゐる爲 
め まるで 地下室の 樣な 感じの する 部 室であった。 

別に 装飾 もな く、 塗の. ハ ゲた疎 末な テー ブルを 按 へて、# 
眼鏡を 二重に 掛けた 六十 近い 人相の 良く 無い 老人が 居て、 ワ 
ザ ト らしい 程 丁寧に ー禮 して 側の 安樂 椅子を す、 めた。 
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其の 安樂 椅子は 美く しい 赤い 模樣の 絹 ドレスで 造られた 極 
く 上等の もので、 この 部屋に 備へ 付けて ある 他の 調度 品とは 
IE 隔れて 不均衝 な 立派 さであった。 

蝶 子が す、 めら れる ま-^ に、 其の 安樂 椅子に ユ ッ タリと 掛 
ける と、 二重 眼鏡の 老人は 始終 伏し 眼 勝ちに 時候の 挨拶％ ど 
如才なく 饒舌し 乍ら、 時々 木鼠の やうな 狡猾な 眼で 銳どく 蝶 
子を 觀 察し 乍ら、 暗號 らしい 文字の 書き連ねられて ある 黑皮 
の 表紙の 厚い ノート を 繰り 乍ら、 しきりと 何事 か 思案を 廻ら 
して 居る らしかった が、 やがて 其の 顏に會 心の 微笑が 浮ぶ と 
側の 呼び鈴を 得意ら しく 押して 立ち上り、 『どうぞ』 と 自分 か 
ら案內 者の 態度で 先に 立った、 其の 時は すでに 案內 して 來た 
少女の 姿は 見えず 今 這 入って 來た表 Q ドアの 開く ギ ー と 云 ふ 
響きが かすかに 聞こえて 來た 。それと ほとんど 同時に この 部 
屋の 壁の 一部分が ドア 0 樣にス ー と 開かれて 別な 少女が 現は 
れ た。 

二重 眼鏡の 老人が 何事 か 口早に 囁く と、 少女は 輕 く頷づ い 
て 蝶 子に 畲釋 すると 其の ま i 無言で 先に 立った 0 

薄暗い 廊下の 突き 當りが 階段に なって 居て 階段を 下りる と 
更に 長い 廊下が ある、 丁度 ステ ー ショ ン 0 ホ ームに 通ず る 地 
下道 0 ょうな 感じ 0 する 廊下で、 處 々に 輝かしい 電燈 が殚ぜ 
られて ある、 廊下の 左右には 更に 幾っかの 入り組んだ 廊下が 


ぁつて 幾人 もの 案內の 少女 達が 忙し 相に 行來 して 居る のを 見 
たが、 不思議と 少女 達の 他に 客ら しい 者の 姿は 認められな か 
った。 

案內の 少女は、 やがて 部屋 番號の 付いた ドアの 前に 來 たと 
了 寧に 會釋 し、 一ヶの 錠を 蝶 子に 渡す と 其の ま、 振り向き も 
せずに立ち去つて了つた。 

蝶 子は しばし 取り 殘 された ょうに 佇んで 居た が、 やがて 思 
ひついた やうに 與 へられた 錠を ドアの 鍵穴に 當て 、みた 0 

ドアは 直ぐに 開いた、 用心深い 態度で 中へ 這 入る と 一室は 
燃る のょう な眞 紅の 力 ーテン で 二つに 仕切られて ぁる。 

其の 時 力 I テンの □□□□□□□□□□□□□□□□チラ 
9 と した。 

ハッとして、蝶子が一步退いた時、男も思はず驚ろきの眼 
を 見は つた。 

二人 0 間には、 L ばし 沈默が 續い た、 それは 互の 驚ろ きの 
爲めに 外なら なかつ た。 而し 男は 直ぐに ゾル そうな 態度で、 
微笑し 乍ら 云つ た。 

1 r 實に 意外でした な ア 1 アナ タがこ i へいら つし やる と 
は 1 』 

その男は、蝶子が寄寓して居るァザレの家主で、パリーに 
數西 軒の 貸し 家を 所有 L て 居る 大家 主： 一丨 家の 長男で、 アザ 
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レに も 常に 出入して ゐて蝶 子と も顏馴 味の 男であった が、 聞 
く汇耐へないみだらがましい話しを平氣でする男であった爲 
め、 アザレ の 誰に も 嫌 はれ 者で、 殊に 院主 マリ ーな どは この 
男が 店に 來 ると 急に 機嫌を 惡く する 程であった ので、 蝶 子は 
もとより 親しく 話しな どした 事 もない ので あつたが、 男は 如 
何にも 訓れ < しく、 顏に はヮザ ト 大げさな 驚ろ きの 色を 現 
はし 乍ら も、 態度は どこ 迄も圖 々しく 情人に でもす るよう な 
態度で 握手を 求める のであった。 

突然の事に驚ろかされた蝶子の心もこの時はすでに平靜に 
返って ゐ て、 最後 迄 も 見極め やうと する むしろ 無鐵 砲と でも 
云 ひたいよう な、 例の 性癖が ムク<と心の中にわだかまっ 
て、 眼中す でに 男は 無かった が、 勉めてし とや かな 態度で 男 
の爲 すが ま X に 任せ、 やがて 小形の 丸 卓子を 隔て •▲赤い ビ U 
1 ド 張りの 椅子に 向き合って 掛けた。 

『實際 意外です よ アナタ が こ >1へぃらっしゃるとは I 


男は 話しの 糸口に 今一度 同じ 事を 繰り かへ した、 蝶 子は も 
とより 始めての 事では あるが、 どこ 迄 も 落 付いて行く 處まで 
行って 見よぅと 云 ふ考へ から、 强い て平靜 をよ そ ほふて は 居 
るが 場所柄を ハッ キリと 未だ 解し 得ない 丈け に 何と 返事して 
よい もの か 解らなかった ので、 すべてを 微笑に 粉ら して 無暗 

九 五 


巴 里 裏 街の 秘密 
に 煙草を 薰 ゆらして 居た。 

男は 皮肉な 口調で 1 それでも 幾分 御機嫌を とる よぅな 態 
度で 

『度々いらつしやるのですか？』 

と 訊く、 

『それ 程で もない のです』 

と 蝶 子が あいまいな 返事。 

『兎に角 意外でした 1 』 

と 三度 意外を 繰り かへ して、 男は 蝶 子 0 思惑な どには かまわ 
ず、 すでに 百年の 知己の 如く 一人です ベて を 承知して 親しく 
語り 掛けて 来る。 

蝶 子 もす でに こ V がどぅ 云 ふ 性質の 處で あるかを 大體は 解 
した、 そして 男の 態度が 刻々 と變 つて 来る 意味 も讀 めた、 そ 
して 刻々 と變 って 行く 男の 氣 持と 態度との 變 化に、 限りない 
ある 興味を もつて 眺めて ゐるの •てあつた。 

『私は、 アザレ で 始めて アナ タに お會ひ した 時から、 アナ タ 
には 大へん 好感を 持てた のでした が、 こんな 處では 到底 お 目 
にか X れない ものと 諦めて 居りました のに』 

蝶 子は 自分を あざむく 大膽な 言葉で 男の 心を 釣って、 意の 
ま X に 自由自在に 引ずり 廻して 見たい と 云 ふような 慾 求 さへ 
も 起つ た 0 


九 六 

『妾 も アナ タに は、 非常に 好感を 持つ て 居りました 事は、 こ 
れか らも 同じ だと 思 ひます 一 - 一たい どなたに 對 しても 惡感 
を覺 ぇない のが 妾の 性質な のです』 

與は この 言葉を 素晴らしい ものに 解釋 した 『どなたに 對し 
て も 惡感を 感じた 事が 無い』 と 云 ふ 言葉は 成程 こ i では 素晴 
らしい ものに 解釋 すれば される。 

男は 其の 驚ろ きと 共に 今迄の 蝶 子に 感じて 居た、 その 尊嚴 
性を、 この 一語の 解釋に 依って 多量に 失って 了った ょぅに 感 
じた、 そして 其の 感じは やがて 態度に 迄 現 はれて 來 た。 

男は 兩肱を 単 子の 上に っいて 金口の 細卷を 弄んで 居た が、 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □ □□□□do 

叩いた。 

□□□□□□□□0□□□ 

□□□□□□□□□□□□§□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□ 

男は むしろ 意外で あった、 そして 蝶 子が 何の 爲めに こんな 
態度を 取った かを 解し 兼ね、 急に 恐い ものに でも 對す るょぅ 
な 態度で、 

『何 かお 氣に さわりました か？』 

甘く見 過ぎた と 云 ふ見當 違いの 苦笑が やがて 皮肉な 微笑と 
なつて 


『大 變失禮 いたしました ハ、、、』 

と 笑 ひ 乍ら、 椅子に 腰を 下し 相 變らず ブル ィ眼 付での ぞき 
込んで ゐた。 

蝶 子は 何も 云はなかった が、 流石に 彼の 顏には 怒りが 浮ん 
でゐた 。男は 氣拙 相な 顏 をして ゐたが 、それでも 中年 男の 圖 
々しさで、 相 變らず ゾ ルィ 眼 付きで のぞき 込んで ゐる ので あ 
った。 

蝶 子には、 もう 堪らな かった。 こんな 世界が ぞっとな って 
來た 。女の手は、 いっか、 秘めて ゐた 短銃を シッ カリと 握っ 
てゐ た。 

『まあ、 なんと 云 ふ 失禮な 事を する のです。 女 一人と 思っ て 
失 禮な眞 似を すると 承知し ません わょ。 まあ、 なんと 云 ふ 人 
なので せう』 

女の 聲は 次第と 甲高くな つて ゐた 。女の 扉を 後ろに して、 
鍵の 穴へ 手を ふれた 時に、 男の 眼は、 また 異様に ひかった 0 
かと、 思 ふ 瞬間、 男は 呵々 と 大きく 笑った 0 
『ハ、 ハ、 ハ、 こ、 を 何處だ と 御 思 ひなんです 。もう 此處へ 
來たが 最後で、 どんなに ヂタバ 夕しても 駄目の 事 さ。 

ハ、 ハ、 ハ、 何も彼も 知って、 貴女は 此 處へ來 たと 云った 
ぢ やない か、 ハ、 ハ、 もう 駄目なん だよ、 いくらでも、 ヂタ 
バタす るが 宜い 。ハ、 ハ、』 

巴 里 裏 街の 秘密 


男は 平然と 云つ た 。そして、 立ち上る と 何を 思 ひ 出した の 
か、 部屋の 中を、 ぐる-^ と步き 出した ので あつた。 

男が、 先刻と 打っ て 變 つて、 平然として、# Hij の 中を 歩き 
出した だけに、 蝶 子には 却っ て 無 氣味に 思 はれて ならな かっ 
た。 

刻々 と、 女へ 對 しての、 男の ある 意味の 肉迫の ある やうに 
思 はれて ならな かった。 だが、 女の、 今、 此處 から、 何處へ 
逃げ出すべく にも、 逃げられない やうに 思 はれても ならな か 
っ た。 

男の 隙を 見て、 蝶 子は 手早く 鍵穴へ 錠を 入れて 見た が 駄目 
であった。 

サッと 女の 顏には 恐怖の 色が 浮いて 來た 。がその 次の 瞬間 
に、 女は プロ ーー 一ング 型の 短銃を 遮 ニ、 無二と 外部へ 向けて 
發 射して ゐたが 、もとょり この 音の 戶 外へ 洩れる 箸の ない 地 
下 室では あったが、 これで 驚いた のは 男であった。 

男 も、 最後が 來たと 云は ぬ ばかりに、 右手に しっかりの 短 
銃を 持っ と 二 ャリ 笑 ひながら、 女の 傍 近く 歩み寄って 來 
た。 その 時であった。 今まで 死の やうな 靜 けさの 地下室の 中 
が、 騒然と して、 次々 の 部屋から、 慌ただしい 物音が した。 

更に、耳をすまして聞けば、その音の中に瞥官の呼ぶ饰を 
聞いた であらう o( をはり) 

九 七 
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九べ 


i t 炉み さま 

石の 神樣 

始は 長者の 緣 結び 


尾 張 猪 子 石 お 詣 りなされ 
子槌 金槌た からっ ち 
この 俗讅 は、 尾 張は 勿論、 信 
濃、 三 河、 遠 江 地方で よく 聞か 
れるが この 唄に まつは る 傳說を 

し もの  あま 

知る 者は 餘り あるまい。 そこで 
この 傳說を 調べて 見やう 0 
それは 今を 去る 九 百 二十 年 前 
の 話 だ、 尾 張、 愛知 郡， 高 村 一 
色と 云 ふ 所に、 柳 瀬 1 兵衛と , 
ふ 長者が ぁった。 

ご うのう  ひ A.s' tf 'r c こと 

この 豪農では、 一人息子の 事 

•♦ "や  よ よ 5 

であり、 早くなん とか 好き 嫁御 
をと 思つ てゐ るの だが、 餘 りの 
豪農の ために、 帶に短 かし、 櫸 

なが  なか/ \ ぉ1  よめ 

に 長し で 却々 に 思つ たやうな 嫁 


せう to や じ 吾 ' /: ひざく りげ 
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彌次事 
喜 多事 
漫 窬 


< to ん 


歡樂 から 眞 逆さま 
夢を 結ぷ 木賃 ホテル 

なんに しろ、 この クロ ネコには、 その 名前 
の 示す ごとくに、 ここの 女給は みんな、 それ 
こそ 札つ きの 女給 ばつ かりで ある 0 

まあず、 その 特に 札つ き 中の 札つ きの お久 
を 筆頭に して、 おすみ、 それかられ い 子、 百 

P ゆ ふだ  ぢょ <? ふ そろ 

合 子と、 よくも こんなに 札つ き 女給の 揃った 
もの だ 0 

お久の 札つ きとは、 去年の 事、 芳町の 待合 
に 醉った あげくに 暴れ込んで、 それ も、 いつ 


山 

杜 

高 


野 

野 


狢 

夜 


き 


平 

鴉 

し 
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も自分の行きつけの待合とばつかりに思つて 
始めのう ちは、 戶 外から こと <と やつた も 
の だ、 だが、 もう 夜 も 更けて ゐる ので 待合の 
者は 起きない。 

第一、 十二時 過ぎに、 うかつな 客を 何％ で 
も あげない、 それが お久の かんに 觸れ たと 見 
えて、 足 許 も あぶなげに、 相 變らず こと < 
とやつ てゐ たが、 家の 中からは 咳の 聲一ッ 洩 
れない の だ。 

『あら、 もし、 I 寸 、起きて 下さいな、 よう 
起きないかよ、起きなかクたらこうしてくれ 
る わよ、 どうしても 起して 見を ます わよ、 や 


がな かつた が、 どぅやら その 嫁 
御 も 最近に なって 定まった ので 
この 豪農の 家の 喜びは 一方では 
なかった。 

双方の 親には、 この ニつ とな 
き 結婚に 間違の なく、 取り 進め 
られ ます やうに と、 いそ^—- と 
結婚の 仕度を して ゐ た。 


い、 くろねこの お久を 知らね え か』 

あられ もな く、 お久、 1 い 蹴出しを ちらつ 
かせながら、 戶を 蹴る、 家の 者が 驚いて 戶を 
開ける、 開ける が 早い か、 あがり 込んで 障子 
を 蹴る、 なんだ、 かんだ で、 くろねこの お久 
を 知らね え かと タン 力を きる、 とど、 七 八十 
圓の 損害賠償 させられた と 云 ふの が この お久 


わけて 柳 瀬 方では、 可 


lb- 


である。 

お、 雜 や、 


こわ や、 ぶる 、その 次 


4 -んな 


人 息子の 事で も あり、 その 仕度. j は 百合 子 だ、 この 女は そんな、 あたしは くろ 

ひさ  ちよ <發っ4 うどう  で 

ねこの お久だ よなん て、 直接行動には 出ない 
がそれ だけに、 啼か ない 猫が 鼠を 捕る で 大物 


は 大變な ものであった。 是非 こ 
の 結婚を 永久に 紀令  1 したいと、 
なんとか 永久に 殘るも のをと、 
いろ  <に 腐心して ゐた が、 庭 
園を いじつ てゐた 主人は、 ふと 
思 ひ 浮んだ もので も あるら しく 
P を 打っ た。 

『判つ た、 孤つ た、 _ 石の 大き 
な ものを、 なんとか f に 入れた 
いもの だ』 

そこで" 家中の もの も、 これ 


を ものにする から、 どえらい もの 0 

いま  -V 含 ぶんだん  お S ご U よ it く 右 かん  てだ £ と 

今を 時め く 文壇の 大御所 菊 池寬を 手玉に 取 
つて 京都へ しっぽり ぬれて、 ハ テは 菊 池寬、 
購 ふところの 員 堂の ダィヤを 左手に ひから 
せて はび か—。 

これを 見て、 一入に 失 i の 傷 手を 深く した 
のが、 これ も、 日本， 映界に 、いまを 盛りと 

とぎ  は欠てぅ 

時め く 畑 耕 一 クシ さ。 

ところで この 百合 子、 寬か らュ ビワを 買つ 


て 貰 ふと 間もなく、 彼女の 出身地た る 甲 州は 
葡萄の 實る 頃と なつた。 寛ょりも、 耕 一ょ 0 
も 葡萄 戀 しく、 その ま \どろんをきめて了0 
た。. あつたら、 文壇の 大御所と 、キネ マ# の 
雄を振って了った 1: ロ子。 

等々、 ここの 女給は、 みんな この やぅに 大 
きく 物凄い、 つまりが レべ ルがず んと 高くて 
一夜の 客なん かの 歡迎さ れるや ぅな わけはな 
い。 わけはな いとは 知っ-て ゐるが 、 k 通りで 
通って 了 ふ 事には 续念で ある。 

この 前 も、 この 邊へ來 た 時には， 只、 通り 
一遍で、 ク？ 不 n に 敬意を 表し だ だけで 通っ 
て了つた、これぢやあならぬと入るにはズつ 
たが、そぅれ、血壓がずんと高くなって、喜 
多 も、 彌次 も、 兩方生 i を 呑む 事し きりで あ 
る。 ものすごい 女給、 われらの 番に あたつ た 
がぉ ^ た。 

(ようし ツ 、ライス カレ ー でも 注文して くれ 
て やらう かしら、 それとも カツで も 注 ^ して 
くれてやらう かしら) 

早く も、 喜 多の 奴、 彌次 のそう した 心の中 
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は 思 ひつき だと、 早速と それ ぞ 
れへ 賴んだ り、 探したり する 0 
だが、 思 ふやうな 庭石は 探し 求 
めら れな かつた 0 
結槪の 話は、 どん-— 順調に 
進んで ゐ る、 もう {氣が 氣で 
はなく、 長者は 自身で、 草鞋が 
けで 探し 廻つ た。 

1 i il が 一十 r r f fe 辦 
は 同村の 端れ で、 長さ 一間 も あ 
らうと いふ ニ 個の 大 石を 發 見し 
たの だ、 橫から 見ても、 裁へ i 
つて 見ても、 これほどの 石が ま 
たと あらう かと 思つ た。 

そこで、 取る もの も 取り合へ 
ず急-ぎ戾って、概“鈪十纪と、 
出入りの人達を集めて、この石 
を 運ばう としたが、 掘る には 掘 
つたが、 石は びくり とも r きは 

し 汰か詫 。 こ！ 

更に 村人は、 この 石の 底 深く 


を 見て取つ たか、 ジンを 注文した 。それから 
チーズ である。 呑ン 平の 注文と L ては、 まづ 
無難で あるし、 モダンで も あるの だ。 

『彌 次さん、 お前さん、 そんな ラィス カレ ー 
だと か、 カツ だと か、 そんな もん 注文し ち や 
あ 不可ね えょ、 ク a ネコへ 來たら クロ ネコへ 
來たや ぅにな つて くれな くち や あ j 
『ふん、 ょく お前 俺の 腹の 中まで 判った もの 
だな、 な あに、 そんなべ ら棒な もん 注文なん 
かする もの か』 

『どう だか、 お前 だもの 知れる もの か、 どう 
せ そんな 所 だら うと 思つ たから 
先を 越して やつた わ』 

われら ニ 人 


100 

の 対 飲な のに 駘 <5 、 そして、 また 対 艇 の； kl 
なのに 系 驚く、 この 女給 全部が 發展 する んぢ 
や あ、 客は、 その 割に 少い もの だと 思った。 

われらの 所からは、 やがての 事に、 チズと 
ジンを持って來た、女給はぶいと立っててふ 
が、 外の テ ー ブルには 馴染ら しく、 それぞれ 
女給の 酌に 陶然と なつて、 メー トルを あげて 
ゐるの も あるが、 こぅなる と、 われらの テ 1 
ブルの 寂寥 さは、 しと どに 深し。 

勿論、 ジンを 呑んで ゐるの だから、 女給の 


を 掘り! g めた、 と、 突然と、 今 
まで 順 i に 進んだ 息子の 緣 11 が 
何 處をど うして か、 艇 れて 了っ 
た 0 

%者 は、 流石に 落膽 した、 息 
子の^! 談故に 、この 石であった 
のにこう 破れて 了へ ば、 この 石 
も 必要な くな つてく る 0 
『ゥム 、こり や、 あの 石が 神様 
の 神體で あるに 違 ひは ない、 で 
なければ、 いままで 順調に 進ん 
だ この 話が、 現在と なって 破れ 
る 箸は ない、 双が にこれ と 云 ふ 
缺點 などは 一っ もない の だ』 

主人から'  云 はれて 見れば、 
一同 も然 うかと 思つ た。 さあ、 
そう 事が 定まつ て 了 ふと、 一同 

あほ  は -r ど5  5 

は|くなり、早くもと ^ りに埋 
めねば ならぬ、 と 三日 もして 掘 
りあげた のを 一夜に して 埋めて 
7k つた。 


Q 爵 

はない の 
だが、 どうも、 

やっ ばり 女給が そばへ 
ゐない と 寂しい。 

『なんと どう. だ， 一層の 事 鼠 Q 泣き 眞似 をし 
て 見やう か、 ふん、 案外に 效果が あるか も 知 
れぬ ぞ』 

『どうしてよ』 

『& にね ずみ だ、 すぐと やつて 來や うじ やね 
え か、 ふん、 どう だ*''^』 

『詰らね ぇ 事を 云って や あがる、 猫に かつぶ 
しだら うが』 

『かつぶ しは ここのは 現な ま C) だつ てね 

ウ 、ハ、 ハ、 ハ、 ハ』 

喜 多べ ム 、本來 が、 酒は 餘り强 いと 云 ふ 方で 


ない、 從 って、 三 杯 目の ジンには 多少 眼 許が 
狂って 來た やうで ある。 と， 云って 彌 次も此 
處暫 らく 禁酒して ゐた 事と て、 これ も 相當に 
眼 許は 狂って 來たや うで ある。 

酒、 呑んで 醉は ないやうなら & まぬ が 宜し 
呑んで くだを まくやうなら、 これ も 呑まぬ が 
鋩し、 われら？ 一人、 耢？ T と 鹩の氣 f にこれ で 
記 まれた やうに なつた が、 さあ、 醉つぱ ら つ 
たと なると、 銀座 だら うが、 タイガ ーだ らう 
が、 ライオン、 なん ぞクロ ネコと 眼が 据 つて 
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長者は、 この 石が 猪に 似て ゐ I 
るので、 一方を 牡 石と、 一方を 
牝 石と 名 づけて" 猪 子 石 明 神と 
あがめる 事と した。 

不思議 や、 石を もと 通りに な •： 
はして あがめ 奉る と、 破 & と 
なつた 緣談が 、また— 元通り 
に すらすらと 運ばれて、 芽出度 
し'  芽出度し となつ た。 

噂は 流れた。 猪 子 石は 緣結び 
0 石と あがめ 奉られる やぅに 
今日に、 引續い て參詣 者は 朝に 
夕に 絕 間ない。 

なほ、 昨今では、 誰が 云 ひ 出 
した もの やら、 この 神 樣も營 業 
課目を 擴 長して、 子は 授け ませ 
う ^ 儲け も敎 へませ うと 云 ふ 風 
に 繁昌い よ {盛り、 子捉 、金 
槌寳槌 と 謳 はれ、 遠方から も 押 
すな 押すな となって 了つ た。 


テ ー ブル も、 客 も、 はたまた 女給 も、 ぐる、 
ぐる 廻つ て來や ぅと 云 ふ ものである。 

だが、 此處 は、 場末の だるま 茶屋で もない 
魔窟 近くの パ ーで もない の だ、 日本の 中心地 
然も 大東 京の 華の 銀座で ある。 その 銀座で も 
異色 ある この カフ H 丨へ 、われらが 純朴なる 
地方人に毛の生ぇ « った氣なる 1^ 好で、堂々 
と 押し も 押したり、 そして 注文した のが ジン 
と、 そして チズ だ 0 
ク 


ネコの お久が 、ふんと 云った 氣な顏 付 
きであった が、 醉 ったが 天下で ある。 銀座 も 

やじ  おどう 

へ チマ も あった ものでは ない。 彌次が 音頭を 
取れば、 喜 多が、 踊ろぅと 云 ふので あるが、 
これには、 並 ゐる客 も、 女給 達 も、 この 人 も 
なげなる われらが 振舞 ひに、 暫し啞 然として 
言葉を 呑んで 了った。 

を ど ちよう ど さいは  ころ  じ f 

踊る には 恰度 幸 ひ、 頃は ょし、 自動 ビア ノ 
が 音 高くな り だした し、 女給 ども おへへの へ 
だ。 これで も、 銀座の クロ ネコの 女給 だと タ 
ンヵを 切る 氣か 、さあ どぅ だ。 

を ど お ほ こ盘 

踊る まではち うちよ もす るし、 大きな 聲を 


1 0 ニ 

出す まではち うちよ もす る： が、 一度 大きな 聲 
と 踊つて 了へ ばもう こつち- Q もの だ、 毒 ^ " は 
ば 血までの 心理で ある Q 

踊り、唄ふ、それがまた、彌次と喜 #« であ 
る 。チヤ ルス トンなん て、 毛の 生え そろつ た 
やうな 踊りなん かの 出來 やう 箸は ない。 踊る 
も、 唄 ふ も 日本人 ばなれの せぬ、 國粹 もの ば 
かりで ある 0 

『よい、 よい、 よいと な、 よいと 一な、 あ、 え 
え、 さつ さあ』 

これ ぢや あ、 いくら クロ ネ n の お 久で も悲 
鳴を あげて 了っ たらう し、 お 客樣 一同 も啞然  ' 
言葉 もない。 天下の 色男 連顏 色はなかった が 
1 吾 多の 踊り も、 また 彌 次の 唄 も、 地の 素養が 
あっての 譯で はない から、 よい、 よい、 よい 
とな、 あ、 え、 さつ さあ、 と 云 ふだけ で 外に 
これより ー步も 出ない。 またもつ て 喜 多に し 
ろ彌 次の この 音頭に、 ダンスめ いた ものを や 
るには やる が、 これと て も ダンスの 完全に 出 
來る わけはない から、 このよい となと 怪し 氣 
な 踊りは、 すぐと 底を 割つ て 了つ て、 客 一同 


し髮ミ 手”  め假 交う 

いを な 唐 t か 令へ な 
毛！ 根41 着 $ 草 I した あ 
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女齓の 失 0 笑を かった。 

戶外 はふり み ふらず みの 五月 空で ある。 銀 
座の 空は 明るく 華やかで ある。 わけて カフエ 
1 クロ ネコの 室內裝 飾は モダンの モダンで あ 
る、 この モダンの 室內で このよい、 よい、 の 
よいで あるから 客 どもの 吃 っ驚腰 を拔 かすのは 
當然で ある。 

が、 何が さて、 この 八 木 節 まがいの 踊りの 
f も 簡單で あるから、 客 も 女給 も、 われらが 
地を 見抜いて 了っ て、 啞然の 次に 來 たものは 
わたらへ あてての 罵倒で ある。 

いや、こぅなつて來ると *1#£ 々で、下手をし 
やぅ ものなら、 客の 二三に 取り まかれて われ 
らは つまみ 出される かも 知れぬ。 

形勢が 次第と 變 って 来た。 酔って ゐて も！！ 
げ足の 早い われらで ある。 いざと 云へ ばす ぐ 
と 逃げ出す の 道は みっけて 置いた。 

だが、 われらは、 この 土人の 踊り まがいの 
踊り もやめ なければ、 またもつ て 唄 もやめ ず 
に、 ほいの ほい、 ほいの ほい、 と 勢を つけて 
ゐ た。 


客の 中には、 われらに 反感を 持つ てゐ るの 
も あるが、 また われらに 盛援 して くれる 連中 
も ある。 ハ テ、 盛援 して くれる の 連中は と 見 
れば 、それらは、 女給に 振られ 勝の 男で ある 
の だ。 

と、 われらの 唄と、 踊りの 却々 にやまぬ と 
見て とった お久の 注進に ょヴ たもの か、 ボー 

ィ Q 繫鬆 ^ ^ '來て、抑 || くの蟊 

も 御座います から、 どぅぞ お！ i にして 下され 
と 云 ふので ある。 

ボ ー ィの 人 ^'- は 一癖 あり 氣で ある、 そこで 
却々 にやまぬ 奇怪な 踊り もやんで 了っ たし、 
唄 もやんで しまつた。 

やっ ばり 猫に にらまれた 鼠であった。 今 ま 
での 元氣を 去， されて 了 ふと、 すこぶる もつ 
て 間の 抜けた われらで ある。 いや'  てれて 來 
る 事、 てれて 来る 事 お 話に なった ものでは な 
い。 そこで、 殘念 ながら ク a ネコを 出る 事に 
したが、 この頃から、 ポツ < とまた 降り出 
して 来た。 

『げー ぶ。 どうだい 喜 多 公、 なんと これで 溜 


〇 三 
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ぜに こんなぅ つと ほしい 刑事 室 
へな ど 連れて 來られ たので ぁら 
ふ 0 

美人の 名は 大內絹 子、 生れは 
福 島 縣曾根 田 町、 そして 今は 東 
京 府下 荏 原 町！ 一 越 合 田 喜 代 治と 
云 ふ 人の 內緣の 妻。 大連市 常 陸 
町 旅 & 大盛 館に 止宿 中を 擧動不 
審と刑 事に 引つ ばつて こられた 
ものでぁる。 一方 荏 源 町の 夫 か 
らは 、家出した 儘 鼠らぬ から 保 
護を 加ら れたい 1 と 各地の 警 
察に 搜杳： 保護 願が 出されて ゐる 
女と 云 ふ 事 も、 すぐ 判明に 及ん 
だ 0 

警察へ 來 ると 絹 子は、 先づ開 

こう  ^50 

『松 i mf li で 十 mt i 板！！ じを ゃ 

つた』 とか 

『 II 各る K で繼 を銳し 

て 路銀を 捲 上げて やった』 とか 


飮が下ったが、困った事には、雨が降り此し 
て來や ぁがった、 やん れ<だ』 

『げ ーぷ 、そうだ、 この 雨には 困つ ちまつ た 
ぞ 、やれ、 彌 次さん、 これから 何處 へのして 
行った もんか』 

『左様、 さる 程に 夜 も 更け たれば、 何れ かに 
宿を 求めねば ならぬ が、 ホテルへ 泊る だけの 
費用の 持ち合せは われらには なしと、 さて 如 
何 相な り ませう や だ、 げー ぶ』 

組ん づ 、組まれっ、 われらは ょろょろと 大 
，東京の 更け ゆく 街を 步い てゐ る。 夜の 更ける 
のは 早く、 もう 赤電車は 通りす ぎた。 この 夜 
更け、 それでも 何 處へ 行く とい ふ あてもなく 
われらは、 醉後に 心よ い 初夏の 夜の、 
冷やかなる 微風と、 

れから 絹糸の やうな 


雨に 打たれながら 

ジンの 勢で、 ふ 
1 

らふら 步 く、 

何ん にしろ 
ジンの— _ 


l» ,f .i tA 


から、 あたるべからざる 勢で ある。 早 や 11  ロ/を 
I： たぬ。 

兩人 とも、 雨に 全身ぬ れなが ら、 t 氣で步 
いて ゐるの だから 氣狂ひ のさた である 。あま 
つ さへ、 ょろ-^ して、 その上 大きな 聲を張 
りあげて は、 何やら 知れぬ を、 唄つ てゐ るの 
だから、 傍人が 見たならば、 朝鮮ん の 醉つぱ 
らひと 見る かも 知れぬ。 

赤電が 通りす ぎて 壹 時間 ばかり L て、 ひつ 
そりと して 了つ た。 ポッ ポッ警 官の眼 も ひか 
り 出 相と なる の だが、 そんな 事は 問題では あ 
り やしない 。今夜、 一晩中 步い てゐて も、 と 
ん とわれら は、 問題では ない の だ。 


めっ そう もない 事を 口走って 大ー 
いに 刑事 連を 恐縮 させて ゐたが 
これは 何れも 陽氣の 精で 幾分ポ 
1 ッ とした 精神の 幻覺 なんだら 
う。 新聞に 書かれたい 爲めの 變 
態 的 デ タ ラメなん だそう だ。 

刑事が 御 亭主から 捜査 願が 來 
てゐ ると 知せ ると 柳眉を 逆立て 
f 、 

『あたしは、 夫を 虫が 好かない 
から 飛 出して 來 たんだ、 たと へ 
どんな 事が あつたっ て 二度と あ 
んな 男のと ころへ 歸る もんか 0 
いくら 迎に來 たつて、 どうした 
って、 死んでも 歸らな いだ！』 

と淡呵 を 切る かと 思 ふと、 
『あんな 野郞 つたら あり やしな 
い、 家を 飛 出して、 追っ かけて 
來ら れ ると 困る から、 あたしは 
銀座の まん 屯で 斷髮 して、 洋裝 
して 1 に 飛込んだ のさ …… 』 
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『やい 彌 次さん、 どうもこう なつて 來 ると 歡 
樂 極まつ て 哀傷 生ずと 云 ふ 形 だね え、 えック 
a ネコの 元氣 はどう だ』 

『いや、もうクロネコの元氣はなくなつて了 
つたょ、 それょりも、 俺 あしきりに & 魔 訪れ 
て か 眠くて 仕方が ねえ、 f 前、 時に ポケット 
マネ ーを 何の 位 もつ てゐ るの だ』 

『ポケット マネ ー を 訊いて どうす るの だ、 ま 
たこれ から 何處 かへ 行つ て 呑もうと いふ 量 見 
なのか』  i 
『そ うぢ や あねえ よ、 これから 何處ぞ で 夢を 


結ぼうと 云 ふの だょ』 

『ふん。 まあ、 まてょ、 何の 位 あるか 見て み 
るが、 どうせ M に 訊く 位 だから 彌 次さん 手前 
はもう 一文 も 持っ てゐね えだら うな あ』 
『持つて ゐる 位が ら 訊き 申さね え や、 今頃は 
圓タク の时に 納まって ゐる かも 知れね え や、 
ゲーブ 、あ、 あ、 眠くて 仕方がぬ えな あ、 ゲ 
丨ブ』 

も、 なんとなく 蛇くな って 來た 。が、 眠い と 
ずっても、 どうす る 事 も出來 やしない。 

一 o 五 
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と 得意に なつても のがた る。 
さう •かと 思 ふと、 今度は 紅唇が 
，妙に 動いて 妙なる 小夜曲の 一 
節が 刑事 室に 響き渡る。 

あわれ、 床しき 歌の 調べ 
夕べは るかに 胸に 聞けば 
心は かえる 悦し むかし 
ああ、 うたへ や、 君よ 
いざうた へ、 うたへ よ、 
刑事たち が、 この 思が けない 
ソロに 耳を 傾けて ゐ ると 突 紙、 
なまめかしい 笑聲に ついで ぼ 女 
はこん な 事を 云 ふ。 

『ねえ、 あたしは 大連に 結廠し 
に 來た のよ、 誰か 私と 結 & して 
くれなくて』 

誰彼に 容赦な く 送る 媚 0 
流石に この！ 1辟 な 刑事 室 もけ 
ふ ばかりは 大いに 賑やかな 陽氣 
がた だよ つて ゐた。 


1 〇 六 

先刻から、ニ人、ぞにまかせて、ひょろひ  冬とは 違って、 眠った まん ま、 死んで 了 ふ 


ょろ 歩いて ゐるの だが、 ここが 何の 邊だ か、 
もぅ兒 當は っかな くな ってゐ た。 

『どっこい、 十圓 札の 五六牧 も 入って ゐるか 
も 知れね えぞ』 

だが、 十圓札 どころ か、 喜 多 公、 ダ ボンの 
ポケットを ち やりん"^-" •やつて ゐた が、 やが 
ての 事に、 全 財產を さらけ出して 見せた のが 
一圓 十六 錢と ある。 これに 彌次 公の 三十 八錢 
を 合せて 一圓 五十 四錢と 云 ふ 合資 會社で ある 

幺ん 

ょぅし ツ 、こぅして、 それでも、 一圓と いふ 

こ玄  き 系 •ん 

聲を 聞いた からには 圓タク である。 

とは 思った が、 此處が 何處だ か 知れぬ が® 
タクは 時た まにし か 通らない の だ、 一 臺 通る 
と、 それから 二三 十分は 通らない。 ジンの 疲 
れは 全身に 廻って 來た 。半は 眠って 步い てゐ 
るので ある 0 

こうな つては、 昭和 彌次喜 多 も 何も あった 
ものでは ない。 いよ-— われらが 泊る 宿が な 
いと 决 まれば、 ヴ H 丨メ ントの 上で もなん で 
も 差 支は ない。 


なんて 事は ありますまい 0 
『あ、あ、あッ、とても辛抱が出來なくなっ 
て 了った o H ッ 、何處 でも 宜い や、 どうせ 圆 
と 幾錢 かの 財產 しき や ああり やしないの だ 何 
處へで も寢っ ちまへ ッ』 

電柱へ ぶっかった ぎ 次 公、 その ま X 夢路へ 
A1 らうと する の だ 0 

五月の ポッ^^ 雨 だけに、 ヴヱ ー メント の 
芯まで 濡れき って ゐ やう。 いくら ジンの 勢で 
も、 われらの 夢を 結べる 道理は ない の だ。 電 
燈のひ かりのと どく 所 だけ、 白い 絹糸の やう 
な 雨が 見える 0 

『やい、 彌 次さん、 いくらなんでも、 そこへ 
寢て 了った んぢや あ 仕方が ねえよ、 やい、 彌 
次さん、 やい、 今少し だよ 1 何處 かへ ありっ 

こと 

けね え 事は ねえよ、 やい』 

喜穸 公は、 彌次 公を 眠りから 醒 ますべく 大 
きな 聲を出 した。 それでも、 彌 次さん の 夢の 
醒めるべく 苦 もな く、 どんとぶ つかつ たのを 
機會に 、彌 次は グゥ {夢路へ 人って 了 ふ 0 


1 *0 ac  K 一 

土 佐傳說 


や 含き ?: わらひを艺こ 

山 北 0 笑 男 

く. 0い £; ラせフ30  ぶぎ ? フ 

怪獸に 笑殺され た 奉行 

と 5の ,< にか み <^やま^^むら汀いじつじや £ 

の似膨中の範形齡のぁたりに、 
笑 男と 稱す る怪獸 の ゐる とい 
ふ 曝が パッと 高くな つた 0 
この 傳說だ 计は 現在に 淺 って 
ゐるが 、今ょり 凡そ 二百 年 ばか 
り も以亂 の 事 だ。 

樋 U 關 太夫は 知行 三百 石で、 
e 奉行を 勤めて ゐた 、この 男、 
性 甚だ 豪に して、 必らず 負けぬ 
と 云 ふ氣 性であった。 

聞く ともなく 耳に したの が こ 
の 笑 ひ 男の 怪獸の 一件で ある。 

それ—  VI 漂に 

は 赤 頭、 本山には ぼ 姥と稱 する 

<ゎ いじう  ぅゎさも 

怪獸 まで ゐ ると 噂は 洩れた。 


であった。 

『やい、 やい、 彌 次さん、 こんな 所へ 皆て 了 
ったん ぢやあ 仕方が ねえ じ やねえ か、 やい、 

ゃぃ』 

その 聲が餘 りに 大きく、 夜の 靜寂を 破った 
その 聲に 連れて、 犬が われらを 吠え 立る ので 
あった。 

と、 がち やり {、がち やり-^、 夜の 靜 
けさの 中に、 巡 杳の 佩劍の 音が、 何 鼠から か 
忍びやかに 洩れて 來るの であった。 

『もし、 もし、 一寸 待つ て 下さい』- ほぅら 來 
たなと 思った 時には、 だが 彌次 も、 また 喜 多 
も ウト^^と ヴ工メ ントの 上で 夢路に 入り か 
けて ゐる 所であった。 

『き、 き、 君、. もし、 こら ッ 、君達、 おい お 
い ツ 、こら ツ』 

破れ 鐘の やぅな 聲が 、われらの 頭の 上で し 
た。眠りに^<りかけてゐるわれらには、破れ 
鐘 L 何も あっ 戈 ものでは ない。 

おい ッ 、と 云へ ば グウ、 こら ッ 、と fK へば 
グウ、 グウで、 返事は われらの 高い びきで あ 


3 こう  <ん  き！！- ん b r くかん そん  、 ぶ * 

る。 赉公 君の 機嫌を 若干と 損じたら しい。 太 


こん Z 


かんだか なか 


い聲が、今度は高く、その甲高い中には何樣 
怒り も 交つ て、 巡査の 鼻呼吸が すぐ 自& 達の 
顏の 近くまで きた。 煙草桌 い、 ヤー 一 臭いい や 
な 嗅 ひも 後から きた。 

『ふむ、 二人とも 大分と 醉 つて ゐるや ぅだな 
ふむ、 ょし、 署へ 連れてつ て 看護して やれ、 
これは 苦し 相 だ』 

と、 現金の もので、 われらの 眼は パ チリと 

と歡った 

と 

なつた わけ だ。 

『君達は、 大分と 醉 つて ゐるや ぅだが、 何處 
で そんなに 呑んで 來たの だ』 

『銀座の クロ ネコで、 しかも 日本酒 ぢや ぁね 
え ジン だ』 

『なに 紙 座 だと、 ふん、 これから 何處 へ! I ら 
うと iK ふの だ』 

『さあ、 何 處へ歸 るか、 それに 困つ てゐ るん 
です。 歩く のは 嫌 だし、 @はな し』 

『ふむ、 そうすると 浮浪 罪 だな、 どつ ちして 


開いた。 喜 多、 彌次 共に、 ウへ 
看護と いふ 聲が 耳に 入つ たから、 ウへ 


昭和 彌次喜 多 膝 栗毛 


〇 七 


箱 和 嫌 次 喜 多 膝 栗毛 


さあ、 これを 聞く と、 關 太夫 
はいょ^-も つ てた まらな くな 
つ た、 性來の 負けぬ 氣質 のぞく 
として ゐて も、 立つ てもゐ 
られ なくなり 秘藏の 鐵 砲を 肩に 
して、が北へ行くべくと家を出 

た I 袞 1は跽にぁった 
齡ゲ て、 こ QIKV p fl はー歡 

と 早く 知つ てゐ たの だ。 

1 へ f ぅと r r で ¥ 地 
6 百， に 逢つ た。 百姓は、 怖る 
航る關 太^ < の 前に ひれ 优 して ゐ 
だが 關^ <の獄 にある 觀砲 を妃 


'て 聲！ しぼ 
奉行 樣、 お 山 
，るが、 怖れ 1 


は f まを 

导 う 申せ、 

翁— 


も 此處で は 話に ならん、 交番まで 來て くれ 銀 
座で 呑んだ Q は 宜いが 、隨分 遠くまで やつて 
來た もの だな、 此處は 何處だ と 思つ とる。 

黑江町 だ ぞ 、何 處へ歸 る あても ない と 云つ 
て 何時 東京へ 出て 來た のか、 あ、 おい、 そつ 
ちの 肥って ゐるの も 起きた-—、 おい』 
冗談かと思ったらこれは本當に免截に連れ 


てゆかれるらしい0こぅなつて來るとこ 0 ち 
では ル 談ご とでは なくなって 來る 。ジンの & 
みすぎで、 まだ 足が ふら-—- である 0 
交番へ 着いた。 と、 もぅち やん と 11 い齡を 
出して、萬年,のィンクを誘版セゐる。そし 
てわれらを見上げ見 ^ してゐる0 
こんな 時に 冗談を 泛 って ゐて 、相 於^ >間驭 


らねえ か 知り ませね えだが、 今 
日がへお吧では無用で御座りま 
する はい、 なでに つて、 お 奉行 
樣ぁ 、一九 十七と 申し やして、 
肜に雜 护、 九 w 十七 日には 村の 
獵帥 共で さへ も 山へは 入り 申さ 
ねえので 御座います。 

f も、 だば f ず！ 

に！！ ふと 云 はれて 居ります』 

『ゥ ハ、 ハ、 馬鹿な、 その やぅ 
な 事は、 我等 二月 九日には 船を 
出さぬ と 云 ふ 事は ぁるが、 未だ 
九日な りと て 山へ 入つ ては なら 
ぬと 云 ふ 事は 聞いた 事は ない。 

その 笑 男と やらに、 若しも 
逢 ふ 事が 出来れば この 上 もない 

おもしろ  こと 

面白き 事ぞ』 

百姓な どの 言葉な どもち ゐる 
關 太夫では なかつ た。 家來 一人 
を 連れて、 どし-— 山へ 入つ て 
行った が、 流石に 家來は 百姓 か 

昭和 彌次喜 多 膝 栗毛 


つても ならぬ と 思った ので、 そこで 名刺で あ 


る 。遂 々白 狀に われらは 及んだ。 

『ゥム 、だが、 君、 探訪 も 結構 だが、 あんな 
所へ ごろ/ \ 寢られ たんぢ や あ 不可ん よ、 そ 
れに第ー君達0身體を惡くするからなぁ、ぁ 
ん まり 探訪の 度が過ぎ やせん かな、 でろ < 
に&っぱらってるるなぞは、大ぃに保護を加 


へる 必要が ぁると 思 はれる がどう だら う。 
她, に、 銀， で 呑んだ は宜い と L て、 黑江 
で ふらつ いて 來 るなん かは、 どうも 感心 
せんな ぁ』 

恐縮を 通り越して、 われらは 少 さくな つて 
了つ た。 ここで、 巡 各 君から ねんごろに その 
ザ仏 #1 をさとされて、初獻ホテルを敎へられ 

1〇 九 


瞄和彌 次 喜 多 膝 栗毛 

はなしき  ふ 0 

らこの 話を 聞く と、 慄 へぁがつ 
て 了った が、 關 太夫が！！ んで山 
へ 入る ものを 反對は 出来ずに、 
澀々 と 後に 從い たが、 百姓から 

うはさむら^-  し むら 

この 噂は 村々 へ 報ら されて、 村 

ひやくせ うど もと  と 

の西姓共は取るものも取りぁへ 

ぶ げうさ 史 3L S が 

ず、 奉行 樣に 間違が ぁつて はと 

や £ と 

みんな 山の 入口に 堵を つくして 
關於 夫の 纖るの を 待った。 

一方、 關 太夫は、 家來と 山 深 

はい  さんぷく  きじ 

くその ま X 入つ て 山腹で 雉子を 

ち やう ばか 

ねらいつ けて ゐ ると、 一町 許り 
向 ふの 松林の 端に、 十五 六才の 
小僧が 漂然と 現れた。 

關太夫も、家來も、咿ッと獻 

み こぞう  く 6 んだい う 

つて 見る と、 小僧は、 關 太夫を 
指差して げら-— と 笑 ひ 出した 
小僧の 近づいて 來る につれ て、 
笑！ 1 1: |くなり、がも&も、齡 
木 もみん な 笑つ てゐる やうに 見 
え、 風の 音、 水の 音 も 大笑 ひに 


て、 ぶら りぶ らり步 くの だが、 酒の 醒め か、 

ある  か くつう  しん 肀 

つて 歩く とい ふ ものは 可な りの 苦痛で、 深夜 
の 寒さが ぞぐ<  と 身に 泌み てきた。 

とみ か しちょう も <s <i < ろ无 ちょう  ある  く 

富 川 町の 木賃 ホテル、 黑江 町から 歩いて 來 
ると 隨分と ある、 上總屋 とい ふ。 まだ 起きて 

お < おと 

ゐる らしく、 奥の 方で、 ごそ^-音が して ゐ 

てん たす  おも  は ぢ 

る、 これ こそ 天の 助けと 思つ て、 われらは 始 

おそ  おそ  と 

めての ホテルで あるから、 恐る 怖る、 泊めて 
下されと 賴み 込んだ。 

がたり、. ごとり と 音が して、 大戶が 開けら 

めんどうくさ さ ? かほ 

れ ると、 そこには、 面倒臭 相な 顏 をした 五十 

おや ぢ ネぢ、、 > こと 

親爺が ゐ た。 味 も そつけ もない とは この 事で 


ある 0 

おそ  史 をし t> け 

『遲 くな つち まつて 申譯 ありませ ん 


ク 


どうも 

ネコで 吞んで しまつて、 すっかり 遲 くな 


つち まつたん だ。 

親爺、 本當に 濟ま なかつ たな あ、 まあ 今夜 
一晩 やっかいになる んだぜ 、え、 賴んだ ぜ、 
え』 

『ウン、 宜い よ、 飯は 喰つ たか、 ウム 、喰 ひ 
たくね えの か 泊り だけなら 一人 二十 錢だ 、前 


o 


錢でな くち や あ 不可ね えょ、 始めての 客は み 
んな 前錢だ 。これから チョィ— 馴染に なり 
や あ抟 金で も宜ぃ 』 

ところな じみ 

こんな 所へ 馴染に なつち や あたまら ない が 
二人で 計 四拾錢 支拂 っ た。 宿帳を っける、 わ 
れらは 二人とも、 各自 家庭の 方の 所を つける 
そして、 まんまと、 1 者 達の 群へ 入って、 
キモを § した 0 

六疊の 部屋には、 四 人、 荒 くれ 男が ゐた袢 
纏の破れをつくろってゐるものもある、新聞 
の 講談を 讀んで ゐる者 も ある。 本誌を 讀んで 
ゐる者 も あるの だ。 

下. 手を やる と、 此處で 、.•われらの 化の 皮を 
剝れる やぅになる かも 判らぬ が、 われら 互に 
眼と 眼で 合圖 しあった。 

六疊の 部 度へ 六 人 だから 疊ー疊 がー 人の 寢 
床で ある。 袢 '纏を っ •くろって ゐるの が、 五十 
五六新'聞'の^談を讀んでゐるのが、お奸咽五 
本 11 を讀 んでゐ るの が、 二十 七 八、 今一 人 三 
十八 九は、 ぐぅ^^ 高鼾で 寢てゐ る。 

『此ッ 方へ 入つて 來るが 宜ぃ ょ、 そこ じ や 仕 


笑っ てゐる やうであつた。 

鐵 砲を 持ち直す 事 も 何も_ 太 
夫は 出来な かった。 笑聲は 徐々 
に 高くな った。 主從ニ 人は、 蒼 
くな って 山を 降りた が、 この 笑 
聲は大 1豪までも聲ぇて、百媪 

i f にだ  し ^ 

共 も 蒼くな って 逃げ出して 了っ 
た 0 

けらい  ふもと ぢ か 

家来は、 とう < 麓 近くまで 
來た 時に、 腰を 拔 して 了っ た。 
關 太夫 一人、 遙に 山を 離れて か 
ら 百姓 共に 迎 へられた が、 その 
年を 過ぎ、 翌年に 入る と 何やら 

L び やうき  と み i 

知れぬ 病氣に 憑 りっかれ、 耳の 

ぞ c te らひ ご夂 

底に 笑聲が する*'^ ととうとう 
呼吸 絕て 了った。 

それからは、 もう 誰 一人 この 

や生  はい  し £ 

山へ 入る ものは なくなつ て 了つ 
た。 だが、 果して、 その 笑 ひ 男 
と 云 ふ ものが あつた もの やらな 

ひっしゃ  し 

いもの やう 筆者は 知らぬ。 


方が ねえょ、 入ったり 入ったり』 

絆 纏の 破れを っくろつ てゐ るの が、 怯々 と 
入る 事 も 出來ず に、 廊下へ 呆然と 立つ てゐる 
われらに 言葉を かけて くれた。 

外見、 一癖 ぁりげ に 見える が、 彼は 案外に 
優しい の だ 外の 連中 も、 この 聲を きつ かけに 
して'  何れも、 人相 こそ 惡いが 、その 凄い 眼 
を 細く して、 われらへ 同情の 眼を 寄せて くれ 
る。 が、 寢てゐ るのは、 チラと 眼を あけた や 
うだが、 またす ぐと、 ぐウ 
めて ゐ る。 


fc -). us> 3- はじ 

高 « をかき始 


彌次 から 先き に 少 さくな つて 入る、 喜 多 公 
それに っづく、 部屋へ 入る や、 汗臭い、 一種 
形容の 出來な い、 男 ばかりの、 臭が ッンと 鼻 
へ 突いて 來 るので ぁった。 

『連れ かい、 何時 東京へ 來 たんだい、 こんな 
に遲 くな つち まつて』 

われら ニ 人、 全く 地方 人 t ひで ある、 これ 
幸 ひと、 われら 地方 人と なる。 

『は あ、 ニ 三日 前に 水戶の 在から やつて 來た 
んで すが、 は あ、 もう <|をみんな使っちまっ 


て、 へ、 へ、 へ、』 

t K をつ くろつ てゐ るの が、 自分！！ にも そ 
んな 事が あった と 云 はんば かりの 顏色で われ 
らを 見る の だ。 

『さあ、 入る が宜い ょ、 そんな 所へ 立つて た 
つて 仕方 ある もの か、 入る がい 》 や』 


はん1」んし 

袢纏 子が、 


なか 1 . ぼん  とし 

の 仲間では 一番と 年を とつて 


ゐる だけに、 愛嬌が 宜いが 、なんとしても 入 
るには 入つ て 坐つ たが， この 臭 さに 耐らぬ の 
だ。 と、 新聞の 講談を 讀んで ゐるの が、 新聞 
を ぼんと ほぅり 出す と、 ぼり^- 脊 中を 搔き 
k した。 

その 次に 坐って ゐる •本誌を 讀んで ゐたの 
が、 何ぞ はからん、 昭和 彌次喜 多 I 栗毛の 所 
を讀ん で ゐた らしく、 ボンと ほぅり 出した が 
眼 玉を ギョ ロリと ひからせた。 

『親4ぁ、なんだって、こんな避くまでみな 
樣は 起きて ゐら つし や るんで すょ』 

『フム 、然 うよ、 この 天氣ぢ や あ、. 11 日每日 
避び だよ、 俺達に 取つ ては、 これからが、 一 
番と 不可ね え 時候なん だ 働く にも 働け やしね 

ぇゃ』(っでく) 


昭和 彌次喜 多 膝 栗毛 


難信投書思ひ出し帳 


1 ニ 一 


▽長 春附屬 地內の 平康 里の 靑樓に ： 
本の 女が 支那 人ボ なりすませて 遊女 稼業 
をして ゐ ると 云 ふ 噂が パ ツ とたつ た、 平 
康 里と 云 ふ 所は、 支那の 色町の 通稱で あ 
り、そこに營業を許句されるものは勿論 
支那 人 だけに 限られて ゐ る。 

一 ►それに 事 も あらぅ に 日本の 女が、 支 
那の 娼婦に なつて ゐ るとは、 しかも 附屬 
地內の日本の警察がそれを許可しやぅと 
は、 そんな 馬鹿げた 事が あり 得 やう 普は 
ないで はない かと、 云 ふ 風に も考 へられ 
る。 しかし、 噂は 單なる 噂に のみ 消へ て 
は 了は ず、 それが 全く 事實 であった © だ 


ヴュ 


ざ つ 


ジャズ レヴ 


だ 


雜信 投書 思 ひ 出、 し 

す re めん  ひら  よ 5 0 P. 

り 捨て 御免 •平 K と容謝 


から 不可思議では ないか。 

もよ ラし i んや 31 ととは  はつし つじよ  じ ゆん 5 

一 > 長 春 大和 通りの 派出所の 巡査が ぁ 
る 0. 广ロ1赍をゃるべく平康里の平聽 
堂なる 靑樓を 訪れた。 すると 妓女 たちの 

f 穿て 一: <、とてもに日漦备みな 

妓がゐ る、 その アクセントから、 言葉の 
しなから して、 どぅしても 支那 人とは 思 
はれない 女が ゐるで はない か。 

罗何處 から 來た かと 調べ 上げる と、 昭 
和 三年の 秋に、 長 春から (支那の 領土) 
の 妓 1 金 紅 堂から、 前借 大洋 七 百 元で 住 
替 へて 来たと 云 ふ、 原籍は と 訊けば、 江 
蘇 省^ |海縣九馬路、父を王有と云ひそ 0 


ニ 女で あると 申立てた。 

V 然し、 2 ぅ も 支那 人とは なんとして 

も颭 はれず、 纏は 一ぎ 鬆て P し 

て 手を 替へ 品を かへ て 訊問した 結果 この 
美く しい 支那 妓女 は、 まさしく 日本人で 

こと  はくじ や ラ をん ななみ だと % る i 

ある 事が 白狀 された。 女は 淚 と共に 屢々 
として その 數奇を 極めた 半生の 流轉 物語 
りを した a 

►私は 原籍 佐 賀縣杵 島 郡 西紀 1 ^ 村字戶 
貝で 父を 白濱 增太郞 と 云 ひ、 母を つると 
ポ ひ、 ニ 女と して 生れた もので、 本名を 
白 is たきと 云 ひ 本年 三十 九歲で すの。 

V 鄕 里を 出る 折には、 弟彌 七、 妹との 


三人であった が、 明治 三十 九 年の 日露 戰 

■5 ぅ 「ょくご  あき | ま い 4 んな  かん 

爭の 直後 — に 秋 山し ずと 云 ふ 女から 甘 

げん  S そ S せ ほ は たら 

言を もって 誘 はれ 佐 世 保で 働く っもりで 

そぅ 9 で ど ラに ん っ だ 亡ん き あ 含 

鄕 里を 出た が、 同人を 連れ出した 前記 秋 
山し ずは、 佐 世 保を 經て長 崎に 出で、 同 

しよ  き 亡 o じ！. う う r t .i じ やう 9 く 

所から 汽船に 乘じて 浦鹽に 上陸した ので 
あった 0 

V 斯 くして 同地の 料理店 山 ロ 某 方で 約 
ニケ 年 半 酌婦を して ゐたが 、その後 ハ バ 
ロスク の 田 川 某 方へ 前 1 金 五百圓 で住替 
へたので あった 。斯くて 彼女は 遠く 日ね 
と 離れた 異鄕の 空に 優ない 運命に 泣きな 
がら、 淚と ともに 吳越の 客を 送、 り迎 へつ 

§め  っ 含 ひ 

i あつた。 かくして 夢の やぅなる 月日を 
送りつ、 あるぅ ちに 幾多の 客のぅ ちに 一 
入 彼女を 可愛がって くれた 何 福 堂と 呼ぶ 

しな じ)  みぅ  こと  レた  やく 

支那 人から 身受け される 事に 致り 約 十四 

五 年 _し たねの ん運と た。— 纟 
V 大正 十二 年の 秋不圖 した 事情から 同 
人と 別れて 彼女は 漂然と して 東 支線の 安 
連站に その 姿を 現は した。 そして 同所の 

雜信投 書 思 ひ 出し 帷. 


*■ ょ？ i ん L れいぶ づき ふ <かん f> う！ ^うしヤら い レ とこ とう 

旅團 司令部 付 副官の 王 鳳 照と 云 ふ 男と 同 

せい  こと  ご いく ほど 

棲す る 事と なった ので ある。 その後 幾程 
もな く 夫の 王は、 副官を 辭め 二人して 長 
11 富士 町の 三、 四 丁目 邊に 移り 住む 事と 
なった が、 その 頃 夫の 王は 重い 病氣に 罹 
り野ては| 1: は議 || 、そのひ日の8 

こんなん  4?さ殳  ふた、 くらを つ とわう 

に すら 困難な 有樣 となり、 再び 更に 夫 王 
を 救 はんと 二度の 勤めに 出た。 

那の 藝妓) となって 王の 醫槃や 生活の資 
や、 醫燊 の資に 充てた のであった。 その 
後^ 記の 如く 金 紅 堂へ 住み 替へ巧 みに 日 

»ん < わんけ？ み％ と いつ  きょか  无 o# ぐ SK い 

本 官憲に 身許を 僞 はり 許可を 得て 浮 草 生 
活を 送りっ、 あった a 

▽右に！！ いて、 三 上 保 主任は 次の 如く 
11 った。 

1>楚の繫楚は « 日ノ五 ^ っ 5| ) 

と v rr ろうし ゆ あ ひだ お し v x 

取消した が、 樓 主との 間に 於け る 借金は 

1?まり薩軟|はれ& 

しやう 《ま  こく リゅ うし 1 -つ  さんせん  さうた うちく w い 

照が 今は 黑龍 省の 棧泉で 相當 蓄財して 
暮 して ゐるの ギか ら支拂 はせ る樣 見込み 


がつ いて ゐ るから 拂ふ 事と 思 ふ。 それ か 

S こと  >- うしょ  ほんに ん いし  * i» 

ら先 きの 事は 當署 でも 本人の 意志に 任せ 
るょりは 外は ない と。 

▽次は 恐らくは 日本 最初 q 花柳洛 ii l 
反で あらぅ と 思 はれる 男女 兩 方の 珍 犯罪 
新 潟 縣佐度 郡 兩津町 貸 座敷 若 松屋 方 娼妓 
金子 ハル (一一 一一) は 外， M 部 軟性下疳に か、 り 
兩津 治療 院に 入院 加療 中であった が、 馴 
染客ビ る 加 茂 村 大字 加 茂 歌 代 立野斯 太郞 

ぐ わつ ic B どう 一ん 

(一一七)が四月十七八日ころ同院へこつそり 
と 忍び入つ た。 

▽はるは 自己の 病毒の 全治せ ざるを 知 

をと！ J し い みつく わ レ こ之 

りづ 、も 男を 引き入れて 密會 をと げた 事 
1 J 覺し 花柳病 豫防先 違反と して 五月 五日 
相川撿 事局へ 送られた が、 佐 渡に おける 
花柳病 豫防 法の 最初の 違！^ 者で ある。 な 
ほ 男 勘 太郞は 住居 侵入 罪と して これ また 

”やうつしよ  そう 含よ く 

兩津屬 にょり 送 局され た。 

▽勘 太郞 、はるは 靑くな つてぶ るぶ る 
顫 へあがっ て ゐ るとは 笑止 千 萬。 

▽五月 十日 午後 九 時半 頃、 東京 京 橋 銀 

ニ 三 


雜信投書思ひ出し帷 

座 ニの 七 ヵフ H •クロ ネコ 小川 I 郞方ニ 
階で 飮酒 中の 三人 連れの 男の 中に かさね 
の大 島が すりを 着た 卅 五六 歲色淺 黑く瘦 

がた せい  しやく  f ぐらい さう し ふう  レと こ ゝ 、と： ビん しよく 

截 を！！ ったと 見る や、 天 f に 防って ビス 
トルを ー發發 射した 上、 女給 等の 立騷ぐ 
中を 勘定 j 圓 八十 錢 を支拂 つて 悠々 と 立 

ちぎた。 

▽彈 丸は 天 #^ に 喰 ひ 込んだ だけで 怪我 
人はなかった が、 蟲然 たる 爆音に 居 合せ 

きやく  あを  そうだ  お .± 

た 客は いづれ も靑 くな り總 立ちと なり 大 
騷ぎを 演じた。 

ぎう はう • K こんや L よゐん 、、、し ゆっ ち やうと パし ら 

ベる と、 ビス トルは ブロ ー -I ング 型ら し 
く 實彈で あったが、 先頃 も I 座で 圓 タク 
內で 三人 連れの 男が ビス トルを 發 射した 

爲が ぁった q で、® ^ i 5< 下 福 

ちう  > みづてんぢょ 

中と あるが、 これで ク a ネコの 不見轉 女 

含う  ぁ <1: Li  为 そろ 

給 どもは 蒼くな つて 了つ た。 あ i 恐し か 
つたわ 。ふー ふ ー 云って ゐ る。 

▽最近、 東京からの 言葉 だと 云 ふので 


私の 方へ も 織な 言!^ が 流行して 參りま 
した、 あのい や ぢ P ありません かとい ふ 
言葉ですが、この古事來歷を敎へて下さ 
いませ。 (茨城 縣下 取手 町 佐 藤 H 生) 

V 長野縣 下 #" 那郡上 飯 田 町 白山 道り 日 
傭 業 朝鮮人 朱雀袁 (四 四) は 夫婦の 間に 子 

ご』  仓 ん ねん，， うぐん いちだ むら 

供がなかった ので 先年 同 郡 市 田 村から と 

こ をん な こ そだ 

し 子 (五 ッ) とい ふ 女の子を もら ひ 育て、 
ゐたが 、とし子が 五月 二月 急性 肺炎で 死 
a した。 

▽夫婦は 泣きの 淚で 附近の 墓地に 埋葬 
したが、 わけて 朱雀袁 は、 子供 可愛 さに 
泣き暮し、 とう-^ この 程 墓を 掘り返し 
纪 敗した 死體 に頰 すりし、 自分 も 墓に？ < 
り、 死體を 抱き どうしても 歸らず 、妻が 
歸れ< と 云っても、 上から 砂を かけて 
くれ、 砂を かけて くれと 哀號 哀號と 泣き 
やつとの 事で, れ_ った。 

▼ダン サーの 發^ | 似は、 本誌に も 今 

いくど  は フ ft 含 け いしち ¢ 5 

1 で 幾度と なく 報じた が、 曩に 警視 廳は 
各署に 命じて、 ダン サーの 變げ 調査を t 


ニ 四 

じて あった が、 この 程 不良 ダン サー のブ 
ラック リストを 作り、 內々 それとなく 監 
視中 第一 回の お灸 を据灸 た。 

▽お 灸 を据幺 られた ダンサ ー は、 日鮮 

篇んの觝广ミホ丨ルの黯蒗, 
らんで 1 音 ii_ SI Q 建 K、 繫 

辭 (I れも？ ?? ' で、 これらは ぃ 
づれ も. 待合に 發展 中を 檢擧 された もの 
である。 

零 新作い やぢ やありません かねえ 節を 
お 眼に かけます a 

むすめ  はじ  ひ 史」4に -6 ほ 

►姻 十六 モガの 始まり、 日に ち 每日暇 
さへあれば、鏡に向ってお白&ぺタ/\ 

4^4- V* ナん  こ 变 

親が 意見す り やなか^— やまず 困っ たも 
んだ 、娘べ ろん こして 云 ふ 事に や、 あら 
お父さんの 時代 遲れ が、 本當 にい や ぢや 
ありません かねえ。 

1. こ 子士 ハゃ、 g r f り、^ 一にち 
每にち 暇 さへ あれば、 カフ エー 遊び やひ 
やかし あそび、 親が 意見 すれ や、 なほ 1 
あそぶ、 ふふん、 紀 爺の 時代 遲れと 白眼 


を 見せる、 そこで I 爺が いや ぢや ありま 
せんかね え。 

▽娘 十八 そろ < 嫁入り ざ かり、 虫の 
つかぬ ょと 親御の 心配、 何處へ 行く にも 
後を ばつければ、 娘 それを めつ けて、 あ 
\ら 、まあ、 なんて やきもち やの お 父 さ 
んだ ことい やぢや ありません かねえ、 あ 
らい や だ 0 

▽息子 十八、 そろ < 生 意氣ざ かり 南 
豆 袋を ズボンに なほし、 髮をチ デラ かし 
て マドロス 啣へ 、なんの 事は ない 西洋の 
ポン チ、 流石に これぢ や 親爺が 眼を 廻し 
てなん て、 うぬは M な スタイルを ずるぢ 
やない か、 ふ. ふん、 いや ぢや ありませ ん 
かねえ a 

▽千 葉 縣下中 山 町からの 賴 りを 一信 申 
上ます、 中 山 町、 現在では 藝者が 六十 三 
人 居ります が、 藝者 とり-^ で、 いや も 
うやつ ばり 田舍の 事で ふふん。 

▽中 山の 藝者逹 は、 どうい ふわけ か、 
土地の お 客を 相手に する 事を きら ひます 

雜信投書思ひ出し輟 


零 < 


なかゃ炙  けいし や 

中 山の 藝妓 はなで か、 そは 


みんな 東京からの お 客を 喜んで ゐ ますが 

として ゐ 

て 商 白く もなん ともありません 0 

产 <か や a 

▽ことに そわ^^して ゐるの は、 中 山 
の 人に ばかりで、 東京からの お客様と な 
ると みんな、 落ちついて ゐる 相です が、 
本當に いや ぢや あありません かねえ 0 
一 > 不 見轉藝 4 の スッパ 抜きを 次號へ 申 
上ます。 よく、 聞け 中 山の 藝者ど も あん 


まり 圖に のつ てゐ ると、 
あはせ て やる ぞ 0 


つぴ どい 眼に 


►あたしは、 何も 振られた から、 こん 

-と i v しめげ.  なかや史  ちち 

な 事を 申 上る のではありません 中 山の 町 
の發挺 のために この 書を 呈 します。 やい 

なか} i ザい しや  2 じ でき 

中 山の 藝者ど もなん とか 返事を 出來 たら 
返事を して 見ろ やい さあ 返事が あら ばぅ 
けた まは るぞ (〇〇 子投) 

す こ こと 穿 ラぶ ん 

▽これは、 少しく 事舊 聞に ぞくする が 

今 j く t かん  < め ？さを  こ、じ 31 — ズん しれ“ 

が 1 ひ潟 へ げ つた 時. の ぎだ、 

▽この 時、 新 潟 新聞社では、 東京から 


の文 ±" 連が來たといふので、それこそ新 

がたし^ぶんしや  くわん たい 

潟 新聞社を あげての 歡待 をした もの だ。 

y 御 ン大の 菊 地 御所の ごきげん _な ら 
ず、 大いに ハシャ いで ゐたが 、新 潟 H 
では、この勢大な會を寫腚にと思つて早 
速に 寫眞 班を 向けた ものである。 

▽一  同、 歡を つくして ゐる 連中、^! 眞 
班員は 三 k を 据灸て 、この 盛會を 今 レン 
ズへ 入れ やぅと した 瞬間の 事で ある。 

▽これを 碑く  4 12 し“  m は それ 
こそ梨鼠 0 如く、やつと立ち上るや久米 

こ じ ^ かう  はノ  み おほ  こ1  レ 

小島 等の 方を キッと 見て 大きなる 聲で云 
ふ ? は。 

A 諸君、 注意し ろ、 利用され ては 不可 
んぞ o いや、 


こ ^ おそろし  こ と 

その 聲の 恐かった 事 こわ 

* と なみ  子 いぼ れん ぢう 

かった 事、 並ゐ る藝妓 連中 あツ 0 


一 > これで 座は すつ かりと 白けき つて 了 
つたが、 新 潟の 藝妓連 中、 あとで 云 ふ 事 
には、 もぅ< 誰が 來て も、 文士連 中は 
ごめん < と 現在で も， その 時の 話が 一 
つ 話と なつて ゐ ます。 

一! 五 


怖し い 犯罪を 生んだ 


不 淪の瓤 を 生んだ 級 t くは 

おそる  はんざい  、っ 

怖し い 犯罪を 生んだ 

春 ぉそい 把 S の 敷を 破っ て 

卿 断の f はぉ そく！ T れる o 戴が ¥1 <, 

え 初めて 久し振りに なつかしい 土の 肌が 
i はれる 敗 q 三 取 十七 ST、 辯 1 Qi illl 
線の 羽 立驛を 午前 五 時 五十 九分の  一 t 列 
車が 通過した。 

それから 鼦も なくであった。 血相 變へ 
た 男が 線路 傳ひに 驛長 室に 飛び込んで 來 
た。 

『大變 です、 トンネルに 人が 死んで ゐま 

含 > は 5 fe « t> 之 3- いん  4 - <«: こと  W> 

この 急報に 居 合せた 驛員は その 男と 共 
に 線路 傳ひに 走り出した。 

春の 夜は 漸く 紫色に 明け初めて ボ た。 


を じか  ぃ”ぐ右  ちか  あしくび  はい 

男 鹿 トンネル 入口に 近づく と 足首の 入 

ぐつ  せんろ  b 

った ゴム 靴が 線路の わきに ころがって 居 
る 0 

『あの 中です』 

あ，' ない  をと こ 5は 5 み < & 

案內の 男が 指す 方を 見る と 暗い トン ネ 
ル呢に ^1 |がぁる、 ^ くと、1パの ^ 
が 死んで ゐた 、課べ ると の 植& j 職 矿 
松太郞(弄ヽ)であった。 

『鬆 へ』 

たで  もな がは しよ  きぅ ^ ぅ 

直ちに 船 川署に 急報した。 

どこかへ 行く 途中 汽車には ね 飛ばされ 
て 死んだ の だら うと 最初は 推定した。 が 
驛では 本人の 過失と 見られない 點が あり 


自 x% とも 思へ ぬ螌 しぃ i 死 だと ip 

むしよ  ほうこく 

務所に 報吿を した。 

sit ん し，，  ふな *： はしよ いん  ふし《 

檢 死した 船川署 f どぅも 不思議 だと 
齡をひねった、そして_巌と 1 1^ 

含う ほ フ 

に 急報した。 

g ちに ■_、 影 觀 補、 i s: 田 

醫師の 一行が 現場に 急 衍 して 疑！： の 死 配 
を 解剖に ふした、 ゃがて、 原 田 醫師の メ 

こうこつぷ  と 穿 しいん UL ん め レ 

スが 後頭部に およんだ 時に 死因は 判明 L 

JKio « く so  だんてい 

た、 何者かに 撲殺され たものと 斷定 され 
たので ある。 

か-*®' かん レ. しやう  含ん ちゃう 

係官は 異狀に 緊張した。 

なにもの  ま S らう  で<さつ  じ吆い 

何者か ): 松太郞を撲殺して死體をこ0 


トンネル 內に 運び 來って 列， に櫟か れた 

み 

やうに 見せ やうと したの だ。 

俄然 警察では 大 活動を 開始した、 刑事 
は 八方に 飛んだ。 

なにしろ現場に流血のあとが見ぇない 
ので 捜査に 非常に 苦心した が、 一 刑事は 
土手から 線路に 一條の 流血の あとを 發見 
した、 こおどりして 地べたに ひかれた 血 

たど  ゆ ち す-っち ヤう  みち 

の あとを 迎 つて 行く と 血は 數町の あぜ 道 
に 滴って 松太郞 宅の 小屋の 前に 來てゐ る 
の だ。 

つ 吏 じ やう ふ う b さた か とうそん 

妻の ジョゥと 情夫の 噂の 高かった 同村 
原 田 直 治が 嫌疑者と して 召喚され たのは 
翌十 八日で ある。 

ジョゥ(四八)直治0|ー)は取調べに堪ぇか 
ねて赋した |2 &ながら_ひて嫛 

らう  せつが 一 てっだう じさつみ  し 

郞を 殺害し 鐵道 自殺に 見せかける ため 死 
體を トンネルまで 運んだ ことを 申立てた 
現場に 急行した 佐々 木豫 審判， は ニ： < 
を トンネルの すぐ 前に ある 線路 工夫 小屋 

どうかう  かりよ し ん ひら 

に 同行して 假豫審 を 開いた。 


現場は 雜草生 ひ 茂り その 日は 山 おろし 
の 冷たい 寒風が 吹き荒んで 罪の ニ 人は 今 
更の やうに おの \い た。 

そして 二人は 秋 田 刑務所に 收容 される 
に 至った の だ。 

愛慾に 狂った ジョゥと 直 治の 不淪な 戀 
はかう して 血の 兇行を 生んで 幕を閉 ぢた 
が、 彼ら かこの 大詰を 演ずる までには 實 
に 三十 竿の 歳月が 費され た、 舞臺は 三十 
年 前に. さかのぼる。 

娘盛りの 十八、 ジョゥは この 部洛で の 
評判の 美しい 女で あつた、 いっしか、 當 
時 二十 一の 青年 直 治と 世の 春を 語り合 ふ 
やうに なった の だ。 

戀は 若人に とって 大きな 歡喜で あり、 

しゅくふく 

祝福で も あった。 

、愛する 者、 愛される 者の 愛の 誓 ひは 永 
久に 永遠に かわらぬ ものであった 0 
女が 奉公に 行く と 直 治 も 女を 恭 ふて そ 
の 家に 奉公して 寸時で も 離れまい とする 
程に 熱 列な 愛を 捧げ あつた。 


けれど、 人の 世の 愛の 何れもが 幸 鼠で 
ないや ケに 、女は 一人娘で あり 男は 一人 
息子であった。 

『死んでも 離れない』 

『夫婦になる』 

誓 ひもし、 决心 して 居る ニ 人だつた が 
現在が ゆるさな かった。 

やがて 女は 桶 職の 松太郞 をい やい や 乍 
らも 婿に 貰 ひ、 男は 愛さない 女を 妻に 迎 
へる ことにな つた。 

『結 ^ をしても 二人の 愛には かわりが な 

あい 

いからい つまで も 愛し ませぅ』 

彼らは ほの 紫に 唉く 桐の 花の 下で 堅く 
約束し 誓 ひを 交した。 

そして、 人目を 忍びつ i 逢引を 重ねた 
けれど、 結婚した 身では 昔の やぅな 自由 
さは 得られな かつた。 

彼らには あきたらぬ 惱みと 苦しみの 日 

がつ ごた。 蓋} ひ— 

そこで ジョウ 此 亭主の 松 太郞が お 人 好 
であるのを、 幸に して 自分の 娘 (松 太 


怖し い 祖 罪 ^ 生んだ 


ニ 七 


怖し い 犯罪な 生んだ 


1 八 


郞との 間に 出來 たこと になつ てゐ る) サ 
ダを □□□□□□□□□□□□□□□と 
の □□□□□□□□□□□□□□□□ □ 
を 親戚に してし まつた ので ある。 

□□□、□□□ロ —— 不 

淪は やまぬ 二人は 今度は 大びら で 幷復し 
許されに 快樂に ふけつた。 

いかに お 人ょ しの 松太郞 でも 婿で ある 
手前 遠慮を して ゐた が、 二人の 秘密を 知 
っては、 いかに それが 初戀に むすばれた 
仲で あっても その ま i 許して おくわけ が 
なかった。 

ik に對 して その 不心得を なじったり、 
□□□□□□と 脅したり した ことが 幾度 
も 重なっ たが 留める 人が あって 納まった 
松 太郞の 激怒 も 彼 自身の お人好しが 次 
第に 怒りを 薄めて 行っ た。 

妻と 直 治は 更に 不淪の 世界に 迷 ひ 出し 
許されぬ 樂を迎 つた 0 • 

のみならず 取 ある 限り 離れまい として 
恐ろしい 約束が 毒 唇から 毒 唇へ！ < された 


『萬 一、 二人が 別れる やぅな ことになる 
のなら 松 太郞を XXXXXXX』 とい ふ 
ことで あつた 0 

この ことは! 一間に 傳 へられて ゐる がま だ 
秘められて ゐる 話が ある。 

11 だ の 緩 V ■を | 11 して齡£が縱 

みのた め 激怒して ゐた 二月 未の こと だ。 

直 治は 朝早くに 松太郞 方に 女を 訪ねた 
松太郞 が寢 床に あるのを 幸に いつもの や 
ぅに 密會を した。 

『松 太郞は どんな 風に おこつ て 居 るんだ 
い』 と、 男は きいた。 

『ずい 分 怒って 居る、 お前 も 一度 わびた 
がい、。 わたしは、 今度 見つけられ ると 
松太郞に合はせる顏がないから死んで -L 
まふよ』 

と、 いつにない 心配 さうな 面 持で 直 治 
を 見 あげた。 

『馬鹿を 云 ふな、 お前が 死んで しまつて 
俺に なんの 樂し みが ある、 その 時は、 い 


つ そのこと、 きつ 


.俺 も お前と 死な 


ぅ、 死 ぬんだ』 

鲒 1 -I {もな く _v s まで も M した 
のでぁった 0 

一週間を 經て直 治は 挺 於 郞に仅 卜 もな 
い 謝罪に 行った、 正直者の^ <郞 は m 葉 
を やわらげて、 

『せ世 |! ゃ ^ 1| の 範もすこし％へ 
て お 吳れ』 と、 云 ひき かせた。 

けれど、 ただれ 切った 篆に 狂った？ 1 Y 
には |1間歡 も、 概人のことも ?| へるひま 
がなかった。 

ゆぎ :5 そ/-  ふ がつ  に B あさ 

雪が 細々 と 降りしきる 三月 十六 日の 朝 
六 時で ぁる 0 

降りしきる 雪の 中を 直 治は 挺 太郞の 教 
の 前にい そいだ、 鑀坊の 松太郞 はま だ _ 
って & った。 

直 治は いっもの 手段で 女に ^ 圖 した、 
ジョゥは 喜んで 出て 來 た。 —— やがて 1 
彼らは 译屋 から ニ、 三 間 離れた わら 小 
の 中に 這 人って ゆつた。 

次の 膝 間 —— 


ふぎ  な—  志い  そば 

不義の 直 治と ジャゥが 相 かたる 側には 

» < c r はい  含 ^ 0 ^ 

いっの 間に 小屋に 入って 来たの か、 松 太 
郞が 嫉妬み、 憤り、 悶え I そして 憤怒 
に 彼の 顏は 物凄かった、 目は 血走って 居 

た 0 


1 !_!1む1齔の 
1 ^ I 齡 r 郞は その 驴に 即死した。 

僧ら は 賢く なって 避に、 死んだ 齡於郞 
を 見つめた。 

それから 二人は 情死す る 約束だった i 
らは その 男氣が 失せた、 いや、 もつ と、 
もっと 生き延びて 樂 しみたい 彼らで あつ 
セ。 

そして、 松 太郞の 死飭を トンネルに す 


て、 自殺 か 過失の 櫟 死にみ せ やぅと 怖ろ 
しい ことを 考へつ いた 0 

それにしても 白晝は 死體を 運ぶ に 都 ^ 
が惡 いので 血の 死體は 小屋の 片隅に 仰向 
けにして 置いた。 

『今 f 來る からな』 

直 治は 囁いて 歸 宅した。 

一人になる と 流石に ジャゥは 犯した 罪 
の 怖ろ しさに ふるへ 戰いた 、今は、 失神 
した もの i やぅに 家の 中に ぼん や々 と 坐 
っ て 15 た。 

『お父さんは』 

表から ぼんやりした 顏で 娘の さ だが 這 
^ て妒 た 0 

ジャゥは 怖れ 驚いた。 

『お父さんは 用達しに 行つ てま だ 歸つて 

f ぃょ』 

やつと 答へ た。 

もしも 家に 上られて は 秘密が ばれる と 
ポ つたので 更に あはて \云 つた。 

『T ボぉ亂 に 用が あるんだ が 家では 話が 


出來な いこと だから 隣家へ 行こう』 
不審が る 娘を 家に あげな かった。 

その ^- — 

II は ぴったりと f んで皆 たが 兹は歡 、 
垂れ下がって 眞黑く 塗りっ ぶされ て & た 
こっそりと小ぎに忍び逆んだ齪がは敗 
たぃ松だ郞の死體をかっぃだ、 01: の«を 
男 鹿 トンネルへ 迪りつ いて 死體を 線路に 
橫た へた。 

けれど 惡いこ とは 神が 許さな かつた。 
死體の 後丽 部から だらだらと 流れた 血 
が 雪の あぜ 道に したたつ たことは 彼らは 
氣が っかなかった。 

そして、 その 血の ために 直ぐに 捕縳さ 
れ てし まつを 0 

この 事件は 陪審 裁判と L て 秋 田地 方 裁 
判 所で & 判に 附せら た。 

な v§ 5r ちう, p < ひと ど— 

この 成 行を 注目す るのは うるさい 人々 

うわさ き え レ _んしょぅも < 

のうる さい 噂を 聞くまい とて 營林署 の 木 
■びに i 庶 ^ で體 t i Vi の P 
銳的 2! で 罄す槪 於 郞 の愛妒 さ だのみ では 


あるまい ◦ 

怖し ぃ 犯罪を 生ん •た  一一 九 


\ 


相手はチャブ屋の女 


ニ 〇 


名投手 東武雄 君に 芽 生 ^ た 戀 

相手 U チヤ r 屋の女 

戀は 嬉し スヰ ートホ <丨 


かつては 一高の 名投手と して、 今は 帝 
大チ ー ムの 中樞 として この間 その 偉大な 
る 體軀を もつ てプレ ートに 臨み 日本 球界 

しほう  ゐ あつ 1 たけデ<ん 

の 至寶 とうた はれて 居る 東武 雄君丨 
その 東 君が、 今、 橫濱市 の 音騷 から 遠 
ぐ 離れ、 煤煙 も 望まない 本牧の と ある 山 
沿 ひの 閑寂 齡に 明眸 皓齒の 麗人を 擁し 
て 愛の 巢を 營んで 居 やうとは 誰が 思 ひ 設 
け やう 0 

X 

燃ぇ 上る 紅蓮の 樣 な麗艷 な 11 愛 情史 こ 

あづま くん こ>  么 史 含 いろ ご 

そ 東 君の 戀の 繪卷を 判る ものである。 


ム 


一生の 寵兒 名投手の 彼と、 時代の 先端 
に 立つ 唇！！ き ダン サーの 彼女との 戀は 

あた  レろ と 9 いろど  ゐ 

新ら しい 色彩に 彩られて は 居る けれど、 
その 中に、 赤く 燃 ゆる 熱情の 炎は 决 して 
近 W 的な 輕薄 さでは なかつ た、 そこには 

せレ€ かん 

どこまでも スポ ー ツマ ン らしい 正義感が 

みや^-  4 ゐ 

脈々 として 織 込まれて 居る の だ。 

X 

5 くねん  4 る 

獻 f< はべ ー K ボー ルの 嫩歡 时 に？^ を 
骨折して その 病餘の 靜養に 母と 共に 橫濱 
の 本牧の 海岸 1 くに 靜 k に來 た。 

本牧の 名 こそ 戀を 語る に ふさわしく、 


本牧の 海濱 こそ 幾多の 口 ーマ ンスが 織り 
出される 0 

唇 紅く、 瞳 圓らな 美女 —— と 相し る や 
ぅにな った、 やがては 戀を 語っ た、 しか 
し、 彼の 戀 0 喜びは 束の間でぁった。 

女 —— 天田貞 枝は、 國 際的戀 愛市 場で 
有名な t 牧歡樂 境の ダン サー として 爛れ 
切った 11 痴 0 世界に 踊りっ V 誰に も 唇を 
ゆるす 女だった 0 だ。 

東 君は 悶えた、 苦しんだ。 カフ に 
行って さへ も 非難され るスポ ーッ 選手で 
ぁる、 まして や 本牧の チヤ ブ屋の 浮れ 女 
との 戀 I 世間の 冷笑と 嘲罵を 彼は 恐れ 


た 0 


X 


けれど、 若人の 情熱の 前には 一切が 無 

じ やぅ X ん や 

であつ た、 情艷は あらゆる ものを 燒きつ 
くした。 

箱 人 於から 數 寄な 觀 命に 弄 ばれつ \ 
肉の 11 ： する 淪 落の 底に おちて ゆった 彼 


f いた  けん * 5 

女の 痛ましい 半生- 


-そして、  今は 心に 


もない 媚びを 多くの 男 達に 與 へて 居る 生 


活 ！ やがて 

ゐ をんな ►=. ひ 

居る 女の 戀 

'■? 0 ほ 


自分を 純眞に 慕 ひ 寄って 

•それを： k つた 時 彼の 愛慾 
i 


の 炎は 更に 燃ぇ 上った。 

X 

だまして だまされる いつはり の 世界に 
も淸い 愛の 花は ふくいくたる 淸 香を 放つ 
た。 歡樂に 醉ひ しれた みにくい 愛慾の 肥 
局に も 眞實の 戀の ii は 實を 結んだ。 

狭い 世間の 冷やかな きづな を も斷然 f 
り切るべく東君は决意した、義理0ニ字 
に 虛まれ た 彼女が 恩愛の しがら みに むち 

う レ くや も だ こと 

打たれて 幾夜 悶えた 事で あらう。 


しかし、 彼の 勝, の 前には 世間の 思惑 
もなかった、 親兄弟 も 拒み 得なかった。 
そして、 昨年の 暮 の 押しつ まつた 頃、 

鍁と黯との,ぞは窮て 1! じ寺褽に 

營まれ る やうに なつた。 

A 藺せ まる 頃、 天德 寺の 靜寂 境には 彼 
と 彼女の 愛の セレナ ー デが 夜ごとに 奏せ 


ら れて罟 る- 


あい » め や かな 

愛の 飴屋の 悲 


しみ. 


さつぼろし 5 らま も 

▽札 幌市 裏町の-一 ユース A 

△ 

札幌 市の 裏町の 朝は 勞働 者の 出勤の ざ 
はめき に 明ける 。その ざは めきが 消える 
頃から 殘 された 子供達の 惠 まれない M 慘 
な 遊びが 始まる。 

、が、 その 裏町の 子供達に とって 一つの 
愛0聲が每日きまつて聽こゆる。 

愛の t !—— それは さびしい 笑の 花が 咲 
くやう に、 鈴を 打ち ふつて 自作の 童謠を 


ぅたひ 浐く給 费 り 私^ ^の ^ でぁる。 

彼は 五十 五歲 、名は 大石 儀三郞 とい ふ 
その 腕には 『ぞ に 生きる 人』 と 記した I 
章を つけて 鈴を ふ 〇 ながら 唄 ふの だ 0 
來た 、來 た、 愛が 來たー 
愛の ぁめ 屋が やって 來た 
愛が 顏 じぅ 流れて ゐ る。 

ぅら £ も こ ども だち  き あい  ぅ免 

裏町の 子供達が 聽 くこの 愛の 歌は しわ 
がれて ゐた 、だが、 それを きくこと にょ 

ぅら 4 右 いんさん  すく 

って 裏町の 陰 慘から 救 はれる の だ。 
冷たい 雪 降る 二月 —— その 愛の 歌が 齡 

ぜんぅらニち  含 こ爰  ぬし 

然 裏町から 消えた、 そして、 その 聲の主 
は 冷い 大 通刑務 支所の 鐵窓の もとに 悶え 
の 日を 送る ことにな つた。 

しかし、 子供達は まだ この 歡の聲 の 行 
方を 知らない 。何が、 愛の 聲の 主を この 

C -D そ C 5 

鐵窓裡 にっない だか も 一 
厶 

札幌 市外 圓山 村に 廣莊な 邸' 宅が ぁった 
そこは 『圓山 御 敗』 とよ ばれて ゐたが 、 
その 玄關に 二月 三日の 晝頃に 立った のは 


* の 飴屋の 悲しみ 


ニニ 


愛の 飴屋の 悲しみ 

敷の！！ ぎの截“でぁる。 

彼は その ド ッ シリと 重い 扉を た、 いて 

し ゅ じん  めんく わい もと i o や 交 ご てん  しゆ じん 

主人に 面會を 求めた、 圓山 御殿の 主人は 
齋藤甚 之 助と いふ 富豪であった。 

愛の 飴屋 —— 圆山 御殿 —— 富豪 i そ 
して その 結果は 獄窓 丨丨 
彼が 齋 藤氏に 面會を 申込んだ 要件は 簡 
單だ つた。 しかし その 理由は とても 複雜 
で こみ 入つ てゐ た。 

飴屋 大 石は その 富豪に 面會 して 要件を 
申込み 豫期 通り 拒絕 された。 

要件と いふのは 彼の 家主で ありこの 富 
豪の 元 支配人であった 金子と いふ 人の た 
めに ニ 萬圓を 提供され たいとい ふので あ 
る 0 

『金子は 知って ゐる 、だが ニ 萬圓を 出す 
必要は ない』 

答へ も 要件の 如く 簡單 だった。 

大石 は數回 御殿を 訪れ、 最後に 夫人に 

めんく t> い i ん众ん  だ {.<, *: < 

面會 して ー萬圓 だけ 出させる ことを 約束 
して 歸つ たが その 取引が 行は れる とい ふ 


三 


翌日に なって 約束は 反古の やぅに 破棄 さ 
れた。 

わたし かね c i 3: L b f し かくご 

『私は 金子さん に 申譯が ない、 死を 覺悟 
して 来たんだ』 

かれ  くゎい艽う  た；？ とう  ぶごう 

彼は 懷中 から 短刀を とりだ L た。 富豪 
の 主人と 夫人は 逃がれ た、 しかし、 短刀 

らう じん  ぼら  うへ  -V ん ./ っ 

は 老人の しわ 腹の 上で ひらめき、 鮮血が 
飛び， 警官が 呼ばれ 老人は 北辰 病院に 收容 
された。 傷は 致命傷では なかつ た。 

せつぶ くじ け。  ，ぐ か 

この 切腹 事件が あつたのは 二月 二十日 
の 午後 五 時 三十 分で、 それから 十 数日後 
には 愛の 飴屋の 腹の 傷は いえたが 彼は 恐 
喝罪 として 札幌署 の 取調を ぅけ 豫審 に附 
せられて 有罪と 决定 、公判の 結果、 懲役 
一年の 判决が あって 刑務所の 鐵窓 にっな 
がれた ので ある。 

△ 

愛の 飴屋が 脅迫罪で 鐵窓に っながれた 

こと  まつた むくわん しん  さ 2 ぼろ * っ ひ‘^- 

事とは 全く 無關心 に 札幌の 貧しい 人々 は 
彼等の 生活と 闘つ てゐた 、が、 愛の 聲を 
失 つた子 供ら は 毎日 愛の 飴屋を さがして 


ゐ た。 


その、 裏町の 苗 穗町に 六蒙鞀 から 膨谳 
された 一つの アバ ートが あった。 の 飴 
屋の巢 だった、 その 家主は 金 丑 馨氏 とい 

?, るやゴご てん  しは いにん  せん 

ひ、 も 2 圓山 御殿の 支配人で あった 。先 
代齋 藤氏に 懇望され て 同家の 支配人と な 

たうし ゆ ほさ  こんに 右 ざい 

り當 主を 補佐して 今日の 財を なした が、 

ふん-う  せい S' ょく ^ う >ねこし  u パ 

その 奮闘に 精力を 消もぅ した 金子 氏は 肺 

や どうじ  さいとう け ひ 9 そ 

を 病む と 同時に 齋藤 家から 退けられた。 

△ 

愛の 飴屋 大 石は 强窃盜 傷 人の 前科が あ 
ったが 金子 氏の 愛に ょって 悔悟し 愛の 飴 

■5 にん ノあい  い み 

を賣 つて 人間愛に 生きる 身と なった の だ 
が、. それだけに I 子 氏には 絕對 的な 感謝 
と 感激を 持っ てゐ た。 

單純な 感情の 持ち主で あった 大石は ニ 
十七 年間の 獄窓 生活に 老い、 その 感傷は 
銳覺を 激流に かは って ゐたが 、是の 恩人 
であり 救 ひ 主で ある ^ 子 氏の 惱 みと 悲嘆 
をき いた 時、 彼は 圓山御 i に 對 して 何を 
要求すべきかを歡單に决心し取引の日は 


一枚し かな かつた 毛布を 入質して 短刀を 
買 ひ 求办 、死を 决 して 齋 藤氏に 解 决を求 
めた のであった。 

肺 患の 床に 惱む 金子 氏と 御殿に 豪奢な 
生活を 送る 齋籐 氏とは 少年 時代は 竹馬の 
友で あり 先代 逝 ひて は 良き 主人に 忠實な 
支配人であった。 

ある 一夜、 旗亭 西の 宮 本店で この 主從 
は その 胍來を 誓 ひ 金子 氏の 功勞 として 家 
族 扶助料 ニ 萬圓を 贈る ことを 約した が 金 
子 氏が 病む 身と なって は 去り 狀 一本 だけ 
であった。 

悲嘆に 燃ぇた 金子 氏は 家族の 生活の 保 
證の ために、 さきに 御殿 內の 池の 水利 權 
が 金子 氏の 名 儀で 獲得した ものを 無 賞で 

L ゆぢん  て ハき やう  はう 

主人に 提供して あったので その 報し うと 

31 ん幺ん 0 : う*. う そ-^ う ていき 

して ニ萬圓 要求の 訴訟を 提起した。 

『その 訴訟 セ 永び いてらち が あかず、 病 
狀は 重る、 凌 族の 將來が 心配 戈』 

その話をきか1れた大邳は感情が極度 
に赤熱する 0 を感じた。恩人0爲に 1 


す： a た 交る や 生 ごて 〇 汾ら 

彼は そのみす ぼらし い 姿を 圓山 御殿に 現 
はした のだつた。 

しかし、 その 計 劃が 失敗に 歸 した 時、 
金子 氏に 再び まみ ゆる 顏が ない と 制った 
時、 舊 式な 切腹に ょって 陳謝を 表現した 
そして、 恐喝罪と して 彼が 半生を 送った 
暗黑の 世 I に 再び 送らねば ならなかった 
ので ぁる。 

V 

愛の 飴屋 大石儀 三郞は 東京 市 深 川區西 
大工 町に 本籍を 持っ 生 っ粹の 江戶 ッ子で 
ぁった が强盜 傷害の 前科に ょって 二十 七 
年と いふ 永い 苦役を やっと 終って 昭和 ニ 
年 六月 秋 田 刑務所 解放の 身と なった。 

ざんきと 悔悟に 更生の 一歩を 踏み だし 
た、 彼は i 舘 、小 樽と 流浪して 札幌 市の 
苗 穗授產 場に 入り、 飴を 商 ふこと になつ 


かれ 


た o . . 

更生への 躍進 —— 彼は愛に生きる人と 

あ. s あめ  ラ うらまち  こども 

して 『愛の 飴』 を賣 つては 裏町の 小 供ら 
と共に 童心の 愛の 世界に ひたって ゐた愛 


の 飴屋は 詩人で あり 創作家であった 0 
彼は その 暗黑の 前 & 生で ある 獄中記を 
『闇路』 『袖の露』 の 二部に 書き止めて & 

あめ 5 5 rc みづか っ < み づ か 

石、 また、 飴賣 りの 歌を 自ら 作つ て 自ら 
歌に 鈴を ふり 乍ら 小 供 達の 一 小隊を 率 ひ 
て 街から 街へ I そして 落伍して 泣き だ 
す 子に タダで 飴を めぐんだ こと も 度々 あ 
った。 

來た來 たやって 来た 
愛の 飴屋が やって 来た 
- 一 n< 笑って やって来た 
愛が 顏 中流れ てる 
愛の 飴屋が やって 來た 
彼が 金子 氏の アバ ートに 引き越して 來 
たのは 昭和 ニ 年の 十月だった、 自由の 身 
になつ てま だ 幾 月 もた、 ぬ 彼には 冬の た 
めの 用意はなかった 何くれとなく 面倒を 
見て くれる 家主、 彼の 身許 1 ついては 5-- 
程 も 問 ふことの なかつ た。 金子 氏の 愛を 
無^! に 感激した 彼は ある 日、 自作の 獄中 
記を 示した。 


愛の 飴屋の 悲しみ 


二三 


浮世  風 a 


►編輯 局の 皆樣 並びに 風呂の 諸 
兄 柿每時 乍 御 健在 御發展 を 乍 蔭 ぉ 
祝し 致 しまマ、|ヶ月振りのス浴 
そして 語ら ひが 待ち 遠な L くて な 
らない 、時に 四月 虢の 發展家 番附 
大分 振つ て. Q ます ネ 、ハク ハツ ハ 
あの番附を拜見して居名中 |: 思わ 
すふき出しまし ?: 、中々審査は公 
平です れ、 記者 樣 、希く it 今後 も 
あ、 し r： 種の 諧謔 的 tx 事な 時々 -, P 
つて 下さい、 お 願 ひします 。扨て 
大井町の君子孃大した氣煺だネ、 
昭和 少子、 そぅだ もつ W/\L つ 
かりやつて下さい、後には吾輩が 
付いて 居る、 本統に 君の 御說に 共 
鳴する、何、共鳴するつてれつて 
變な 方へ 氣な廻 しちやい けない 女 
性 |- 物か沄つ |: って眞理は眞理 /; 
風呂の 中で 七面倒 臭い 事な のみ 云 
って居る奴は大嫌ひ ?: 、過ぐる日 
t 某氏-* り斯 ふした 同じ 排斥 あり 
しミ覺ゅ、尤も俺達は無學無能だ 


而し、安心あれ道德位は常識を持 

つて居る-山浦兄海上の懷かしい 

便りを お聞か t£ 下さい、 兄の 名 
文な 樂 しく 拜見 して 居る 一人で マ 
名残 リ は 盡全 n VJ サヲ パ 中京の 空 
にて (啓 壯生〕 

►彼女 W 彼が あざける 樣な 面で 
私 2 妹な じつせ 凝視して いる、 私 
はかつ ^ なつた全身は ** 2\〜\ミ 
ふるへ る 冷い 汗が 背筋を 流れる。 
妹 ム歸ゐぅ、私 ^ 輻子な3リ立上 
る ミ妹の方を見た、怨しげ |: 可愛 
さぅ |: 淚さへ浮べて妹は彼>」彼女 
か 一見して 靜か |: 起つて我が後 |- 
つ ゾ く、 淋しい 歸 りの 公園の 道は 
春 VJ lt いへ 冷い 風が 砂 ミ 共に 類に 
當る、俺達は失戀した、そして親 
友も失つた彼は俺の愛人か奪つた 
愛していた女は俺の大事な妹の戀 
人を奪つたのだ*俺はい、、俺は 
ニ度目の失戀なのだから'だが妹 
か. S ぅ マる、 初戀の 痛手 知る 人の 
知る 哀愁が あるじ やない か …… i 
花 |: 浮かれわ醉客三人、私兄妹の 
心 ^ 知らすして『ちえ甘くやつて 
やが る』 2 大笑して 去つ て 行く、 
諸君 是が 私の 第二の 失戀の 一節で 
御座い； T 何、 第三 も發 表して く 
れつて ま ♦た 第三は れえ •二十 三日 
(名 古 屋市風 雲兒) 

▼苦しかった悲しかった過去の 


結晶はやがて今日の日の實の歡ぴ 
ぐ j 變 りました 聖ぃ 尊い 勞 働ょり 生 
れる眞 の 快 樂 、味 ひ 得る 人の 幸福 
さか思ひます、私は心から自己の 
職 |- 滿足な覺えますそして若い靑 
春の ハ I トに あふれる 眞 赤の 血潮 
はれえす高遠な理想の |1 なやかな 
ト V ユ ー ジョンを えがいて 踊躍し 
て 居ます の 『うき ょ』 それ it 私の 唯 
1 の 指導者で あり 慰安者で ムいま 
す、 誌 友の 皆樣 お交り 下さい まし 
n ( 山梨縣 東 山 梨 郡 日 川 村う き i 
通信 部 內美登 志 好 美) 

►寒風 枯木 か 鳴らす 冬の 悲曲 も 
立春の 聲 >」共 |: さマがに幕か閉 ^* 
自然 (1 のぴやか |: うら、かに歡喜 
滿てろ 春の 裝か 整え 萠黃 1: 染み I 
柳の若芽 |. 先づ綠も甦り初めまし 
た、 陽の 光り 大地の 温昧 さやけ き 
早春の駑の初音も風訂き朝の風情 
であリまぜう、かくて延びん « す 
る草物 {1 加速度に日一日>」生氣溢 
れて行 きます、 かくて 热と 力の 交 
錯 にム ろ 陽春の 華々 しき 活動な さ 
ら It 誌 友 諸兄 姉、 朝夕、 明 石の 兄 
等 i 歌 ひま t£ う 嬉し 孑 陽春の 一日 
か 又 便りな 乞 ふ (名 古 屋市東 川端 
町 L1 て 丹 羽 詩 花) 

▼入浴の 皆樣 御な つかしう 存じ 
i す、 何時も 御無沙汰 勝手次第で 
すが 皆樣に は 御變 もありません か 


ニー 四 

御 伺 申 上げます、 私 も 相 變らす で 
す 愛讀は 以前 ミ 變りな く 每月拜 見 
さ 1ていたぐいておりますが入浴 
の 方は 失醴 致して おる 次第です、 
久しぶりに 入洛に 參り圭 した 今月 
今日灯つかしの皆樣ミお別れしな 
ければ なら » やぅになりましれこ 
れ>」 言つ て 別に 意 昧もあ W 主ゼん 
がなん だか これ 以上 續けて ゆく 氣 
がありません もの-しかし 入浴は 
やめましても 愛讀 r: けは 以前の 同 
樣變 W なく 永久に 思つ ており ま 
す。 これまで 皆樣 W 仲 I く 交瞭さ 
してい |: *>いたのか無にしてゆく 
ミはあまリ情ないこミかも知れま 
せんが、. S ぅか これで 別れさして 
下さい、 今日まで 皆樣に 御世 話に 
打り灸し ?: こミは厚く御禮申して 
おきます 、終りに 希み まして 本誌 
'っ さ i の 發展ご 愛 讀者皆 樣の御 健 
康 >」御幸菔を祈り永久 |: おさらば 
を致します、それで {1 失禮なしま 
す、 御機嫌 i るし ぅさ i なら (名 
古屋 水野德 一) 

▼春 春 爛漫の 花の 下 •喃 々の 
語 ひも 愈々 t つて 愈々 露骨 1C 、 兩 
者の ハ ー トのキ ダナは 正に 三百 度 
の 頂 天 に 達せん W す。 あ、 此の 日 
此の時、兩者の前に |1 極めてザッ 
クパラソ匁歡樂の泉の他にはー物 
t あ W 得まい 『お 兄 I サン、 貴男 


U いつまでもく 妾： 愛して ゐて 
下 S; の？』 3 子サン、貴女 11 ー 
體何を いふので す、 今にな つて 水 
くさ、 い •：： ン.もぅ斯ぅなつたから 1: 
{1 、いつまでも〜、貴女の心は僕 
の心であり僕の心 !1 是即ち貴女の 

せ んか 。それでこそ 僕は 貴女の… 
:•』 « 、お 極り の 文 旬に 頰を 桃色 
に そめながら L lr し 訊き 入つ て M 
子镍、 ミろけすたらんばかりの姿 
態 ムるしく『あらまアぅれしいわ 
ちゆぅ ッ』 諸君、 ネ グミの 狂春悅 
樂の聲 。 …… 


II 雄 孝い や 本名 內 

原孝雄生の名# |- か>る1大事、 

自重の 、 

チツ ^ 此所らでサィナラあぱょ。 

C 雄 孝投) 

▼雪深き北海の地にも春霞棚引 
县閉な 春 はお>」づれて參リました 
あ、 美し さ 天然の 美ょ 新綠の 山川 
の 流 何一少 ミして若人の心も躍ら 
さすには ^- 吾まゼん。 

權花 散り敷く も ミでしっくリミ 
氣の 合 o t: 御友 達- W 語ら、 つ 時 は丨 
•W ん 匁に樂しぃ事でゼぅ愉快な事 

浮 地 風呂 


でせ、 っ X。 され*、 J 私の ハ ー ト は 寂 
しい 悲しい、 年々 花咲く 春 U お- VJ 
づれて も 亡き 父は 苒び來 r: らす傷 
み し胸 |1 何時癒ゅるやら 

此の樂しい愉快な春も私にはー 
しほ 悲しくなる ので 御 ざいます 0 
此の 悲しい 寂しい ハ ートか 慰めて 
下 3るもの (1 何？それは情有石御 
言葉 ^* 御 it〗 下さろ 御友 達ょ W の 
御 便りです の 思へ ば 去年の 八月 此 
の哀れな私 |: 慰めの御便りを下3 
いました 照 井 貞子樣 今 ば 何處に 御 
御 出な さる やら、 柳原樣 からの 御 
傾り |: 依りますミ病重らせ熱海へ 
御 保養 !: 參られ r: >J か-も L や 不 
幸にして永遠の地へ旅立つて仕舞 
つれので |1 無いのかミ案じて居り 
ます もの ^ 、 榮子樣 も 何處に 參ら 
れた .やら 幸に して 此の 拙 無 さ 一文 
が照井貞子樣柳原樂子樣の御目に 
止まり ま L t: なら 何卒 御 便りな 下 
さい まし o 

諸兄 姉樣の 中で もし 照 井樣か 柳 
原 樣の御 住所 御 知りな されて 居る 
御方が御ざいましたなら御知らせ 
して 下さい まし •其の 御禮 a 何 か 
致しまマから御ニ人共靑森の溫泉 
に 御 保養な されて 居りました 御 方 
です。 

御兄姉樣此の無智な私 |- も御便 
W 下さい そして 寂しい ハ ー ト も 慰 


めて 下さい カ附 けて 下 3 い 小 憎 兄 
樣爯 湯な する ので 濟み ません けれ 
ごれ御姉樣にも御願ひして何卒入 
浴 さ I て 下さい 一生 之 御顯い です 
から。 (賸 振 阈俱知 安町 南參線 西 六 
號三浦 龍 子〕 

►え、ミ皆5ん、あすこの隅 |: 
凄い眼なしても <# 0 て居る〇〇〇 
^ 云ふ :* 人を*こらんなさい、彼 11 
東京の 丸ビ IV の 附近から 來る r 人 
だが、 變體 性慾の 極に 達して 居る 
もつ w も危險 性な 帶び た 人 /: 、 彼 
は r： へす 女性 1： 對し ては 不斷の す 
きか 窺が つて 居ろ、 君 同じ /;* 美 
文 # 言の も ¢ 1: 異性の 歡心な 貢 a 
ん w して 努力して 居る、 諸君 見た 
まへ、 あの 顔 ^ 、 あの 眼 ^ 、更に 
もの 凄い 形相 か して 居ろ で u tx い 
か、肉慾 |1 飢へたゴ9ラのそれの 
やぅである、らんらんれるあの眼 
11 寒月の やぅな 凄み TJ そこ 光り ^ 
もつて居ろではないか、彼 |: 見込 
まれ ?: 女性はれちまち |: して壽命 
を ち！ A めら れる であらぅ、 吾輩の 
見たる眼 |: は間違ひミいふものが 
ないのだ、ざぅだ、おそれ入つた 
か、 オィ^-く 迹 •け 出？ なくて 
もい、、 君 も 吾が うきよ 誌 愛讀者 
の1人だ、仲間 |1 づれ |: はしなぃ 
ぶ、 しかし、 君に 對 しては 充分の 
注意4*マるからそ 0 〇 もりで居れ 


まへ、 <9 かつたかれ君ぺ東京の發 

學 博士) 

►あ 、こら** ツ •下* C ム、 へ 
、、、、、近頃にれ 1 醉ひ方だム 
ゃぃ^^ぃゃ |: ー人で幡 ^ « る打 
い 少 、おめ ミ がつ けえ て r •さら あ 
なに ッ 、なに ^ タ、 i ご^ -しや 
がつ て 頭で も 蹴 VJ lt ? n n l I5 
に 覺悟 しる、 ソ 、てめ え 逢見て え に 
八錢の ラィス ヵレ一デ 生きて 居る 
ん ぢやれえでマこし生合がちがぅ 
ん f: 、 r: まに ゃおみ 吾で t 呑んで 
くれ、てめえ達見てえ |» ヵクテー 
少ー杯かゴ、ァのーぺ2も呑んで 
女のけつばかりねらつて届るゃぅ 
なお 兄 S ん •ちゃ あねえ の /:* 、 なん 
でえ少、べら !1 ぅめ>へ、、、、 
オヤ ^ -そこ |: 居るなあ神田の蒎 
に 深 川の 立 ^ ゃぁ ^ えか、俺が少 
丨來れえ中 |: でえぷ男か上げた.ち 
ゃあれえか、鋅搆 /; くま ?: 俺が 
面ゎ出すゃぅにむつたからたのむ 
ビ 、俺 逢の繩 張な 驼 snn えょぅ 
1: しつ か- やれ i、 ど ぅ /: 、 久し 
振 4 ?: 、 一 ぺエゃらぅ.ちゃねえか 
なにク、心ぺ 2: マるれえィ、金な 
んか 何時 だつ てあら あ、 三人で 吞 
む 位え (1 あら あ、 十五 錢も あり ゃ 
ぃ\たらぅ、どぅでえ(齣'込の呑 
んだ くれ 生〕 

►若葉の 芽は すく  < « のびて 

r l 五 


竽世  風呂 

行く、咲きほこって居た櫻は現影 
のみ か 殘して 惜げ もな く 散って 行 
つてしまつれ、す孑>」ほるやうな 
薄綠 色の 若葉は すっ きり ミして、 
:いらだつ ?: 心を無限 |. やわらげて 
行く、野も山も新綠の色 |: 圍まれ 
て行く、友なき妾 |^ 淋し§のあま 
り野に出で〜無限に唷れ渡って居 
名靑空か心ゆくばかリに眺めてゐ 
るのでし ?: 、 \1 スデリククな妾は 
この頃また妙にセンチメンタかに 
なつて 來 ましれ、 一人でこう して 
淋 I く •ちつ- w 靜か 1: 暮して 行 ^ i r: 
いやうな 氣 に なつて 來 まし ?: " ざ 
わめか L い 伢の 中が なん '? J tx くい 
やになつて來ました、四月廿九日 
日記_よ”(山形の秋子) 

▼、r 吾よ 風呂の 諸兄 姉 よ、 近 明 
大分 不振の 傾 さが 見える、 かくて 
|1 切角今日まで吾々 |: 與へられて 
來た このうき よ 風呂の 將來が 思は 
れる • i、 同時に 切 角發展 して 來 
た 吾が う 吾ぶ 風呂が すいびす る ぐ」 
云ふもの、吾々同志は此處に於て 
一大活躍をなさればならぬミ思ふ 
のであります、 そ 1て賑やかにお 
互 |: 樂しく睦主じく益々發展して 
行圣 た い 迖思ふのでぁる、さらば 
諸兄 姉よ、 お 努力せられ よ、 本誌 
の 內容近 來號を 重ぬ る 每に 充實し 
て來る、これは只 |: 記者樣のぉ努 


力の 賜 w ぞんじ i す、 尙 li l 層 ゆ 
ご奮勵かお願ひ致しまマ、最後 |: 
う 吾 i 風呂 黨の 活躍 か 期待 マス、。 
(王子 佐 藤 生) 

V # も 去つ て、 愈々 新綠の 候 ミ 
なり ま 1れ、誌友豬兄姉懞には其 
の後もおかはリけ御座い支イーんか 
それから 山形の 秋 子樣お 便りを 有 
難う ございまし ?: 、 すぐ 御诉 事を 
出すつもりで居れのですが色々ぐ」 
用事に  >」らは れて- つい^ 無沙 
汰かしま七て申しわけがあリま乜 
ん 、惡 しからす、 この お 風呂で；わ 
わびな 致します、 編輯の 記者 様 近 
顷の 本誌の 內容は 大分 又 i く 感じ 
て來ました、記者樣のお努カはお 
察しいれします、しかし每號發行 
の おくれる の ^ 少 々遺憾 ぞんじ 
灸す、れがばく*は今少し早9く發 
行出來るょう 1- お願ひ致しまマ先 
は 記者 樣 II じめ 誌 友の 諸兄 姉樣今 
日 (: これで失禮いたし本ニ，、では 
皆様 御機嫌 i るし う ( 埼玉小 林 
きみ) 

►小生 事. 今日まで あまり 軟派 
號 U 讀ん だ事がなかつた、固くる 
しいものばかりに頭が凝かれまつ 
て居ましれが"去月ふミぅさょ誌 
か 手に して繙ぃて見泛した所、な 
か^^ 面白く 見 まし ?: 、 他 誌り 內 
容 >」は全く異 |: し ?: 面白さのぁる 


事を發見し ^. した>ぅ|1誌の獨 
特 の內容 e ある ミ思ひます-編輯 
諸氏 様の 益々 奮读 V ら れん 事な 御 
願ひ致しまマ(巢鴨町早川生) 

►記者様すゐぶん暖かくなつて 
參りましたが、皆さまお變4あリ 
まぜんか、私 |1 水鄕湖來にすむ者 
で彳が、これからの水鄕 11 、それ 
こそ 都會で 想像して ゐるや ぅな も 
ので 11 ありま乜ん。記者さま皆さ 
まして、 一度 お出で 下さい ま t£ o 
私が お 案内 ^ 致 1まマ。水鄕の夏 
は、 それ こそ 實 に 詩的で あり 主 -T 
都 會の皆 さまが 一度 來 r: ら必ら す 
忘“ ス事の出來尨ぃ世畀ではない 
か>」思 11 れます<湖來町 あやめ 
生) 

▼本 號の 内容が、 次第 i 充實し 
てゆく事 (1 嬉しく思 {1 れます。軟 
派の グ 0 デスクの 雑誌 VJ L ては 天 
下 |: 冠 7: るもので |1 ないかミ思 11 : 
れ圭 す、 だが， S ぅ も惜 むらく 11 襞 
行 日の 一定して ゐない 事で、 へん 
びな 片田舍 1: すんでゐる私逢に (1 
實 1- 迷惑です。 ざ. つ ぞ 、發行 日を 
一定して 下さい まゼ 。そして 私達 
に 滿 足さ t£ て 下さい i t£ o( 上總一 
宮南倐 書 ニ 郎) 

V やい 神 田の 源 公 クン W かの 野 
鄧*なんだかぃゃに風呂の中で意： 
ばり散らしてゐゃぁがる.ちゃぁれ： 


111 六 

え か。 ふん、 手前 一人の 風呂 .ちゃ 
あれえんだから、少しえんリ文し 
てくれそん苁 1- ごぼ/\やられ ?: 
んでは、湯がぴちゃくはれてれ 
まられえふ、4ん病のな |1: いきん 
が眼に入つてつぶれれつて例はぃ 
くらでもあるん，たからな、げえつ 
吾な つけ や あがれ、 大 馬鹿 ヤロー 
(大阪 のぜぃ 六) 

►初夏が吾れ草も木もみざリに 
はえ てむ せ 返る やぅ だ、 この 新綠 
のなかに私 11 風呂の皆さま >? 」語ろ 
事 ^ 喜び 吏す 風呂の 皆 さ 生 私 U 今 
月から初めて入浴 |- 來れ者でマ東 
も西き判らす 1* まムひます、如何 
か皆さま宜敷お願いたします。(茨 
城汉生〕 

▼きんらい、 この ふるに、 だい 
ぶ女のみなさまがふえてきたやぅ 
です が、 男の みなさま、 ざ ぅぞな 
んなだ 2あなどらす |: めん， £' ぅみ 
て下5いまぜな*訂んですか、か 
^ この皆さまぱかりなので ^ がひ 
けてなり主もんもの、ホホこぅ見 
えてもモダンで |1 あり主せんのょ 
永 まあ 今月は 之 位に (柳 島え つ 子) 

办 X 

係ょり …… 本號は記事輻輳の |: め 
:皆さまの頁が三一^ミなるの止むな 
さ 1- 致りましれ故深くお詫び申し 
上ます。 
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原稿 募集と 記者 募集  ヾ 

本誌は、 全國に 通信網を 張 萬 完全 足らん 事を 期して 居 9 ますが、 更にょ 9 完 
全を 期 >し 未設の 地へ 支局 乃至は 記者を 置き" 更に われらは、 努力 また 努力、 もつ て 
內外共 に 萬 完備を 期せん ご 思 ひます。 

記者募集の規定 | 1_緋 | | | ^ 志|件を附してぉ送9 


任を 持つ て 頂きた く 思 ひます 


ません が、 每月箢 原稿に 責 


V 


、玖 


原稿 募集の 規定 

感じた 話" 美談、 佳話 等が ありませ んか 、あつたら お 一 


A 知らせ 下さいません か、 皆 樣のお 力は 誌上に 更に 錦を 飾ります C 

原稿は ありの ま >を書いてお送り下さ， \ 文の巧拙は問題でありませんが、お知 
らせ 下さる 事柄は、 總 て事實 でなければ な 9 ません、 事實 であろ 以上 原稿の 人物、 
縣 名、 郡 名" 町村 名 等は 實際で なければ なぃノ ません、 本社では 皆様の 原稿に 對 して 
は絕對 責任を 持ち、 係り 以外 皆樣の 御宿 所 氏名は 洩らしません。 

揭載 原稿に 對 、しまして は、 その 月 號の 本認ご 薄謝 ごを 呈 します。 尙 原稿 お送りの 塲 
合は、 その 原稿に 關係 ある 人物、 その他の 參考 資料 (事件の 寫眞 、または 繪 葉書) 等 
を 極力 お添え 下さい、 これは 使用 後 直ちに お 返却 申 上ます。 

若し 皆 樣に原 稿を 書く 時間が 御座いませんで したら、 お葉 書な りで、 事件の 事柄、 
塲所等 明記 お知らせ 下さい、 原稿の 種類は 社會 一般 明暗 種々 なんでも 差 支 ありませ 
んが 、他の 新聞 や雜 誌へ 出た ものは 困ります。 
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表 


定 


御 注文は 嫌て 前金に 願 ひま ' f 
御拂込 0 前金が 切 ま L ?: 時 tt 送 本を 
中止 致します 

直接 C. 賺讀 代金は 藓券 代用 (一割！？ 
參錢 壹錢五 厘壹錢 )か又は藓便爲替 
か. 振簧ロ 座に て 御 願 ひします 
本社への 照會は 必す 返信料つ きの 
亊(往復はがき |: ても宜し〕 


東京 市京檐 £ 桶 町 三十 


本® へ 廣吿 御用の 節は 左記 取次店 又は 本 
肚へ 直接 御 照會を 乞 ふ 

II 正路 喜 社 g 信 8 T 社 狀 一成 社 


昭和 四 年 五月 十日 印刷 納本 
昭和！ 一年 六月 一日费 行 


編轉人 中 倉 


番地 

想 賞 保 


! 年分 (十二 册〕 拂込 前金 六 
半年分(六册〕拂込前金3 
一 册 送料共 前金 五十一 錢 


」 なた 樣 にも ^ ら f 
OJT 漱 i す 藤 夢で さい t そ 

0 -i したら、 1へ1^下さいませ、 0 ひ忘れて了 0 て敗ロ敢し 
さあ、 2 |1/ゥしても1ひ批せません〇愛謓者 €> 皆樣お判0にな 
，ましたら 葉！ i へぎいて お出し 下さい。 正 1 齡中 から 抽籤で 五十 錢宛 1 呈 
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